


『名古屋城調査研究センター研究紀要』第 2 号 正誤表 

頁 箇所 誤 正 

18 本文上段 24 行目 上掲『寛政重修諸家譜』には… 上掲『寛政重修諸家譜』6 には

… 

※上掲は削除する 

55 本文上段 23 行目 三之丸内の屋敷である。13 三之丸内の屋敷である。12 

本文下段 1 行目 空き家になっていた。14 空き家になっていた。13 

本文下段 16 行目 史料としても貴重である。15 史料としても貴重である。14 

本文下段 20 行目 御庭預本役となった。16 御庭預本役となった。15 

56 本文上段 20 行目 帰国が四月二日 17 に迫り… 帰国が四月二日 16 に迫り… 

本文下段 16 行目 描かれている（図２）。18 描かれている（図２）。17 

本文下段 23 行目 此所御植溜と成」という。19 此所御植溜と成」という。18 

59 註 18 

註 19 

18『金城温古録』（四）… 

19『金城温古録』（三）… 

19『金城温古録』（四）… 

18『金城温古録』（三）… 

※註番号を入れ替える 

94 本文上段 18 行目 （瓦を含む盛土）と考えた。

土層・層序は… 

（瓦を含む盛土） 

と考えた。土層・層序は… 

※上記のように改行する 

128 本文上段 23 行目 石垣が完成させていた… 石垣を完成させていた… 

136 本文左段 9 行目 3-3 ③滴水瓦が… 3-3 ②滴水瓦が… 
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口絵 1　紀伊中納言（徳川頼宣）書状 尾張中納言（徳川義直）宛　名古屋城総合事務所蔵
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口絵 2　伏見町中絵図　名古屋市蓬左文庫蔵
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口絵 3　二条御城絵図　名古屋市蓬左文庫蔵
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口絵４　尾州知多郡大高古城図　名古屋市蓬左文庫蔵
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口絵５　尾州知多郡大高之内鷲津丸根古城図（大高兵粮入）　名古屋市蓬左文庫蔵
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口絵６　御城二之丸之図　名古屋市蓬左文庫蔵
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口絵７　御城二之丸之図（口絵６）トレース図
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口絵 9　天守台石垣　北西隅石下部（西面側から撮影）

口絵 8　天守台石垣　北西隅石下部（北面側から撮影）
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桶
狭
間
合
戦
考

服
部
　
英
雄

キ
ー
ワ
ー
ド

要
旨

海
岸
堡　

降
雹　

水
軍　

桶
狭
間
山　

織
田
信
長　

今
川
義
元　

松
平
元
康
（
徳
川

家
康
）　 

大
高
城　
　

鵜
殿
長
照　

熊
野
水
軍　

梶
川
平
左
衛
門　

鳴
海
城
兵
粮
入　

大
野
衆　

小
川
（
緒
川
）
衆　

信
長
公
記
天
理
大
学
図
書
館
本　

三
河
物
語

　

桶
狭
間
合
戦
を
桶
狭
間
山
で
の
局
地
戦
で
は
な
く
、
伊
勢
湾
北
部
の
制
海
権
に
関

わ
る
総
力
戦
と
し
て
と
ら
え
直
し
た
。『
信
長
公
記
』
に
大
高
城
・
鳴
海
城
に
関
わ

る
潮
汐
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
絵
図
に
海
、
入
江
が
描
か
れ
る
よ
う
に
、
両
城
は
海

の
城
（
海
岸
堡beachhead

）
で
あ
る
。
今
川
方
の
大
高
城
城
主
鵜
殿
長
照
の
苗

字
の
地
「
鵜
殿
」
は
三
河
で
は
な
く
、紀
伊
・
熊
野
で
、熊
野
川
河
口
左
岸
に
あ
っ
た
。

熊
野
別
当
湛
増
を
祖
と
す
る
鵜
殿
は
熊
野
系
水
軍
で
、
今
川
義
元
は
尾
張
侵
攻
の
布

石
と
し
て
、鵜
殿
長
照
を
城
将
に
配
し
た
。
織
田
方
・
大
野
衆
（
佐
治
）、緒
川
衆
（
水

野
）
が
加
わ
っ
た
大
高
城
を
め
ぐ
る
攻
防
は
海
戦
で
、
兵
粮
入
れ
に
軍
船
が
使
用
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
近
世
に
尾
張
藩
が
作
成
し
た
絵
図
も
陸
側
で
は
な
く
、
海
側

の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。
今
川
方
鳴
海
城
の
軍
船
を
制
御
し
た
の
は
織
田
方
・
中

島
砦
で
、
守
っ
た
梶
川
平
左
衛
門
は
、
同
盟
者
緒
川
水
野
の
家
臣
で
、
信
長
配
下
で

は
な
か
っ
た
。
河
川
水
軍
と
し
て
卓
逸
し
、
信
長
に
懇
望
さ
れ
て
鳴
海
城
至
近
か
ら

の
鳴
海
津
の
軍
船
攻
撃
を
担
い
、
鳴
海
城
の
機
能
を
喪
失
さ
せ
た
。

　

緒
戦
（
朝
合
戦
）
の
鷲
津
・
丸
根
の
攻
防
は
海
戦
に
始
ま
る
。
最
終
合
戦
（
惣
崩
）

終
了
後
、
圧
勝
し
た
織
田
方
は
大
高
城
、
鳴
海
城
両
城
を
無
視
し
攻
撃
し
な
か
っ
た

よ
う
で
、
動
産
で
あ
る
軍
船
の
多
く
は
、
無
傷
だ
っ
た
。

　

今
川
義
元
の
敗
因
は
野
営
中
に
雹

ひ
ょ
う

に
打
た
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
織
田
信
長
の
勝
因

は
降
雹
を
施
設
内
（
丹
下
砦
・
善
照
寺
砦
・
中
島
砦
）
で
し
の
い
だ
こ
と
に
あ
る
。

野
ざ
ら
し
で
の
暴
風
雨
と
、
著
し
い
気
温
の
低
下
で
、
今
川
方
は
体
力
お
よ
び
火
器

の
機
能
を
失
い
、
対
す
る
信
長
方
は
自
在
に
鉄
砲
を
打
ち
込
み
、
圧
勝
し
た
。

目
次

は
じ
め
に　

本
稿
の
基
調

（
一
）
海
か
ら
の
視
点

（
二
）
氷
雨
・
降
雹

（
三
）
史
料
に
つ
い
て

一　

海
か
ら
の
視
点

（
一
）
熱
田
・
大
高
・
大
野
の
海
上
交
通

（
二
）
海
城(

海
岸
堡)

と
し
て
の
大
高
城
、
鳴
海
城

（
三
）
大
高
城
将
鵜
殿
長
祐
・
長
照
は
熊
野
水
軍

（
四
）
中
島
砦
・
梶
川
平
左
衛
門

（
五
）
大
高
城
兵
粮
入
は
海
路
か
ら

（
六
）
帰
路
に
つ
い
て
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二　

降
雹

（
一
）
後

う
し
ろ
ま
き巻

・
今
川
義
元
の
行
動

（
二
）
清
州
か
ら
宮
へ
・
名
古
屋
（
那
古
野
）
城
ほ
か
に
配
備
さ
れ
た
兵
と
馬
と

武
器

（
三
）
宮
か
ら
鳴
海　

下
道
と
上
道
（
東
海
道
）

（
四
）
朝
合
戦

（
五
）
降
雹ひ

ょ
うの

直
撃　

桶
狭
間
山
本
陣

（
六
）
惣
崩
・
鉄
砲
隊
射
撃

む
す
び　

桶
狭
間
合
戦
は
海
陸
の
戦
い

図
版
目
録

図
１
空
中
写
真

口
絵
４
・
５
蓬
左
文
庫
大
高
城
図
・
大
高
鷲
津
丸
根
図

図
２
鳴
海
城　

図
３
沓
掛
城　

図
４
大
野
城

は
じ
め
に
　
本
稿
の
基
調

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
十
九
日
、
桶
狭
間
合
戦
は
織
豊
時
代
の
ス
タ
ー
ト

で
、
天
下
を
狙
う
こ
と
に
な
る
織
田
信
長
の
第
一
歩
で
あ
る
。
織
田
信
長
は
清
洲
城

が
居
城
だ
が
、
名
古
屋
（
那
古
野
）
城
の
主
で
も
あ
る
。
軍
事
的
緊
張
が
増
し
、
名

古
屋
城
の
機
能
も
強
化
さ
れ
る
。
総
力
戦
と
し
て
管
轄
下
の
軍
事
施
設
・
基
地
は
フ

ル
動
員
さ
れ
る
。

　

信
長
は
少
数
の
兵
力
で
数
倍
の
敵
を
撃
ち
破
り
、
御
大
将
・
今
川
義
元
を
戦
場
に

て
討
ち
取
っ
た
。
そ
の
首
級
は
清
洲
に
運
ば
れ
た
。
通
常
、
大
将
は
安
全
な
後
方
に

陣
を
構
え
、
二
重
三
重
に
守
ら
れ
る
。
劣
勢
に
な
れ
ば
、
い
ち
早
く
戦
場
を
離
れ
る
。

大
将
の
戦
場
で
の
敗
死
は
わ
ず
か
な
例
し
か
な
い
。
劇
的
な
勝
利
で
あ
っ
た
。
い
っ

た
い
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。

　

事
件
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
は
以
下
の
視
点
三
つ
を
提
示
す
る
。

（
一
）　
海
か
ら
の
視
点

　
『
信
長
公
記
』
に
「
鳴
海
の
城
、
南
ハ
黒
末
の
川
と
て
入
海
、
塩
の
差
引
、
城
下

迄
在
之
（
中
略
）
今
川
義
元
、
沓
懸
へ
参
陣
、
十
八
日
夜
に
入
、
大
高
之
城
へ
兵
粮

入
、
無
助
様
に
、
十
九
日
朝
塩

（
潮
）

の
満
干
を
勘
か
へ
、
取
出
を
可
払
之
旨
必
定
と
相
聞

候
之
由
」
と
あ
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
14
・
五
六
、五
七
頁
）。
海
と
塩

（
潮
）

に
つ
い
て

の
記
述
が
複
数
あ
る
。
な
ぜ
潮
流
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
か
。
二
つ
の
城
は
潮

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
た
。
つ
ま
り
海
城
（
海
岸
堡beachhead

）
で
あ
る
。

十
九
日
朝
の
潮
汐
は
戦
局
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
。『
信
長
公
記
』
の
こ

の
記
述
は
、
両
城
の
本
質
が
海
の
城
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
語
っ
て
い
る
。
大
高
城

へ
の
兵
粮
入
の
文
脈
に
て
、
潮
を
考
慮
し
実
行
す
る
と
あ
っ
た
。
な
ら
ば
海
路
が
使

わ
れ
て
い
た
。

　
『
信
長
公
記
』
天
理
大
学
図
書
館
本
は
、
大
野
衆
・
緒
川
衆
と
い
う
水
軍
の
動
向

に
も
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
織
田
方
の
配
陣
記
事
の
末
尾
に
「
大
高
之
南
大
野
・

小
河
衆
被
置
」
と
あ
る
（『
愛
知
県
史
』
同
上
・
五
七
頁
）。
大
野
・
小
河
は
知
多
半

島
西
と
東
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湊
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
前
段
に
善
照
寺
、
中
島
、
鷲
津
、

丸
根
の
各
砦
と
そ
の
守
将
の
名
を
記
し
て
い
る
。
改
行
し
て
、こ
の
記
述
に
な
る
が
、

「
砦
」
の
語
が
な
く
、
城
将
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
が
水
軍
で
あ
っ
た

か
ら
で
、
砦
で
は
な
く
軍
船
で
守
り
、
戦
い
、
衆
と
し
て
行
動
し
た
。
大
高
の
南
は

地
理
的
に
は
丘
陵
で
あ
る
が
、
今
よ
り
ず
っ
と
海
が
近
接
し
て
い
た
。
当
時
の
人
た
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ち
が
南
は
海
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
関
連
す
る
絵
図
な
ど
に
あ
き
ら
か
で
あ
ろ

う
。

　

織
田
方
水
軍
大
野
衆
（
佐
治
）・
緒
川
衆
（
水
野
）
と
い
う
西
・
東
の
水
軍
が
、

大
高
城
・
鳴
海
城
（
根
古
屋
城
）、
そ
し
て
今
川
方
に
与
同
す
る
鯏
浦
服
部
水
軍
（
木

曽
川
河
口
）
と
、
三
角
形
・
四
角
形
で
対
峙
し
た
。
ま
た
鳴
海
城
を
掣
肘
し
た
中
島

砦
の
守
将
、
梶
川
平
左
衛
門
は
緒
川
水
野
の
配
下
で
あ
っ
て
、
信
長
か
ら
の
指
令
を

受
け
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
が
、
水
軍
と
し
て
の
特
殊
技
能
に
よ
り
入
城
を
要
請
さ

れ
た
。

　

天
理
本
の
紹
介
は
流
布
し
て
い
た
陽
明
文
庫
本
よ
り
も
遅
れ
た
。
こ
の
記
事
に

よ
っ
て
、
大
野
・
緒
川
を
結
ん
だ
ベ
ル
ト
地
帯
を
織
田
方
が
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。知
多
郡
北
半
部
は
け
っ
し
て
空
白
地
帯
で
は
な
い
。尾
張
に
入
っ

た
今
川
義
元
は
、
こ
の
敵
対
勢
力
を
警
戒
し
つ
つ
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
桶
狭
間
山
か
ら
動
け
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
海
と
陸
の
動
向
が
鍵
と
な
る
。

　
『
信
長
公
記
』
の
著
者
太
田
牛
一
の
周
辺
に
は
陸
戦
参
加
者
が
多
か
っ
た
か
ら
、

華
々
し
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
陸
戦
の
勝
利
を
詳
し
く
描
写
し
た
。
海
戦
は
別
の

部
隊
の
行
動
だ
か
ら
、
簡
略
に
し
か
叙
述
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
桶
狭
間
研

究
に
お
い
て
、
海
の
記
事
に
着
目
し
、
分
析
し
言
及
し
た
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

む
ろ
ん
主
流
で
は
な
い０

。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
読
む
限
り
、
潮
汐
を
利
用
し
た
と
す
る
『
信
長
公
記
』
の
記

述
は
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
行
動
を
阻
害
す
る
与
件
と
し
て
、
海
を
み
る
見
解
が
主

流
で
あ
っ
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
大
高
城
・
鳴
海
城
の
機
能
を
海
か
ら
考
え
る
。
松

平
元
康
の
大
高
城
兵
粮
入
に
つ
い
て
は
海
路
に
よ
る
可
能
性
を
追
求
す
る
。む
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
は
そ
う
し
た
提
案
は
な
い
。
本
稿
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
海
が
持
つ
意
味

を
、
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
戦
い
を
考
え
直
す
。
桶
狭
間
の
合
戦
は
桶
狭
間
山
周
囲

の
局
地
戦
で
は
な
く
、
伊
勢
湾
で
の
制
海
権
争
奪
を
含
む
、
知
多
半
島
北
部
、
陸
・

海
の
合
戦
で
は
な
い
か
。 

（
二
）　
氷
雨
・
降
雹

　

桶
狭
間
合
戦
が
あ
っ
た
永
禄
三
年
五
月
十
九
日
を
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
直
せ
ば
、

一
五
六
〇
年
六
月
十
二
日
と
な
る
。
真
夏
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
昼
、『
信
長
公
記
』

に
よ
れ
ば
「
急
雨
石
氷
を
投
打
様
に
」
と
あ
っ
て
、
俄
雨
に
な
り
石
の
よ
う
な
氷
塊

が
降
っ
た
、
と
い
う
。
降
雹
、
氷
雨
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
は
急
雨
に
ム
ラ
サ
メ
と

読
み
仮
名
を
ふ
る
（
天
理
本
は
「
大
雨
」）。
ム
ラ
サ
メ
は
「
驟
雨
」
の
こ
と
で
激
し

く
な
っ
た
り
、
弱
く
な
っ
た
り
す
る
ニ
ワ
カ
雨
を
い
う
。

　

二
〇
二
〇
年
六
月
、
筆
者
は
雹

ひ
ょ
う

を
体
験
し
た
。
思
い
は
桶
狭
間
に
及
ん
だ
。
雹
は

積
乱
雲
の
急
激
な
発
達
が
原
因
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
雷
が
鳴
り
、
大
雨
が
降

る
。『
三
河
物
語
』
は
「
車
軸
の
雨
」
が
降
っ
た
、
と
表
現
し
た
。　

　
『
尾
張
名
所
図
会
』
は
雨
中
の
決
戦
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
嵐
を
つ
い
て
、
信

長
が
義
元
本
陣
に
突
入
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
『
信
長

公
記
』
に
は
、
雨
中
の
戦
い
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。「
身
方
（
味
方
）
ハ
後
の
方

に
降
か
ゝ
る
」、「
空
晴
る
ゝ
」
と
あ
る
。
信
長
方
は
雹
を
「
後
（
あ
と
）
の
方
」
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

雨
が
勝
敗
の
分
か
れ
目
に
な
っ
た
と
は
、
だ
れ
し
も
考
え
る
。
新
田
次
郎
に
「
梅

雨
将
軍
信
長
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
天
文
所
に
務
め
た
経
歴
の
あ
る
平
手
左
京
亮

と
い
う
人
物
が
、
そ
の
日
に
豪
雨
が
降
る
と
予
想
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
信
長
が
籠

城
策
か
ら
野
戦
に
切
り
替
え
た
と
し
て
い
る
。
文
学
者
で
あ
る
以
前
に
気
象
学
者
で

あ
っ
た
新
田
次
郎
ら
し
い
着
想
で
、
平
手
は
新
田
次
郎
自
身
の
投
影
で
あ
る
（
た
だ

し
桶
狭
間
は
梅
雨
で
は
な
く
雹
で
あ
る
）。
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と
こ
ろ
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
側
で
の
雨
の
影
響
を
分
析
し
た
論
考
は
皆
無
に
思
わ

れ
、
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
だ
。
小
和
田
哲
男
『
図
説　

織
田
信
長
』（
二
〇
〇
二
・

河
出
書
房
新
社
）
で
は
「
折
か
ら
暴
風
と
な
り
、
奇
襲
さ
れ
る
こ
と
を
全
く
予
測
し

て
い
な
か
っ
た
今
川
勢
は
総
崩
れ
と
な
っ
た
」
と
す
る
が
、
原
因
・
結
果
の
説
明
が

な
い
。
小
和
田
『
軍
師
・
参
謀
』（
中
公
新
書
・
一
九
九
〇
）
で
は
「
西
か
ら
東
」、

つ
ま
り
信
長
に
追
い
風
と
な
っ
た
「
風
の
吹
き
方
」
が
信
長
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
と

す
る
け
れ
ど
（
一
一
八
頁
）、
説
得
力
を
感
じ
な
い
。

　

過
去
の
歴
史
家
は
「
石
氷
」
も
「
車
軸
の
雨
」
も
体
感
で
き
な
い
ま
ま
、『
信
長

公
記
』
に
記
さ
れ
た
軍
事
行
動
を
追
跡
し
た
。
本
稿
は
降
雹
・
氷
雨
こ
そ
が
信
長
に

直
接
的
な
勝
機
を
与
え
た
と
考
え
、
義
元
と
信
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
と
行
動
の
関

係
を
、
時
刻
を
追
っ
て
復
原
す
る
。
信
長
隊
は
砦
に
て
氷
雨
を
や
り
す
ご
し
、
晴
れ

間
を
み
て
桶
狭
間
山
・
義
元
本
陣
に
突
入
し
た
。
当
然
、
鉄
砲
が
駆
使
で
き
た
。
野

営
地
で
昼
食
中
、
降
雹
に
打
た
れ
た
義
元
本
陣
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
、
急
激
に
低
下

し
た
気
温
と
強
い
風
に
混
乱
し
て
い
た
。
軍
事
行
動
は
大
き
く
制
約
さ
れ
る
。
勝
因

は
気
象
へ
の
対
処
の
差
に
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
の
視
点
・
切
口
で
あ
る
。

（
三
）　
一
次
史
料
と
二
次
史
料

　

合
戦
に
つ
い
て
記
す
史
料
は
多
く
は
な
い
が
、『
信
長
公
記
』
と
い
う
望
む
べ
き

最
高
の
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
桶
狭
間
研
究
は
、
事
実
上
『
信
長
公
記
』
研
究

で
あ
っ
た
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
史
料
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
『
信
長
公
記
』
に
は

口
承
文
芸
的
な
要
素
も
あ
る
。
陽
明
本
と
天
理
本
、
相
互
の
出
入
り
・
差
異
は
、
語

り
物
と
し
て
、
文
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
語
り
物

で
あ
れ
ば
、聴
衆
の
歓
心
に
迎
合
し
、史
実
か
ら
離
れ
、作
品
化
、物
語
化
も
さ
れ
る
。

歴
史
学
で
は
一
次
史
料
で
あ
る
書
状
や
感
状
な
ど
、
ほ
ぼ
時
間
を
お
か
ず
に
、
当
事

者
・
関
係
者
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
史
料
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
史
料
と
し
て
重
視
す
る
。

本
稿
で
も
桶
狭
間
に
関
わ
る
一
次
史
料
を
最
優
先
す
る
。
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
研

究
史
が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
貴
重
な
記
述
は
案
外
に
あ
っ
て
、『
愛
知
県
史
』
や
『
静

岡
県
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
信
長
鉄
砲
隊
の
行
動
は
『
信
長
公
記
』
に
記
述
は

な
い
け
れ
ど
、
古
文
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
古
文
書
を
主
と
し
、
編
纂
叙
述
を
従
た
る
史
料
と
す
る
。『
信
長
公
記
』

は
一
定
の
留
保
を
付
し
て
使
用
す
る
。
不
自
然
な
記
述
が
あ
れ
ば
、
保
留
し
、
絶
対

的
な
信
頼
を
お
か
な
い１

。

　

本
稿
が
依
拠
し
た
関
係
史
料
集
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
を
引
用
し
な
い
。『
甲
陽
軍
鑑
』

は
他
国
（
遠
国
）
に
い
る
当
事
者
で
は
な
い
人
物
に
よ
る
記
述
で
、
叙
述
は
創
作
が

多
い
（
藤
本
正
行
『
桶
狭
間
の
戦
い
』）。
も
し
今
川
軍
に
よ
る
「
乱
取
り
」
が
あ
っ

た
の
な
ら
、
奪
っ
た
甲
冑
や
人
を
そ
の
あ
と
、
ど
う
運
ぶ
の
か
。
勝
利
し
て
さ
ら
に

熱
田
や
清
洲
侵
攻
と
な
っ
た
場
合
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。
不
自
然
に
し
か
思
わ
れ

な
い
。
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図
版　

図
１　

空
中
写
真
（
大
高
城
・
鳴
海
城
付
近
）

巻
頭
口
絵
４　

尾
州
知
多
郡
大
高
古
城
図
（
蓬
左
文
庫
蔵
・
図
２
２
５
―
１
）

巻
頭
口
絵
５　

尾
州
知
多
郡
大
高
之
内
鷲
津
丸
根
古
城
図
（
大
高
兵
粮
入
）

（
蓬
左
文
庫
蔵
・
図
２
２
６
―
１
）

図
２　

沓
掛
城
跡　

公
園
整
備
前
、
民
有
地
の
頃
、
堀
跡
は
水
田
で
あ
っ
た
。

　
　
　

服
部
英
雄
『
昭
和
三
十
年
代　

濃
尾
平
野
周
辺
の
中
世
城
館
』
よ
り
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図
３　

鳴
海
城
跡

　
　
　

服
部
英
雄
『
昭
和
三
十
年
代　

濃
尾
平
野
周
辺
の
中
世
城
館
』
よ
り

図
４　

大
野
城
跡　

青
海
台
団
地
造
成
中
、
土
木
作
業
員
が
写
っ
て
い
る
。
復
原
建　

　
　
　

物
風
展
望
施
設
は
ま
だ
建
て
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

服
部
英
雄
『
昭
和
三
十
年
代　

濃
尾
平
野
周
辺
の
中
世
城
館
』
よ
り
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一
　
海
か
ら
の
視
点

（
一
）　
熱
田
・
大
高
・
大
野
周
辺
の
海
上
交
通

　

最
初
に
永
禄
期
の
知
多
半
島
北
部
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
交
通
形
態
を
確
認
し
た
い
。

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
八
月
二
十
八
日
の
奥
書
が
あ
る
紹
巴
の
『（
紹
巴
）
富
士

見
道
記
』（『
群
書
類
從
』
第
一
八
輯
、『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
』
第
七
巻
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
）
を
読
む
と
、 

七
月
十
九
日
に
は
刈
谷
城
か
ら
緒
川
城
、
あ

ふ
坂
を
経
て
大
野
城
に
行
っ
て
お
り
、
陸
路
で
あ
る
。
七
月
二
十
七
日
に
は
、
大
野

よ
り
、
ま
は
し
（
馬
走
瀬
・
馬
馳
瀬
、
尾
張
横
須
賀
）
ま
で
馬
で
行
き
、
そ
れ
よ
り

海
路
で
熱
田
に
到
着
し
て
い
る
。
ま
た
八
月
十
八
日
は
「
大
高
城
よ
り
水
野
防
州
迎

ひ
船
を
、
加
藤
庭
に
押
し
入
れ
た
り
（
中
略
）
思
ふ
方
の
風
吹
き
て
、
船
端
叩
き
て

歌
ひ
か
は
し
、
大
高
に
入
り
了
ん
ぬ
」
と
あ
る
。
大
高
、
熱
田
間
は
海
路
が
頻
繁
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
「
ま
は
し
」（
馬
走
瀬
）
ま
で
陸
路
で
行
き
、
あ
と
か
ら
海
路
を
選
択

し
た
日
、
つ
ま
り
旧
暦
七
月
二
十
八
日
（
＝
月
齢
27
）
に
相
当
す
る
日
、
二
〇
二
〇

年
な
ら
ば
六
月
十
九
日
に
な
る
が
、
名
古
屋
港
の
満
潮
は
４
時
12
分
で
潮
位
82
㎝

（
Ｔ
．
Ｐ
．）、
干
潮
は
10
時
50
分
、
潮
位
マ
イ
ナ
ス
95
㎝
（
Ｔ
．
Ｐ
．）、
朔
日
に
近

い
日
で
大
潮
だ
っ
た
。
午
前
は
船
に
よ
る
北
上
は
11
時
近
く
ま
で
、逆
潮
と
な
っ
た
。

こ
の
時
間
帯
、
急
ぐ
の
な
ら
陸
路
し
か
な
か
っ
た
。
陸
と
海
を
半
々
に
選
択
し
た
理

由
が
よ
く
わ
か
る
。
熱
田
か
ら
大
高
へ
向
か
っ
た
日
、
二
〇
二
〇
年
で
旧
暦
八
月

十
八
日
に
相
当
す
る
月
齢
（
17
）
の
日
は
七
月
八
日
で
、
13
時
59
分
が
干
潮
だ
っ
た

（
潮
位
マ
イ
ナ
ス
１
０
３
㎝（
Ｔ
．
Ｐ
．）、満
潮
は
７
時
10
分
、潮
位
94
㎝（
Ｔ
．
Ｐ
．）、

以
上
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
潮
位
表
に
よ
る
）。朝
か
ら
14
時
ま
で
南
流
が
あ
る
。

風
に
恵
ま
れ
、「
船
端
を
叩
い
て
喜
ん
だ
」と
あ
る
。
潮
汐
の
み
で
は
遅
く
感
じ
ら
れ
、

順
風
を
得
て
、
や
っ
と
速
度
を
感
じ
た
。

　

ま
た
常
滑
水
野
家
の
水
野
監
物
に
つ
い
て
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
長
島
一
向

一
揆
と
の
合
戦
の
お
り
、「
監
物
ア
タ
ケ
舟
に
乗
り
長
嶋
に
押
寄
る
」
と
い
う
記
事

が
あ
る
（「
水
野
家
譜
」、
鈴
木
泰
山
「
常
滑
城
主
水
野
監
物
家
の
新
史
料
に
つ
い

て
」『
曹
洞
宗
の
地
域
的
展
開
』
六
一
頁
・
所
収
）。
水
野
監
物
（
直
盛
）
は
織
田
信

長
黒
印
状
を
多
数
受
け
取
っ
て
い
る
（『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
・
二
六
五
〜

二
七
〇
）。
伊
勢
湾
北
部
を
ア
タ
ケ
船
が
往
来
し
て
い
た
。
鈴
木
泰
山
は『
知
多
郡
史
』

中
巻
所
収
の「
内
海
年
代
記
」に「
従
勢
州
戸
羽
悪
竹
申
者
、内
海
浜
へ
船
を
着
衆（
舟
）

中
、
拾
八
人
乗
り
、
寺
民
家
を
悉
く
乱
妨
致
し
」
と
あ
る
記
事
か
ら
、
ア
タ
ケ
（
悪

竹
）
を
「
軽
快
な
軍
船
」
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
安
宅
船
だ
と
す
る
と
十
八
人
は

小
型
に
過
ぎ
る
か
。『
宗
長
手
記
』
に
は
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
、
宗
長
が
常

滑
水
野
紀
三
郎
屋
敷
か
ら
伊
勢
大
湊
へ
渡
っ
た
と
あ
る
。

　

常
滑
な
ら
び
に
緒
川
の
水
野
、
大
野
の
佐
治
、
い
ず
れ
も
多
数
の
小
早
を
従
え
て

い
る
。
水
軍
の
存
在
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
軍
事
情
勢
を
読
み
解
く

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
二
）　
海
城
と
し
て
の
大
高
城
、
鳴
海
城

　

海
を
越
え
て
敵
方
を
攻
め
る
と
き
の
通
例
は
、
海
岸
に
近
い
山
を
確
保
し
、
陣
地

化
を
図
る
。
す
な
わ
ち
海
城
、
イ
コ
ー
ル
海
岸
堡beachhead

で
あ
る２

。
山
で
高

さ
を
得
れ
ば
、
弓
・
鉄
砲
・
投
石
な
ど
の
武
器
の
使
用
に
て
、
山
上
・
守
城
側
の
み

が
武
器
（
飛
び
道
具
）
を
有
効
に
使
用
で
き
た
。
山
下
・
攻
城
側
は
武
器
が
使
え
ず
、

山
上
・
守
る
側
が
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。
海
岸
堡
の
典
型
は
文
禄
・
慶
長
の
朝
鮮

半
島
・
倭
城
で
あ
り
、
港
と
山
を
連
結
さ
せ
て
い
る
。

　

大
高
城
、
鳴
海
城
の
両
城
こ
そ
海
岸
堡
の
典
型
で
あ
る
。
鳴
海
潟
つ
ま
り
愛あ

い
ち知

潟
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（
年あ

ゆ

ち
魚
市
潟
）
に
注
ぐ
「
て
ん
ば
く
」（
天
白
）
川
支
流
の
大
高
川
お
よ
び
黒
末
川

（
扇
川
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
津
、
大
高
津
、
鳴
海
津
の
背
後
に
築
か
れ
た
海
城
（
海
岸
堡
）

で
あ
り
、常
に
海
の
干
満
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。『
信
長
公
記
』
は
黒
末
川
を
「
入

海
」
と
記
述
す
る
。

　

蓬
左
文
庫
に
は
大
高
城
・
桶
狭
間
に
関
す
る
絵
図
が
多
数
あ
る
。
大
高
城
は
東
照

大
権
現
・
徳
川
家
康
の
戦
跡
・
聖
跡
で
あ
っ
た
か
ら
、尾
張
藩
で
は
念
入
り
に
調
査
し
、

顕
彰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
尾
州
知
多
郡
大
高
古
城
図
」（
図
２
２
５
―
１
）
お
よ
び

そ
れ
と
一
体
の「
尾
州
知
多
郡
大
高
之
内
鷲
津
丸
根
古
城
図
」（
副
題「
大
高
兵
粮
入
」）

（
図
２
２
６
―
１
）に
、海
と
舟
入
れ
川
が
詳
し
く
描
か
れ
る（『
大
府
町
誌
』に
紹
介
、

本
紀
要
巻
頭
カ
ラ
ー
参
照
）。
舟
入
れ
は
、
東
の
天
神
森
ま
で
同
じ
幅
員
が
あ
っ
て
、

そ
こ
よ
り
流
路
が
南
に
曲
が
っ
て
、
細
く
な
る
。
深
さ
も
一
定
と
あ
る
（「
水
の
深

さ
大
形
い
つ
も
同
じ　

小
舟
出
入
り
有
」）。
海
か
ら
の
干
満
が
あ
る
限
り
、
深
さ
に

は
変
化
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
同
じ
深
さ
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
引
き
潮
に
も
水

が
抜
け
な
い
よ
う
な
工
夫
と
、
一
定
の
深
さ
に
奥
側
に
プ
ー
ル
状
の
掘
削
が
あ
っ
た

と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。

　
「
大
高
兵
粮
入
」
と
副
題
の
あ
る
図
は
二
点
、
上
記
の
鷲
津
・
丸
根
図
（
図

２
２
６
―
１
）
と
蓬
左
文
庫
・
桶
狭
間
之
図
（
図
３
６
９
―
１
、『
愛
知
県
史
』
通

史
編
３
所
収
）
が
あ
る
。
両
者
い
ず
れ
で
も
、
兵
粮
入
の
具
体
的
な
様
相
の
描
写
は

な
く
、
画
面
の
八
割
か
ら
九
割
が
平
野
な
ら
び
に
海
で
、
川
と
海
の
関
係
が
図
示
さ

れ
て
い
る
。
三
河
に
つ
な
が
る
陸
路
の
描
写
・
記
述
は
な
い
。
大
高
城
・
鷲
津
砦
・

丸
根
砦
が
、
知
多
の
海
と
汐
入
川
で
あ
る
て
ん
ば
く
川
・
大
高
川
・
扇
川
を
前
提
に

機
能
し
た
城
砦
で
あ
る
こ
と
が
、
絵
図
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
兵
粮
入
を
考
え
る
ば

あ
い
、
海
か
ら
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
、
江
戸
時
代
の
軍
師
・
兵
法
家
も
考
え
て

い
た
。

　

参
謀
本
部
編
『
日
本
戦
史
・
桶
狭
間
役
』（
明
治
四
十
三
年
）
の
挿
図
は
二
万
分

一
図
か
ら
作
成
と
あ
る
。
海
が
広
い
。
明
治
二
十
四
年
陸
地
測
量
部
の
地
図
で
は
海

は
こ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
の
で
、
江
戸
時
代
以
前
の
地
形
を
想
定
し
て
江
戸
時
代
の

新
田
な
ど
、
自
然
状
態
で
満
潮
時
に
海
水
が
到
来
す
る
地
域
を
海
と
し
て
図
化
し
た

よ
う
だ３

。

　

今
川
方
の
鳴
海
城
（
愛
知
郡
）
は
北
に
丹
下
砦
、
東
に
善
照
寺
砦
、
南
東
に
中
島

砦
と
、
そ
れ
ぞ
れ
織
田
方
の
砦
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
西
に
海
に
つ
な
が

る
扇
川
が
あ
っ
た
か
ら
、
兵
員
、
物
資
の
搬
入
は
で
き
た
。
海
路
か
ら
の
兵
站
で
維

持
さ
れ
る
海
城
で
あ
る
。
中
島
砦
は
一
見
す
る
と
防
御
能
力
に
乏
し
い
か
に
み
え
る

低
平
地
に
置
か
れ
た
。
鳴
海
城
下
・
鳴
海
津
に
出
入
り
す
る
軍
船
・
商
船
の
掣
肘
が

目
的
だ
っ
た
か
ら
で
、
至
近
の
扇
川
（
黒
末
川
）
上
流
に
築
城
し
た
絶
妙
な
配
置
で

あ
っ
た
。
鳴
海
城
の
行
動
は
妨
害
さ
れ
、
鳴
海
津
も
逼
塞
し
、
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。

織
田
方
の
善
照
寺
砦
、
中
島
砦
、
さ
ら
に
は
大
高
城
（
今
川
方
、
知
多
郡
）
の
東
に

は
鷲
津
、
丸
根
砦
も
築
か
れ
、
完
全
に
封
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
砦
の
構
築
を
許

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
桶
狭
間
合
戦
以
前
、
今
川
義
元
行
軍
以
前
の
今
川
方
が
、
陸

上
の
軍
事
支
配
権
（
い
わ
ば
制
陸
権
）
を
知
多
郡
北
端
と
愛
知
郡
南
端
に
て
喪
失
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

織
田
信
秀
の
死
後
、
鳴
海
城
の
山
口
左
馬
助
、
同
九
郎
二
郎
が
今
川
方
に
つ
く
。

今
川
方
は
、笠
寺
、（
桜
）
中
村
に
も
要
害
を
築
き
、今
川
軍
事
支
配
域
は
北
上
し
た
。

し
か
し
今
川
義
元
は
山
口
父
子
を
駿
府
に
呼
び
寄
せ
、生
害
さ
せ
た（『
信
長
公
記
』）。

こ
の
背
信
行
為
に
離
反
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
地
域
は
再
び
織
田
方
に
な
っ
た
。
永
禄

初
年
、
今
川
方
は
鳴
海
城
、
大
高
城
と
い
う
海
に
接
す
る
二
つ
の
「
点
」
を
確
保
す

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
南
方
に
は
織
田
方
の
緒
川
＝
水
野
、
大
野
＝
佐
治
、
さ
ら
に

は
阿
久
比
＝
久
松
ら
が
い
た
。
太
い
反
今
川
ベ
ル
ト
で
あ
る
。
鳴
海
、
大
高
両
城
の
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連
絡
路
、
唯
一
の
補
給
路
は
海
か
ら
と
な
る
。

　

松
平
元
康
が
大
高
城
兵
粮
入
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
も
、
陸
地
が
織
田
方
に
制

圧
さ
れ
、
包
囲
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
陸
は
安
全
地
帯
で
は
な
か
っ
た
。
知
多

郡
・
愛
知
郡
境
で
の
今
川
布
石
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
将
今
川
義
元

へ
の
出
陣
要
請
に
な
っ
た
。

（
三
）　
鵜
殿
長
祐
・
長
照
は
熊
野
水
軍

　

桶
狭
間
合
戦
時
の
大
高
城
の
城
将
に
つ
い
て
『
信
長
公
記
』
は
な
に
も
ふ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
関
連
す
る
今
川
方
発
給
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
前
年
の
A
永
禄

二
年
八
月
二
十
一
日
・
朝
比
奈
筑
前
守
宛
て
今
川
義
元
判
物
写
（
泰
能
、
土
佐
国
蠧

簡
集
残
編
三
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
七
〇
五
）、
お
よ
び
B
年
欠
（
永

禄
三
年
）
六
月
十
二
日
・
今
川
氏
真
感
状
写
（
鵜
殿
系
図
伝
巻
一
所
収
、『
静
岡
県
史
』

資
料
編
７
中
世
三
・
二
七
九
八
）
の
二
通
で
あ
る
。
写
と
は
い
え
、
と
も
に
一
次
史

料
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

A此
度
召
出
大
高
在
城
之
儀
申
付
之
条
、
下
長
尾
一
所
之
事
、
一
円
永
所
宛
行
之
也
、

於
遂
在
城
、
連
々
可
扶
助
、
彼
郷
之
内
、
前
々
之
被
官
等
、
無
相
違
所
還
附
也
、
守

此
旨
、
用
心
已
下
無
油
断
可
勤
之
者
也
、
仍
如
件

　
　

永
禄
弐
己
未
年

　
　
　
　

八
月
廾
一
日　
　

治〈
今
川
義
元
〉



部
大
輔
（
花
押
）

　
　
　
　

朝
比
奈
筑
前
守
殿

　

永
禄
二
年
八
月
に
は
掛
川
城
主
で
も
あ
っ
た
朝
比
奈
泰
能
が
城
将
で
あ
っ
た
。
城

料
（
城
郭
維
持
経
費
）
に
下
長
尾
（
遠
江
国
榛
原
郡
下
長
尾
か
）
を
得
て
い
る４

。

B去
年
十
一
月
十
九
日
、
去
五
月
十
九
日
於
尾
州
大
高
口
、
両
度
合
戦
之
時
、
太
刀
打

被
鑓
疵
三
ヶ
所
云
々
、
無
比
類
働
尤
神
妙
候
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
　

六
月
十
二
日　
　
　

氏
真
判

　
　
　
　

鵜
殿
十
郎
三
郎
殿

　

鵜
殿
十
郎
三
郎
は
「
鵜
殿
系
図
」（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
14
、
系
図
家
譜
三
〇
）

に某
（
藤
太
郎
）
―
―
長
将
（
藤
太
郎
）
―
―
長
持
（
三
郎
）
―
―
長
照
（
藤
太
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

―
長
祐
（
十
郎
三
郎
）

と
あ
り
、
長
持
の
弟
、
長
祐
で
あ
る(

長
助
と
も
あ
る)

。

　

永
禄
二
年
八
月
に
は
今
川
家
中
の
大
身
中
の
大
身
で
あ
っ
た
朝
比
奈
泰
能
が
城
将

で
あ
っ
た
が
、
二
ヶ
月
後
、
同
年
十
月
に
は
十
郎
三
郎
鵜
殿
長
祐
が
登
場
す
る
。

　

今
川
義
元
は
い
つ
ご
ろ
尾
張
攻
撃
を
決
め
た
の
か
。
有
光
友
学
『
今
川
義
元
』（
人

物
叢
書
・
二
〇
〇
八
年
）
に
あ
る
よ
う
に
、
義
元
自
身
が
公
表
し
、
周
辺
も
知
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
三
月
、
四
月
で
、「
近
日
義
元
、
向
尾
州
境
目
進
発
候
」「
夏
中
可

令
進
発
候
」
と
あ
る
。
準
備
は
そ
の
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
前
年
・
二
年
に
も
、

秋
口
に
侵
攻
を
開
始
す
る
（「
何
様
、
来
秋
必
令
参
陣
候
」）、
と
言
明
し
て
い
た５

。

大
規
模
な
動
員
計
画
が
進
む
な
か
で
の
二
度
に
及
ん
だ
大
高
城
城
主
交
代
は
、
当
然
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に
一
連
の
動
き
で
あ
る
。

　

永
禄
三
年
段
階
で
、
大
高
城
の
城
主
が
鵜
殿
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

の
史
料
が
一
致
し
て
い
る
。
徳
川
方
の
記
録
『
三
河
物
語
』
で
は
「
大
高
に
ハ
鵜
殿

長
勿
（
長
持
）
番
手
に
居
タ
リ
」、
ま
た
『
松
平
記
』
は
鵜
殿
長
助
と
す
る
。
ほ
ぼ

同
時
代
史
料
で
あ
る
『
落

ら
く
し
ょ
う
ろ
げ
ん
し
ょ
う

照
露
言
抄
』（
城
兵
庫
・
上
巻
天
文
二
十
年
（
一
五
三
三
）・

下
巻
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）
で

は
「
永
禄
二
年
先
屋
形
様
、
鵜
殿
長
助
・
長
宗
を
し
て
尾
州
大
高
の
城
を
守
ら
せ
給

ふ
」
と
あ
る
（
長
宗
は
藤
太
郎
長
照
）。「
永
禄
二
年
」
と
あ
っ
て
、Ｂ
に
あ
っ
た
「
去

年
」
に
一
致
す
る
。
大
高
城
は
鵜
殿
長
持
の
子
で
あ
る
長
照
と
長
持
の
弟
で
あ
る
十

郎
三
郎
長
祐
、
叔
父
と
甥
が
守
っ
て
い
た
。

　

鵜
殿
一
族
が
朝
比
奈
泰
能
の
配
下
と
し
て
在
城
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
交
代
し
て

入
城
し
た
の
か
。
こ
れ
以
降
、
大
高
城
と
朝
比
奈
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
は
見
ら
れ

な
い
し
、
上
記
の
よ
う
な
史
料
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
交
代
で
あ
ろ
う
。

　

大
高
城
を
最
枢
要
視
し
、
能
力
の
高
い
人
員
を
配
置
す
る
。
鵜
殿
一
族
が
選
ば
れ

た
。
来
る
べ
き
作
戦
行
動
を
前
提
に
し
た
強
化
策
、
布
石
で
あ
る
。

　

長
照
の
母
、
つ
ま
り
長
持
妻
は
今
川
氏
親
女
子
で
あ
り
、
長
照
は
今
川
義
元
の
甥

に
な
る
。今
川
氏
親
は
女
子
を
鵜
殿
長
持
に
嫁
が
せ
た６

。
同
盟
者
・
家
臣
団
中
で
も
、

鵜
殿
氏
を
最
重
視
し
て
い
た
。な
ぜ
な
の
か
。鵜
殿
一
族
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
っ

た
の
か
。

　

鵜
殿
氏
は
三
河
国
宝
飯
郡
西
之
郡
の
領
主
で
上
之
郷
城
主
（
宝
飯
郡
西
之
郡
・
蒲

郡
市
神
之
郷
町
）
で
あ
っ
た
。
三
河
湾
ま
で
１
・
５
㎞
の
距
離
で
あ
る
。

　

鵜
殿
と
い
う
地
名
は
三
河
に
は
な
い
。
紀
伊
新
宮
鵜
殿
村
が
苗
字
の
地
で
あ
る
。

鵜
殿
村
は
熊
野
川
河
口
左
岸
で
、海
（
熊
野
灘
）
と
川
（
熊
野
川
）
に
面
し
て
い
た
。

上
掲
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、鵜
殿
長
持
は
紀
伊
熊
野
村
常
香
の
末
裔
と
あ
り
、

鵜
殿
一
族
は
熊
野
別
当
湛
増
を
祖
と
す
る
と
し
て
い
る
。

　

か
れ
ら
の
根
拠
地
、
西
ノ
郡
一
帯
は
三
河
国
竹
谷
蒲
形
両
庄
に
属
し
、『
吾
妻
鏡
』

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
二
月
十
九
日
条
に
「
熊
野
山
領
参
河
国
竹
谷
蒲
形
両
庄
事
、

有
其
沙
汰
、
当
庄
根
本
者
開
発
領
主
散
位
俊
成
奉
寄
彼
山
之
間
、
別
当
湛
快
令
領
掌

之
、
譲
附
女
子
」
と
あ
り
、
藤
原
俊
成
に
よ
る
熊
野
山
へ
の
寄
進
後
、
別
当
湛
快
の

子
孫
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
。
湛
快
は
湛
増
の
父
で
あ
る
。
こ
の
関
係
が
あ
っ
て
、
熊

野
鵜
殿
村
か
ら
、
三
河
鵜
殿
一
族
の
祖
が
下
司
（
相
当
の
）
職
と
し
て
移
住
し
た
。

　

鵜
殿
は
熊
野
川
の
河
口
に
あ
り
、
熊
野
水
軍
の
最
大
根
拠
地
で
あ
る
。
河
口
だ
か

ら
松
・
杉
・
檜
の
良
材
も
得
や
す
く
造
船
適
地
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
移
動
の
背
景
に

は
熊
野
灘
か
ら
伊
勢
湾
・
三
河
湾
へ
の
水
運
把
握
が
あ
っ
た７

。
永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）・「
熊
野
新
造
」
と
い
う
三
十
挺
艪
の
大
船
が
伊
豆
水
軍
に
あ
っ
た
（
北

条
家
朱
印
状
写
・
大
川
文
書
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
六
六
一
）。
熊
野

は
造
船
で
も
操
船
で
も
卓
越
し
た
技
術
を
誇
っ
た
。

　

三
河
鵜
殿
一
族
は
三
河
海
岸
部
（
宝
飯
郡
西
部
）
を
領
地
と
し
、
熊
野
水
軍
・
鵜

殿
村
を
ル
ー
ツ
と
し
、
鵜
殿
名
字
を
名
乗
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
海

民
・
水
軍
で
あ
る
。
鵜
殿
長
祐
・
長
照
に
は
熊
野
水
軍
の
卓
越
し
た
技
術
が
伝
承
さ

れ
て
い
た
。
彼
ら
が
最
前
線
に
あ
る
海
岸
堡
の
城
将
に
な
っ
た
こ
と
は
、
水
軍
機
能

強
化
、
決
戦
へ
の
備
え
で
あ
る
。
海
岸
堡
・
大
高
城
こ
そ
今
川
（
鵜
殿
）
水
軍
の
前

線
根
拠
地
と
い
え
る
。
大
高
に
は
軍
船
が
常
時
、
碇
泊
し
て
い
た
。

　

な
お
先
に
引
用
し
た
史
料
Ｂ
（
十
七
頁
）
に
は
「
去
年
（
永
禄
二
年
）
十
一
月

十
九
日
」
に
も
大
高
口
で
合
戦
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
文
中
に
あ
る
五

月
十
九
日
は
桶
狭
間
合
戦
を
指
す
か
ら
、
こ
の
年
欠
文
書
は
永
禄
三
年
で
あ
る
。
大

高
口
で
は
二
年
間
で
二
度
、
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
鵜
殿
長
祐
が
奮
戦

し
た
。
十
一
月
十
九
日
は
正
し
く
は
十
月
十
九
日
ら
し
い
。
奥
平
監
物
（
定
勝
）、
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菅
沼
久
助
宛
て
の
年
欠
十
月
廿
三
日
義
元
感
状
が
二
通
残
っ
て
お
り
、そ
こ
に
も「
去

十
九
日
、
尾
州
大
高
城
江
人
数
・
兵
粮
相
籠
之
刻
」
と
あ
る
。
十
月
廿
三
日
以
前
の

「
去
十
九
日
」
の
合
戦
だ
っ
た
。
桶
狭
間
合
戦
の
夏
で
は
な
く
、
前
年
永
禄
二
年
十

月
十
九
日
に
三
河
・
鵜
殿
勢
に
よ
る
人
数
と
兵
粮
入
が
行
わ
れ
て
い
た
（
松
平
奥
田

家
古
文
書
、
浅
羽
本
系
図
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
七
一
〇
〜
一
一
）。

前
者
の
「
人
数
」
は
兵
員
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
ま
で
は
大
高
城
が
織
田
方
の
支

配
地
だ
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る８

。

（
四
） 

中
島
砦
・
梶
川
平
左
衛
門

　

今
川
方
鳴
海
城
へ
の
物
資
運
搬
を
担
う
鳴
海
津
は
、
塩
の
満み

ち
ひ干

の
あ
る
扇
川
に

あ
っ
て
、
潮
汐
限
界
内
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
た
湊
で
あ
る
。
織
田
方
中
島
砦
は

そ
の
扇
川
（
本
流
）
と
鎌
研
川(

支
流)

の
合
流
点
に
あ
っ
た
。
鳴
海
城
の
わ
ず
か

５
０
０
ｍ
上
流
で
あ
っ
て
、
川
べ
り
低
平
地
に
立
地
し
て
い
た
。
挑
発
的
な
ま
で
に

敵
の
眼
前
に
位
置
し
、
か
つ
上
流
だ
っ
た
か
ら
、
有
効
で
戦
略
的
な
妨
害
活
動
が
で

き
た
。
し
か
し
攻
撃
も
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
善
照
寺
砦
か
ら
の
側
面
援
護
は
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
緊
張
に
満
ち
た
最
も
危
険
な
砦
と
考
え
る
。

　

そ
の
困
難
な
任
に
当
た
っ
た
守
将
が
梶
川
平
左
衛
門
で
あ
る
。
の
ち『
信
長
公
記
』

巻
一
・
永
禄
十
一
年
十
月
二
日
摂
津
池
田
城
攻
め
の
記
事
に
「
水
野
金
吾
内
に
無
隠

勇
士
梶
川
平
左
衛
門
」
と
絶
賛
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
金
吾
は
衛
門
府
の
唐
名
で
あ

る
か
ら
、「
右
衛
門
大
夫
」
だ
っ
た
水
野
忠
政
を
指
す
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』）。
忠

政
は
信
元
の
父
で
苅
屋
・
小
河
・
大
高
に
拠
っ
た
。
尾
三
国
境
、
海
べ
り
の
城
（
感

潮
河
川
境
川
・
逢
妻
川
沿
い
）
で
、
信
元
の
名
乗
り
は
下
野
守
で
あ
る
が
、
こ
の
家

を
指
す
場
合
は
「
水
野
金
吾
」
と
い
っ
た
も
の
か
。
金
吾
「
内
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

信
長
の
直
臣
で
は
な
く
同
盟
者
の
家
臣
で
あ
り
、
信
長
直
接
の
命
令
を
受
け
る
立
場

に
は
な
か
っ
た
。
梶
川
五
左
衛
門
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
で
は
平
左
衛
門
弟
）
は

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
九
月
七
日
、
延
命
寺
（
大
府
市
）
へ
の
寄
進
状
を
残
し

て
お
り
、
尾
三
国
境•

海
辺
の
支
配
が
確
認
で
き
る
（
延
命
寺
文
書
・『
愛
知
県
史
』

資
料
編
12
・
七
七
頁
所
収
）。『
尾
張
徇
行
記
』
第
六
・
大
脇
村
（
一
八
三
頁
）
を
み

る
と
「
大
脇
城　

府
志
古
城
条
曰　

在
大
脇
村
、
梶
川
五
左
衛
門
居
之
、
今
為
田
圃
、

按
梶
川
五
左
衛
門
者
水
野
家
人
也
」
と
あ
り
、
同
様
の
記
述
は
『
尾
張
志
』
横
根
城

主
の
項
に
「
水
野
氏
の
臣
梶
川
五
左
衛
門
」
と
あ
っ
て
、
水
野
家
中
で
あ
っ
た
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

鳴
海
津
上
流
の
中
島
へ
は
、
船
で
の
遡
上
は
時
間
に
制
約
が
あ
り
、
逆
に
中
島
か

ら
鳴
海
津
へ
の
船
は
下
り
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
迅
速
に
行
動
で
き
る
。
作
戦
次
第
で

優
位
を
確
保
で
き
た
け
れ
ど
、
至
近
に
す
ぎ
た
。
最
前
線
の
危
険
な
砦
に
、
直
臣
で

は
な
く
友
軍
の
家
臣
を
入
れ
た
。
梶
川
は
水
野
が
管
轄
す
る
苅
屋
・
小
河
の
海
域
、

お
よ
び
そ
れ
に
つ
な
が
る
境
川
の
支
流
域
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
地
形
に
応
じ
た
戦

法
に
優
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
武
士
団
は
織
田
家
中
に
手
薄
だ
っ
た
。
梶

川
は
水
軍
を
率
い
る
将
で
、
大
型
軍
船
を
操
る
よ
り
も
、
河
川
を
上
下
す
る
小
型
兵

船
操
作
に
優
れ
て
い
た
よ
う
で
、
水
野
配
下
で
は
あ
っ
た
が
、
信
長
の
懇
望
を
受
け

て
、
こ
の
砦
に
入
り
、
功
績
も
挙
げ
た
。
こ
う
し
た
経
歴
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
隠

れ
な
き
勇
士
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
特
務
機
関
的
な
傭
兵
要
素
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
る９

。

　

当
日
織
田
信
長
は
鳴
海
城
の
至
近
を
通
過
し
た
。
丹
下
砦
か
ら
善
照
寺
砦
へ
の
信

長
軍
通
過
に
対
し
、
東
海
道
筋
を
掌
握
し
て
い
た
は
ず
の
鳴
海
城
は
、
何
ら
行
動
も

制
止
も
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
軍
事
的
な
貢
献
が
果
た
せ
な
い
ほ
ど
疲
弊
し
て
い

た
も
の
か
。
中
島
砦
へ
の
梶
川
配
置
と
そ
こ
か
ら
の
波
状
攻
撃
は
、
鳴
海
城
の
機
能

を
低
下
さ
せ
、
さ
ら
に
今
川
義
元
自
ら
の
出
陣
を
招
き
、
結
果
か
ら
い
え
ば
、
桶
狭
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間
勝
利
の
遠
因
に
も
な
っ
た１０

。

　

こ
の
配
置
に
尾
三
国
境
で
苦
渋
を
舐
め
続
け
て
い
た
水
野
信
元
お
よ
び
梶
川
平
左

衛
門
の
高
揚
感
と
決
戦
意
欲
、
そ
し
て
織
田
信
長
の
凡
庸
な
ら
ざ
る
才
覚
を
読
み
た

い
。

　

水
軍
梶
川
の
活
躍
は
各
地
で
確
認
で
き
る
。
ま
ず
は
熱
田
で
加
藤
隼
人
佐
に
宛
て

た
梶
川
五
郎
左
衛
門
尉
秀
盛
（
平
左
衛
門
弟
）
の
年
欠
四
月
二
十
日
書
状
が
熱
田
・

西
加
藤
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
12
・
一
六
九
五
）。「
わ
う

せ
こ
の
孫
七
方
屋
敷
を
上
様
の
御
弓
衆
で
あ
る
稲
熊
助
右
衛
門
尉
の
口
入
（
仲
介
）

で
引
き
得
た
と
こ
ろ
、
今
度
御
陣
で
御
留
守
中
に
加
藤
隼
人
佐
の
違
乱
で
、
こ
ぼ
さ

れ
た
（
破
却
さ
れ
た
）」。
破
却
を
問
責
し
、
理
由
を
糾
し
て
い
る
。「
わ
う
せ
こ
」

は
熱
田
大
瀬
子
（
浦
）
で
魚
市
が
あ
り
、『
尾
張
名
所
図
会
』
に
そ
の
に
ぎ
わ
い
が

描
か
れ
る
（
木
之
免
町
、
大
瀬
子
公
園
に
旧
町
名
の
名
残
）。
魚
市
場
は
海
か
ら
の

物
流
交
易
の
場
で
富
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
拠
点
を
設
け
よ
う
と
し
た
新
興
勢
力
梶
川

は
、
加
藤
隼
人
佐
と
抗
争
に
な
っ
た
。
な
お
尾
張
国
中
々
村
の
代
官
・
稲
熊
助
右
衛

門
の
娘
は
『
太
閤
素
生
記
』
の
著
者
と
さ
れ
る
土
屋
知
貞
の
養
母
と
い
う
か
ら
、
上

様
は
織
田
信
長
で
あ
る
。

　

船
手
奉
行
と
し
て
の
梶
川
は
加
藤
清
正
配
下
に
確
認
で
き
る
。『
続
撰
清
正
記
』（
続

清
正
記
、
熊
本
県
立
図
書
館
・
林
田
家
文
書
、『
肥
後
文
献
叢
書
』）、
あ
る
い
は
『
宇

土
軍
記
』（
熊
本
県
立
図
書
館
）
を
み
る
と
、「
大
坂
に
お
か
れ
た
る
大
木
土
佐
守
と

船
奉
行
の
梶
川
才
兵
衛
」、「
清
正
之
舟
奉
行
梶
原
助
兵
衛
・
身
上
五
百
石
・
有
説
に

は
梶
川
才
兵
衛
と
云
々
」
と
あ
る
。
前
者
『
続
撰
清
正
記
』
の
奥
書
に
梶
川
才
兵
衛

の
祖
父
が
梶
原
助
兵
衛
景
俊
で
高
麗
陣
の
惣
船
奉
行
だ
と
あ
る
。
梶
原
助
兵
衛
（
景

俊
）
は
播
磨
赤
松
の
配
下
と
さ
れ
、
黒
田
如
水
宛
の
注
文
を
残
す
（
黒
田
家
文
書
１

―
１
６
７
、
福
岡
市
博
物
館
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ
に
画
像
）。

　
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
分
限
帳
は
森
本
儀
太
夫
所
持
本
を
時

習
館
本
で
朱
筆
校
訂
し
た
も
の
で
、
梶
原
才
兵
衛
を
朱
筆
で
梶
川
才
兵
衛
に
訂
正
し

て
い
る
（
一
七
〇
石
）。

　

ま
た
梶
原
水
軍
と
い
え
ば
後
北
条
水
軍
の
「
船
大
将
の
頭
」
と
い
わ
れ
た
紀
伊
出

身
梶
原
景
宗
が
知
ら
れ
て
い
て
、
苗
字
・
通
字
が
共
通
す
る
（
下
山
治
久
『
後
北
条

氏
家
臣
団
（
人
名
辞
典
）』
二
〇
〇
六
）。
水
軍
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
梶
原
は
、
東
海

か
ら
関
東
（
尾
三
・
伊
豆
・
相
模
）・
瀬
戸
内
地
域
（
播
磨
）
に
お
い
て
活
躍
し
た
。

梶
川
平
左
衛
門
・
五
左
衛
門
の
系
統
は
尾
張
の
つ
な
が
り
で
加
藤
清
正
と
主
従
関
係

が
で
き
た
と
推
測
す
る
。
水
軍
力
を
媒
介
に
し
て
、
婚
姻
や
養
子
を
通
じ
て
梶
原
水

軍
に
接
近
し
た
と
み
た
い
。天
正
十
二
年
六
月
十
六
日
尾
張
蟹
江
合
戦
に
連
動
し
て
、

大
野
城
沖
海
戦
が
行
わ
れ
た
際
に
、
織
田
信
雄
が
梶
川
五
左
衛
門
秀
盛
の
船
を
派
遣

し
、大
野
城
山
口
重
政
を
支
援
さ
せ
て
い
る（『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』山
口
重
政
）。ル
ー

ツ
は
尾
三
国
境
、
汽
水
地
帯
に
あ
っ
て
、
桶
狭
間
以
降
は
信
長
家
臣
団
と
の
強
い
つ

な
が
り
も
で
き
た
が
、
梶
川
平
左
衛
門
は
摂
津
で
戦
死
す
る
ま
で
水
野
の
家
臣
と
い

う
立
場
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た１１

。

（
五
）　
大
高
城
兵
粮
入

　
『
信
長
公
記
』
に
五
月
十
九
日
朝
の
潮
は
今
川
方
が
軍
事
行
動
す
る
上
で
、
も
っ

と
も
有
利
な
時
間
帯
で
あ
る
と
、
記
さ
れ
て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す
。

今
川
義
元
、
沓
懸
へ
参
陣
、
十
八
日
夜
に
入
、
大
高
之
城
へ
兵
粮
入
、
無
助
様
に
、

十
九
日
朝
塩

（
潮
）

の
満
干
を
勘
か
へ
、
取
出
を
可
払
之
旨
必
定
と
相
聞
候
之
由
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時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

2020/06/10(水) 7:59 77 21:47 79 2:31 -15 14:55 -92 

年/月/日（曜日） 満潮 干潮

表１　名古屋港の潮汐（2020 年６月 10 日） 12

　

複
雑
な
文
章
だ
が
、「
十
八
日
夜
に
入
」
は
「
相
聞
候
」
に
か
か
っ
て
、

丸
根
・
鷲
津
か
ら
の
情
報
伝
達
の
日
時
で
あ
る
。「
無
助
様
」（
た
す
け
な

き
よ
う
）
は
「
援
助
・
支
援
が
な
い
よ
う
」
に
「
取
出
を
可
払
」
と
い
う

の
だ
か
ら
、「
助
け
」
は
『
信
長
公
記
』
記
者
の
側
、
織
田
方
の
軍
事
行

動
の
意
味
と
な
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
丸
根
・
鷲
津
を
払
う
。
そ
の
行

動
は
十
九
日
朝
で
あ
る
。
兵
粮
入
に
伴
う
軍
事
行
動
だ
か
ら
、
兵
粮
入
と

取
出
（
＝
砦
）
攻
は
並
行
し
て
同
時
に
行
わ
れ
た
。

　

潮
汐
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
。
西
暦
６
月
の
月
齢
18
の
日
（
旧
暦
19

日
）
は
二
〇
二
〇
年
で
あ
れ
ば
、
６
月
10
日
が
該
当
す
る
（
閏
四
月
十
九

日
）。
名
古
屋
港
の
潮
汐
を
見
る
と
、
午
前
２
時
31
分
が
干
潮
で
マ
イ
ナ

ス
15
㎝
（
Ｔ
．
Ｐ
．）、
朝
７
時
59
分
が
満
潮
で
77
㎝
（
Ｔ
．
Ｐ
．）、
６
時

間
で
１
ｍ
弱
の
水
位
差
が
あ
っ
た
。
夜
明
け
（
日
の
出
は
４
時
37
分
頃
）

か
ら
午
前
８
時
ま
で
、
鳴
海
・
大
高
に
接
近
す
る
上
で
有
利
な
流
れ
が
あ
っ

た
。
こ
の
日
よ
り
前
で
は
夜
明
け
か
ら
静
水
と
な
る
ま
で
の
時
間
帯
が
短

す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
今
川
軍
も
織
田
軍
も
周
知
し
て
い
た
。

立
ち
待
ち
月
だ
か
ら
、
月
の
出
は
23
時
以
降
、
朝
ま
で
月
明
か
り
は
あ
っ

た
。

　
『
信
長
公
記
』天
理
本
の
み
に
記
述
の
あ
っ
た「
大
高
之
南
大
野
小
河
衆
」

の
配
置
と
は
、
大
野
城
衆
（
佐
治
氏
）
を
南
・
大
野
湊
に
配
置
し
、
小
河

（
緒
川
城
・
水
野
氏
）
衆
は
、
緒
川
に
置
い
て
義
元
本
陣
を
牽
制
さ
せ
た
か
、

な
い
し
は
と
も
に
大
野
周
辺
に
置
い
た
と
解
釈
す
る
。
大
高
城
お
よ
び
伊

勢
湾
東
沿
岸
を
監
視
し
、
攻
撃
し
う
る
体
制
を
取
っ
て
い
た
。
今
川
軍
は

午
前
２
時
30
分
以
降
、
北
に
流
れ
始
め
る
潮
を
利
用
で
き
た
。
織
田
方
水

軍
も
沖
合
に
碇
泊
す
る
か
、
ま
た
は
早
朝
に
追
撃
し
、
潮
を
利
用
し
大
高

沖
集
結
を
計
画
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

彼
ら
水
軍
の
規
模
だ
が
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
十
月
廾
日
今
川
氏
親
書
状
写

（
諸
家
文
書
纂
所
収
興
津
文
書
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
三
一
八
）
に
よ

れ
ば
、
今
川
水
軍
の
根
拠
地
で
あ
る
興
津
郷
で
は
十
艘
の
船
（
常
時
出
動
で
き
る
軍

船
）
の
う
ち
、五
艘
の
役
の
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
一
船
団
に
軍
船
（
小
早
）

は
少
な
く
み
て
十
艘
は
い
た
よ
う
だ
。
二
十
挺
艪
と
し
て
一
艘
に
水
主
が
二
十
人
、

兵
士
が
五
十
人
と
す
れ
ば
、
七
百
人
ほ
ど
の
軍
団
で
、
ほ
か
端
舟
な
ど
が
配
さ
れ
た

だ
ろ
う
（
石
井
謙
治
執
筆
の
『
国
史
大
辞
典
』「
小
早
」
の
項
で
は
、
櫓
数
は
ふ
つ

う
二
十
挺
前
後
か
ら
四
十
挺
ま
で
で
、
六
挺
立
ま
で
の
小
船
を
も
含
め
る
こ
と
も
あ

る
」
と
す
る
）。
大
型
船
で
あ
る
関
船
も
何
艘
か
は
含
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

今
川
の
属
将
で
あ
っ
た
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）
が
、
大
高
城
兵
粮
入
を
行
な
っ

て
、
成
功
し
た
。
兵
粮
入
は
織
田
方
包
囲
網
の
隙
を
つ
い
て
、
大
高
城
の
食
糧
を
確

保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
信
長
公
記
』
に
は
「
家
康
は
朱
武
者
に
て
先
懸
し
、
大

高
へ
兵
粮
入
」、「
鷲
津
丸
根
で
手
を
砕
き
、
御
心
労
な
さ
る
」
と
あ
る
。
詳
細
は
書

か
れ
て
い
な
い
。『
三
河
物
語
』
は
な
ぜ
か
永
禄
元
年
戊
午
と
い
う
別
の
時
の
事
件

を
記
し
て
い
る
。『
三
河
物
語
』
か
ら
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。

　

兵
粮
入
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、何
俵
だ
っ
た
の
か
。
後
世
の
『
三
河
記
摘
要
』

（『
朝
野
旧
聞
裒
藁
』
二
―
一
七
五
頁
）
は
大
高
城
に
三
千
俵
を
入
れ
た
と
し
て
い
る

が
、
直
ち
に
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
数
値
で
は
な
い
。
長
篠
城
の
場
合
、『
当
代
記
』

に
よ
れ
ば
天
正
三
年
三
月
、
織
田
信
長
が
徳
川
家
康
に
進
め
た
米
二
千
俵
を
境
目

城
々
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、う
ち
三
百
（
俵
）
が
長
篠
に
用
意
さ
れ
た
と
あ
る
。

こ
の
三
百
俵
を
兵
粮
入
の
目
安
の
数
と
仮
定
し
て
み
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・

五
七
七
頁
、
長
篠
城
合
戦
は
こ
の
年
五
月
か
ら
で
あ
る
が
、
番
城
は
去
々
年
九
月
か

ら
で
あ
っ
た１３

）。
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内
陸
河
川
を
使
用
し
た
事
例
が
あ
る
。
上
杉
謙
信
が
武
蔵
羽
生
城
に
、
船
三
十
艘

で
兵
粮
入
を
試
み
た
例
（（
天
正
二
年
）
四
月
十
三
日
上
杉
謙
信
書
状
・
志
賀
槙
太

郎
氏
所
蔵
文
書
、『
群
馬
県
史
』
資
料
編
七
中
世
三
・
二
七
六
五
）
や
、
永
禄
十
二
年

駿
東
郡
吉
原
で
の
兵
粮
入
が
船
で
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
お
り
敵
側
は
千
人

の
兵
員
を
動
員
し
た
（
矢
部
文
書
『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅲ
・
七
七
三
）。

　

船
を
使
っ
た
兵
粮
入
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
馬
よ
り
も
利
点

が
多
い
。
も
し
周
囲
が
海
だ
っ
た
ら
、
陸
路
を
い
く
の
か
、
海
路
を
行
く
の
か
、
ど

ち
ら
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。

　

松
平
軍
が
海
路
を
全
く
利
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た１４

。
尾
張

藩
作
成
の
前
掲
蓬
左
文
庫
図
が
示
し
た
よ
う
に
、
だ
れ
し
も
海
路
か
ら
の
搬
入
を
考

え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
信
長
公
記
』
に
潮
の
満
干
が
記
述
さ
れ
た
。

　

海
路
で
あ
れ
ば
、
大
野
・
小
川
の
両
水
軍
の
布
陣
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夜
間
の
通
行
だ
っ
た
。
大
野
に
い
た
軍
船
（
小
早
）
を
上
回
る
数
が
必
要
だ
が
、
大

高
城
の
兵
船
を
加
え
れ
ば
、
優
位
を
確
保
で
き
た
と
考
え
る
。
む
ろ
ん
海
路
と
て
容

易
で
は
な
か
っ
た１５

。

（
六
）　
帰
路

　

桶
狭
間
の
敗
戦
で
、
大
高
城
と
い
う
不
動
産
は
失
っ
て
も
、
そ
こ
に
あ
っ
た
軍
船

は
資
産
で
あ
っ
て
動
産
で
あ
る
か
ら
、
放
置
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
大
高
城
は

「
自
落
」
す
な
わ
ち
放
棄
し
た
城
で
、
包
囲
も
さ
れ
て
い
な
い
し
、
攻
め
落
と
さ
れ

て
も
い
な
い
。
圧
勝
し
た
織
田
方
は
当
面
無
視
し
て
、
空
城
に
な
る
の
を
待
っ
て
い

い
た
。
鵜
殿
長
照
も
松
平
元
康
も
健
在
で
あ
る
。
水
軍
は
船
で
戻
る
。
鵜
殿
長
照
の

帰
路
は
海
路
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
松
平
元
康
も
丸
根
合
戦
以
後
、
大
高
城
に
い

た
。
危
険
な
織
田
制
圧
地
の
突
破
は
せ
ず
に
、
鵜
殿
に
同
道
し
、
三
河
湾
よ
り
矢
作

川
（
矢
作
古
川
）
河
口
を
経
て
、直
接
岡
崎
城
に
入
城
し
た
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
。

『
三
河
物
語
』で
は
水
野
信
元
家
臣
の
案
内
を
得
た
と
す
る
が
、こ
の
後
も
一
年
ほ
ど
、

水
野
と
は
合
戦
し
て
い
る
か
ら
、
不
自
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
鳴
海
城
も
落
城
し
て
い
な
い
。

　
（
略
）
今
度
於
尾
州
一
戦
之
砌
、
大
高
・
沓
掛
両
城
雖
相
捨
、
鳴
海
堅
固
爾
持

詰
段
、甚
以
粉
骨
至
也
、雖
然
依
無
通
用
、得
下
知
、城
中
人
数
無
相
違
引
取
之
条
、

忠
功
無
比
類
、
剰
苅
屋
城
以
籌
策
、
城
主
水
野
藤
九
郎
其
外
随
分
者
、
数
多
討
捕
、

城
内
悉
放
火
、
粉
骨
所
不
準
于
他
也
、（
略
）
守
此
旨
、
弥
可
抽
奉
公
状
如
件
、 

　

永
禄
三
庚
申
年
六
月
八
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
真
（
花
押
）

　
　
　

岡
部
五
郎
兵
衛
尉
殿１６ 

　
「
依
無
通
用
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
陸
路
か
ら
の
帰
国
は
困
難
で
あ
っ
た
。
鳴

海
湊
に
あ
っ
た
軍
船
に
乗
っ
て
、「
城
中
人
数
を
相
違
な
く
引
取
っ
た
上
で
帰
国
し

た
」
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
軍
船
の
放
棄
は
考
え
ら
れ
な
い
。
織
田
方
も
逃

げ
る
も
の
は
追
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
岡
部
の
場
合
は
苅
屋
城
に
て
水
野
藤
九
郎
、

そ
の
ほ
か
「
随
分
の
者
」
を
討
ち
取
り
放
火
し
た
。
こ
れ
も
海
よ
り
逢
妻
川
・
境
川

河
口
に
入
り
、
海
城
・
刈
谷
城
を
攻
撃
し
た
よ
う
に
考
え
る
。

　

年
欠
八
月
一
日
の
筧
平
十
郎
宛
の
松
平
元
康
感
状
写
（『
譜
牒
余
録
』
後
編
巻

十
七
、『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
二
四
）
や
同
日
付
で
よ
く
似
た
内
容
の
坂
部
又
十

郎
宛
の
文
書
（
朝
野
旧
聞
裒
藁
・『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
二
五
）
が
あ
る
。
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今
度
於
石
瀬
、
無
比
類
仕
候
、
弥
忠
節
肝
用
候
、
尚
以
高
名
無
是
非
候
、
恐
々

謹
言

　
　
　

八
月
朔
日　
　
　

元
康
御
在
判

　
　

筧
平
十
郎
と
の
へ

今
度
無
比
類
矢
を
仕
候
、
弥
忠
節
専
用
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

八
月
朔
日　
　
　

元
康
御
判

　
　

坂
部
又
十
郎
と
の
へ

　
『
県
史
』
は
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
永
禄
三
年
に

比
定
し
て
い
る
。
前
者
に
石
瀬
が
登
場
す
る
。
尾
張
国
知
多
郡
に
は
石
瀬
と
石
ヶ
瀬

と
い
う
二
つ
の
地
名
が
あ
る
。
史
料
表
記
は
「
石
瀬
」
だ
が
、
通
常
「
石
ヶ
瀬
」
に

置
き
換
え
て
、『
松
平
記
』（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
14
・
３
）
の
記
事
に
あ
る
水
野

信
元
と
の
石
ヶ
瀬
合
戦
と
し
て
い
る
。
石
ヶ
瀬
合
戦
は
史
料
に
永
禄
元
年
、
三
年
、

四
年
と
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、『（
大
日
本
）
史
料
稿
本
』（
東
大
史
料
Ｄ
Ｂ
）
で
は
、

石
ヶ
瀬
合
戦
に
つ
い
て
の
綱
文
を
永
禄
元
年
此
歳
条
、
お
よ
び
永
禄
四
年
二
月
六
日

条
の
双
方
に
掲
載
す
る
も
の
の
、
前
者
で
は
寺
部
合
戦
の
後
、
距
離
の
あ
る
石
ヶ
瀬

に
て
合
戦
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
後
者
で
は
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』

（
高
木
清
方
）、『
創
業
記
考
』
な
ど
の
記
述
か
ら
、「
永
禄
四
年
二
月
六
日
横
根
に
て
、

翌
七
日
石
ケ
瀬
（
大
石
ケ
瀬
）
に
て
合
戦
が
あ
っ
た
」
と
し
、
合
戦
は
こ
の
一
度
き

り
と
す
る
。
永
禄
四
年
と
す
る
場
合
、
水
野
と
の
和
平
（
＝
永
禄
四
年
四
月
十
一
日

か
）
後
に
、
和
平
以
前
の
二
月
合
戦
の
感
状
を
半
年
後
に
複
数
発
給
し
た
こ
と
に
な

る
（『
安
城
市
史
』
通
史
編
・
六
七
五
頁
、『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
六
二
〜
六
四
頁
）。

　

た
だ
し
史
料
の
通
り
の
「
石
瀬
」
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
常
滑
市
、
佐
治
氏
の
居
城

大
野
城
の
東
に
地
名
が
あ
る
（
読
み
は
「
い
し
ぜ
」・『
歴
史
地
名
大
系
』）。
も
し
永

禄
三
年
、
こ
こ
で
の
戦
い
と
す
れ
ば
、
大
野
湊
か
ら
背
後
に
回
っ
た
大
野
城
攻
め
の

可
能
性
も
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
桶
狭
間
の
一
連
の
合
戦
と
な
る
。
こ
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
無
傷
だ
っ
た
鳴
海
城
の
岡
部
元
信
が
刈
谷
城
を
攻
撃
し
た
よ
う
に
、
松
平

元
康
の
部
隊
が
海
路
で
の
帰
途
に
、
佐
治
の
本
城
で
あ
る
大
野
城
を
攻
撃
し
た
こ
と

に
な
る
。
ま
っ
た
く
想
定
不
可
能
と
も
い
え
な
い
と
考
え
る
。

二
　
降
雹

（
一
）　
後う
し
ろ
ま
き巻・
今
川
義
元
の
目
的
と
行
動

　

義
元
の
行
程
は『
三
河
物
語
』に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
行
程
で
あ
る（
㎞

は
鉄
道
行
程
表
に
よ
る
）。

駿
府
→
（
一
日
）
藤
枝
（
20
・
１
㎞
）、
先
手
衆
は
島
田
、
金
屋
、
仁
坂
、
懸
河

藤
枝
→
（
一
日
）
懸
河
（
29
㎞
）

懸
河
→
（
一
日
）
引
馬
（
27
・
８
㎞
）

引
馬
→
（
一
日
）
吉
田
（
36
・
５
㎞
）

吉
田
→
（
一
日
）
岡
崎
（
32
・
３
㎞
）、
先
手
衆
は
屋
萩
（
矢
作
）、
鵜
等
（
宇
頭
）・

今
村
・
牛
田
・
八
橋
・
池
鯉
鮒

岡
崎
→
（
一
日
）
池
鯉
鮒
（
13
・
３
㎞
、
岡
崎
か
ら
沓
掛
で
あ
れ
ば
18
・
３
㎞
）

　

先
手
衆
が
い
て
、
義
元
藤
枝
宿
泊
の
時
に
は
嶋
田
・
金
屋
・
仁
坂
・
懸
河
に
達
し

て
い
た
、
と
あ
る
。
日
に
よ
っ
て
四
宿
使
用
も
あ
れ
ば
、
六
宿
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど

の
大
軍
で
あ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
に
従
う
と
、
義
元

が
池
鯉
鮒
に
達
し
た
時
、
前
軍
（
先
手
衆
）
は
四
つ
前
方
の
宿
に
到
達
し
、
分
散
宿
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泊
し
た
こ
と
に
な
る
（『
実
暁
記
』「
自
京
鎌
倉
マ
テ
ノ
宿
次
ノ
次
第
」
永
禄
元
年
閏

六
月
二
十
四
日
写
、
で
の
宿
は
沓
掛
・
鳴
海
・
熱
田
・
萱
津
）。
実
際
に
は
そ
う
は

し
て
い
な
い
。
沓
掛
城
で
は
全
軍
の
宿
泊
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
義
元
軍
は
街

道
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
大
軍
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

岡
崎
ま
で
は
安
全
圏
だ
か
ら
順
調
な
行
軍
だ
が
、
そ
れ
よ
り
三
河
境
に
差
し
か
か

る
あ
た
り
か
ら
、
進
行
速
度
は
遅
く
な
る
。
軍
事
警
戒
域
に
入
っ
て
、
偵
察
し
、
兵

を
配
し
、安
全
策
を
と
り
な
が
ら
の
布
陣
だ
っ
た
。
三
河
刈
谷
（
苅
屋
）
城
主
で
あ
っ

て
、
境
川
を
挟
ん
だ
対
岸
、
尾
張
緒
川
城
も
拠
点
と
す
る
水
野
信
元
や
阿
久
比
・
久

松
が
い
た
し
、
尾
張
知
多
郡
に
は
大
野
の
佐
治
ら
も
い
た
。
こ
の
信
長
方
武
士
団
か

ら
、
挟
撃
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
警
戒
の
必
要
が
あ
っ
た
。
沓
掛
か
ら
大
高
は
わ
ず

か
８
㎞
ほ
ど
で
、
岡
崎
か
ら
は
26
㎞
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
行
軍
の
ペ
ー
ス
だ
っ
た

ら
、
朝
に
岡
崎
を
出
れ
ば
そ
の
日
に
は
大
高
に
到
着
で
き
る
。
し
か
し
織
田
方
の
軍

事
支
配
域
の
通
過
だ
っ
た
か
ら
慎
重
を
期
し
た
。
信
長
が
出
撃
し
て
く
る
こ
と
は
予

測
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
ど
の
よ
う
な
迎
撃
が
有
利
な
の
か
を
計
算
し
て
布
陣
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

　

前
夜
は
池
鯉
鮒
経
由
で
沓
掛
城
（『
信
長
公
記
』）
に
宿
泊
し
た
（『
三
河
物
語
』

は
池
鯉
鮒
宿
泊
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
知
立
・
沓
掛
間
は
約
４
㎞
。
池
鯉
鮒
＝
知

立
城
が
あ
る
）。
沓
掛
は
鎌
倉
街
道
が
通
る
。
沓
掛
・
桶
狭
間
間
は
４
・
８
㎞
、
１
時

間
半
ほ
ど
の
行
程
で
あ
る
。
早
朝
に
出
た
は
ず
だ
が
、
昼
前
に
桶
狭
間
山
に
本
陣
を

張
り
、
停
滞
し
た
。
桶
狭
間
山
か
ら
大
高
城
は
４
㎞
弱
で
１
時
間
の
行
程
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
各
部
隊
は
い
く
つ
も
に
分
か
れ
て
、
沓
掛
か
ら
鎌
倉
街
道
を
行
っ
て
、
鳴

海
城
の
背
後
に
向
か
う
も
の
も
い
た
し
、
有
松
道
に
出
て
か
ら
桶
狭
間
・
大
高
道
に

入
り
、
鷲
津
丸
根
の
背
後
に
回
る
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

今
川
義
元
の
目
的
は
孤
島
状
態
に
あ
っ
た
鳴
海
城
と
大
高
城
を
救
出
し
て
領
域
支

配
の
拠
点
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
信
長
公
記
』
に
「
後
巻
」
と
あ
る

と
お
り
で
、
藤
本
正
行
が
「
後
詰
」
と
解
説
し
て
い
る
。「
後
巻
」
と
「
後
詰
」
は

同
じ
意
味
で
、『
日
葡
辞
書
』
に
「Vxirozzum

e 

（
ウ
シ
ロ
ヅ
メ
）。
ま
た
は
、
ウ

シ
ロ
マ
キ
」。ご
ぜ
め
と
も
い
う
。城
を
包
囲
し
て
い
る
敵
方
を
背
後
か
ら
攻
撃
し
て
、

包
囲
網
を
と
き
、
周
辺
の
陸
上
軍
事
支
配
権
を
確
立
す
る
作
戦
で
あ
る
。

　

義
元
は
塗
輿
を
帯
同
し
て
い
た
。『
瑞
光
院
記
』
や
『
歴
名
土
代
』（『
静
岡
県

史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
七
四
七
・
四
八
）
に
よ
れ
ば
、
出
陣
直
前
の
永
禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
五
月
八
日
に
治
部
大
輔
源
義
元
を
三
河
守
に
、從
五
位
下
源
氏
実
（
氏

真
）
を
治
部
大
輔
に
補
任
す
る
と
い
う
宣
旨
が
出
さ
れ
た
。
三
河
は
上
国
で
守
は
従

五
位
下
、
治
部
大
輔
は
正
五
位
下
だ
か
ら
、
位
階
と
し
て
は
治
部
大
輔
の
方
が
三
河

守
よ
り
も
上
で
、
位
相
当
で
は
下
位
へ
の
任
官
で
あ
る
。

　

義
元
は
前
後
し
て
塗
輿
使
用
の
認
可
も
得
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
誇
示
す
る
た
め
に

塗
輿
を
同
行
さ
せ
た
。
輿
は
通
常
首
に
か
け
た
紐
で
駕
輿
丁
二
人
が
吊
る
。
行
軍
は

馬
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
、
義
元
も
狭
苦
し
い
輿
な
ど
使
わ
ず
騎
乗
で
あ
ろ
う
。
輿

は
馬
よ
り
も
は
る
か
に
遅
く
、
戦
場
向
き
で
は
な
い
。
た
だ
し
毎
日
晴
天
と
は
限
ら

な
い
。
道
中
、
雨
の
日
は
輿
に
入
り
、
兵
は
蓑
笠
で
歩
い
た
。

　

今
川
方
は
尾
張
国
海
西
郡
荷
の
上
・
鯏

う
ぐ
い
う
ら浦

の
服
部
左
京
亮
を
味
方
と
し
て
い
た
。

木
曽
川
河
口
で
あ
る
。
木
曽
川
も
庄
内
川
も
天
白
川
（
黒
末
川
）
も
河
筋
は
い
ず
れ

も
沖
合
・
伊
勢
湾
で
一
つ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
服
部
左
京
亮
に
と
っ
て
は
潮
汐
を

利
用
し
た
大
高
・
鳴
海
へ
の
往
来
は
容
易
で
あ
っ
た
。

　

対
す
る
織
田
方
は
中
島
砦
を
配
置
し
た
。
低
地
の
立
地
だ
か
ら
、
防
御
性
に
甚
だ

劣
る
が
、
述
べ
た
よ
う
に
内
陸
河
川
用
の
軍
船
を
置
い
て
、
鳴
海
津
を
出
入
り
す
る

船
を
上
流
か
ら
牽
制
し
た
。

　

至
近
に
中
島
砦
、
周
辺
知
多
半
島
に
大
野
衆
・
緒
方
衆
、
ま
た
膝
下
の
精
進
川
河
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口
の
宮
（
熱
田
）・
五
条
川
（
庄
内
川
）
河
口
の
下
之
一
色
に
も
水
軍
を
配
置
し
た
。

下
之
一
色
は
天
正
年
間
、
前
田
領
で
、『
張
州
府
志
』
は
下
一
色
城
主
を
前
田
与
十

郎
と
す
る
。

　

木
曽
川
河
口
と
そ
の
流
域
、
お
よ
び
鳴
海
潟
・
愛
知
潟
の
制
海
権
を
め
ぐ
る
戦
い

で
も
あ
っ
た
。
勝
利
で
き
れ
ば
、
経
済
港
・
熱
田
の
支
配
が
可
能
に
な
る
。

　
『
信
長
公
記
』
に
詳
述
は
な
い
が
、
必
ず
海
で
の
軍
事
行
動
は
あ
っ
た
。
今
川
義

元
は
そ
の
情
勢
に
応
じ
て
行
動
を
展
開
し
、
信
長
軍
を
殲
滅
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

隊
列
は
低
地
に
い
て
は
危
険
だ
か
ら
、
常
に
優
位
な
高
地
に
い
る
よ
う
に
し
た
。
し

か
し
全
部
隊
が
桶
狭
間
山
に
布
陣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
類
似
の
山
の
上
を

い
く
つ
か
占
地
し
た
。
当
時
の
山
は
牛
馬
の
飼
料
を
う
る
草
山
か
、ま
た
は
薪
山
で
、

常
に
刈
ら
れ
て
い
る
か
、
枝
葉
も
切
り
取
ら
れ
て
い
る
か
し
て
、
見
通
し
は
よ
か
っ

た
。
桶
狭
間
山
に
い
た
義
元
の
旗
本
衆
は
「
三
百
騎
」
と
あ
る
の
で
馬
が
三
百
頭
、

騎
馬
武
者
が
三
百
人
、
雑
兵
が
六
百
人
、
計
九
百
人
の
は
ず
で
あ
る
。
桶
狭
間
山
は

そ
れ
ほ
ど
に
大
き
な
山
で
も
な
い
か
ら
、
混
雑
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
山
頂
に
は
二

つ
引
両
・
赤
鳥
の
旗
や
馬
印
が
翻
っ
て
い
た１７

。

　

蓬
左
文
庫
桶
狭
間
図
（
図
６
０
２
―
１
）
で
は
今
川
義
元
墓
や
古
碑
の
あ
る
場
所

を
田
楽
狭
間
、
屋
形
狭
間
と
す
る１８

。「
田
楽
が
窪
」
は
豊
明
市
間
米
、
二
村
山
南
に

も
あ
る
し
、
桶
狭
間
長
福
寺
北
に
「
田
楽
坪
」
と
記
入
し
た
地
図
も
あ
る
。「
窪
」

と
よ
ば
れ
る
低
地
形
、
窪
地
に
今
川
軍
が
本
陣
を
張
る
こ
と
は
な
く
、
追
わ
れ
て
の

逃
げ
込
み
地
か
。

　
「
田
楽
が
窪
」
は
『
東
の
道
の
記
』
に
「
山
立
ど
も
が
出
る
」
場
所
と
し
て
み
え
、

紹
巴
『
富
士
見
ノ
道
ノ
記
』
ま
た
幸
若
舞
に
も
登
場
し
、
知
名
度
が
高
か
っ
た
。
天

正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
雪
斎
三
十
三
回
忌
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
拈
香
法
語

（
臨
済
寺
所
蔵
）
で
は
「
尾
之
田
楽
窪
」
と
あ
る
（『
静
岡
県
史
』
資
料
編
８
中
世
四
・

一
九
三
三
）。
万
を
越
す
大
軍
で
多
数
が
死
傷
し
た
。
千
人
塚
の
よ
う
に
将
兵
が
敗

死
し
た
箇
所
は
各
地
に
あ
っ
た
。

　

今
川
軍
は
東
海
道
部
隊
の
み
な
ら
ず
、
鳴
海
湊
に
集
結
し
た
鯏

う
ぐ
い
う
ら浦

水
軍
と
三
河
水

軍
と
の
連
携
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
背
後
の
緒
川
勢
を
警
戒
し
つ
つ
、
水
陸
の
連

携
を
図
る
た
め
、暫
時
東
海
道
に
ほ
ど
近
い
桶
狭
間
山
に
駐
屯
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

丸
根
・
鷲
津
そ
し
て
鳴
海
沖
の
戦
況
を
確
認
し
、
信
長
の
動
向
も
把
握
し
た
上
で
、

迎
撃
の
陣
形
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
。
各
隊
は
相
互
連
絡
の
必
要
上
、
次
の
指
令
が

伝
達
さ
れ
る
ま
で
、
む
や
み
に
は
当
初
の
約
束
地
を
移
動
し
な
い
。
織
田
方
の
間
諜

（
忍
び
）
は
馬
印
で
義
元
本
陣
を
識
別
で
き
て
お
り
、
逐
次
信
長
に
報
告
が
行
く
。

（
二
）　
清
州
か
ら
宮
へ
・
名
古
屋
（
那
古
野
）
城
ほ
か
に
配
備
さ
れ
た
兵
と
馬
と
武

器

　

清
州
籠
城
戦
術
を
と
る
か
否
か
。『
甫
庵
信
長
記
』
は
林
佐
渡
守
が
籠
城
を
提
言

し
た
と
し
、「
道
家
祖
看
記
」（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
六
五
）
で
は
林
・
平
手
が

同
調
し
た
と
し
て
い
る
が
、
天
理
本
で
は
家
老
衆
が
提
言
し
た
と
の
み
あ
る
。
陽
明

本
で
は
そ
う
し
た
記
述
が
な
に
も
な
い
。境
目
の
城
に
お
い
て
籠
城
す
る
例
は
多
い
。

長
篠
城
、
備
中
高
松
城
、
韮
山
城
な
ど
。
け
れ
ど
も
最
初
か
ら
本
城
ま
で
退
い
て
籠

城
し
た
例
は
、
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
信
長
は
す
で
に
鷲
津
・
丸
根
な
ど
に
兵
を
配
置

し
て
い
る
。

　

永
禄
三
年
、も
し
織
田
信
長
が
最
前
線
で
戦
う
大
高
城
包
囲
隊
（
鷲
津
・
丸
根
隊
）、

鳴
海
城
包
囲
隊
（
丹
下
・
善
照
寺
）
や
中
島
砦
の
友
軍
水
野
配
下
の
梶
川
勢
を
見
捨

て
て
、
清
洲
城
か
ら
出
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
時
点
で
将
士
の
心
は
信
長
か
ら

離
れ
る
。
勝
算
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
信
長
に
は
野
戦
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
し
、

信
長
以
外
の
将
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
。



26

　
『
信
長
公
記
』
に
、「
人
間
五
十
年　

下
天
の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば
」
と
歌
い
舞
い
、

つ
い
で
「
螺
（
か
い
）
ふ
け
、
具
足
よ
こ
せ
よ
」
と
立
ち
な
が
ら
朝
飯
を
食
べ
た
と

あ
る
。
満
ち
溢
れ
る
緊
迫
の
中
に
、
余
裕
も
み
せ
た
清
洲
城
・
信
長
出
陣
の
様
子
は
、

『
信
長
公
記
』
の
名
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
天
理
図
書
館
本
で
は
前
夜
に
も
酒
宴
と

謡
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。『
甫
庵
信
長
記
』
も
前
夜
に
舞
っ
た
と
し
て
お
り
、

実
際
は
前
夜
の
方
に
リ
ア
ル
さ
が
あ
る
。
出
陣
前
の
夜
、
親
し
い
も
の
と
さ
さ
や
か

な
宴
を
張
る
こ
と
は
あ
り
う
る
し
、感
極
ま
っ
て
舞
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ド
ラ
マ（
語

り
物
）
な
ら
出
陣
直
前
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
前
夜
、
就
寝
前
の
酒
宴
の
方
が
、
不
自

然
さ
は
な
い
。
さ
ら
に
、
清
洲
か
ら
す
で
に
具
足
を
着
用
し
た
と
あ
る
。
信
長
に
つ

い
て
は
分
か
ら
な
い
が
、
雑
兵
は
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
具
足
は
付
け
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

清
洲
か
ら
熱
田
ま
で
、
清
洲
を
出
た
と
き
は
主
従
六
騎
、
熱
田
ま
で
「
三
里
一
時

に
か
け
さ
せ
ら
れ
」、
熱
田
・
源
太
夫
宮
か
ら
鷲
津
、
丸
根
落
城
の
煙
を
見
た
と
き
、

馬
上
六
騎
、
雑
兵
二
百
ば
か
り
、
と
あ
る
。
三
里
は
12
㎞
、
一い

っ
と
き時

は
２
時
間
だ
か
ら

時
速
６
㎞
で
、
ふ
つ
う
に
歩
く
速
度
の
１
・
５
倍
、
速
か
っ
た
。
馬
上
の
六
騎
に
は

可
能
だ
が
、
徒
歩
の
雑
兵
に
は
困
難
に
思
わ
れ
る
し
、
も
し
具
足
を
着
用
し
て
い
れ

ば
不
可
能
だ
っ
た
。

　
『
道
家
祖
看
記
』
の
表
現
だ
と
「（
清
洲
）
城
の
う
ち
を
ば
、御
小
姓
七
八
き
（
騎
）

に
て
出
た
ま
ふ
」、「
大
手
の
口
に
て
森
三
左
衛
門
・
柴
田
権
六
（
以
下
闕
字
）
其
外

三
百
斗
に
て
ひ
か
へ
た
り
」
と
あ
っ
て
、
す
で
に
清
洲
城
の
随
所
で
兵
士
が
待
ち
構

え
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
清
洲
城
大
手
門
外
、
勢
溜
に
て
の
集
結
で
あ
る
。

　

清
洲
城
か
ら
熱
田
方
面
へ
は
鎌
倉
街
道
を
南
下
す
る
萱
津
道
と
名
古
屋（
那
古
野
）

に
向
か
う
枇
杷
島
道
（
近
世
の
美
濃
路
）
が
あ
っ
た
が
、
名
古
屋
か
ら
熱
田
道
に
つ

な
が
り
、
管
轄
の
城
が
複
数
あ
る
後
者
を
行
っ
た
と
考
え
る
（「
大
日
本
五
道
中
図

屏
風
」『
描
か
れ
た
名
古
屋
城
・
写
さ
れ
た
名
古
屋
城
』所
収
・
参
照
）。
枇
杷
島
川（
小

田
井
川
・
庄
内
川
）
に
は
橋
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
瀬
は
あ
り
、
徒
渡
に

て
進
ん
だ
。

　

こ
の
枇
杷
島
道
・
熱
田
道
沿
い
に
は
名
古
屋
（
那
古
野
）
城
・
古
渡
城
が
あ
る
。

信
長
直
轄
の
城
、
駐
屯
基
地
で
あ
る
。
今
川
義
元
が
駿
河
を
出
陣
し
た
と
の
報
告
を

得
た
段
階
で
、
こ
れ
ら
の
城
に
兵
を
入
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
法
螺
を
ふ
き
、

出
陣
を
知
ら
せ
る
前
に
、
狼
煙
（
ま
だ
暗
け
れ
ば
篝
火
か
花
火
）
を
上
げ
、
早
馬
を

名
古
屋
に
走
ら
せ
、
名
古
屋
か
ら
は
古
渡
・
末
盛
に
、
継
馬
が
出
た
。
同
じ
よ
う
に

し
て
古
渡
か
ら
は
熱
田
端
城
に
、
端
城
か
ら
は
山
崎
城
、
桜
中
村
城
・
笠
寺
砦
、
星

崎
城
、
丹
下
砦
に
伝
達
が
行
っ
た
。『
道
家
祖
看
記
』
で
は
「
ほ
し
さ
き
面
に
ひ
か

へ
た
る
佐
々
下
野
守
三
百
あ
ま
り
に
て
」
と
あ
っ
て
、
星
崎
表
で
控
え
て
い
た
佐
々

政
次
が
合
流
。
前
夜
か
ら
星
崎
に
宿
泊
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

　

清
洲
城
の
中
を
五
条
川
が
流
れ
る
。
こ
の
川
も
感
潮
河
川
で
、
大
潮
の
満
潮
時
は

水
位
が
上
が
っ
た
。
引
潮
な
ら
舟
運
が
使
え
る
。
清
洲
城
兵
の
多
く
は
前
夜
ま
で
に

船
で
河
口
に
下
り
、
星
崎
周
辺
に
集
結
し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
小
荷
駄
も
馬
で
は
な

く
、
船
を
利
用
し
て
予
め
運
搬
し
て
い
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
当
日
の
早
朝
は
潮
が

逆
で
使
え
な
か
っ
た
。

　

兵
は
前
夜
ま
で
に
星
崎
か
丹
下
周
辺
に
集
結
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
武
具
甲
冑
・
弾

薬
も
食
料
も
最
終
集
結
地
に
配
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
で
配
布
・
装
着
し
た
と

考
え
る
。

　

前
夜
、
鷲
津
、
丸
根
両
砦
か
ら
の
急
報
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
潮
の
満
干
は
前
か

ら
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
星
崎
か
丹
下
か
に
入
城
・
待
機
し
て
い
た
兵
の
一

部
を
早
朝
に
、
両
砦
支
援
に
増
強
す
る
旨
の
指
示
は
出
せ
た
。
信
長
も
各
砦
を
放
置

し
、
見
殺
し
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
（
鷲
津
、
丸
根
側
も
夜
を
つ
い
て
の
信
長
自
ら
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の
出
陣
ま
で
は
要
請
し
て
い
な
い
）。

　

時
系
列
に
て
整
理
す
る
。
午
前
４
時
に
出
た
と
し
て
、熱
田
ま
で
一い

っ
と
き時（

２
時
間
）、

三
里
だ
か
ら
足
軽
は
３
時
間
、
こ
こ
で
他
の
兵
の
到
着
を
待
つ
か
ら
午
前
８
時
こ
ろ

ま
で
い
た
。『
道
家
祖
看
記
』
で
は
熱
田
に
て
千
七
八
百
と
あ
る
。
信
長
の
兵
に
つ

い
て
、『
信
長
公
記
』
は
「
二
千
に
不
足
」「
二
千
に
不
可
過
」
と
し
、『
三
河
物
語
』

は
「
三
千
ば
か
り
」
だ
か
ら
、
そ
れ
く
ら
い
の
人
数
だ
っ
た
。
熱
田
で
大
半
が
集
結

し
た
。

　

馬
は
暑
さ
に
弱
い
。
水
を
与
え
、
ま
た
水
を
か
け
て
冷
や
す
必
要
が
あ
る
（
近
世

名
古
屋
城
に
も
三
之
丸
柳
原
往
還
脇
の
堀
に
馬
冷
場
・
清
水
が
あ
っ
た
）。
真
夏
で

あ
る
し
、
急
い
だ
。
汗
を
か
い
た
馬
に
乗
り
続
け
る
よ
り
も
、
各
城
に
着
く
ご
と
に

交
換
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
予
め
、乗
替
の
馬
を
各
城
に
用
意
さ
せ
て
あ
っ
た
。

騎
馬
武
者
の
数
だ
け
要
る
か
ら
相
当
な
数
の
乗
替
の
馬
が
配
置
し
て
あ
っ
て
、
名
古

屋
城
に
も
古
渡
城
に
も
、
馬
と
人
が
充
満
し
て
い
た
。
信
長
自
身
も
各
城
で
乗
替
の

馬
（
交
換
馬
）
に
替
え
た
。

　

熱
田
か
ら
鳴
海
は
７
㎞
。「
も
み
に
も
ん
で
」
も
足
軽
た
ち
は
２
時
間
弱
か
か
る
。

午
前
10
時
か
ら
11
時
に
は
鳴
海
周
囲
の
砦
に
滞
陣
し
て
い
た
。
ま
も
な
く
午
の
刻
に

な
る
。

　

星
崎
で
合
流
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
予
め
兵
を
配
置
、
武
器
弾
薬
、
甲
冑
、
食
料
も

入
れ
て
あ
る
。
信
長
主
従
が
わ
ず
か
六
騎
で
出
発
し
て
も
、
途
中
に
待
ち
受
け
て
い

た
兵
と
合
流
し
て
い
く
か
ら
何
ら
支
障
は
な
か
っ
た
。
雑
兵
は
甲
冑
を
着
ず
に
た
だ

走
っ
て
、
前
線
基
地
・
丹
下
砦
か
善
照
寺
砦
で
武
装
し
た
。
信
長
に
従
う
武
将
も
各

城
に
て
、で
き
る
限
り
新
し
い
馬
（
乗
替
馬
）
に
換
え
た
。
信
長
も
最
終
の
基
地
で
、

一
番
の
駿
馬
・
愛
馬
に
乗
り
替
え
た
。

　

猛
暑
の
な
か
で
の
行
軍
で
あ
っ
た
。
清
洲
か
ら
重
装
備
で
疲
弊
し
て
い
て
は
、
最

上
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
戦
え
な
い
。
戦
場
に
つ
い
た
段
階
で
疲
労
困
憊
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
決
戦
を
迎
え
る
た
め
に
必
要
な
条
件
が
、
軽
装
で
の
進
軍

で
あ
る
。
体
力
温
存
を
優
先
し
、
決
戦
に
備
え
た
。

（
三
）　
宮
か
ら
鳴
海
　
下
道
と
上
道
（
東
海
道
）

　

熱
田
か
ら
は
潮
が
満
ち
て
い
た
た
め
、
上
の
道
を
行
っ
た
と
あ
る
。

　
『
春
の
み
や
ま
ぢ
』（
飛
鳥
井
雅
有
）、『
海
道
記
』、『
東
関
紀
行
』
な
ど
中
世
の
紀

行
文
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
旅
人
が
熱
田
以
南
は
年あ

ゆ

ち
魚
市
（
愛
知
）
潟
・
鳴
海
潟
を
通

る
「
下
の
道
」、
つ
ま
り
干
潟
の
中
の
道
を
行
っ
た
。
常
時
の
通
行
は
不
可
能
、
通

行
時
間
に
制
限
の
あ
る
道
で
あ
る
。
た
だ
し
紀
行
文
筆
者
ら
は
一
刻
を
争
う
旅
人
で

は
な
か
っ
た
。
古
来
、
歌
に
読
ま
れ
た
名
勝
・
年
魚
市
（
愛
知
）
潟
・
鳴
海
潟
で
引

き
潮
時
の
景
色
を
見
、田
鶴
や
浜
千
鳥
を
見
な
が
ら
、歌
を
詠
む
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

た
。
潮
が
引
い
て
い
く
様
は
な
か
な
か
に
壮
観
な
も
の
で
あ
っ
た
と
、
彼
ら
は
一
様

に
書
き
記
し
て
い
る
。
飛
鳥
井
雅
有
の
場
合
は
酒
を
三
百
杯
ほ
ど
も
酌
み
交
わ
し
て

待
機
し
た
。
三
百
杯
と
は
和
漢
朗
詠
集
の
三
百
盃
を
ふ
ま
え
た
比
喩
で
あ
る
（『
中

世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
』
三
巻
）。
景
色
、
和
歌
を
詠
む
情
景
体
験
を
優
先

さ
せ
て
い
た
。
雅
有
に
よ
る
と
「
五
十
町
と
い
へ
ど
も
、
道
よ
く
て
駒
も
は
や
け
れ

ば
、程
な
く
鳴
海
の
宿
に
着
き
ぬ
」
と
あ
る
。
し
か
し
鳴
海
ま
で
五
十
町
（
５
㎞
強
）

全
て
が
海
浜
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
３
㎞
ほ
ど
行
っ
て
、
そ
の
先
は
笠
寺
に
あ
が

ら
な
け
れ
ば
鳴
海
に
は
到
達
し
な
い
。

　

星
崎
表
で
佐
々
政
次
が
信
長
を
出
迎
え
た
。星
崎
城
は
笠
寺
・
鳴
海
道
か
ら
奥
ま
っ

て
い
る
が
、「
是
ヨ
リ
往
還
迄
二
百
九
十
間
」
と
あ
っ
て
、
さ
ほ
ど
遠
い
わ
け
で
は

な
か
っ
た
（
一
間
六
尺
な
ら
ば
５
２
２
ｍ
）。
佐
々
政
次
は
街
道
筋
、「
ほ
し
さ
き
面
」

で
信
長
を
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う１９

。
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海
の
中
の
道
が
本
道
と
は
思
わ
れ
な
い
。馬
は
軟
弱
な
干
潟
の
浜
を
行
っ
た
場
合
、

足
を
取
ら
れ
や
す
い
し
、
人
も
歩
き
や
す
く
は
な
い
。
馬
に
も
人
に
も
不
適
な
道
で

あ
る
。
熱
田
・
鳴
海
を
結
ぶ
上
道
は
東
海
道
（
鎌
倉
街
道
）・
京
街
道
の
本
道
で
整

備
さ
れ
て
い
た
。
熱
田
と
笠
寺
を
結
ぶ
山
崎
、
戸
部
を
経
由
す
る
道
は
直
線
に
干
潮

時
の
海
浜
を
通
過
す
る
道
よ
り
は
わ
ず
か
に
遠
い
と
い
う
程
度
で
、
さ
ほ
ど
の
大
回

り
で
は
な
い
。
下
道
が
格
段
に
早
道
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

か
く
し
て
信
長
勢
は
笠
寺
・
星
崎
表
ま
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
兵
力
を
集
結
し
、
最
前

線
、
お
そ
ら
く
丹
下
砦
に
到
着
し
、
初
め
て
武
装
を
整
え
た
。
丹
下
砦
・
善
照
寺
砦
・

中
島
砦
は
鳴
海
城
を
完
全
に
包
囲
し
て
い
た
か
ら
、
鳴
海
城
攻
撃
と
い
う
選
択
も
あ

り
え
た
ろ
う
が
、
枝
葉
と
見
た
信
長
は
そ
の
よ
う
な
下
知
は
し
な
か
っ
た
し
、
鳴
海

城
も
城
か
ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
織
田
方
は
包
囲
警
戒
の
兵
の
み
を
残
す
。『
信
長

公
記
』
の
記
述
で
は
脇
が
深
田
で
あ
っ
た
中
島
ま
で
の
や
り
と
り
が
詳
述
さ
れ
、
山

際
に
て
急
雨
に
遭
遇
し
た
よ
う
に
書
か
れ
る
が
、
急
雨
は
「
敵
の
輔
（
つ
ら
）
に
打

ち
付
け
、
身
方
は
後
の
方
に
降
り
か
ゝ
る
」
と
あ
る
。
信
長
は
急
雨
を
避
け
得
た
の

だ
か
ら
、
砦
の
建
物
の
中
に
い
た
か
、
民
家
が
あ
る
と
こ
ろ
に
い
た
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
が
、
砦
と
考
え
る
。

　

丹
下
砦
・
善
照
寺
砦
・
中
島
砦
の
三
砦
、
お
そ
ら
く
高
地
に
あ
る
前
二
者
に
分
れ

て
信
長
隊
は
大
休
止
、
昼
食
を
取
っ
た２０

。
腹
が
減
っ
て
は
戦
は
で
き
ぬ
。

（
四
）
朝
合
戦

　

丸
根
に
い
た
佐
久
間
大
学
は「
打
モ
ラ
サ
レ
て
落
て
行
」（
逃
げ
た
）と『
三
河
物
語
』

に
あ
る
。
鷲
津
山
に
い
た
飯
尾
近
江
守
父
子
の
う
ち
、
父
定
宗
は
戦
死
し
た
。
そ
の

子
隠
岐
守
（
天
理
本
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
８
―
１
６
６
に
よ
れ
ば
信
宗
）
は
生

存
し
て
い
る
（
飯
尾
は
織
田
一
族
で
、『
三
河
物
語
』
に
よ
れ
ば
定
宗
は
信
長
従
弟
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
筋
違
従
兄
）。
織
田
玄
蕃
秀
敏
（
定
宗
叔
父
、
織
田
信
長

大
叔
父
）
に
つ
い
て
の
生
死
は
不
明
（『
同
上
』
１
６
７
）。
か
れ
ら
生
存
グ
ル
ー
プ

は
い
ず
れ
か
の
時
点
で
信
長
本
隊
に
合
流
し
た
か
、
い
ず
れ
か
の
砦
で
休
息
し
た
だ

ろ
う
が
、
そ
の
仔
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

丸
根
で
は
攻
め
る
側
も
松
平
善
四
郎
、
高
力
新
九
郎
、
筧
又
蔵
が
戦
死
し
て
お
り

（『
三
河
物
語
』『
松
平
記
』）、激
戦
で
あ
っ
た
。織
田
方
の
前
田
又
左
衛
門
は「
朝
合
戦
」

で
頸
一
つ
を
あ
げ
て
い
る（『
信
長
公
記
』）。落
城
は
し
た
が
、玉
砕
・
全
滅
で
は
な
い
。

均
衡
は
保
っ
て
、
兵
力
を
決
定
的
に
損
な
う
ま
で
の
敗
戦
で
は
な
か
っ
た
。
ほ
ど
ほ

ど
の
防
戦
で
逃
げ
た
。

（
五
）
降
雹ひ
ょ
う
直
撃
　
桶
狭
間
山
本
陣

　

雹
が
降
っ
た
。
述
べ
た
よ
う
に
雹
は
夏
に
降
る
。
急
激
な
上
昇
気
流
（
入
道
雲
・

積
乱
雲
）
が
あ
っ
て
、
上
空
の
氷
点
下
の
冷
却
気
層
に
ま
で
達
し
て
い
た
（『
甲
陽

軍
鑑
』
は
「
夏
な
れ
ど
ひ
や
う
（
雹
）
ふ
り
」
と
し
て
い
る
が
、
雹
の
基
礎
知
識
が

欠
け
て
い
る
）。

　

今
川
義
元
も
ま
た
桶
狭
間
山
に
い
た
。
そ
こ
で
雹
に
遭
っ
た
。『
三
河
物
語
』
に

「
義
元
ハ
（
略
）
ベ
ン
ト
ウ
ヲ
ツ
カ
ハ
セ
給
ひ
て
、
ユ
ク
〳
〵
ト
シ
テ
御
給
ひ
シ
処

ニ
、
車
軸
ノ
雨
ガ
降
リ
懸
ル
」
と
見
え
て
い
る
。『
明
月
記
』
元
久
二
（
一
二
〇
五
）

年
正
月
五
日
条
に
「
此
間
雨
脚
如
車
軸
」
と
あ
る
。
車
軸
ノ
雨
、
で
車
軸
の
よ
う
に

太
い
雨
、
大
雨
だ
っ
た
。
弁
当
を
つ
か
っ
て
ユ
ク
〳
〵
（
ゆ
っ
た
り
）
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
の
土
砂
降
り
と
い
う
。「
水
野
勝
成
覚
書
」（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
14
・
軍

記
史
書
六
）
に
「
尾
州
な
る
み
・
お
け
は
さ
ま
に
て
ひ
る
弁
当
上
り
被
申
所
を
」
と

あ
る
。『
松
平
記
』
で
は
「
昼
時
分
大
雨
し
き
り
に
降
る
」
と
あ
る
。

　

今
川
義
元
は
「
お
け
は
さ
ま
山
（
桶
狭
間
山
）
に
人
馬
の
休
息
」
と
あ
る
通
り
、
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平均 風向 最大瞬間 風向

14:00 0 33.8 1.4 西南西 3.3 西北西 10

14:10 0 34.5 1.00 西南西 3.0 南南西 10

14:20 0 34.3 1.2 西 3.6 西南西 10

14:30 0 33.1 1.3 西 4.7 西北西 4

14:40 0 32.9 1.4 東南東 4.4 西 5

14:50 0 31.6 1.6 南東 6.5 南 3

15:00 0 30.6 2.2 南南西 5.3 南 0

15:10 0 27.3 1.9 北東 7.2 北東 0

15:20 0.5 23.0 7.6 北北東 14.5 北東 0

15:30 8.5 21.1 9.7 北北東 15.9 北北東 0

15:40 8.5 21.4 4.9 東北東 13.9 北 0

15:50 3.5 20.3 5.1 北東 7.4 北東 0

16:00 1.5 20.9 3.7 北東 5.8 北北東 0

16:10 0.5 20.9 1.8 北 4.4 北東 0

16:20 0 20.6 0.6 南南西 2.0 西北西 0

16:30 0.5 20.3 0.5 西 1.8 西北西 0

16:40 0 20.7 0.4 西北西 1.6 西北西 0

16:50 0 21.1 1.9 北 2.8 北 0

時分
降水量
(mm)

気温
(℃)

風向・風速（m/s） 日照
時間
(分)

馬
と
と
も
に
山
に
上
が
っ
て
布
陣
し
て
い
た
。
暑
い
日
で
朝
か
ら
ず
っ
と
晴
天
で

あ
っ
た
。
駐
屯
の
段
階
で
は
な
い
か
ら
、
仮
の
陣
で
あ
る
。
休
息
な
ら
甲
冑
は
脱
い

で
い
た
。

　
「
関
ヶ
原
合
戦
屏
風
」（
津
軽
屏
風
）
を
見
る
と
、
東
軍
で
は
岡
山
陣
所
、
松
平
下

野
守
陣
所
な
ど
、
西
軍
で
は
嶋
津
陣
所
、
小
西
摂
津
守
、
石
田
治
部
少
輔
な
ど
、
茅

葺
の
簡
易
な
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
（『
戦
国
合
戦
絵
屏
風
集
成
』
３
、
西
軍
建
物

は
い
ず
れ
も
炎
上
中
）。
今
川
方
も
簡
易
な
建
物
を
仮
設
し
た
か
も
し
れ
な
い
し
、

あ
る
い
は
幄
舎
（
テ
ン
ト
）
の
用
意
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
万
を
越
す

と
さ
れ
る
兵
士
全
員
を
収
容
で
き
る
建
物
な
ど
な
い
。朝
か
ら
行
動
し
て
い
た
か
ら
、

11
時
頃
に
昼
食
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
大
半
は
露
天
で
弁
当
を
食
べ
、
馬
は
飼

い
葉
を
与
え
ら
れ
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
昼
食
中
に
大
雨
と
な
っ
た
こ
と
は
強
く
鮮

明
に
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
各
書
の
記
述
が
一
致
す
る
。
同
じ
時
間
、
信
長
は
善
照
寺

か
丹
下
の
砦
に
い
て
、
雨
に
な
っ
た
。

　

降
雹
は
積
乱
雲
の
急
発
達
に
よ
る
か
ら
雷
雨
も
伴
う
。空
気
が
急
上
昇
す
る
か
ら
、

急
な
風
も
吹
く
。『
信
長
公
記
』
の
い
う
沓
掛
峠
の
松
が
東
に
根
か
ら
倒
れ
た
と
い

う
記
述
は
、
事
実
で
あ
る
な
ら
、
積
乱
雲
が
東
に
抜
け
た
後
の
話
で
あ
ろ
う
。
雹
を

含
む
雨
は
氷
雨
で
あ
る
。
氷
雨
に
濡
れ
、
強
風
の
な
か
に
い
れ
ば
、
大
き
な
負
担
が

か
か
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
二
日
の
長
野
県
上
田
市
の
雹
の
光
景
をyoutube

で
見

る
こ
と
が
で
き
た２１

。
土
砂
降
り
で
、「
車
軸
の
雨
」
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
を
気
象
庁
の
過
去
気
象
デ
ー
タ
検
索
（
10
分
ご
と
の
値
）
で
見
て
み
る
。

　

降
雹
１
時
間
前
に
そ
れ
ま
で
の
好
天
が
曇
り
だ
し
、15
時
30
分
に
は
10
分
間
に
８
・

５
㎜
の
降
水
と
な
っ
て
（
１
時
間
雨
量
48
・
５
㎜
に
相
当
）、
34
度
も
あ
っ
た
気
温
が

20
度
ま
で
、
と
一
気
に
14
度
も
下
が
っ
て
い
る
。
風
速
毎
秒
１
ｍ
で
体
感
温
度
は
１

度
下
が
る
と
さ
れ
る
。
風
速
は
15
ｍ
あ
っ
た
か
ら
風
力
は
７
の
強
風
で
15
度
下
が
っ

た
と
す
る
と
、
あ
わ
せ
て
29
度
下
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
雨
量
は
傘
も
役
立
た
な

い
「
激
し
い
雨
」
で
あ
り
、
蓑
笠
で
は
あ
ま
り
に
過
酷
だ
っ
た
。

　

雷
に
気
づ
い
て
ま
も
な
く
、
大
雨
に
な
る
。
馬
は
木
々
に
繋
い
で
あ
り
、
放
置
し

て
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
雨
で
は
火
薬
の
保
護
が
最
優
先
さ
れ
よ
う
。
ど
の

よ
う
に
し
て
も
兵
士
が
激
し
い
雨
に
濡
れ
る
こ
と
は
避
け
え
な
か
っ
た
。
今
川
義
元

だ
け
は
輿
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

降
雨
は
氷
を
含
ん
で
い
た
。
大
き
な
塊
が
当
た
る
と
怪
我
や
、脳
震
盪
を
起
こ
す
。

直
径
５
㎝
の
雹
塊
だ
と
終
端
速
度
は
秒
速
33
ｍ
に
な
る２３

。

　

蓑
笠
の
下
の
着
物
は
ま
る
で
濡
れ
た
雑
巾
に
な
る
。
着
衣
水
泳
に
似
た
状
態
に

な
っ
て
、
運
動
能
力
は
激
減
し
、
体
感
温
度
は
下
が
り
続
け
た
。
か
な
り
の
人
数
が

低
体
温
症
に
な
る
。

　

対
す
る
織
田
信
長
軍
は
城
砦
を
辿
り
つ
つ
東
海
道
筋
を
来
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の

表 2　2020 年 8 月 22 日
　　　長野県上田市の気象データ
　　　　　（14 時から 16 時 50 分まで）22



30

城
砦
に
て
、
こ
の
雹
雨
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
昼
で
あ
り
決
戦
前
で
あ
る
。
今

川
義
元
た
ち
が
食
事
を
と
ろ
う
と
し
て
氷
雨
に
打
た
れ
た
時
間
帯
と
同
じ
時
間
帯

に
、
織
田
軍
は
決
戦
前
の
昼
食
を
取
っ
た
。
路
上
で
は
な
く
、
善
照
寺
砦
か
、
丹
下

砦
か
、
中
島
砦
か
、
そ
の
す
べ
て
か
、
屋
根
が
あ
り
、
井
戸
も
あ
る
と
こ
ろ
で
食
事

を
と
っ
た
。
突
然
雹
の
粒
が
降
っ
て
き
た
。
雷
鳴
そ
し
て
大
雨
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

建
物
に
入
っ
て
雨
宿
り
が
で
き
た
。

　

信
長
は
歓
喜
し
た
。
軍
師
・
軍
配
師
か
ら
雹
を
作
り
だ
す
積
乱
雲
が
30
分
以
上
持

続
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
助
言
を
得
る
。
彼
ら
は
陰
陽
道
の
み
な
ら
ず
、
天
文
道
を

知
り
、
気
象
予
報
士
で
も
あ
っ
た
。
予
告
の
と
お
り
、
や
が
て
晴
れ
た
。

　

天
は
信
長
に
味
方
し
た
。『
信
長
公
記
』
に
「（
急
雨
石
氷
を
）
投
打
様
に
、
敵
の

輔つ
ら

に
打
付
る
、
身（

味
方
）方

ハ
後
の
方
に
降
か
ゝ
る
」
と
あ
る
の
は
、
降
雹
回
避
の
比
喩
的

表
現
で
あ
る
。
今
川
方
は
鳴
海
城
か
ら
の
狼
煙
も
雨
で
薪
が
濡
れ
て
使
え
な
か
っ
た

も
の
か
。
信
長
の
動
き
を
本
陣
に
急
報
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
豪
雨
の
中
に

30
分
も
い
た
ら
、
大
半
の
鉄
砲
火
薬
は
使
用
不
可
能
だ
っ
た
。

（
六
） 

惣
崩
・
鉄
砲
隊
射
撃

　
「
空
晴
る
ゝ
を
御
覧
じ
て
」
と
あ
る
。
信
長
は
し
ば
ら
く
豪
雨
が
止
む
の
を
待
っ

て
い
た
。

　

信
長
は
本
陣
だ
か
ら
、
先
頭
に
立
つ
こ
と
は
な
い
。
一
部
は
大
高
城
お
よ
び
鳴
海

城
の
備
え
に
数
百
人
を
残
し
、
鳴
海
潟
に
到
着
し
た
大
野
・
緒
川
衆
を
支
援
し
た
。

彼
ら
鳴
海
包
囲
隊
と
丹
下
砦
・
善
照
寺
砦
そ
し
て
水
軍
中
島
砦
は
、
今
川
軍
船
と
大

高
・
鳴
海
両
城
を
強
く
牽
制
し
て
い
て
、
拮
抗
状
態
を
維
持
し
、
義
元
が
安
易
に
大

高
に
入
れ
な
い
状
態
を
作
り
出
し
た
。
足
止
め
し
た
と
推
定
で
き
る
。

　

海
道
筋
を
行
く
本
隊
は
、
複
数
の
道
を
並
行
し
て
行
軍
し
た
。
敵
か
ら
の
攻
撃
を

一
切
排
除
す
べ
く
、
面
的
に
制
圧
し
て
い
く
行
軍
が
理
想
だ
が
、
急
行
を
要
す
る
。

道
の
一
本
は
鎌
倉
街
道
（
二
村
山
）
で
、
も
う
一
本
は
桶
狭
間
道
（
東
海
道
筋
）
を

騎
馬
隊
が
走
っ
た２４

。
い
く
つ
か
の
山
に
分
散
し
て
い
る
今
川
軍
の
右
備
え
、左
備
え
、

そ
れ
ぞ
れ
を
突
く
。

　
「
信
長
御
覧
し
て
中
嶋
へ
御
移
候
ハ
ん
と
被
仰
候
」
と
あ
る
。
扇
川
に
架
か
る
東

海
道
の
橋
が
中
島
橋
で
あ
る
。
信
長
は
東
海
道
を
進
ん
だ
。
奇
襲
の
反
対
概
念
は
正

面
戦
で
あ
る
。
正
面
戦
で
あ
れ
ば
、
今
川
陣
が
前
面
に
鉄
砲
隊
、
弓
矢
隊
、
つ
い
で

槍
衾
を
備
え
る
陣
容
で
待
機
し
、
そ
こ
に
信
長
隊
が
突
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
互
い
の
正
面
戦
で
は
な
く
、
待
機
し
て
い
な
い
兵
を
側
面

か
ら
衝
く
奇
襲
で
あ
る
。
信
長
隊
の
陣
容
は
整
っ
て
お
り
、
前
面
に
鉄
砲
を
配
し
、

つ
い
で
弓
、
槍
の
布
陣
だ
っ
た
。

　
「
信
長
、
鑓
を
お
つ
取
て
大
音
声
を
上
け
て
、
す
は
か
か
れ
〳
〵
と
仰
ら
れ
、
黒

煙
立
て
ゝ
懸
る
を
見
て
」、
鉄
砲
隊
が
火
蓋
を
切
っ
た
。「
黒
煙
」
を
た
て
な
が
ら
、

襲
い
か
か
っ
た
。
今
川
重
臣
、
朝
比
奈
一
族
・
丹
波
守
親
徳
が
鉄
砲
に
中あ

た

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
合
戦
三
ヶ
月
後
の
永
禄
三
年
八
月
十
六
日
朝
比
奈
親
徳
書
状
（
写
、
安
房

妙
本
寺
文
書
、『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
二
六
）
に
「
仍
不
慮
之
仕
合
義
元
討
死
無

是
非
次
第
、
不
可
過
御
推
察
候
、
拙
者
儀
者
最
前
鉄
砲
ニ
当
、
不
相
其
仕
場
候
、
雖

然
至
于
只
今
存
命
失
面
目
候
」
と
あ
る
。
鉄
砲
が
的
中
す
る
と
い
う
こ
と
は
50
ｍ
程

の
至
近
か
ら
の
射
撃
を
意
味
す
る（
そ
れ
以
上
距
離
が
あ
る
と
的
中
は
む
ず
か
し
く
、

威
嚇
の
み
に
な
る
）。
信
長
鉄
砲
隊
は
敵
の
部
将
の
眼
前
に
迫
っ
て
い
た
。
朝
比
奈

親
徳
は
急
所
が
外
れ
た
の
か
、
狙
撃
死
は
免
れ
た
。
義
元
の
死
の
場
に
い
な
か
っ
た

よ
う
で
、
別
陣
に
い
た
と
推
定
す
る
。

　
『
信
長
公
記
』
は
合
戦
が
二
度
あ
っ
た
と
把
握
し
て
い
る
。
一
度
は
「
朝
合
戦
」、
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一
度
は「
惣
崩
」（
天
理
本
は
大
崩
）で
あ
る
。
前
田
又
左
衛
門
は
前
者
で
頸
を
一
つ
、

後
者
で
頸
二
つ
を
と
っ
た
。
桶
狭
間
の
戦
い
は
「
惣
崩
」
を
指
す
。

水
を
ま
く
る
か
こ
と
く
、後
ろ
へ
、く
は
つ
と
崩
れ
た
り
、弓
・
鑓
・
鉄
炮
・
の（

昇
）ほ

り
・

さ（
差
）し

物
、
算
を
乱
す
に
異
な
ら
す

　

今
川
方
は
、
鉄
砲
ほ
か
が
使
え
ず
（「
算
を
乱
す
」）、
惣
崩
・
大
崩
、
完
全
崩
壊

に
な
っ
た
。「
未
の
刻
」（
午
後
１
時
か
ら
３
時
）、
精
鋭
部
隊
が
孤
立
し
た
本
陣
に

突
入
。
雨
に
濡
れ
て
い
て
も
、
二
つ
引
き
両
な
ら
び
に
赤
鳥
の
紋２５

の
旗
、
馬
験
が

林
立
し
、
本
陣
の
位
置
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
「
塗
輿
を
捨
て
、
く
つ
れ
逃
げ
け
り
」、「
旗
本
は
是
也
、
是
へ
懸
れ
と
御
下
知
在
」。

義
元
の
旗
本
も
最
初
は
三
百
騎
、
そ
れ
が
次
第
に
五
十
騎
と
あ
り
、
輪
に
な
っ
て
い

た
。
探
さ
ず
と
も
わ
か
る
。
雨
で
ず
ぶ
濡
れ
の
今
川
軍
は
、
着
衣
は
絡
み
が
ち
で
、

な
か
に
甲
冑
を
着
け
る
時
間
が
な
い
も
の
も
い
た
。
気
温
の
低
下
と
強
い
風
に
、
な

す
術
は
な
か
っ
た
。

　
「
御
馬
廻
、
御
小
姓
衆
、
歴
々
、
手
負
死
人
不
知
（
其
）
員
」
と
悲
惨
な
場
面
が

続
出
し
た
。

　
「
敵
の
御
大
将
、
討
ち
取
っ
た
り
」、
程
な
く
大
音
声
が
、
な
り
響
く
。

む
す
び
　
桶
狭
間
は
海
陸
の
合
戦

　

本
稿
は
桶
狭
間
の
合
戦
は
大
高
城
と
桶
狭
間
の
間
の
局
地
的
な
合
戦
で
は
な
く
、
伊

勢
湾
海
上
の
水
軍
を
含
め
た
陸
海
の
合
戦
で
あ
る
、
と
考
え
た
。『
信
長
公
記
』
天
理

本
は
、
織
田
方
の
大
野
衆
、
緒
方
衆
の
存
在
を
記
述
し
て
い
る
。
敵
方
、
今
川
水
軍
に

つ
い
て
は
、
鯏
浦
の
服
部
左
京
進
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
た
。
そ
し
て
大
高
城
に
は

熊
野
水
軍
た
る
鵜
殿
水
軍
が
い
て
、
中
島
砦
に
は
緒
川
衆
の
一
員
た
る
梶
川
水
軍
が
い

た
。
か
れ
ら
水
軍
の
行
動
記
録
の
詳
細
は
書
き
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
必
ず
彼
ら

は
五
月
十
九
日
に
軍
事
行
動
を
起
こ
し
た
。
水
軍
と
し
て
連
動
し
た
軍
事
行
動
を
と
っ

て
い
る
。

　

早
朝
に
三
河
水
軍
が
松
平
元
康
指
揮
の
も
と
、
お
そ
ら
く
は
海
か
ら
の
大
高
城
兵
粮

入
に
成
功
し
、
あ
わ
せ
て
船
に
乗
っ
て
い
た
兵
員
が
鷲
津
・
丸
根
を
襲
撃
し
た
、
と
推

定
し
た
。
大
野
衆
、
緒
方
衆
は
松
平
元
康
軍
へ
の
妨
害
、
反
撃
を
必
ず
行
う
。
鳴
海
潟

で
潮
の
干
満
に
連
動
し
た
海
戦
が
あ
っ
た
。

　

大
高
兵
粮
入
の
軍
船
か
ら
の
兵
が
鳴
海
城
も
支
援
し
て
い
た
。
今
川
義
元
は
派
遣
水

軍
と
の
連
携
作
戦
を
考
え
て
い
た
。
わ
ず
か
一
時
間
で
入
城
で
き
る
距
離
に
ま
で
到

達
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
全
地
帯
た
る
は
ず
の
大
高
城
目
指
し
て
、
即
座

に
入
城
す
る
と
い
う
行
動
を
取
ら
な
か
っ
た
。
義
元
は
出
陣
し
て
く
る
信
長
完
全
殲

滅
の
た
め
の
海
陸
連
携
を
模
索
し
て
お
り
、
信
長
の
動
向
、
鳴
海
潟
の
敵
味
方
の
優
劣
、

後
方
に
い
る
知
多
郡
北
部
の
信
長
勢
力
な
ど
の
情
報
を
集
約
し
た
上
で
、
最
も
有
効

な
布
陣
を
模
索
し
、
桶
狭
間
山
で
停
滞
し
て
い
て
、
降
雹
と
い
う
天
災
に
見
舞
わ
れ
る
。

そ
れ
が
命
取
り
に
な
っ
た
。

　

天
佑
を
得
た
織
田
信
長
と
天
に
見
捨
て
ら
れ
た
今
川
義
元
、
桶
狭
間
で
は
そ
の
ち

が
い
が
決
定
要
因
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
背
景
に
双
方
の
水
軍

に
よ
る
海
戦
の
展
開
が
あ
っ
て
、
大
高
城
は
大
野
・
小
川
（
緒
川
）
の
反
撃
で
、
け
っ

し
て
磐
石
で
は
な
か
っ
た
。
鳴
海
城
は
緒
川
水
軍
・
梶
川
に
よ
り
戦
闘
機
能
を
失
っ
て

い
た
。
義
元
は
大
高
入
城
で
は
な
く
、
野
戦
で
の
信
長
迎
撃
を
選
択
し
た
。
気
候
・
天

候
か
ら
の
偶
然
要
素
は
大
き
か
っ
た
が
、そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
桶
狭
間
合
戦
の
真
相
、

信
長
の
勝
因
は
水
軍
を
含
め
て
の
緊
張
し
た
軍
事
情
勢
を
作
り
出
し
、
鳴
海
城
を
機
能

さ
せ
ず
、
義
元
を
桶
狭
間
山
か
ら
前
進
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
に
あ
る
。
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註０
藤
本
正
行
『
桶
狭
間
の
戦
い
』
二
〇
一
〇
・
洋
泉
社
は
、「
満
潮
で
織
田
軍
が
来
援
し
に
く
い
時
間
帯
だ
っ
た
」

と
の
み
記
述
し
て
い
る（『
桶
狭
間
・
信
長
の「
奇
襲
神
話
」は
嘘
だ
っ
た
』二
〇
〇
八
・
洋
泉
社
は
異
題
同
本
）。

こ
れ
が
通
説
で
海
は
阻
む
も
の
で
あ
っ
て
、
逆
の
、
海
を
利
用
す
る
視
点
は
な
い
。
高
田
徹
「
戦
場
を
歩

く
」（『
織
豊
期
研
究
』
９
、二
〇
〇
七
）
は
海
に
言
及
は
す
る
が
、
や
は
り
否
定
的
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
天

理
本
を
重
視
し
た
桐
野
作
人
『
織
田
信
長 

戦
国
最
強
の
軍
事
カ
リ
ス
マ
』（
新
人
物
往
来
社
、二
〇
一
一
年
、

の
ち
新
人
物
文
庫
・
二
〇
一
四
）
に
は
海
か
ら
の
視
点
が
い
く
ぶ
ん
あ
る
し
、
橋
場
日
月
『
新
説
桶
狭
間

合
戦
』（
学
研
新
書
・
二
〇
〇
八
）
は
よ
り
積
極
的
に
海
を
論
じ
て
い
て
、
海
と
季
節
風
の
制
約
に
注
目
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
海
か
ら
の
合
戦
全
体
は
い
ま
だ
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。

１
関
係
史
料
集
に
、『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
、
14
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
〜
８
中
世
四
、『
豊
明

町
誌
補
遺
編
』
な
ど
。『
信
長
公
記
』
首
巻
は
角
川
文
庫
（
陽
明
文
庫
本
）、『
清
洲
町
史
』。
本
稿
で
は
陽

明
文
庫
本
と
天
理
大
学
図
書
館
本
を
対
比
す
る
上
記
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
14
を
使
用
し
た
。
天
理
本
は

松
江
堀
尾
家
に
伝
来
し
た
（
金
子
拓
編
『『
信
長
記
』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代
』
三
九
頁
。『
愛
知
県
史
』

資
料
編
14
解
題
）。

２beachhead

は
橋
頭
堡
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
橋
頭
堡bridgehead
は
川
の
対
岸
、
橋
を
渡
っ
た

側
の
基
地
（
拠
点
）
を
い
う
。
近
世
の
諸
藩
の
多
く
も
海
岸
・
河
口
に
築
城
し
、
船
着
・
船
手
を
置
い
た
。

３
大
高
の
本
町
水
準
点
は
２
・
８
m
、寅
新
田
は
マ
イ
ナ
ス
３
ｍ
。
名
古
屋
港
の
潮
汐
上
昇
レ
ベ
ル
は
標
高
１
・

１
ｍ
強
。
伊
勢
湾
台
風
で
長
期
浸
水
し
た
区
域
は
中
世
以
前
に
は
海
だ
っ
た
。
大
高
辺
で
は
東
海
道
線
よ

り
西
の
天
白
川
以
南
地
域
は
三
十
日
以
上
浸
水
し
た
。

中
部
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
（http://w

w
w

.cck-chubusaigai.jp/kinnen_saigai/19590926.htm
l

）。

な
お
富
田
庄
絵
図
も
参
考
に
な
る
。

４
土
佐
国
蠧
簡
集
残
編
に
つ
い
て
は
森
田
香
司
「
土
佐
国
蠧
簡
集
残
編
の
史
料
的
性
格
」（『
静
岡
県
史
研
究
』

11
号
）。
蠧
簡
集
を
収
録
し
た
『
高
知
県
史
』
に
は
県
外
史
料
と
し
て
未
収
録
。

５
三
月
二
十
日
氏
純
書
状
「
古
文
書
集
」『
静
岡
県
史
』
資
料
編
８
中
世
四
・
補
遺
編
二
三
五
、四
月
十
二
日

水
野
十
郎
左
衛
門
宛
今
川
義
元
書
状
・
別
本
士
林
証
文
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
七
四
〇
）。

大
樹
寺
宛
、
朝
比
奈
泰
朝
書
状
・
大
樹
寺
文
書
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
六
二
八
）。

６
『
寛
永
重
修
諸
家
譜
』、
鵜
殿
秦
氏
、
巻
十
八
・
一
六
三
、「
武
辺
咄
聞
書
」（
延
宝
八
年
・
一
六
八
〇
編
纂
）

に
も
「
義
元
妹
婿
鵜
殿
長
持
」。

７
『
紹
巴
富
士
見
紀
行
』
に
尾
張
亀
崎
（
半
田
市
）
の
二
里
ほ
ど
南
に
、「
熊
野
崎
と
て
、
三
熊
野
に
向
か
ヘ

る
洲
崎
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
永
禄
三
年
）
六
月
二
十
七
日
、
今
川
氏
真
は
熊
野
那
智
社
実
報
院

に
尾
州
不
慮
に
関
す
る
書
状
に
返
書
し
て
い
る
（『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・
一
八
）。
東
海
海
域
は
熊
野
地

域
と
は
交
通
・
軍
事
の
上
で
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

８
今
川
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
鵜
殿
宗
家
は
凋
落
し
た
が
、
織
田
方
に
つ
い
た
鵜
殿
氏
の
後
裔
は
栄
え

た
。
桶
狭
間
合
戦
以
降
の
鵜
殿
氏
、
あ
る
い
は
熊
野
の
鵜
殿
氏
に
つ
い
て
は
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
11
・

一
〇
八
、『
同
上
』
一
八
九
、「
日
扇
書
状
」
二
一
五
〜
二
一
七
、「
渡
辺
忠
右
衛
門
覚
書
」
鵜
殿
十
郎
三
郎
・『
同

上
』
資
料
編
14
・
八)

ほ
か
。
鵜
殿
長
照
の
従
妹
に
西
ノ
郡
の
局
が
お
り
（
長
持
弟
長
忠
女
子
）、
徳
川
家

康
の
側
室
と
な
っ
て
、督
姫
を
生
ん
だ
。
督
姫
は
北
条
氏
直
に
嫁
ぎ
、そ
の
死
後
は
池
田
輝
政
に
再
嫁
し
た
。

そ
の
子
孫
は
鳥
取
藩
主
と
な
っ
た
か
ら
、
藩
主
外
戚
の
家
と
し
て
鳥
取
藩
で
存
続
し
た
。

『
鵜
殿
家
史
』
蒲
郡
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
八
二

『
蒲
郡
市
史
』
本
文
編
１　

原
始
古
代
編
・
中
世
編
、
蒲
郡
市
史
編
さ
ん
事
業
実
行
委
員
会
編
、
二
〇
〇
六

『
鵜
殿
村
史
』
通
史
編
「
中
世
の
鵜
殿
」
執
筆
播
磨
良
紀
、
三
重
県
鵜
殿
村
、
一
九
九
四
、
史
料
編

一
九
九
一
。
天
正
九
年
二
月
二
十
九
日
に
織
田
信
長
か
ら
朱
印
状
を
得
た
熊
野
新
宮
神
主
（
別
当
）・
堀
内

新
次
郎
は
同
族
で
（『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
、
下
記
阪
本
論
考
）、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
堀
内

女
子
が
鵜
殿
孫
十
郎
に
嫁
い
で
い
る
。

菊
地
浩
之
『
徳
川
家
臣
団
の
系
図
』
角
川
新
書
、
二
〇
二
〇

『
鳥
取
藩
史
』
第
１
巻　

藩
士
列
伝　

鳥
取
県
編  

鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
刊
、
一
九
六
九

平
野
仁
也
「
十
八
世
紀
に
お
け
る
家
史
編
纂 : 

鳥
取
藩
家
老
鵜
殿
長
春
と
『
鵜
殿
家
史
』」『
地
方
史
研
究
』

六
五
巻
五
・
二
〇
一
五
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阪
本
敏
行
・
藤
井
寿
一
「
熊
野
新
宮
堀
内
一
族
に
か
か
わ
る
江
戸
時
代
前
期
の
新
出
史
料
の
紹
介
と
解
説
」

『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
第
七
五
号
、
二
〇
一
八

９
「
本
地
・
鳴
海
古
城
跡
之
図
」（
蓬
左
文
庫
蔵
２
２
８
―
１
）
に
よ
れ
ば
、
鳴
海
の
町
は
北
か
ら
丹
下
町
・

三
日
町
・
根
小
屋
町
・
広
町
・
相
原
町
、
と
続
き
、
扇
川
を
渡
っ
て
中
島
町
に
な
っ
た
。
三
斎
市
地
名
で

あ
る
三
日
町
や
城
下
地
名
で
あ
る
根
小
屋
町
は
潮
汐
の
利
点
を
活
か
し
た
立
地
で
あ
っ
て
、
大
潮
満
潮
に

は
労
せ
ず
し
て
船
が
上
っ
て
く
る
。
中
島
砦
は
、
小
河
川
の
合
流
地
で
は
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
潮
汐
利

用
に
は
制
約
が
あ
り
、
そ
こ
を
基
地
と
す
る
以
上
、
潮
汐
を
逆
手
に
取
っ
た
戦
闘
技
術
で
カ
バ
ー
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

10
「
桶
狭
間
之
図
」（
蓬
左
文
庫
蔵
６
０
２
―
１
）
で
は
、
合
流
点
か
ら
下
流
を
黒
末
川
と
し
て
い
る
。

６
０
２
絵
図
は
梶
川
屋
敷
を
中
島
村
民
家
に
記
し
、「
此
所
中
嶋
ノ
砦
跡
と
云
」
と
し
な
が
ら
、
別
位
置
に

中
島
砦
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
尾
張
徇
行
記
』
ほ
か
の
通
説
と
は
異
な
る
。
町
名
は
６
０
２
絵
図
の

方
で
は
丹
家
町
・
横
町
・
花
井
町
・
根
小
屋
町
・
本
町
・
相
原
町
。

11
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
で
は
梶
河
高
秀
（
平
左
衛
門
尉
）
子
が
一
秀
（
七
郎
右
衛
門
尉
）
で
、
中
島
城
を

守
り
伊
丹
で
戦
死
し
た
人
物
だ
と
し
て
い
る
。『
信
長
公
記
』
の
記
述
に
は
合
わ
な
い
。
高
秀
弟
秀
盛
は
高

麗
陽
川
城
で
戦
死
し
た
と
も
あ
る
。

12
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
潮
位
表
よ
り
作
成
。

http://w
w

w
.data.jm

a.go.jp/kaiyou/db/tide/suisan/

13
仮
に
大
高
城
に
八
百
人
の
兵
士
が
い
て
、
一
人
一
日
精
米
四
合
を
食
べ
た
と
す
る
と
、
一
日
に
必
要
な
米

は
三
石
二
斗
で
、
四
斗
俵
な
ら
精
米
で
八
俵
、
籾
つ
き
の
穀
米
な
ら
二
倍
の
十
六
俵
に
な
る
。
五
斗
俵
で

あ
れ
ば
精
米
六
俵
強
で
穀
米
な
ら
十
三
俵
弱
と
な
る
。
三
百
俵
は
穀
米
・
四
斗
俵
な
ら
八
百
人
の
兵
士
の

二
十
日
弱
の
分
、
五
斗
俵
な
ら
二
十
五
日
分
で
あ
る
。

　
　

馬
一
頭
で
三
俵
（
左
右
振
り
分
け
に
鞍
上
）
を
積
む
と
し
て
三
百
俵
に
は
百
頭
（
百
駄
）、
二
俵
を
積
ん

だ
と
す
れ
ば
百
五
十
頭
（
百
五
十
駄
）
が
必
要
で
あ
る
。
小
荷
駄
隊
に
よ
る
兵
粮
入
で
は
、
馬
は
道
を
一

列
縦
隊
で
一
頭
ず
つ
進
み
、
両
側
を
弓
や
鉄
砲
を
持
っ
た
兵
が
警
護
し
た
だ
ろ
う
。
長
い
隊
列
に
な
る
。

敵
地
で
あ
る
。
両
側
に
山
が
迫
り
、
低
地
を
行
く
よ
う
な
地
形
で
は
襲
わ
れ
や
す
い
。
い
か
に
も
至
難
で

あ
る
。

　
　

久
保
健
一
郎
『
戦
国
大
名
の
兵
糧
事
情
』（
吉
川
弘
文
館
・
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
五
）
が

あ
げ
る
兵
粮
入
で
は
百
四
十
俵
か
ら
六
百
俵
ま
で
あ
り
、平
均
し
て
三
百
五
十
俵
弱
で
あ
る
。
ほ
か
に
（
天

正
九
年
）
五
月
十
九
日
吉
川
経
家
書
状
（
吉
川
文
書
）
で
は
因
幡
私
部
に
「
但
州
兵
粮
卅
」
を
入
れ
た
と

あ
り
、
出
雲
新
山
か
ら
高
瀬
に
兵
粮
を
入
れ
た
例
が
あ
る
が
、
籠
城
時
に
少
分
の
兵
粮
を
籠
め
る
と
、
却
っ

て
城
が
弱
る
と
証
言
さ
れ
て
い
る
。
三
十
は
三
十
俵
で
あ
ろ
う
。
こ
の
程
度
だ
と
得
る
も
の
よ
り
、
失
う

も
の
が
多
か
っ
た
。
三
十
俵
は
馬
十
頭
だ
か
ら
、
通
常
こ
れ
よ
り
は
長
か
っ
た
。

14
後
世
の
史
書
で
は
松
平
元
康
の
行
軍
は
陸
路
が
大
前
提
で
、『
松
平
記
』
で
は
鳥
居
四
郎
左
衛
門
・
石
川
十

郎
左
衛
門
に
よ
る
物
見
や
、
山
上
の
敵
の
記
事
が
あ
り
、『
三
河
記
大
全
』
で
は
「
元
康
千
余
騎
を
率
し

て
」、『
松
平
記
』
で
は
「
敵
陣
の
間
を
通
り
て
」、
な
ど
と
し
て
い
る
（『
朝
野
旧
聞
裒
藁
』
二
―
一
七
四

〜
一
七
五
頁
）。
こ
れ
ら
を
読
め
ば
、
陸
路
で
あ
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
『
朝
野
旧
聞
裒
藁
』

は
こ
の
兵
粮
入
れ
を
永
禄
二
年
と
し
て
編
纂
し
た
。
記
述
は
錯
綜
し
て
お
り
、
杉
山
博
『
戦
国
大
名
』
は
、

大
高
城
兵
粮
入
れ
は
永
禄
元
年
、
二
年
、
三
年
説
が
あ
っ
て
確
定
で
き
な
い
が
、
自
身
の
職
場
で
あ
る
東

大
史
料
編
纂
所
が
刊
行
し
て
い
る
『
史
料
総
覧
』
が
三
年
説
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
仮
に
そ
れ
に
従
う
、

と
し
て
お
り
、
定
説
は
な
い
と
す
る
（
史
料
編
纂
所
の
「
史
料
稿
本
」
は
複
数
説
を
紹
介
し
て
い
る
）。
永

禄
二
年
に
大
高
口
で
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
は
一
次
史
料
に
明
瞭
で
あ
る
（
前
掲
、
本
稿
十
七
頁
）。
史
書
が

桶
狭
間
と
梅
坪
合
戦
を
併
記
す
る
例
が
多
い
が
（『
伊
束
法
師
物
語
』
同
上
、
二
―
一
七
六
頁
、『
武
辺
咄

聞
書
』
同
上
、
二
―
一
七
八
頁
）、
梅
坪
合
戦
は
以
前
に
も
あ
っ
た
し
、
桶
狭
間
後
の
永
禄
三
年
九
月
十
日

に
も
四
年
四
月
に
も
、
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
（『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
中
世
三
・
二
九
六
六
、『
愛
知
県

史
』
資
料
編
11
・
一
〇
三
）。
寺
部
・
梅
坪
は
桶
狭
間
か
ら
遠
見
が
効
く
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
。『
家
忠

日
記
増
補
』（
家
忠
曾
孫
忠
冬
編
纂
）
に
な
る
と
、
永
禄
三
年
五
月
十
七
日
に
元
康
が
阿
久
比
に
て
生
母
お

大
や
異
母
弟
に
会
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
合
戦
直
前
に
織
田
方
阿
久
比
と
い
う
敵
対
勢
力
の
も
と

に
い
た
生
母
や
弟
に
会
う
な
ど
、
あ
り
え
よ
う
か
。
後
世
の
書
き
足
し
が
多
く
、
混
乱
を
極
め
る
。
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15
『
信
長
公
記
』
に
鯏

う
ぐ
い
う
ら浦

の
服
部
左
京
助
の
武
者
船
が
千
艘
計
、海
上
を
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
が
如
き
で
あ
っ

た
、
と
記
し
て
い
る
が
、
二
十
挺
艪
の
小
早
と
し
て
千
艘
で
あ
れ
ば
水
主
が
二
万
人
、
兵
士
が
五
十
人
乗

る
と
し
て
五
万
人
で
、
合
計
七
万
人
。
信
長
の
兵
力
が
二
千
に
足
ら
ず
と
記
し
て
い
る
。
千
艘
と
い
う
数

を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

16
『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
１
５
４
４
・
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
岡
部
文
書
、ほ
か
『
土
佐
国
蠧
簡
集
残
編
』

三
な
ど
、『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
１
５
７
３
・
１
５
４
７
も
同
様
）。

17
合
戦
の
場
所
に
つ
い
て
、
永
禄
三
年
十
二
月
二
日
今
川
氏
真
判
物
写
（
土
佐
国
蠧
簡
集
残
編
、『
静
岡
県
史
』

資
料
編
７
中
世
三
・
二
八
六
〇
）
は
「
天
沢
寺
殿
尾
州
於
鳴
海
原
一
戦
」
と
し
て
い
る
。「
尾
州
な
る
み
・

お
け
は
さ
ま
」
と
い
う
表
現
は
後
掲
の
「
水
野
勝
成
覚
書
」
に
も
あ
る
（
二
八
頁
）。
鳴
海
か
ら
桶
狭
間
に

か
け
て
の
広
範
囲
が
戦
場
で
あ
っ
た
。
う
ち
義
元
本
陣
は
『
信
長
公
記
』
に
あ
る
よ
う
に
「
桶
狭
間
山
」、

つ
ま
り
「
桶
狭
間
村
」
に
所
在
し
て
い
た
山
で
あ
る
。
桶
狭
間
村
の
北
方
、
こ
れ
ま
で
も
研
究
者
が
指
摘

し
て
き
た
標
高
64
・
９
ｍ
の
山
を
中
心
に
し
た
標
高
50
ｍ
以
上
の
い
く
つ
か
の
高
地
に
比
定
で
き
る
だ
ろ

う
。
現
在
の
地
図
で
は
南
舘
の
位
置
に
相
当
し
、
宅
地
開
発
に
よ
り
山
の
形
は
存
在
せ
ず
、
か
つ
て
存
在

し
た
三
角
点
（
測
量
基
準
点
）
さ
え
も
失
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
義
元
勢
が
一
万
人
い
た
の
な
ら
、
桶
狭
間

山
九
百
人
と
同
程
度
の
山
が
十
ヶ
所
必
要
だ
っ
た
。
つ
ま
り
今
川
陣
は
桶
狭
間
山
以
外
に
十
以
上
あ
っ
た
。

桶
狭
間
村
周
辺
の
高
地
で
あ
る
。

18
こ
の
蓬
左
文
庫
「
桶
狭
間
図
」（
図
６
０
２
―
１
、『
愛
知
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
四
・

桶
廻
間
古
戦
場
、
大
正
十
五
年
杉
山
棄
三
郎
執
筆
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
桶
狭
間
古
戦
場
調
査
報
告
』

付
属
地
図
に
同
じ
か
）
で
は
桶
狭
間
村
長
福
寺
北
東
、
二
つ
池
か
ら
東
方
に
桶
狭
間
山
、
そ
の
北
に
松
井

常
信
冢
、
馬
立
松
、
義
元
験
ノ
松
・
討
死
ノ
跡
を
記
し
、
屋
形
狭
間
を
「
合
戦
前
ハ
田
楽
狭
間
」
と
記
す
。

従
来
の
田
楽
が
窪
を
義
元
戦
死
後
に
屋
形
狭
間
と
呼
ん
だ
、
と
の
意
で
あ
る
。
桶
狭
間
山
は
有
松
か
ら
桶

狭
間
村
に
向
か
う
道
（「
通
リ
狭
間
」）
沿
い
、
長
福
寺
か
ら
北
東
に
な
る
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
桶
廻
間
村
図
面
（『
尾
張
国
町
村
絵
図
』
名
古
屋
市
域
編
、『
大
府
市
誌
』

近
世
村
絵
図
集
）
に
は
、
生
山
（
ハ
エ
山
）、
武
路
（
タ
ケ
ジ
）
山
、
高
根
山
な
ど
山
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
山
に
今
川
勢
が
布
陣
し
た
。
明
治
の
小
字
を
記
す
『
愛
知
県
地
名
集
覧
』
桶
狭
間
村
に
、

田
楽
が
つ
い
た
小
字
名
は
な
い
が
、
巻
山
、
幕
山
が
見
え
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
桶
間
部
類
大
脇

村
山
絵
図
（
国
会
図
書
館
蔵
・
前
掲
報
告
）
に
は
石
塚
山
が
見
え
る
。

19
蓬
左
文
庫
「
星
崎
城
図
」
は
二
種
あ
っ
て
、「
愛
知
郡
星
崎
村
古
城
之
図
」（
図
２
０
９
―
１
）
に
み
え
る

星
崎
城
は
、
西
は
海
、
東
は
田
と
南
の
村
へ
の
道
筋
、
南
は
池
と
堀
、
中
心
に
本
丸
、
二
丸
、
三
丸
を
配

す
る
。
別
の
「
愛
知
郡
星
崎
村
古
城
之
図
」（
図
１
２
９
―
５
６
）
で
も
、
本
丸
か
ら
三
之
丸
、
さ
ら
に
周

囲
に
外
郭
が
あ
っ
て
、
周
囲
に
は
堀
道
が
あ
る
。
本
地
村
星
の
宮
の
北
側
に
城
跡
を
記
す
。
西
は
海
に
面

す
る
。
大
き
な
要
害
で
あ
っ
た
。『
日
本
戦
史
』
付
属
地
図
（
二
万
分
の
一
図
）
に
は
、
北
か
ら
西
に
水
堀

の
跡
と
堀
切
を
挟
ん
だ
二
つ
の
曲
輪
、
そ
し
て
13
・
９
ｍ
の
水
準
点
を
記
し
て
い
る
。
星
崎
城
の
跡
で
あ

る
現
在
の
笠
寺
小
学
校
の
標
高
は
６
ｍ
で
あ
る
か
ら
、
８
ｍ
も
削
平
さ
れ
低
く
な
っ
て
い
る
。

20
蓬
左
文
庫
「
本
地
・
鳴
海
古
城
跡
之
図
」（
図
２
２
８
―
１
）
に
よ
れ
ば
、
丹
下
砦
は
東
海
道
（
鳴
海
道
）

を
押
さ
え
る
位
置
に
あ
っ
て
、
主
要
な
曲
輪
が
三
つ
あ
る
。
天
白
川
を
越
え
た
東
海
道
が
ほ
ぼ
９
０
度
に

曲
が
っ
た
先
、
街
道
の
す
ぐ
脇
に
西
曲
輪
が
二
十
五
間
二
十
七
間
、
そ
の
東
が
三
十
五
間
二
十
八
間
あ
っ

て
、
さ
ら
に
六
十
三
間
三
十
五
間
、
三
十
三
間
四
十
三
間
な
ど
、
広
い
曲
輪
が
あ
っ
て
、
そ
の
周
囲
に
も

小
さ
な
二
つ
の
曲
輪
が
あ
っ
た
。
規
模
は
鳴
海
城
と
同
等
だ
っ
た
。
信
長
隊
は
こ
の
ま
ま
東
海
道
（
鳴
海

道
）
を
前
進
す
れ
ば
、街
道
の
真
上
に
あ
っ
た
鳴
海
城
か
ら
襲
撃
さ
れ
る
か
ら
、善
照
寺
へ
の
別
道
（
裏
道
）

を
直
進
し
た
。

21https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=

_xhZC
Z58Sno

22
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
長
野
県
上
田
市
の
気
象
デ
ー
タ
よ
り
表
を
作
成

https://w
w

w
.data.jm

a.go.jp/obd/stats/etrn/view
/10m

in_a1.php?prec_no=
48&

block_no

=
0402&

year=
2020&

m
onth=

8&
day=

22&
view

=
23
関
東
地
方
に
お
け
る
雹
の
被
害

　

防
災
コ
ラ
ムhttp://takem

izu.life.coocan.jp/bousaicolum
n/colum

n/14hyou/hail.htm
l

24
有
松
道
を
慶
長
初
年
の
新
道
と
す
る
根
拠
は
慶
長
十
三
年
・
一
六
〇
八
の
桶
は
さ
ま
村
新
町
諸
役
免
許
証
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状
（『
有
松
町
史
』）
だ
が
、
新
町
は
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
も
と
の
町
も
あ
っ
た
は
ず
。
鳴
海

宿
か
ら
隣
の
有
松
村
、
落
合
村
あ
る
い
は
桶
狭
間
村
の
道
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
近

世
東
海
道
は
、
道
と
し
て
合
理
的
な
地
理
的
与
件
を
選
択
し
て
お
り
、
そ
の
条
件
は
永
禄
段
階
で
も
そ
れ

以
前
で
も
変
わ
ら
な
い
。

25
そ
の
由
来
は
『
難
太
平
記
』
で
あ
る
。

《Title》
Consideration of Okehazama-no-kassen battle

《Keyword》
Beachhead, hail storm, navy, Okehazama-Yama, Oda Nobunaga, Imagawa Yoshimoto, 

Matsudaira　Motoyasu（Tokugawa Ieyasu）, Oodaka jyo Castle, Udono Nagateru, 

Kumano navy, Kajikawa Heizaemon, Narumi jyo Castle, Hyourouire;Entering the 

provisions food and soldiers, Onosyu, Ogawasyu, Shincho-kouki (Tenri University 

Library Collection), Mikawa-monogatari
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「
紀
伊
中
納
言
（
徳
川
頼
宣
）
書
状 

尾
張
中
納
言
（
徳
川
義
直
）
宛
」
か
ら
読
み
解
く
徳
川
一
門
の
公
儀
普
請

原 

　
史 

彦

は
じ
め
に

　

令
和
二
年
度
の
名
古
屋
城
新
規
収
蔵
品
と
し
て
図
１
「
紀
伊
中
納
言
（
徳
川
頼
宣
）

書
状 

尾
張
中
納
言
（
徳
川
義
直
）
宛
」
一
幅
（
以
下
、「
本
史
料
」
と
略
称
す
る
。）

の
購
入
を
行
っ
た
。
本
史
料
は
、
株
式
会
社
思
文
閣
出
版
古
書
部
発
行
の
『
思
文
閣

古
書
資
料
目
録
』
第
二
百
六
十
五
号
（
令
和
二
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
史
料
で
、

伝
来
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

　

現
状
は
掛
幅
装
と
な
っ
て
お
り
、
本
紙
縦
三
一
・
四
糎
、
本
紙
横
四
七
・
三
糎
、
表

具
縦
一
二
七
・
〇
糎
、
表
具
横
四
九
・
七
糎
、
軸
長
五
五
・
一
糎
、
元
は
折
紙
だ
っ
た

の
を
縦
中
央
で
裁
断
し
、
掛
幅
装
に
す
る
際
に
表
裏
の
文
字
が
正
体
す
る
よ
う
に
張

り
直
さ
れ
て
い
る
。
表
面
紙
（
上
）
と
裏
面
紙
（
下
）
の
縦
は
左
右
で
異
な
る
が
、

表
面
紙
の
右
側
縦
が
一
五
・
六
糎
、
裏
面
紙
の
縦
が
一
五
・
八
糎
に
対
し
て
、
左
側
縦

が
上
下
と
も
一
五
・
七
糎
で
左
右
惣
寸
は
一
致
す
る
た
め
、
各
紙
の
左
右
寸
法
の
違

い
は
裁
断
の
際
の
ゆ
が
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
差
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
表
具
の
際
に

縦
寸
の
切
り
詰
め
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

横
寸
の
場
合
は
、
中
央
の
折
線
が
上
下
で
一
致
せ
ず
、
約
〇
・
五
糎
強
ず
れ
て
表

具
さ
れ
て
い
る
。
他
の
折
線
は
判
別
し
づ
ら
い
た
め
、
元
の
折
れ
は
復
元
で
き
な
い

が
、
中
央
の
折
れ
か
ら
の
左
右
寸
法
は
上
下
と
も
に
約
〇
・
五
糎
強
異
な
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
上
下
と
も
に
約
〇
・
五
糎
強
は
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

下
の
裏
面
紙
を
正
体
さ
せ
た
際
、
上
の
表
面
紙
と
の
文
字
配
列
の
均
衡
を
取
る
た
め

に
紙
の
ず
ら
し
を
行
っ
た
こ
と
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
折
り
込
ん
だ
際
に
外
面

と
な
る
部
分
の
形
状
か
ら
み
て
、
元
の
外
寸
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
な

い
印
象
は
あ
る
。

　

表
具
は
一
文
字
・
風
帯
が
白
地
葵
紋
散
唐
草
金
襴
、
中
廻
し
が
萌
葱
地
唐
花
文
緞

子
、上
下
が
白
茶
地
平
絹
で
、軸
は
黒
塗
撥
型
で
あ
る
。箱
は
印
籠
造
蓋
杉
木
地
箱
で
、

蓋
表
に
墨
書
で
「
紀
州
黄
門
南
龍
公
消
息 

尾
州
黄
門
敬
公
宛
」
と
記
す
が
、
表
具
・

箱
は
江
戸
時
代
後
期
以
降
に
下
る
新
し
い
仕
立
て
で
、
付
属
品
も
無
い
た
め
、
形
状
・

付
属
品
か
ら
伝
来
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

文
書
内
容
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
伏
見
城
下
に
お
け
る
屋
敷
拝
領
と
小
屋
場
設

定
に
拘
わ
る
内
容
で
、
徳
川
家
康
十
男
の
紀
伊
徳
川
家
初
代
頼
宣
（
一
六
〇
一
～

七
一
）
か
ら
、
同
じ
く
家
康
九
男
の
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
（
一
六
〇
〇
～
五
〇
）

へ
送
ら
れ
た
礼
状
で
あ
る
。
屋
敷
拝
領
や
「
こ
や
ば
」
と
す
る
設
備
の
設
置
に
か
か

る
や
り
と
り
が
判
る
と
同
時
に
、
徳
川
一
門
家
に
よ
る
公
儀
普
請
へ
の
拘
わ
り
が
読

み
取
れ
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
、
以
下
に
本
史
料
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ

と
と
併
せ
て
、
本
史
料
が
製
作
さ
れ
た
背
景
を
、
関
連
す
る
史
料
と
の
照
合
を
含
め

て
検
証
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

紀
伊
徳
川
家
初
代
頼
宣　

尾
張
徳
川
家
初
代
義
直　

紀
伊
徳
川
家
伏
見
屋
敷　

公

儀
普
請　

後
水
尾
天
皇
二
条
行
幸　
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』　
『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』　

『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』　
『
南
紀
徳
川
史
』　
「
孝
亮
宿
禰
記
」　
「
義
演
准
后
日
記
」　

「
幸
家
公
記
」　

伏
見
城
普
請　

淀
城
普
請　

二
条
城
普
請　

江
戸
城
普
請　
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一
　
本
史
料
の
記
述
内
容
と
製
作
年
代
比
定

　

本
史
料
は
本
文
十
七
行
（
表
書
九
行
・
裏
書
八
行
）、
表
書
冒
頭
の
追
而
書
三
行

の
文
章
形
態
で
、「
夘
月
十
六
日
」
の
発
給
だ
が
発
行
年
は
無
く
、
差
出
人
は
「
紀

伊
中
納
言
頼
宣
」
で
花
押
を
据
え
、
宛
先
は
「
尾
張
中
納
言
様 

貴
報
」
と
す
る
。

（
本
文
）

御
飛
札
忝
致
拝

見
候 

如
御
意
可
致

御
目
ミ
へ
と
存
候
所
ニ

先
い
そ
き
罷
上
り

候
故 

不
得
其
意 

拙
者

御
残
多
奉
存
候

将
又
ふ
し
ミ
こ
や
ば

さ
た
ま
り
申
満
足

仕
候 

ち
と
め
だ
ち

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

候
て
い
か
ゝ
な
る
所
と

承
候
へ
共 

先
ふ
し
ん
を

申
付
候 

こ
や
ば
ニ
付

御
見
た
て
の
所
ヲ

我
等
た
め
ニ
御
残
之

明
や
し
き
を
被
下

候
と
存
満
足
仕
候

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　

紀
伊
中
納
言

　
　
　

夘
月
十
六
日　

頼
宣(

花
押)

尾
張
中
納
言
様　

貴
報

　

(

追
而
書)

猶
々
委
細
者

頓
而
京
と
に
て　

可
申
上
候 

以
上

（
意
訳
）

お
手
紙
、
か
た
じ
け
な
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。（
義
直
が
）
お
目
に
か
か

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、（
私
も
）
お
目
に
か
か
り
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
ず
急
ぎ
上
洛
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ご
意
思
に

沿
え
ず
（
会
う
こ
と
が
で
き
ず
）
心
残
り
で
す
。
さ
て
、
伏
見
の
小
屋
場
が

決
ま
っ
て
満
足
で
す
。
少
々
目
立
つ
所
で
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
良
い
の

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
普
請
作
業
を
命
じ
ま
し
た
。
小
屋
場
は
、
先

に
物
色
し
て
い
た
空
き
屋
敷
を
我
々
の
た
め
に
残
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

（
上
様
は
私
に
）
下
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
満
足
で
す
。

な
お
、
細
か
な
事
は
や
が
て
（
義
直
が
上
洛
し
た
際
に
）
京
都
で
申
し
上
げ

ま
す
。



39 名古屋城調査研究センター研究紀要　第２号（2021 年）　

　

本
史
料
は
年
未
詳
の
た
め
、
年
代
比
定
が
必
要
と
な
る
。
ま
ず
、
義
直
・
頼
宣
が

共
に
「
中
納
言
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
が
権
中
納
言
に
任
官
さ
れ
た
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）
七
月
十
九
日
以
降
、
従
二
位
権
大
納
言
に
昇
叙
転
任
す
る
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）八
月
十
九
日
の
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。さ
ら
に
頼
宣
が「
紀

伊
中
納
言
」
を
名
乗
っ
て
い
る
た
め
、
頼
宣
が
紀
伊
国
和
歌
山
へ
転
封
と
な
っ
た
元

和
五
年
七
月
十
九
日
以
降
の
書
状
と
な
る
。
日
付
が
「
夘
月
十
六
日
」、
す
な
わ
ち

四
月
十
六
日
の
た
め
、
文
書
が
製
作
さ
れ
た
時
期
と
し
て
は
元
和
六
年
か
ら
寛
永
三

年
ま
で
の
七
年
間
に
絞
ら
れ
る
。

　

次
に
内
容
か
ら
時
代
を
判
断
す
る
材
料
と
し
て
、
一
つ
は
追
而
書
に
「
頓
而
京
と

に
て
／
可
申
上
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
書
状
を
出
し
た
時
点
で
義
直
・
頼
宣
は
会
う

機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
々
京
都
で
会
う
機
会
が
あ
る
こ
と
、「
先
い
そ
き

罷
上
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、四
月
の
時
点
で
頼
宣
が
上
方
に
い
る
こ
と
、そ
し
て
、「
ふ

し
み
こ
や
ば
」
す
な
わ
ち
伏
見
小
屋
場
が
ど
こ
か
の
「
明
や
し
き
」
に
定
ま
っ
た
こ

と
、
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

尾
張
徳
川
家
・
紀
伊
徳
川
家
と
も
に
慶
長
か
ら
元
和
・
寛
永
年
間
に
至
る
ま
で
の

記
録
は
少
な
く
、
尾
張
徳
川
家
は
『
源
敬
様
御
代
御
記
録１

』、
紀
伊
徳
川
家
は
『
南

紀
徳
川
史２

』
に
総
覧
さ
れ
て
い
る
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
見
出
す
の
は
難
し

い
。
た
だ
し
、
大
坂
夏
の
陣
の
後
、
義
直
・
頼
宣
が
共
に
上
洛
し
た
機
会
は
『
台
德

院
殿
御
實
紀
』『
大
猷
院
殿
御
實
紀３

』
と
の
参
照
も
含
め
て
こ
の
四
文
献
で
抽
出
す

る
と
、
①
元
和
三
年
、
義
直
・
頼
宣
の
権
中
納
言
任
官
時
。
②
元
和
五
年
、
二
代
将

軍
秀
忠
上
洛
時
、
③
元
和
九
年
、
徳
川
家
光
将
軍
宣
下
時
、
④
寛
永
三
年
、
後
水
尾

天
皇
二
条
城
行
幸
時
、
⑤
寛
永
十
一
年
、
三
代
将
軍
家
光
上
洛
時
の
五
回
に
限
ら
れ

る
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
先
の
年
代
比
定
時
に
合
致
す
る
の
は
、
③
元
和
九
年
か
④
寛
永
三
年
の

図１ 「紀伊中納言（徳川頼宣）書状 尾張中納言（徳川義直）宛」　縦 31.4 糎 横 47.3 糎　名古屋城総合事務所蔵
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堂
高
虎
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
頼
宣
が
竹
田
か
ら
上
洛
し
た
こ
と
、
ま
だ
体
調
が
思

わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
左
大
史
・
壬
生
孝
亮
（
一
五
七
五
～
一
六
五
二
）
の
日
記
「
孝
亮
宿

禰
記６

」
の
七
月
二
日
条
に
「
七
月
小
二
日
、
辛
卯
、
雨
下
、
忠
利
参
紀
伊
中
納
言
殿
、

〈
持
参
太
刀
折
紙
三
百
疋
、〉
依
御
所
労
無
御
対
面
云
々
、」
と
、
頼
宣
の
体
調
が
七

月
ま
で
思
わ
し
く
な
か
っ
た
記
事
が
あ
る
こ
と
も
及
川
亘
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
よ
り
頼
宣
は
七
月
ま
で
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の

間
に
江
戸
へ
向
か
う
と
い
う
無
理
は
出
来
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
及
川
亘

氏
は
、
竹
田
経
由
の
行
程
で
あ
る
こ
と
は
、
和
歌
山
か
ら
大
坂
も
し
く
は
南
都
経
由

だ
っ
た
こ
と
の
傍
証
に
な
る
と
し
、
元
和
九
年
の
頼
宣
の
上
洛
は
、
和
歌
山
か
ら
で

あ
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
。

　

江
戸
か
ら
上
方
へ
の
移
動
行
為
が
な
け
れ
ば
、
本
史
料
冒
頭
で
の
「
御
目
ミ
へ
と

存
候
所
ニ
／
先
い
そ
き
罷
上
り
／
候
故 

不
得
其
意 

拙
者
／
御
残
多
奉
存
候
」
と
い

う
文
言
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
文
言
は
、
義
直
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
の
に
、
急

い
で
い
た
た
め
会
え
な
く
て
残
念
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
名
古

屋
と
和
歌
山
に
い
て
、
二
人
が
交
錯
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
の
に
、「
先
い
そ
き
罷

上
り
」
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
会
え
な
か
っ
た
と
言
い
訳
す
る
必
要
は
生
じ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、
余
談
だ
が
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
の
元
和
九
年
六
月
廿
五
日
条
に
秀
忠
が

参
内
し
、
後
水
尾
天
皇
に
対
面
し
た
際
、
随
従
し
て
対
面
し
た
一
人
に
「
尾
張
大
納

言
義
直
卿
」、も
し
く
は「
中
納
言
義
直
卿
」の
名
が
見
え
る
。『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』

で
は
、
ま
ず
上
洛
す
る
秀
忠
を
六
月
三
日
に
熱
田
で
「
御
饗
應
」
し
、
つ
づ
い
て
家

光
を
七
月
七
日
に
熱
田
で
「
御
饗
應
」
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
た
め
、
六
月
二
十
五

日
時
点
で
参
内
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
こ
の
記
事
は
誤
記
と
考
え
た
が
、

み
で
あ
る
。
元
和
九
年
は
将
軍
宣
下
、
寛
永
三
年
は
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
と

い
う
尾
張
・
紀
伊
両
当
主
の
上
洛
を
必
然
と
す
る
機
会
で
あ
り
、
両
年
共
に
「
頓
而

京
と
に
て
／
可
申
上
候
」
と
義
直
も
上
洛
す
る
こ
と
を
確
定
的
に
言
え
る
状
況
で
あ

る
。
本
書
状
の
製
作
時
期
は
こ
の
二
時
期
に
絞
っ
て
良
い
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
元
和
九
年
で
あ
る
可
能
性
は
、
下
記
の
理
由
に
よ
り
無
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
ず
、『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
巻４

の
元
和
九
年
条
で
頼
宣
は
「
六
月
台

德
院
殿
下
ニ
從
テ
上
洛
秋
歸
國
」
と
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
頼
宣
が
京

都
に
入
っ
た
時
期
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
、
ど
こ
か
ら
京
都
へ
赴
い
た
の
か
は
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
で
も
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た
参
内
以
前
の
頼

宣
の
行
動
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
巻
の
元
和
八
年

九
月
条
で
、
頼
宣
は
「
紀
府
」
で
「
御
病
氣
」
と
な
っ
た
記
事
が
あ
る
。「
甚
シ
ク

危
篤
ニ
ヲ
ヨ
バ
ハ
セ
玉
ヒ
シ
ニ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
病
気
は
か
な
り

深
刻
な
状
態
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、「
正
月
、
公
病
愈
」、
す
な
わ
ち
翌
年
正
月
に
回
復

し
た
と
あ
る
。『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
で
も
一
年
前
の
元
和
八
年
正
月
条
に
義
直
・

頼
宣
と
も
元
和
八
年
は
「
在
封
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
頼
宣
は
和
歌
山
滞
在
中
に
病

気
と
な
っ
て
年
を
越
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
病
後
の
療
養
経
緯
が
あ
る
た
め
、

正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
間
に
、
江
戸
へ
一
度
出
向
い
て
か
ら
す
ぐ
に
上
方
へ
取
っ
て

返
し
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
将
軍
上
洛
時
ま
で
和
歌
山
か
ら
移
動
す
る
こ
と
は
無
か
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
及
川
亘
氏
よ
り
、
関
白
・
九
条
幸
家
（
関
白
当
時
は
「
忠
栄
」・

一
五
八
六
～
一
六
六
五
）
の
日
記
「
幸
家
公
記５

」
の
六
月
三
日
条
に
「
一
今
日
、

紀
国
中
納
言
殿
京
着
也
云
々
、
竹
田
也
、
但
、
い
ま
た
不
例
之
間
、
人
に
面
謁
成
間

敷
由
泉
州
物
語
也
、
内
々
御
理
也
云
々
、」
と
、
六
月
五
日
条
に
「
今
日
紀
国
中
納

言
殿
竹
田
御
着
云
々
」
と
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
賜
っ
た
。「
泉
州
」
す
な
わ
ち
、
藤
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及
川
亘
氏
よ
り
六
月
二
十
五
日
に
義
直
が
参
内
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
の
ご
指
摘

を
賜
っ
た
。

　

ま
ず
「
義
演
准
后
日
記７

」
の
五
月
二
十
八
日
条
に
「
廿
八
日
、（
中
略
）
尾
州
中

納
言
、
昨
日
上
洛
、
蒸
笋
遣
之
、」・「
廿
九
日
、
大
雨
、
従
尾
州
中
納
言
使
者
、
銀

子
五
枚
賜
之
、昨
日
礼
云
々
、」
と
、五
月
二
十
七
日
に
上
洛
し
、種
々
の
贈
答
を
行
っ

て
い
る
記
事
が
あ
る
こ
と
、「
幸
家
公
記
」の
六
月
朔
日
条
よ
り
六
月
四
日
条
ま
で「
尾

張
中
納
言
」
な
い
し
は
「
尾
州
中
納
言
」
名
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
六
月
二
十
五
日

条
の
参
内
記
事
で
も
「
尾
張
中
納
言
」
が
参
内
し
て
「
長
橋
御
房
」
で
「
休
息
」
し

た
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
す
る
。

　
「
幸
家
公
記
」
の
六
月
朔
日
条
で
は
、「
尾
張
中
納
言
殿
」
の
「
旅
宿
」
へ
九
条
幸

家
の
他
、
太
閤
・
鷹
司
信
房
や
二
条
康
道
・
大
覚
寺
門
主
尊
性
法
親
王
・
鷹
司
教
平
・

九
条
忠
象
ら
と
盃
事
と
な
り
「
乱
酒
」
に
な
っ
た
こ
と
、
翌
六
月
二
日
条
で
は
昨
日

の
礼
と
し
て
「
尾
州
中
納
言
殿
」
へ
使
者
を
遣
わ
せ
た
こ
と
、
六
月
三
日
条
で
は
九

条
幸
家
が
「
随
門
主
」
す
な
わ
ち
、
幸
家
弟
の
随
心
院
増
孝
に
「
尾
州
中
納
言
殿
へ

の
馬
代
」
で
あ
る
「
馬
代
銀
子
壱
枚
」
を
貸
し
た
こ
と
、
六
月
四
日
条
で
は
随
心
院

増
孝
と
「
中
納
言
」
が
「
御
対
面
」
し
、「
中
酒
時
」
に
「
中
納
言
」
が
「
手
ヲ
取
、

座
敷
罷
出
候
也
云
々
、」
と
い
う
こ
と
を
、
随
心
院
増
孝
が
幸
家
に
報
告
し
て
い
る

こ
と
等
は
、
義
直
本
人
が
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
記
事
で
あ
る
。

　
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
の
出
典
は
「
日
野
記
」「
舜
舊
記
」「
國
師
日
記
」
だ
が
、「
幸

家
公
記
」
の
記
事
を
加
味
す
れ
ば
、
六
月
上
旬
に
義
直
が
滞
京
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
六
月
三
日
時
点
で
熱
田
に
お
い
て
秀
忠
を
「
御
饗
應
」
す
る
の
は
、
無

理
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
月
二
十
五
日
に
義
直
の
み
が
参
内
し
て
い
る
こ
と

は
、
先
述
し
た
と
お
り
頼
宣
の
体
調
は
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
た
め
、
頼
宣
が
参
内

を
欠
礼
し
た
と
す
れ
ば
説
明
が
つ
く
。

　

し
か
し
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
に
は
あ
る
七
月
七
日
に
家
光
を
「
御
饗
應
」

し
て
、
翌
八
日
に
「
御
上
洛
ニ
付
、
今
日
名
古
屋　

御
發
駕
」
と
す
る
記
事
を
、
こ

れ
ま
で
義
直
が
家
光
を
「
御
饗
應
」
し
て
か
ら
「
御
上
洛
」
し
た
と
解
釈
し
て
き
た

が８

、
こ
の
「
御
上
洛
」
は
家
光
の
こ
と
で
、
義
直
自
身
は
既
に
五
月
二
十
七
日
に

は
上
洛
し
て
お
り
、
秀
忠
・
家
光
の
尾
張
国
通
過
時
に
、
義
直
は
国
許
に
い
な
か
っ

た
と
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
で
は
五
月

二
十
四
日
か
ら
五
月
晦
日
ま
で
を
「
記
事
無
之
、」
と
す
る
た
め
、
五
月
二
十
七
日

の
上
洛
記
事
は
尾
張
徳
川
家
側
に
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
従
前
の
誤
解
を
生

じ
た
一
因
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
修
正
を
行
う
。

　

次
に
寛
永
三
年
の
場
合
の
検
討
に
移
る
。『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
巻
の
寛
永
三
年

条
で
は
「「
二
月
歸
國　

五
月
京
都
ニ
到
是
月　

台
德
殿
下
上
洛
」
御
書
付
」
と
す

る
も
の
の
、
編
者
の
注
釈
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、「
按
ニ
三
月
七
日　

將
軍
御
成
ノ

事
漢
文
譜
畧
ニ
モ
掲
ケ
前
説
ト
符
合
ス
然
ル
ニ
二
月
御
歸
國
ハ
疑
ナ
キ
能
ハ
ス
ト
雖

ト
モ
御
書
付
ノ
事
ユ
ヘ
其
儘
ヲ
載
ス
」
と
し
て
、
二
月
の
和
歌
山
帰
国
を
否
定
し
て

い
る
。
同
年
二
月
二
十
七
日
に
は
大
御
所
秀
忠
が
、
三
月
七
日
に
は
将
軍
家
光
が
江

戸
の
紀
伊
徳
川
家
竹
橋
邸
に
御
成
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
編
者
の
指
摘
通
り
、
二
月

に
帰
国
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
頼
宣
が
江
戸
か
ら
移
動
で
き
る
の
は
、
早
く
て
も

三
月
中
旬
以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
の
六
月
十
一
日
条

で
頼
宣
が
「
先
達
て
上
洛
せ
ら
る
。」
と
あ
る
の
で
、
頼
宣
が
江
戸
か
ら
上
方
に
移

動
し
た
の
は
、
三
月
中
旬
か
ら
六
月
十
一
日
の
間
で
あ
る
。
四
月
時
点
で
頼
宣
が
伏

見
に
滞
在
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
み
て
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
時
義
直
は
前
年
の
寛
永
二
年
五
月
十
日
よ
り
名
古
屋
に
滞
在
し
て

い
る
た
め
、
江
戸
か
ら
上
方
へ
向
か
う
頼
宣
は
上
洛
途
上
の
名
古
屋
で
義
直
に
会
う

こ
と
は
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
会
え
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
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へ
通
ず
る
橋
と
し
て
架
橋
さ
れ
た
。現
在
の
観
月
橋
の
前
身
に
あ
た
る
大
橋
で
あ
る
。

紀
伊
藩
の
伏
見
屋
敷
は
江
戸
時
代
後
期
に
至
る
ま
で
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
が
、

場
所
は
城
下
西
方
の
惣
堀
に
架
け
ら
れ
た
毛
利
橋
南
東
部
、
現
在
の
月
桂
冠
昭
和
蔵

一
帯
の
場
所
で
あ
る
た
め
、
豊
後
橋
の
地
と
は
異
な
る
。
た
だ
し
、
一
般
に
は
、
毛

利
橋
の
屋
敷
が
寛
永
二
年
に
拝
領
し
た
屋
敷
と
さ
れ
て
お
り９

、『
南
紀
徳
川
史
』
の

「
豊
後
橋
」
は
誤
記
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
十
七
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
伏
見
図
に
お
い
て
、
豊
後
橋
近
辺
に
み
ら

れ
る
相
応
の
屋
敷
は
、
後
に
伏
見
奉
行
所
と
な
る
屋
敷
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
屋
敷
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
の
図
２
「
伏
見
町
中
絵
図１０

」
で
は
、「
水
野
石

見
守
御
屋
敷
」
と
さ
れ
て
い
る
屋
敷
で
あ
る
。
水
野
石
見
守
と
は
、
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
三
月
三
日
よ
り
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
晦
日
ま
で
伏
見
奉
行

を
勤
め
た
旗
本
・
水
野
忠
貞
（
一
五
九
八
～
一
六
七
〇
）
の
こ
と
で
、
こ
の
図
の
製

作
時
期
も
水
野
の
伏
見
奉
行
在
職
時
前
後
と
み
て
よ
い
。
伏
見
奉
行
は
元
和
六
年

（
一
六
二
〇
）
に
旗
本
・
山
口
直
友
（
一
五
四
六
～
一
六
二
二
）
が
伏
見
城
定
番
兼

伏
見
町
奉
行
に
な
っ
た
の
を
嚆
矢
と
す
る７

。
お
そ
ら
く
山
口
の
屋
敷
も
、
水
野
の

屋
敷
と
同
様
に
後
の
伏
見
奉
行
所
と
な
る
場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

水
野
が
屋
敷
を
構
え
る
以
前
に
同
所
に
紀
伊
徳
川
家
の
屋
敷
が
置
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
寛
永
二
年
拝
領
の
「
明
や
し
き
」
は
、
家
の
格

か
ら
い
っ
て
も
毛
利
橋
南
東
部
の
元
毛
利
家
屋
敷
と
推
定
さ
れ
る
屋
敷
と
す
る
蓋
然

性
は
高
い
。

　

本
史
料
で
い
う
「
明
や
し
き
」
が
毛
利
橋
南
東
部
の
屋
敷
な
ら
ば
、
屋
敷
南
部
は

旧
伏
見
城
の
「
大
手
す
じ
」（「
伏
見
町
中
絵
図
」
の
表
記
に
よ
る
。）
に
接
し
、
西

の
惣
堀
に
面
し
て
物
流
の
便
に
も
適
し
た
一
等
地
で
あ
る
た
め
、
頼
宣
が
「
ち
と
め

だ
ち
」
た
る
場
所
と
形
容
す
る
に
は
相
応
し
い
場
所
と
い
え
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

な
ぜ
起
き
た
の
か
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
傍

証
だ
が
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
の
寛
永
三
年
三
月
条
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
義
直
は
三
月
三
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で
「
御
泊
御
鹿
狩
と
し

て
、
池
田
江
被
爲　

成
、」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
つ
ま
り
、
義
直

は
三
月
に
二
十
五
日
間
も
名
古
屋
を
不
在
に
し
て
、
名
古
屋
よ
り
約
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
現
在
の
岐
阜
県
多
治
見
市
池
田
町
近
辺
で
鹿
狩
り
を
行
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
義
直
が
名
古
屋
不
在
の
こ
の
時
期
に
、
頼
宣
が
名
古
屋
に
到
着
し
、
義
直
の

名
古
屋
帰
城
を
待
た
ず
に
先
へ
進
ん
だ
と
し
た
ら
、
本
史
料
の
詫
び
の
文
言
は
成
り

立
つ
。
た
だ
し
、
中
山
道
を
経
由
し
て
地
理
的
に
名
古
屋
に
寄
れ
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
こ
の
こ
と
は
状
況
証
拠
と
し
て
付
記
す
る
に
留
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
義
直
と
頼
宣
の
行
動
で
検
討
を
行
っ
た
場
合
、
四
月
時
点
で
頼
宣
が

上
方
に
滞
在
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
寛
永
三
年
の
み
の
た
め
、
検
証
材
料
の
物

量
的
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
本
史
料
の
製
作
時
期
は
寛
永
三
年
と
比
定
す
る
。

二
　「
ふ
し
ミ
こ
や
ば
」
の
意
味

　

本
史
料
の
主
旨
は
「
ふ
し
ミ
こ
や
ば
」
が
定
ま
り
、「
ち
と
め
だ
ち
／
候
て
い
か
ゝ

な
る
所
と
」
思
う
が
、
ま
ず
「
ふ
し
ん
を
申
付
」
け
た
こ
と
、「
御
見
た
て
の
所
」

を
紀
伊
徳
川
家
の
た
め
に
残
し
て
く
れ
て
、「
こ
や
ば
」
と
な
る
「
明
や
し
き
」
を

拝
領
し
た
こ
と
で
「
満
足
」
で
あ
る
、
と
す
る
頼
宣
の
謝
辞
で
あ
る
。「
ふ
し
ミ
こ

や
ば
」
は
「
伏
見
小
屋
場
」
で
あ
り
、
何
ら
か
の
作
業
場
が
紀
伊
徳
川
家
に
与
え
ら

れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
七
巻
に
は
「
寛
永
二
丑
年
月
日
不
知
」
と
し
て
、伏
見
の
「
豊

後
橋
」
に
「
城
州
伏
見
邸
」
を
「
御
拜
領
」
し
た
記
事
が
あ
る
。
豊
後
橋
と
は
伏
見

城
下
南
端
に
あ
る
橋
で
、
宇
治
川
対
岸
の
伏
見
城
の
出
城
・
向
島
城
が
あ
っ
た
向
島



43 名古屋城調査研究センター研究紀要　第２号（2021 年）　

よ
、
紀
伊
徳
川
家
の
伏
見
屋
敷
が
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
拝
領
な
ら
ば
、
同
三

年
に
比
定
さ
れ
る
本
史
料
の
内
容
と
も
合
致
し
、
同
三
年
四
月
頃
に
何
ら
か
の
普
請

や
作
事
が
行
わ
れ
た
と
の
記
述
と
も
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
本
史
料
の
表
記
で
は

「
明
や
し
き
」
を
拝
領
し
た
の
に
、
作
業
場
を
意
味
す
る
「
こ
や
ば
」
と
い
う
文
言

を
用
い
た
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
言
葉
は
、
何
ら
か
の
作
業
を
行
う
場
所
を
意
味
し
て
お
り
、
頼
宣

自
身
も
そ
の
作
業
状
況
の
視
察
を
兼
ね
て
の
上
洛
を
匂
わ
せ
て
い
る
。「
こ

や
ば
」
を
上
洛
に
随
従
す
る
家
臣
た
ち
の
臨
時
宿
泊
施
設
の
こ
と
と
す
る

解
釈
も
成
り
立
つ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
御
見
た
て
の
所
」
の
「
こ
や
ば
」
と

表
記
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
作
業
に
都
合
の
良
い
場
所
を
見
立
て
た
と

解
釈
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

も
と
よ
り
頼
宣
の
上
洛
は
、
来
る
九
月
六
日
か
ら
予
定
さ
れ
る
後
水
尾

天
皇
の
二
条
城
行
幸
に
備
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
同
年
四
月
は
、

行
幸
を
見
据
え
て
拡
張
し
た
二
条
城
の
新
規
殿
舎
の
作
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
渦
中
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
淀
城
の
作
事
も
行
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
る
。

伏
見
城
自
体
は
、『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
の
元
和
五
年
八
月
条
に
「
今
度

伏
見
城
を
廢
し
。
伏
見
在
番
輩
直
に
大
坂
へ
ま
か
り
勤
番
す
べ
し
と
命
ぜ

ら
れ
。
松
平
石
見
守
輝
澄
。
松
平
豐
前
守
勝
政
大
坂
に
赴
く
。
伏
見
の
城

内
吉
野
の
間
を
城
代
内
藤
紀
伊
守
正
信
に
賜
ふ
。
水
野
隼
人
正
忠
清
。
松

平
左
近
將
監
成
重
。
伏
見
大
坂
へ
轉
換
の
事
を
奉
行
せ
し
む
。
伏
見
の
地

は
山
口
駿
河
守
直
之
奉
行
た
ら
し
め
ら
る１１

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
和
五
年

で
一
旦
廃
城
と
な
っ
て
、
殿
舎
の
一
部
解
体
も
行
わ
れ
た
上
、
当
地
の
支

配
機
能
は
大
坂
城
へ
移
さ
れ
た
。
伏
見
城
代
だ
っ
た
内
藤
信
正
（
一
五
六
八

～
一
六
二
六
）
が
大
坂
城
代
に
転
任
し
て
い
る
た
め
、
一
応
の
廃
城
措
置
が
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
後
、
伏
見
城
の
解
体
は
順
次
行
わ
れ
た
よ
う
で
、「
伏
見
町
中
絵
図
」
に
屋

敷
の
存
在
が
確
認
で
き
る
水
野
勝
成
（
一
五
六
四
～
一
六
五
一
）
の
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
で
の
来
歴
に
は
、「（
元
和
）
八
年
八
月
二
十
八
日
功
な
り
、
地
名
を
福
山
と

図２　伏見町中絵図　名古屋市蓬左文庫蔵　縦 147.0 糎 横 126.7 糎　（図中文字、筆者加筆）
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度
二
条
城
へ
戻
る
も
、
八
月
二
日
に
家
光
が
上
洛
し
て
二
条
城
で
対
面
し
て
か
ら
、

自
身
は
淀
城
へ
移
っ
て
い
る
。

　

元
和
か
ら
寛
永
初
年
に
か
け
て
は
、
江
戸
城
は
も
と
よ
り
上
方
に
お
け
る
公
儀
の

城
の
普
請
・
作
事
が
頻
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
二
条
城
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

に
家
康
が
築
い
た
時
点
で
単
郭
だ
っ
た
構
造
を
、
寛
永
三
年
の
行
幸
に
合
わ
せ
て
西

側
へ
拡
張
し
、
囲
郭
構
造
の
二
重
濠
平
面
に
す
る
と
同
時
に
、
慶
長
年
間
に
竣
工
し

た
第
一
次
天
守
に
代
え
て
、
伏
見
城
か
ら
天
守
が
移
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。『
大
猷

院
殿
御
實
紀
』
の
元
和
九
年
閏
八
月
廿
日
条
に
「
松
平
越
中
守
定
綱
を
召
れ
。
伏
見

城
先
年
既
に
廢
す
べ
き
に
定
め
ら
れ
し
事
な
り
。
伏
見
を
の
ぞ
き
て
は
帝
都
を
守
護

せ
む
地
淀
に
ま
さ
れ
る
は
な
し
。
汝
今
よ
り
淀
に
城
築
く
べ
し
。
伏
見
の
殿
閣
天
守

給
は
る
べ
し
と
面
命
あ
り
て
。
所
領
三
萬
五
千
石
に
な
さ
る
。」
と
あ
り
、
天
守
を

含
む
伏
見
城
の
殿
閣
が
、
淀
城
の
築
城
を
任
さ
れ
た
一
門
大
名
の
松
平
定
綱

（
一
五
九
二
～
一
六
五
二
）
へ
下
げ
渡
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
も
の
の
、
宮
上
茂
隆
氏

ら
の
研
究１４

に
よ
り
、
伏
見
城
の
天
守
が
二
条
城
へ
、
二
条
城
の
第
一
次
天
守
が
淀

城
へ
移
設
さ
れ
た
と
さ
れ
、
現
在
の
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
も
こ
の
見
解
を
踏
襲
し

て
い
る１５

。

　

こ
の
是
非
は
と
も
か
く
、
元
和
九
年
ま
で
残
っ
て
い
た
伏
見
城
の
建
造
物
は
、
寛

永
三
年
の
行
幸
を
見
据
え
た
二
条
城
改
築
・
淀
城
築
城
時
に
ほ
ぼ
全
て
解
体
・
移
設

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
の
寛
永
二
年
是
年
の
条
に
「
伏
見

城
殿
閣
を
淀
に
移
さ
る
ゝ
に
よ
り
。
城
番
兼
町
奉
行
山
口
勘
兵
衞
直
堅
は
。
江
戸
に

歸
り
寄
合
と
な
る
。」
と
あ
り
、
伏
見
城
番
は
寛
永
二
年
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
時
点
で
伏
見
城
内
の
管
理
す
べ
き
物
件
が
消
滅
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
寛
永
三
年
に
秀
忠
が
淀
城
に
入
っ
た
際
の
『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
六
月

条
の
後
に
続
く
記
述
に
は
、「
此
程　

大
御
所
淀
の
城
に
至
ら
せ
給
ひ
。
城
郭
殿
閣

あ
ら
た
め
、
西
國
の
鎭
衞
と
す
。
こ
の
と
き
伏
見
城
の
御
殿
を
よ
び
三
階
櫓
、
月
見

櫓
、
大
手
門
、
銕
門
等
を
た
ま
ふ１２

。」
と
あ
る
。
伏
見
廃
城
の
三
年
後
に
は
、
水
野

が
備
後
国
福
山
城
を
居
城
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
伏
見
城
の
建
物
が
福
山
城
へ
移
設

さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
福
山
城
移
設
記
事
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
元
和
五
年
時
点
で
完
全

な
廃
城
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
の
元
和
八
年
九
月
廿
七

日
条
に
は
「
伏
見
城
番
兼
町
奉
行
山
口
駿
河
守
直
友
入
道
應
倫
卒
す
。
そ
の
子
勘
兵

衞
直
堅
家
つ
ぎ
。
父
の
原
職
を
つ
が
し
む
。」
と
あ
り
、
先
の
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』

元
和
五
年
八
月
条
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
伏
見
奉
行
を
勤
め
た
山
口
直
友
が
廃
城
後

も
「
伏
見
城
番
」
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
、
直
友
歿
後
も
子
の
直
堅
に
対
し
奉
行
職
に

加
え
て
城
番
職
も
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
判
る
た
め１３

、
廃
城
後
も
何
ら
か
の
管
理

す
べ
き
物
件
が
伏
見
城
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
台
德

院
殿
御
實
紀
』
の
元
和
九
年
五
月
条
で
も
「
大
納
言
殿
に
は
今
度
伏
見
城
を
も
て
御

座
と
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
。
城
中
殿
閣
搆
造
の
事
を
。
五
味
金
右
衞
門
豐
直
に
奉
行
せ

し
め
ら
る
。」、
同
年
七
月
十
三
日
条
に
「
伏
見
城
先
年
破
壊
殘
り
の
殿
閣
に
。
今
度

い
さ
ゝ
か
修
飾
し
て
御
座
と
す
。
五
味
金
右
衞
門
豐
直
奉
行
せ
り
。」
と
あ
る
こ
と

で
も
明
白
で
あ
る
。

　

た
だ
、
伏
見
城
の
公
式
利
用
は
こ
の
時
、
す
な
わ
ち
元
和
九
年
七
月
二
十
七
日
の

家
光
将
軍
宣
下
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
が
最
後
と
な
る
。
後
水
尾
天
皇
が
二
条
城
へ

行
幸
し
た
寛
永
三
年
時
で
は
、
将
軍
で
あ
る
家
光
は
二
条
城
を
宿
所
と
し
、
大
御
所

の
秀
忠
は
、
家
光
よ
り
先
行
し
て
上
洛
し
た
の
で
一
旦
二
条
城
に
入
る
も
の
の
、
家

光
の
上
洛
に
合
わ
せ
て
自
分
の
宿
所
を
淀
城
と
し
た
。
伏
見
城
は
元
和
九
年
時
と
異

な
り
宿
所
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
上
洛
し
た
秀
忠
は
六
月
二
十
日

に
二
条
城
に
入
り
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
大
坂
へ
出
向
い
た
後
、
一
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の
經
營
速
成
し
。
か
つ
搆
造
の
樣
悉
く
思
召
に
か
な
は
せ
給
ひ
た
り
。　

將
軍
御
入

洛
あ
ら
ば
。
此
城
を
も
て
御
座
に
定
む
べ
し
と
仰
出
さ
れ
。
松
平
越
中
守
定
綱
に
御

刀
。
帷
子
。
黄
金
を
給
ふ
。
定
綱
よ
り
も
刀
并
に
綿
を
獻
じ
奉
る
。」
と
あ
り
、
秀

忠
が
入
城
し
た
時
点
で
淀
城
の
殿
舎
は
「
速
成
」
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
ご

し
ら
え
で
作
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
実
際
は
家
光
で
は
な
く
秀
忠
の
御
座
所

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
記
事
の
発
言
は
八
月
二
日
に
秀
忠
が
淀
城
に
入
城
す
る

以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
淀
城
の
作
事
完
了
の
最
終
期
限

を
六
月
二
十
日
の
秀
忠
上
洛
に
合
わ
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
同
年
四
月
時
点
で
は
、
淀

城
の
作
事
は
ま
だ
進
行
中
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

元
和
十
年
（
寛
永
元
年
）
二
月
二
十
五
日
に
発
令
さ
れ
た
二
条
城
改
築
の
命
は
、

使
番
の
中
川
半
左
衛
門
忠
勝
・
野
々
村
四
郎
右
衛
門
・
榊
原
左
衛
門
佐
職
直
・
水
野

河
内
守
守
信
を
奉
行
と
し
て
、
石
垣
助
役
に
尾
張
徳
川
家
・
紀
伊
徳
川
家
の
他
、
松

平
定
勝
・
井
伊
直
孝
・
本
多
忠
政
・
松
平
忠
明
・
本
多
忠
刻
・
小
笠
原
忠
真
・
松
平

定
行
・
水
野
勝
成
・
本
多
政
朝
・
松
平
（
奥
平
）
忠
隆
・
松
平
忠
国
・
松
平
忠
良
・

松
平
康
重
・
岡
部
長
盛
・
松
平
家
信
・
松
平
成
重
・
菅
沼
定
芳
の
徳
川
一
門
・
譜
代

大
名
に
下
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。「
寛
永
元
年 

甲
子
五
月
吉
日
」
の
年
紀
が

あ
る
二
条
城
拡
張
普
請
時
図
面
の
図
３「
二
条
御
城
絵
図１６

」
に
も
、「
紀
伊
中
納
言
様
」

の
「
町

（
丁
）

場
」
と
し
て
、
本
丸
戌
亥
櫓
台
・
堀
や
外
郭
北
西
部
堀
な
ど
、「
尾
張
中
納

言
様
」
と
並
ん
で
相
当
空
間
の
普
請
箇
所
を
請
け
持
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

徳
川
一
門
衆
と
い
え
ど
も
大
規
模
に
公
儀
普
請
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
寛
永
三
年
四
月
時
点
で
は
、

淀
城
の
作
事
は
ま
だ
進
行
中
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
淀
城
が
当
初
は
将
軍
家

光
の
御
座
所
に
設
定
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
伏
見
に
「
こ
や
ば
」

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
紀
伊
徳
川
家
が
伏
見
城
解
体
を
含
む
淀
城
の
作
事
、
な
い

し
は
同
時
に
進
行
中
の
二
条
城
の
作
事
に
側
面
的
に
関
与
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
伏
見
で
の
小
屋
場
設
定
を
前
提
と
す
る
何
ら
か
の
工
務
が
城
郭
普
請
・
作
事
に

関
す
る
こ
と
と
確
定
的
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、
行
幸
が
行
わ
れ
る
五
ケ
月
も
前
、

秀
忠
が
上
洛
す
る
二
ケ
月
も
前
に
、
頼
宣
自
ら
が
途
中
で
兄
・
義
直
に
会
う
機
会
を

作
ら
ず
急
い
で
上
方
に
赴
く
理
由
と
し
て
は
、
公
か
私
事
か
は
別
に
し
て
、
こ
れ
ら

の
公
儀
普
請
・
作
事
に
関
わ
る
案
件
だ
っ
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。

図３　二条御城絵図　名古屋市蓬左文庫蔵　縦 110.0 糎 横 104.5 糎
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二
十
五
日
と
判
明
す
る
。

　

こ
の
時
の
石
垣
普
請
は
、
同
書
の
寛
永
元
年
六
月
晦
日
の
条
に
「
二
條　

御
城
御

普
請
ニ
付
、　

御
名
代
竹
腰
山
城
守
・
惣
奉
行
瀧
川
豐
前
守
・
渡
辺
半
藏
其
外
御
役

人
等
、
先
達
而
爲
御
差
登
之
處
、
此
節
御
普
請
出
來
ニ
付
、　

大
御
所
樣
ゟ　

御
内

書
被
進
之
、（
以
下
略
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
月
二
十
五
日
の
発
令
日
か
ら
わ
ず
か

四
ケ
月
で
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
御
奉
書
并
諸
侯
方
書
状
寫 

共
四１７

」
に

「
二
條
御
城
御
普
請
出
来
付
御
内
書
事
／
今
度
二
條
普
請
之
儀 

入
念
依
而
被
申
付 

早
々
／
出
来
欣
入
候 

殊
炎
氣
之
時
節 

下
々
苦
労
之
／
程
察
覚
候 

謹
言
／
寛
永
元
六

月
卅
日　

御
判
／
尾
張
中
納
言
殿
」
と
あ
る
よ
う
に
、
秀
忠
よ
り
義
直
に
対
し
て
の

感
状
が
寛
永
元
年
六
月
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
中
に
あ
る
よ
う
に
「
早
々
」
に
完

了
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
は
あ
く
ま
で
も
現
地
で
の
石
積

み
作
業
の
み
の
期
間
で
あ
っ
て
、
用
材
確
保
は
そ
れ
以
前
か
ら
動
く
必
要
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
実
際
に
は
発
令
の
七
ケ
月
以
上
前
か
ら
の
行
動
が
確
認
で

き
る
。

　

な
お
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
七
月
に
竣
工
し
た
江
戸
城
惣
構
の
石
垣
普
請
に

つ
い
て
は
、事
前
の
発
令
時
期
が
『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。『
大

猷
院
殿
御
實
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
普
請
は
、
総
坪
数
四
万
四
千
五
百
三
十
三

坪
二
合
八
夕
三
才
に
及
び
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
・
駿
河
の
徳
川
一
門
家
は
も
と
よ
り
、

仙
台
伊
達
家
・
久
保
田
佐
竹
家
・
米
沢
上
杉
家
・
盛
岡
南
部
家
な
ど
の
大
大
名
、
中

小
の
譜
代
・
外
様
大
名
が
動
員
さ
れ
る
大
規
模
な
公
儀
普
請
で
、
寛
永
五
年
十
一
月

十
八
日
に
関
係
す
る
諸
大
名
に
通
達
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
書
で

は
寛
永
六
年
四
月
の
条
に「
去
年
命
ぜ
ら
れ
し
諸
大
名
。
こ
の
月
よ
り
人
夫
を
出
し
。

江
戸
城
廓
石
垣
等
を
き
づ
く
事
七
月
に
至
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
場
で
の
石
積

作
業
等
は
寛
永
六
年
四
月
に
開
始
さ
れ
て
同
年
七
月
に
完
了
し
た
と
記
さ
れ
る
。
現

四
　
徳
川
一
門
に
よ
る
公
儀
普
請

　

前
章
に
お
い
て
推
測
し
た
紀
伊
徳
川
家
に
よ
る
公
儀
普
請
・
作
事
へ
の
関
与
は
、

幕
府
の
公
式
記
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
憶
測
と
切
り
捨
て

る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
紀
伊
徳
川
家
と
同
格
で
あ
る
尾
張
徳
川
家
の
場
合
は
、
幕
府

の
公
式
記
録
に
は
記
さ
れ
な
い
夫
役
負
担
・
用
材
提
供
の
記
事
が
『
源
敬
様
御
代
御

記
録
』
に
散
見
さ
れ
る
。

　

古
く
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
十
月
に
三
河
国
の
吉
田
橋
修
復
の
た
め
に
木
曽

山
の
材
木
を
「
伐
出
」
す
こ
と
を
「
公
儀
」
か
ら
命
じ
ら
れ
た
記
事
で
、
翌
八
年

十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
修
復
な
っ
た
吉
田
橋
が
こ
の
年
の
秋
に
流
失
し
た
た
め
、

改
め
て
木
曽
山
か
ら
の
「
伐
出
」
を
「
公
儀
」
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。木
曽
山
か
ら
の
用
材
確
保
の
記
事
は
、元
和
九
年
八
月
に
も
見
ら
れ
、「
江

戸
御
作
事
御
用
材
」
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
「
仰
付
」
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
記
事
は
『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

二
条
城
改
築
の
た
め
の
石
垣
普
請
の
発
令
を
、『
大
猷
院
殿
御
實
紀
』
で
確
認
で

き
る
の
は
元
和
十
年
二
月
だ
が
、
尾
張
徳
川
家
に
は
そ
れ
以
前
よ
り
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
で
判
明
す
る
。
同
書
の
元
和
九
年
八

月
十
七
日
の
条
に
は
「
二
條　

御
城
御
普
請
ニ
付
、
手
代
五
人
御
指
登
、」、
同
年
閏

八
月
五
日
に
は
「
一
、二
條　

御
城
御
普
請
ニ
付
、御
足
輕
三
百
拾
人
御
差
登
有
之
、」、

同
年
八
月
十
六
日
に
は
「
二
條
御
普
請
爲
御
用
、
御
側
同
心
頭
・
御
國
奉
行
兼
藤
田

民
部
・
原
田
右
衞
門
并
手
代
四
人
爲
御
差
登
有
之
、」、
同
年
九
月
十
四
日
に
は
「
二

條
御
普
請
ニ
付
、
井
上
孫
右
衛
門
・
山
本
只
助
其
外
同
心
十
貮
人
御
差
登
、」
と
あ
り
、

正
式
発
令
の
七
ケ
月
以
上
前
か
ら
動
き
始
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
な
お
、『
大
猷

院
殿
御
實
紀
』
で
は
判
ら
な
い
普
請
発
令
日
も
、『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
で
二
月
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場
で
の
作
業
は
わ
ず
か
三
ケ
月
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
準
備
に
は
五
ケ
月
を
要
し
た
こ
と

が
判
る
。

　
『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
に
は
、
こ
の
時
の
事
前
準
備
で
あ
る
用
材
確
保
の
動
き

が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
動
き
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
寛
永
五
年
十
一

月
十
八
日
に
、「
来
年
」
に
「
石
垣
御
普
請
」
が
あ
る
と
の
老
中
奉
書
が
附
家
老
の

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
に
対
し
て
下
さ
れ
、「
於
伊
豆
石
を
割
御
差
上
被
成
候
樣
被　

仰
出
候
旨
」
が
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
尾
張
徳
川
家
で
は
、
十
一
月
二
十
二
日
に

親
類
の
「
淺
野
但
馬
守
」（
広
島
浅
野
家
三
代
長
晟
）
へ
瀧
川
忠
征
を
通
じ
て
「
石
舩
」

の
借
用
を
申
し
入
れ
た
他
、
名
古
屋
城
築
城
の
際
に
も
使
用
し
た
三
河
湾
篠
島
産
の

石
材
を
江
戸
へ
送
る
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

十
一
月
晦
日
に
は
翌
年
に
普
請
奉
行
と
な
る
星
野
又
八
を
伊
豆
へ
派
遣
す
る
こ
と

と
し
、星
野
は
十
一
月
に
江
戸
普
請
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
安
倍
勘
兵
衛
と
共
に
、

十
二
月
十
三
日
に
江
戸
を
出
立
し
て
同
月
十
七
日
に
伊
豆
国
岩
村
（
現
・
神
奈
川
県

真
鶴
町
岩
か
）
に
着
き
、紀
伊
徳
川
家
・
駿
河
徳
川
家
の
役
人
と
の
立
会
の
下
で
、「
石

場
」
を
受
け
取
る
。
そ
の
間
の
十
二
月
九
日
に
付
家
老
・
成
瀬
は
、
大
坂
御
船
奉
行

の
小
濱
民
部
少
輔
に
大
坂
で
石
を
購
入
す
る
こ
と
、
船
を
借
用
す
る
こ
と
、
江
戸
へ

輸
送
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
十
二
月
三
日
に
は
江
戸
へ
派
遣
す
る
足
軽

を
差
配
す
る
者
五
名
を
選
考
し
た
他
、年
内
に
役
人
の
他
、「
下
役
・
醫
師
等
」
を
「
伊

豆
石
場
」
へ
順
次
派
遣
し
て
い
る
。

　

年
が
改
ま
っ
た
寛
永
六
年
正
月
十
四
日
に
は
、
江
戸
に
お
け
る
石
の
荷
上
場
で
あ

る
「
石
揚
場
」
を
拝
領
し
、
そ
の
奉
行
に
舎
人
八
左
衞
門
、
添
役
と
し
て
井
上
孫
右

衛
門
を
任
命
す
る
。
ま
た
、
同
月
中
に
同
じ
く
江
戸
城
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
水
戸
徳

川
家
か
ら
、「
こ
な
た
御
屋
敷
外
長
屋
」
の
借
用
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
便
宜

を
図
る
。
三
月
二
十
五
日
に
付
家
老
・
成
瀬
は
江
戸
か
ら
の
暇
を
賜
っ
た
が
、
成
瀬

は
四
月
上
旬
に
伊
豆
へ
出
向
き
、
石
の
船
積
み
が
終
わ
る
ま
で
現
地
に
滞
在
す
る
旨

を
願
い
出
て
認
可
さ
れ
た
。
な
お
、
同
年
三
月
中
に
「
檜
物
千
本
・
板
子
二
千
・
砂

利
五
百
俵
」
が
尾
張
徳
川
家
よ
り
献
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
献
上
は
尾
張
徳
川
家

か
ら
自
発
的
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
四
月
一
日
に
大
御
所
・
秀
忠
よ
り
尾
張
徳
川
家

に
対
し
て
御
内
書
が
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
に
は
尾
張
藩
が
管
理
す
る
木
曽

山
に
脇
坂
安
元
・
仙
石
政
俊
・
戸
田
康
長
・
保
科
正
光
・
諏
訪
頼
水
ら
作
事
を
担
っ

た
と
思
わ
れ
る
諸
大
名
の
「
杣
人
足
」
を
入
れ
て
材
木
の
「
元
伐
」
を
認
め
る
便
宜

も
図
っ
て
い
る
。

　

江
戸
城
で
の
現
場
普
請
ま
で
、
少
な
く
と
も
事
前
作
業
と
し
て
前
記
の
よ
う
に
、

石
切
場
・
石
揚
場
・
輸
送
船
・
現
場
責
任
者
及
び
人
足
の
確
保
等
を
必
須
と
し
、
併

せ
て
同
一
作
業
に
従
事
す
る
諸
大
名
と
の
連
携
、
自
発
的
な
協
力
要
請
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
下
作
業
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
江
戸
城
普
請
で
の
事
例
だ

が
、
他
の
公
儀
普
請
に
お
い
て
も
同
様
の
手
間
を
履
行
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
公
儀

側
の
記
録
に
は
残
さ
れ
な
い
種
種
雑
多
な
役
割
を
諸
大
名
側
で
遂
行
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
江
戸
城
普
請
で
は
命
じ
ら
れ
て
い
な
い
材
木
献
上
を
尾

張
藩
が
行
っ
た
よ
う
に
、
徳
川
一
門
家
と
い
え
ど
も
安
穏
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
徳
川

一
門
家
ゆ
え
の
過
大
な
忠
節
を
尽
く
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
行
す

る
二
条
城
改
築
普
請
で
も
同
様
と
考
え
ら
れ
、
並
行
し
て
行
わ
れ
た
淀
城
築
城
普
請

や
伏
見
城
解
体
普
請
で
も
何
ら
か
の
自
発
的
差
配
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ

と
は
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
本
史
料
で
「
御
見
た
て
の
所
ヲ
／
我
等
た
め
ニ
御
残
之
／
明
や
し
き
を
被

下
／
候
」
と
す
る
文
言
も
徳
川
一
門
家
が
関
わ
る
公
儀
普
請
時
の
、
記
録
に
は
表
れ

な
い
具
体
的
行
為
の
一
例
で
あ
る
。
屋
敷
の
下
賜
は
名
目
的
に
は
将
軍
家
よ
り
な
さ

れ
る
が
、
義
直
が
「
我
等
た
め
」、
す
な
わ
ち
頼
宣
の
た
め
に
残
し
て
お
い
て
く
れ
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た
空
き
屋
敷
を
都
合
つ
け
た
と
解
釈
で
き
る
文
言
で
、「
御
見
た
て
」を
行
っ
た
の
が
、

義
直
か
頼
宣
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
頼
宣
の
希
望
す
る
立
地
が
、
紀

伊
徳
川
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
屋
敷
地
が
首
尾
良
く
頼
宣
の
希

望
に
添
え
る
よ
う
、
義
直
が
大
御
所
・
秀
忠
、
も
し
く
は
将
軍
家
光
に
掛
け
合
っ
た

行
為
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
江
戸
城
普
請
の
石
切
場
選
定
に
お
い
て
、『
源
敬
様
御
代
御

記
録
』
寛
永
五
年
十
二
月
十
七
日
の
条
の
「
紀
州
樣
・　

駿
河
樣
御
役
人
共
立
合
、

今
日
迠
ニ
石
場
請
取
之
、」、
翌
寛
永
六
年
正
月
の
条
の
「
一
、
此
月
、　

水
戸
様
御

普
請
築
方
被　

仰
付
候
付
、
こ
な
た
御
屋
敷
外
長
屋
御
借
用
有
之
、
御
貸
被
進
、」

の
よ
う
に
、
徳
川
一
門
家
と
し
て
の
連
携
事
例
が
み
ら
れ
る
た
め
、
互
い
に
何
ら
か

の
便
宜
を
図
る
と
い
っ
た
行
為
は
、
ど
の
普
請
で
あ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
本
史
料
は
、
幕
府
側
の
記
録
に
は
表
れ
な
い
公
儀
普
請
の
実
例
が
判
る
上
で
も

興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
史
料
を
読
み
解
い
た
結
果
、
本
史
料
の
製
作
時
期
は
後
水
尾
天
皇
の
二

条
城
行
幸
が
行
わ
れ
た
寛
永
三
年
四
月
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
、
来
る
六
月
以
降
に
予

定
さ
れ
る
大
御
所
・
秀
忠
及
び
将
軍
・
家
光
の
上
洛
、
九
月
に
予
定
さ
れ
る
行
幸
に

先
だ
ち
、
紀
伊
徳
川
家
が
何
ら
か
の
作
業
を
行
う
た
め
に
、
伏
見
に
空
き
屋
敷
を
拝

領
し
て
小
屋
場
を
設
定
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
作
業
と
は
、

普
請
・
作
事
が
進
行
中
の
淀
城
か
二
条
城
、
あ
る
い
は
伏
見
城
解
体
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
屋
敷
拝
領
に
は
兄
で
あ
る
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
の
口

利
き
が
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
幕
府
側
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
公
儀
普
請
時
の
実
例

も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
分
に
状
況
証
拠
か
ら
の
推
測
だ
が
、
こ
れ
ま
で
記

録
に
は
表
れ
な
い
紀
伊
徳
川
家
の
動
き
を
知
る
上
で
有
効
な
史
料
と
考
え
る
。

　

頼
宣
が
兄
・
義
直
と
の
会
合
を
後
回
し
し
て
で
も
「
先
い
そ
き
罷
上
り
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
判
ら
な
い
。
当
主
自
ら
が
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
普
請
現
場
の
実
態
を
生
々
し
く

伝
え
て
い
る
。
普
請
現
場
で
は
不
慮
の
事
態
も
生
じ
や
す
く
、
寛
永
六
年
の
江
戸
城

石
垣
普
請
で
は
、
尾
張
藩
の
作
事
差
配
を
担
っ
た
同
心
頭
兼
国
奉
行
の
原
田
右
衛
門

に
よ
る
、
名
古
屋
城
下
の
材
木
屋
惣
兵
衛
と
の
癒
着
不
正
が
露
見
し
て
、
詮
議
の
上
、

寛
永
六
年
二
月
八
日
に
原
田
と
原
田
の
六
人
の
子
ど
も
は
切
腹
、
材
木
屋
惣
兵
衛
は

木
曽
で
磔
と
い
う
不
祥
事
が
出
来
し
た
。

　

原
田
は
関
ケ
原
合
戦
後
で
の
最
初
の
尾
張
国
主
・
松
平
忠
吉
の
家
臣
で
、
義
直

が
兄
・
忠
吉
歿
後
に
尾
張
に
入
府
し
た
際
、
執
政
と
し
て
赴
任
し
た
平
岩
親
吉
と

連
携
し
て
、
忠
吉
の
家
老
だ
っ
た
小
笠
原
吉
次
ら
重
臣
層
を
失
脚
さ
せ
た
人
物
で

あ
る１８

。
行
政
的
手
腕
を
買
わ
れ
、
以
後
、
国
奉
行
と
し
て
尾
張
藩
草
創
期
を
支
え

た
が
、
慢
心
が
あ
っ
た
の
か
、
己
の
不
祥
事
で
自
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
不
正
事
件
は
、
義
直
自
筆
の
書
状
で
幕
府
へ
報
告
さ
れ
た
よ
う
で
、
寛
永
六

年
正
月
十
五
日
付
の
書
状
で
土
井
利
勝
が
付
家
老
・
竹
腰
正
信
に
対
し
て
、
原
田
の

処
分
は
義
直
の
「
御
心
次
第
」
と
の
家
光
の
言
葉
を
取
り
次
い
で
い
る１９

。
原
田
を

処
断
し
た
直
後
の
三
月
に
尾
張
藩
は
「
檜
物
千
本
・
板
子
二
千
・
砂
利
五
百
俵
」
を

幕
府
に
申
し
出
て
お
り
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
公
儀
普
請
で
の
不
始

末
の
け
じ
め
を
、
部
材
献
上
と
い
う
形
で
取
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

こ
れ
を
紀
伊
徳
川
家
の
場
合
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
家
的
な
大

事
業
で
は
利
権
が
動
き
想
定
外
の
事
態
も
起
こ
り
や
す
い
の
は
現
代
で
も
同
様
で
あ

る
。
寛
永
三
年
六
月
以
前
の
頼
宣
の
動
き
が
公
儀
側
の
記
録
に
見
え
な
い
た
め
、「
先

い
そ
き
罷
上
り
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
何
で
あ
っ
た
の
か
判
ら
な
い
。
あ
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『
南
紀
徳
川
史
』
に
は
「
同
（
寛
永
）
四
卯
年
伏
見
角
倉
主
馬
屋
敷
御
買
入
」
と
す
る
屋
敷
も
存
在
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
が
、
場
所
の
特
定
は
で
き
て
い
な
い
。

10 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵　

図
四
二
六
。

11
「
内
藤
紀
伊
守
正
信
」
は
「
信
正
」、「
山
口
駿
河
守
直
之
」
は
「
直
友
」
の
誤
記
で
あ
る
。

12
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
卷
三
百
二
十
八
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
６　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和

三
十
九
年
。）

13
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
で
「
應
倫
」
と
す
る
直
友
の
入
道
号
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
「
惠
倫
」
と
し
、

『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
で
元
和
五
年
八
月
条
に
み
ら
れ
る
伏
見
城
番
兼
伏
見
町
奉
行
へ
の
就
任
は
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
で
は
元
和
六
年
と
す
る
な
ど
、
両
書
の
記
載
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

山
口
直
友
・
直
堅
の
来
歴
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
卷
二
百
四
十
六
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
４　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
三
十
九
年
。）
所
収
。

14 

宮
上
茂
隆
「
中
井
一
族
の
築
城
の
系
譜
か
ら
探
る
二
度
移
築
さ
れ
た
慶
長
度
天
守
」（『
歴
史
群
像　

名
城

シ
リ
ー
ズ
⑪　

二
条
城
』
学
習
研
究
社　

一
九
九
六
年
。）

15 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
・
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
・
読
売
新
聞
社
・
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
編
『
江
戸
東
京
博
物
館
開
館
20
周
年
記
念 

二
条
城
展
』（
京
都
市
・
読
売
新
聞
社
・
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　

二
〇
一
二
年
）

16 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵　

図
二
三
二
。

17 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
こ
の
史
料
は
藤
井
譲
治
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
。
文
中
の
「
／
」
は
改
行

を
表
す
。
筆
者
加
筆
。

18 

新
修
名
古
屋
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第
三
巻　

名
古
屋
市　

平
成
十
一
年
。

19 
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
寛
永
六
年
正
月
、
原
田
右
衛
門
の
処
分
に
つ
き
土
井
利
勝
よ
り
竹
腰
正
信
宛
書
状
」

（
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
21　

近
世
７　

領
主
１　

愛
知
県　

平
成
二
十
六
年　

所
収
。）

註１
（
公
財
）
徳
川
黎
明
会 

徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
源
敬
様
御
代
御
記
録
』
第
一
～
第
四　

八
木
書
店
古
書

出
版
部　

二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
九
年
。

２ 

堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
巻
～
第
十
七
巻
・
総
目
録
（
復
刻
版
）　

名
著
出
版　

昭
和
四
十
五
年
～

昭
和
四
十
七
年
。

３ 

関
連
記
事
が
所
収
さ
れ
る
の
は
、
黒
坂
勝
美
編
『
新
訂
増
補
國
史
体
系 

德
川
實
紀
』
第
二
篇　

吉
川
弘
文

館　

昭
和
五
年
。

４ 

堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
巻
（
復
刻
版
）　

名
著
出
版　

昭
和
四
十
五
年
。

５ 

元
和
六
年
～
寛
永
元
年
の
自
筆
日
次
記
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。（
元
和
九
年
六
月
分
ま
で
は
『
図
書
寮
叢
刊 

九
条
家
歴
世
記
録
』
第
四
巻
所
収
）（
注
釈
及
び
引
用
は
、
及
川
亘
「
元
和
九
年
将
軍
父
子
上
洛
関
係
記
録

記
事
抄
」［
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
〇
ー
二
『
将
軍
父
子
上
洛
と
将
軍
宣
下
の
政
治

社
会
史
的
研
究
』
二
〇
〇
七
～
二
〇
一
〇
年
度 

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書　

山
口
和
夫
（
研
究
代
表
）・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
集
・
発
行　

二
〇
一
一
年
。］
よ
り
引
用
。）

６ 

壬
生
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。（
注
釈
及
び
引
用
は
、
前
掲
注
（
５
）
参
照
。）

７ 

自
筆
本
・
醍
醐
寺
蔵
。（
注
釈
及
び
引
用
は
、
前
掲
注
（
５
）
参
照
。）

８ 

前
掲
注（
１
）に
お
け
る
注
釈
で
は
、元
和
九
年
七
月
八
日
の「
御
發
駕
」を「
義
直
上
洛
に
つ
き
名
古
屋
發
駕
」

と
す
る
。

９ 

和
歌
山
県
立
博
物
館
・
和
歌
山
市
立
博
物
館
編
『
徳
川
家
入
国
４
０
０
年
記
念
特
別
展 

徳
川
頼
宣
と
紀
伊

徳
川
家
の
名
宝
』　

和
歌
山
県
立
博
物
館
・
和
歌
山
市
立
博
物
館　

二
〇
一
九
年
。

く
ま
で
も
想
像
の
範
疇
と
し
て
、
公
儀
普
請
・
作
事
に
関
す
る
不
祥
事
や
不
慮
の
事

故
・
不
測
の
事
態
と
い
っ
た
類
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
答
え
を
導
き

出
す
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
本
史
料
の
行
間
か
ら
は
こ
う
い
っ
た
些
事
も
類
推
で
き

る
た
め
、
興
味
深
い
史
料
と
い
え
よ
う
。



50

追
記　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
同
僚
の
木
村
慎
平
・
種
田
祐
司
・
堀
内
亮
介
各

氏
及
び
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
の
藤
田
英
昭
氏
に
ご
助
言
賜
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教

授
の
及
川
亘
氏
、
石
川
県
立
博
物
館
館
長
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
の
藤
井
譲
治
氏
よ
り
、
史
料
の
提

供
及
び
ご
教
示
賜
っ
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

《Title》
An Analysis of the system assigning various daimyo construction tasks without 

compensation, by the Tokugawa clan on a Letter from Kii Tokugawa 1st Yorinobu to 

Owari Tokugawa 1st Yoshinao.

《Keyword》
Kii Tokugawa 1st Yorinobu, Owari Tokugawa 1st Yoshinao, Fushimi residence of 

Kii Tokugawa clan, The system assigning various daimyo construction tasks without 

compensation, The 108th Emperor Gomizunoo visited Nijo Castle, Records of 2nd 

Shogun Hidetada, Records of 3rd Shogun Iemitsu, Records of Owari Tokugawa 1st 

Yoshinao, Records of Kii Tokugawa clan, Diaries of Mibu Takasuke, Diaries of Gien 

Jugou, Diaries of Kujo Yukiie, Construction of Fushimi Castle, Construction of Yodo 

Castle, Construction of Nijo Castle, Construction of Edo Castle
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「
御
小
納
戸
日
記
」
に
み
る
名
古
屋
城
二
之
丸
御
庭
の
改
造

木
村  

慎
平

は
じ
め
に

（
一
）
課
題

　

名
古
屋
城
二
之
丸
御
殿
は
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
が
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に

本
丸
御
殿
か
ら
移
徙
し
て
以
後
、
幕
末
に
至
る
ま
で
尾
張
徳
川
家
当
主
の
居
館
と
し

て
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
北
側
に
隣
接
す
る
広
大
な
御
庭
も
、
義
直
の
時
代
に
設
け
ら

れ
た
と
さ
れ
る１

。
義
直
の
時
代
の
御
庭
は
、
儒
教
聖
人
を
祀
る
「
御
祠
堂
」
を
中

核
と
す
る
中
国
風
の
庭
園
で
あ
っ
た２

。

　

だ
が
、
こ
の
御
庭
は
尾
張
徳
川
家
十
代
斉
朝
の
時
代
（
藩
主
在
任
：
寛
政
十
二
年

〈
一
八
〇
〇
〉
～
文
政
十
年
〈
一
八
二
七
〉）
に
大
き
く
手
を
加
え
ら
れ
た
。
斉
朝
に

よ
る
改
造
を
経
た
御
庭
の
姿
を
描
い
た
と
さ
れ
る
の
が
、「
御
城
御
庭
絵
図
」（
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
と
「
尾
二
ノ
丸
御
庭
之
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
築
山
や
池
の
間
を
縫
う
よ
う
に
園
路
が
通
り
、
四
季
折
々
の
樹
木
や
草
花
に

彩
ら
れ
、
随
所
に
茶
屋
が
設
け
ら
れ
た
池
泉
回
遊
式
の
広
大
な
和
風
庭
園
が
描
か
れ

て
い
る
。
義
直
の
時
代
と
斉
朝
の
時
代
に
は
百
五
十
年
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の

間
の
変
遷
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
不
明
確
な
点
が
多
い
も
の
の
、
斉
朝
に
よ
る

御
庭
の
改
造
が
、
こ
の
御
庭
の
歴
史
に
お
け
る
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。

　

こ
の
斉
朝
に
よ
る
御
庭
の
改
造
に
つ
い
て
は
、
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園３

の

整
備
に
関
連
し
て
、
近
年
「
御
城
御
庭
絵
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
絵
図
の
調
査
と
比

較
検
討
が
進
め
ら
れ
、
二
之
丸
御
庭
に
関
連
す
る
絵
図
類
の
所
在
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に

な
っ
た４

。
ま
た
、
御
庭
改
造
後
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
も
、
白
根
孝
胤
氏
に
よ
っ

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る５

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭
の
改
造
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の

か
は
、後
年
の
編
纂
物
で
あ
る『
金
城
温
古
録
』の
記
述
を
も
と
に
推
定
す
る
の
み
で
、

必
ず
し
も
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
各
絵
図
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
に
も
、
御
庭
改
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
年
代
の
明
確
な
史
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
御
小
納

戸
日
記
」
に
記
さ
れ
た
二
之
丸
御
庭
改
造
に
関
係
す
る
記
事
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら

読
み
と
れ
る
御
庭
改
造
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
御
庭
改
造
や

維
持
管
理
の
担
い
手
、
御
庭
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
試
み
た
い
。

　

な
お
、「
御
小
納
戸
日
記
」
か
ら
抜
粋
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、番
号
を
付
し
て
「
史

料
編
」
と
し
て
翻
刻
を
掲
載
し
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
二
）
史
料

　

本
稿
で
用
い
る
「
御
小
納
戸
日
記
」
と
は
、
藩
主
の
側
に
仕
え
て
雑
務
を
司
っ
た

尾
張
藩
の
御
小
納
戸
が
、
日
々
の
職
務
を
記
録
し
た
日
記
で
あ
る６

。
正
確
に
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド

名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園　

御
小
納
戸
日
記　

徳
川
斉
朝　



52

藩
主
在
国
中
の
日
記
を
「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
」、在
府
中
の
国
許
で
の
日
記
を
「
尾

州
御
留
守
日
記
」、
在
府
中
の
江
戸
で
の
日
記
を
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」
と
称
し

た
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
御
小
納
戸
日
記
」
と
総
称
す
る７

。

　

現
存
す
る
な
か
で
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
「
江
戸

御
小
納
戸
日
記
」
が
最
古
で
あ
る
。「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
」
も
元
文
四
年
五
月
四

日
か
ら
始
ま
る
冊
が
現
存
最
古
で
あ
る
。
一
方
、
現
存
す
る
最
も
新
し
い
「
御
小
納

戸
日
記
」
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
」
で
あ
る
。
こ

の
間
、
一
部
欠
落
は
あ
る
も
の
の
、「
御
小
納
戸
日
記
」
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
書

き
継
が
れ
て
お
り
、
通
時
的
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
向
き
の
諸
事
を
司

る
御
小
納
戸
は
、二
之
丸
御
殿
の
奥
に
位
置
す
る
御
庭
の
管
理
に
も
関
与
し
て
お
り
、

御
庭
の
改
造
や
利
用
に
関
す
る
記
事
の
存
在
も
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）
対
象
と
す
る
年
代

　

も
っ
と
も
、「
御
小
納
戸
日
記
」
は
膨
大
な
量
の
記
録
で
あ
る
た
め
、本
稿
で
は
「
御

小
納
戸
日
記
」
の
う
ち
文
政
元
年
前
後
の
時
期
に
限
定
し
て
検
討
し
た
い
。
斉
朝
は

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
尾
張
に
初
め
て
入
国
し
、
文
政
四
年
に
は
改
造
後
の
御

庭
で
菊
花
御
覧
を
実
施
す
る
な
ど
、
御
庭
の
整
備
が
か
な
り
の
程
度
進
ん
で
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る８

。

　

ま
た
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
か
ら
も
、
斉
朝
に
よ
る
御

庭
の
改
造
が
文
政
初
年
前
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
は
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭
改
造
以
前
に
お
け
る
御
庭
周
辺
の
様

子
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
、①
「
北
御
庭
古
図

９」、②
「
御
花
畠
御
構
大
体１０

」、
③
「
二

之
丸
御
殿
古
図１１

」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

①
は
、『
金
城
温
古
録
』
第
四
十
四
冊
に
掲
載
さ
れ
た
御
庭
の
概
略
図
で
あ
る
。

年
代
の
表
記
は
な
い
が
、
茶
屋
等
の
な
い
簡
素
な
造
り
で
あ
り
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭

改
造
以
前
の
姿
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
②
は
、
御
庭
の
境
界
を
隔
て
て

東
側
に
あ
た
る
「
御
花
畠
御
構
」
を
描
い
た
図
で
あ
る
。
年
代
は
「
文
政
以
前
」
と

さ
れ
、
や
は
り
御
庭
改
造
以
前
の
姿
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、

御
花
畠
御
構
に
は
御
稽
古
場
・
御
矢
場
・
御
厩
・
御
馬
場
と
い
っ
た
武
芸
稽
古
の
た

め
の
施
設
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
区
域
は
「
御
城
御
庭
絵
図
」
で
は
御
庭
の
一
部
と

な
っ
て
お
り
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭
改
造
に
よ
っ
て
御
庭
に
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
②
に
は
、「
御
花
畠
御
構
」
の
南
側
に
「
元
二
ノ
丸
長
局
之
所
／
文
政
以

后
御
築
山
／
南
御
泉
水
ト
称
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
の
二
之
丸
御
殿
を
描

い
た
③
を
見
る
と
、
御
花
畠
御
構
の
南
側
に
、
東
西
に
伸
び
る
長
局
が
二
棟
な
ら
ん

で
お
り
、
こ
の
長
局
が
文
政
の
初
め
に
南
へ
移
さ
れ
、
跡
地
が
「
御
泉
水
御
庭
」
と

な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
文
政
初
め
に
御
庭
は
東
側
の
御
花
畠
御
構
、
さ
ら

に
そ
の
南
の
長
局
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
広
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
次
節
以
降
で
は
文
政
初
年
前
後
を
中
心
に
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭
改
造
に

関
連
す
る
「
御
小
納
戸
日
記
」
の
記
事
を
紹
介
・
検
討
す
る
。

一
　
斉
朝
入
国
時
の
記
事
に
み
る
御
庭
の
変
遷

　

ま
ず
、
御
庭
の
変
遷
を
「
御
小
納
戸
日
記
」
か
ら
大
ま
か
に
検
証
す
る
た
め
、
斉

朝
入
国
時
に
お
け
る
熨
斗
鮑
や
床
飾
り
に
関
す
る
記
事
を
見
て
い
き
た
い
。
藩
主
入

国
時
に
は
御
庭
内
の
茶
屋
を
含
む
二
之
丸
御
殿
各
所
に
熨
斗
鮑
等
の
床
飾
り
が
設
け

ら
れ
た
。
こ
の
た
め
「
御
小
納
戸
日
記
」
に
は
そ
の
計
画
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
御
庭
内
の
茶
屋
等
の
変
遷
を
概
観
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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ま
ず
、
史
料
①
は
文
化
十
年
に
斉
朝
が
入
国
す
る
際
の
床
飾
り
や
熨
斗
鮑
に
関
す

る
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
の
名
は
み
え
な
い
。
一
方
、
史
料

③
は
文
化
十
四
年
四
月
の
斉
朝
入
国
直
前
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
史
料
①
に
は

な
い
「
新
御
席
」「
多
春
園
」「
玉
壷
亭
」「
風
信
」
と
い
う
茶
屋
の
名
前
が
み
え
る
。

ま
た
、
史
料
②
に
よ
れ
ば
、
こ
の
直
前
に
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
八
重
桜
と
庭
桜

を
「
元
御
稽
古
場
之
跡
」
お
よ
び
「
風
信
御
茶
屋
前
」
に
場
所
を
見
立
て
て
植
栽
す

る
よ
う
江
戸
表
か
ら
伝
え
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
斉
朝
入
城
後
の
文
化
十
四
年
四
月

十
日
、
年
寄
衆
が
斉
朝
の
案
内
で
二
之
丸
御
庭
を
拝
見
し
た
（
史
料
④
）。
こ
の
と

き
年
寄
衆
は
新
御
席
・
御
植
木
屋
・
玉
壷
亭
・
風
信
等
を
拝
見
し
た
の
ち
、
多
春
園

の
二
階
で
酒
食
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
文
化
十
年
か
ら
十
四
年
の

あ
い
だ
に
一
連
の
茶
屋
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
御
花
畠
御
構
に
あ
っ
た
御
稽
古

場
が
撤
去
（
移
転
）
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

史
料
③
④
に
み
え
る
多
春
園
・
風
信
・
御
植
木
屋
は
「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
も
描

か
れ
て
い
る
が
、
玉
壷
亭
と
新
御
席
は
同
絵
図
に
は
み
え
な
い
。
一
方
、
同
絵
図
に

み
え
る
茶
屋
の
う
ち
権
現
山
下
御
席
・
霜
傑
・
余
芳
の
名
前
は
、
史
料
③
④
に
は
み

え
な
い
。
し
た
が
っ
て
文
化
十
四
年
四
月
に
は
、
一
部
御
庭
の
改
造
が
進
め
ら
れ
て

い
た
も
の
の
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
描
か
れ
た
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
史
料
⑳
は
文
政
四
年
に
斉
朝
が
入
国
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。こ
こ
に
は
、

史
料
③
に
み
え
る
茶
屋
以
外
に
「
御
庭
御
数
寄
屋
」「
権
現
山
下
新
御
数
寄
屋
」「
霜

傑
御
茶
屋
」
の
名
前
が
み
え
る
。
一
方
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
み
え
る
余
芳
の
名

前
は
み
え
な
い
が
、
同
絵
図
に
は
な
い
玉
壷
亭
の
名
は
引
き
続
き
記
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
他
は
「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
描
か
れ
た
茶
屋
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、

少
な
く
と
も
茶
屋
に
関
し
て
は
、
同
絵
図
に
近
い
構
成
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
概
観
か
ら
、
ま
ず
史
料
①
（
文
化
十
年
）
と
史
料
③
（
文
化
十
四
年
）
の

あ
い
だ
に
、
御
庭
の
改
造
が
一
定
程
度
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
（
第
一
段

階
）。
そ
し
て
史
料
③
か
ら
史
料
⑳
（
文
政
四
年
）
の
あ
い
だ
に
、
さ
ら
な
る
御
庭

の
改
造
が
進
め
ら
れ
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
の
姿
に
近
い
御
庭
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
第
二
段
階
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
他
の
絵
図
や
「
御
小
納
戸
日
記
」
の
記

事
か
ら
、
御
庭
改
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

図１　二之丸御庭道及踏石図（部分）　名古屋市蓬左文庫蔵
　　　左上に「玉壷亭」、右下に「新御席」

玉
壷
亭

新
御
席
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二
　
御
庭
改
造
の
計
画
と
絵
図

　

ま
ず
、
第
一
段
階
の
御
庭
改
造
に
つ
い
て
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
「
御
城
二
之
丸
之
図
」（
口
絵
６
・
７
）
と
「
二
之
丸
御

庭
道
及
踏
石
図
」
で
あ
る
。

　
「
御
城
二
之
丸
之
図
」
は
、
御
庭
全
体
と
御
花
畠
御
構
、
そ
し
て
そ
の
南
側
に
位

置
す
る
御
殿
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
線
は
墨
と
朱
で
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、

墨
線
が
現
況
を
、
朱
線
が
計
画
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
い
く
つ
か
の

築
山
は
破
線
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
計
画
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、「
二
之
丸
御
庭
道
及
踏
石
図
」
は
、
御
庭
内
の
道
と
踏
石
を
黒
い
貼
紙
で
示

し
て
い
る
。
両
図
を
比
較
す
る
と
描
か
れ
た
範
囲
に
違
い
が
あ
り
、
園
路
等
に
も
差

異
が
あ
る
も
の
の
、
建
物
の
位
置
と
名
称
は
お
お
よ
そ
一
致
す
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
両
図
に
お
け
る
御
庭
の
範
囲
を
み
る
と
、
先
に
み
た
「
北
御
庭
古

図
」
や
「
御
花
畠
御
構
大
体
」
と
比
較
し
て
、
御
庭
が
東
側
に
大
き
く
突
出
し
て
い

る
。
そ
し
て
突
出
部
の
東
南
隅
に
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
で
は
「
御
席
」（
巻
頭
図

版
）、「
二
之
丸
御
庭
道
及
踏
石
図
」
で
は
「
新
御
席
」
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、
両
絵
図
に
共
通
し
て
西
南
隅
に
多
春
園
、
中
央
南
側
に
風
信
、
そ
の
や
や
北

東
に
玉
壷
亭
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
茶
屋
は
、
史
料
③
④
の
記
述
と
一
致
し

て
い
る
。
玉
壷
亭
の
位
置
は
「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
お
け
る
余
芳
の
位
置
と
重
な
る
。

次
に
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
の
朱
線
部
分
を
み
る
と
、
御
庭
の
南
側
に
あ
っ
た
長

局
を
御
殿
南
側
の
空
間
に
移
し
、
長
局
の
跡
地
に
御
庭
を
広
げ
る
計
画
が
み
て
と
れ

る
。
ま
た
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
に
は
、
い
く
つ
か
「
尾
二
ノ
丸
御
庭
之
図
」
と

同
じ
名
称
の
築
山
が
記
さ
れ
て
お
り
、
両
絵
図
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
と
「
御
城
御
庭
絵
図
」（「
尾
二
ノ
丸
御

庭
之
図
」）
に
は
大
き
な
違
い
も
存
在
す
る
。
ま
ず
「
御
城
二
之
丸
之
図
」
で
は
長

局
の
跡
地
に
園
路
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
で
は
同
じ
場
所

に
池
が
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
６
・
７
、
図
２
）。
ま
た
「
御
城
御
庭
絵
図
」
で
は
こ

の
池
の
周
囲
に
築
山
が
描
か
れ
る
が
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
で
は
築
山
の
名
前
が

列
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
次
に
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
で
は
北
東
方
面
に
も
御
庭

を
広
げ
て
「
霜
傑
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
に
は
北
東
方

面
に
御
庭
を
広
げ
る
計
画
は
み
え
ず
、
霜
傑
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
西
側
に
目
を
向

け
る
と
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
あ
る
栄
螺
山
が
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
に
は
描
か

れ
て
い
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
と
「
二
之
丸
御
庭
道
及
踏
石
図
」
は
、

文
化
十
四
年
以
降
に
お
け
る
御
庭
拡
張
と
築
山
整
備
の
初
期
段
階
に
お
け
る
計
画
を

図２　御城御庭絵図（部分）　名古屋市蓬左文庫蔵
　　　御庭の東側。南に池、北東に「霜傑」が見える。

霜傑

池
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記
し
た
絵
図
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
文
政
元
年
の
長
局
移
転
と
御
庭
の
拡
大

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
御
殿
長
局
の
移
転
を
と
も
な
う
御
庭
の
改
造
が
文

化
十
四
年
三
月
以
降
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
作
事
が
行
わ

れ
た
時
期
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
記
事
が
史
料
⑪
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
七
月
十
七
日
に
、
側
用
人
の
小
瀬
新
右
衛
門
が
御
小
納
戸
に
申
し
渡

し
た
事
項
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
か
ら
、
二
之
丸
御
殿
（
御
城
）
の
広
敷
長
局
を
大
奥
対
面
所
南
の
御
庭

広
場
へ
引
き
移
し
、
そ
の
跡
を
御
庭
と
す
る
旨
が
、
江
戸
表
か
ら
命
じ
ら
れ
、
早
速

作
事
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
斉
朝
は
江
戸
に
お
り
、「
江

戸
表
」
か
ら
の
指
示
は
斉
朝
の
指
示
を
意
味
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
み
え
る
「
御
廣
敷
長
局
」
は
、
先
に
み
た
と
お
り
御
花
畠
御
構
の
南
隣
に

建
っ
て
い
た
。
史
料
⑪
で
長
局
の
移
築
先
と
さ
れ
る「
大
奥
御
對
面
所
南
御
庭
廣
場
」

は
、
史
料
⑫
で
は
「
金
之
御
間
前
御
庭
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
御
城
二
之
丸
之
図
」

（
口
絵
６
・
７
）を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、金
之
御
間
の
南
側
は
開
け
た
空
間
に
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
に
長
局
を
移
し
て
、
長
局
跡
を
御
庭
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
は
「
御
城
二
之
丸
之
図
」
の
朱
書
と
も
符
合
し
て
お
り
、「
御
城
二
之
丸

之
図
」
は
こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
た
計
画
図
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
と
前
後
し
て
、
五
月
二
十
九
日
に
は
、
御
小
納
戸
が
「
御
庭
御
手
入
御
用
ニ

付
御
屋
形
内
土
為
堀
取
候
筈
」
で
あ
る
旨
を
作
事
奉
行
に
か
け
あ
っ
て
い
る
（
史
料

⑧
）。「
御
屋
形
」
と
は
、
二
之
丸
東
大
手
を
出
て
す
ぐ
に
あ
る
三
之
丸
内
の
屋
敷
で

あ
る１３

。
こ
こ
に
は
尾
張
徳
川
家
九
代
宗
睦
の
養
子
・
治
行
の
正
室
で
あ
る
聖
聡
院

が
文
化
元
年
七
月
に
亡
く
な
る
ま
で
居
住
し
て
い
た
が
、
以
後
は
空
き
家
に
な
っ
て

い
た１４

。
こ
の
た
め
御
庭
手
入
れ
に
必
要
な
土
砂
を
こ
こ
か
ら
掘
り
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
六
月
十
一
日
・
二
十
七
日
（
史
料
⑨
⑩
）
に
も
御
屋
形
か
ら
御
庭
へ

の
土
砂
搬
入
に
関
す
る
記
事
が
み
え
、
長
局
移
転
を
命
じ
ら
れ
る
以
前
か
ら
、
築
山

の
造
成
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

四
　
作
事
の
担
い
手
へ
の
褒
賞
と
手
入
れ
の
多
忙
化

　

こ
の
の
ち
御
庭
の
作
事
に
関
す
る
記
事
は
途
切
れ
る
が
、
文
政
二
年
正
月
に
「
局

跡
新
御
庭
御
用
御
築
山
御
用
等
引
請
骨
折
相
勤
候
」
と
い
う
名
目
で
、
御
庭
預
の
谷

次
郎
助
に
金
壱
分
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る（
史
料
⑬
）。「
局
跡
新
御
庭
」

と
は
長
局
を
移
転
し
た
跡
地
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
御
庭
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、「
御

築
山
御
用
」
も
二
之
丸
御
庭
に
お
け
る
築
山
の
造
成
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
谷
次
郎
助
は
文
政
元
年
に
行
わ
れ
た
二
之
丸
御
庭
の
改
造
に
お
け
る
功

績
を
認
め
ら
れ
て
褒
賞
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
ま
で
に
は
御
庭

の
作
事
が
か
な
り
の
程
度
進
展
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
記
事
は
御
庭
改
造
の
担
い
手
を
具
体
的
に
記
し
た
史
料
と
し
て
も
貴

重
で
あ
る１５

。
谷
次
郎
助
は
文
政
元
年
四
月
に
江
戸
か
ら
尾
張
へ
、
配
下
の
者
二
名

を
引
き
連
れ
て
到
着
し
て
い
る
（
史
料
⑥
⑦
）。
時
期
的
に
み
て
、
お
そ
ら
く
二
之

丸
御
庭
の
改
造
を
見
据
え
た
異
動
で
あ
ろ
う
。

　

谷
次
郎
助
は
文
化
六
年
十
二
月
二
十
八
日
、
御
庭
預
並
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、

同
九
年
十
二
月
朔
日
に
御
庭
預
本
役
と
な
っ
た１６

。
次
郎
助
の
父
覚
兵
衛
も
安
永
十

年
（
一
七
八
一
）
四
月
に
御
庭
之
者
頭
並
と
し
て
切
米
七
石
を
与
え
ら
れ
、
寛
政
八

年
（
一
七
九
六
）
二
月
に
は
御
庭
預
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
覚
兵
衛
の
父
（
次
郎

助
の
祖
父
）
文
右
衛
門
（
の
ち
覚
兵
衛
）
も
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
二
月
に
御

庭
足
軽
か
ら
御
庭
之
者
頭
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
谷
家
は
遅
く
と
も
次
郎
助
の
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祖
父
文
右
衛
門
の
代
か
ら
、
尾
張
藩
に
お
い
て
代
々
御
庭
に
関
わ
る
役
目
を
果
た
し

て
き
た
家
系
で
あ
る
。

　

ま
た
先
に
み
た
よ
う
に
、
谷
次
郎
助
が
江
戸
詰
め
を
経
験
し
て
い
た
点
も
注
目
さ

れ
る
。
尾
張
藩
で
は
上
屋
敷
で
あ
る
市
谷
邸
に
楽
々
園
、
下
屋
敷
で
あ
る
戸
山
邸
に

戸
山
荘
と
い
う
広
大
な
御
庭
を
整
備
し
て
お
り
、
将
軍
や
諸
大
名
と
の
饗
宴
の
場
と

し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
谷
が
江
戸
で
ど
の
よ
う
な
役
目
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
は

今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
尾
張
藩
邸
に
お
け
る
御
庭
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
経
験
が
二
之
丸
御
庭
の
作
庭
に
も
活
か
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

史
料
⑬
に
戻
る
と
、
文
政
二
年
正
月
に
は
、
谷
だ
け
で
な
く
御
庭
の
手
入
れ
に
関

わ
る
人
々
が
広
く
褒
賞
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
「
御
庭
預
支

配
之
者
」
の
う
ち
組
頭
三
人
が
「
御
庭
御
用
常
〻
骨
折
」
を
理
由
に
、「
御
庭
御
掃

除
之
者
」
の
う
ち
「
御
植
木
懸
」
三
人
が
「
御
植
木
御
鉢
物
御
手
入
方
等
骨
折
」
を

理
由
に
、
さ
ら
に
「
御
庭
御
掃
除
之
者
」
十
六
人
が
「
人
少
ニ
候
処　

御
慰
御
用
并

御
掃
除
等
骨
折
」
を
理
由
に
褒
賞
金
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
前
年
中
に
行
わ
れ
た
御

庭
の
改
造
を
担
っ
た
人
々
に
対
し
て
広
く
褒
賞
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
「
御
庭
御
掃
除
之
者
」
の
褒
賞
理
由
に
「
人
少
ニ
候
処
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
手
入
れ
の
人
員
に
は
不
足
が
生
じ
て
い
た
。
史
料
⑭
に
よ
れ

ば
文
政
二
年
三
月
朔
日
、
御
小
納
戸
は
御
用
人
に
対
し
て
御
庭
を
手
入
れ
す
る
中
間

の
増
員
を
要
求
し
た
。斉
朝
の
留
守
中
に
は
中
間
五
人
で
掃
除
等
を
行
っ
て
い
た
が
、

斉
朝
の
帰
国
が
四
月
二
日１７

に
迫
り
、
そ
の
「
待
請
御
用
」
の
た
め
人
数
が
不
足
し
、

在
国
中
と
同
じ
く
十
人
体
制
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
御
庭
の
手
入
れ
は
追
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
御
小
納
戸
は

三
月
十
三
日
に
再
度
中
間
三
十
人
の
増
員
を
要
望
し
た
（
史
料
⑮
）。
そ
の
理
由
は

第
一
に
、
去
年
以
来
御
庭
が
広
げ
ら
れ
築
山
や
植
え
込
み
が
多
く
な
り
、
掃
除
に
手

間
取
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
に
、「
御
庭
向
御
手
入
方
」

に
つ
い
て
江
戸
表
か
ら
頻
繁
に
指
示
が
く
る
た
め
、
そ
の
対
応
に
か
か
り
き
り
に
な

り
、
掃
除
に
手
が
回
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
に
い
る

間
も
斉
朝
が
二
之
丸
御
庭
に
つ
い
て
頻
繁
に
指
示
を
出
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
斉
朝
入
国
後
も
継
続
し
て
い
た
。
史
料
㉓
に
よ
れ
ば
、
文
政

四
年
七
月
、
御
小
納
戸
は
、「
近
年
御
庭
向
御
物
好
等
」
に
よ
り
御
庭
御
掃
除
之
者

が
多
忙
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
御
用
人
に
対
し
て
中
間
六
人
の
受
け
取
り
を
要
望
し

た
。
斉
朝
の
「
御
庭
向
御
物
好
」
に
よ
っ
て
御
庭
の
手
入
れ
が
多
忙
化
し
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

五
　
馬
場
の
移
転

　

御
庭
を
御
花
畠
御
構
の
方
面
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
も
と
も
と
こ
こ
に
あ
っ

た
稽
古
場
・
矢
場
・
馬
場
も
撤
去
（
移
転
）
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
稽

古
場
と
矢
場
に
つ
い
て
は
「
御
城
御
庭
絵
図
」
を
み
る
と
東
側
の
外
縁
土
居
際
に
描

か
れ
て
い
る
（
図
２１８

） 

。「
御
小
納
戸
日
記
」
に
は
、
先
に
み
た
史
料
⑪
の
後
段
に
、

「
御
稽
古
場
場
所
替
」
に
つ
い
て
江
戸
表
か
ら
申
し
伝
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
後
の
動
向
に
関
す
る
記
事
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、

馬
場
に
つ
い
て
は
『
金
城
温
古
録
』
お
よ
び
「
御
小
納
戸
日
記
」
に
関
連
す
る
記
述

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』「
二
之
丸
編
四　

御
花
畠
御
構
部
」
に
よ
れ
ば
、
馬
場
は
文
政
三

年
に
「
下
御
深
井
松
山
の
西
」
へ
移
さ
れ
、
跡
地
は
「
此
頃
、
此
辺
に
御
築
山
御
庭

作
の
御
事
あ
る
に
因
て
此
所
御
植
溜
と
成
」と
い
う１９

。
た
し
か
に
「
御
城
御
庭
絵
図
」

で
は
、
も
と
も
と
馬
場
の
あ
っ
た
場
所
は
東
側
外
縁
部
分
の
通
路
と
な
っ
て
お
り
、



57 名古屋城調査研究センター研究紀要　第２号（2021 年）　

土
居
際
に
は
北
側
か
ら
順
に
植
栽
の
あ
る
築
山
・
稽
古
場
・
矢
場
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

同
時
期
の
「
御
小
納
戸
日
記
」
を
み
る
と
、
文
政
三
年
六
月
二
十
四
日
に
は
、
す

で
に
馬
場
は
撤
去
さ
れ
て
馬
場
御
殿
（「
御
立
間
」「
馬
見
所
」）
も
解
体
さ
れ
、
下

御
深
井
御
庭（
下
御
庭
）へ
の
移
築
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た（
史
料
⑯
）。

同
年
七
月
二
十
三
日
に
は
普
請
奉
行
と
作
事
奉
行
に
よ
る
移
転
先
の
見
分
が
行
わ
れ

た
（
史
料
⑰
）。
そ
し
て
同
年
十
一
月
三
日
か
ら
馬
場
の
移
転
に
取
り
掛
か
る
こ
と

と
な
り
、
移
転
先
は
「
樅
花
壇
之
内
」
と
さ
れ
た
（
史
料
⑱
）。
同
月
五
日
に
は
馬

場
の
普
請
に
用
い
る
砂
や
芝
の
運
搬
に
関
す
る
記
事
が
み
え
、
予
定
通
り
移
転
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
史
料
⑲
）。

　
『
金
城
温
古
録
』「
御
深
井
御
庭
編
」
に
も
、
こ
の
馬
場
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り１９

、

移
転
先
を
「
樅
花
壇
」
と
し
て
い
る
。
同
書
の
挿
図
「
御
深
井
御
庭
大
体
」
に
よ
れ

ば２０

、
樅
花
壇
の
場
所
は
蓮
池
の
北
西
辺
り
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
馬
場
は
文

政
三
年
中
頃
ま
で
に
撤
去
さ
れ
、
同
年
中
に
は
下
御
深
井
御
庭
に
移
転
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
金
城
温
古
録
』「
御
深
井
御
庭
編
」
は
、
こ
の
馬
場
は
斉
朝
没
後
、
す
な

わ
ち
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
廃
止
さ
れ
て
元
の
場
所
に
復
旧
し
た
と
す
る
。
だ

が
、
同
じ
『
金
城
温
古
録
』「
二
之
丸
編
四　

御
花
畠
御
構
部
」
に
は
「
天
保
十
四

年
卯
春
、
松
山
西
を
止
め
ら
れ
て
又
爰
に
御
復
築
仰
付
ら
る
と
聞
え
し
」
と
あ
り
、

下
御
深
井
御
庭
に
移
転
し
た
馬
場
（
松
山
西
）
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
廃

止
さ
れ
て
、
二
之
丸
に
再
建
さ
れ
た
と
あ
る２１

。『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
は
矛
盾
し

て
い
る
が
、
天
保
十
四
年
の
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
に
は
「
向
御
屋
敷
御
厩
御
取
建

召
合
御
門
内
御
馬
場
御
築
立
等
一
巻
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
召
合
御
門
内
御
馬
場
」

の
再
建
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
天
保
十
四
年
に
馬
場
が
二
之
丸
御

庭
東
側
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う２２

。

六
　
二
之
丸
御
庭
の
利
用

　

最
後
に
、
斉
朝
に
よ
る
二
之
丸
御
庭
の
利
用
に
関
す
る
史
料
を
み
て
い
き
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
白
根
孝
胤
氏
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
新
た

に
発
見
し
た
御
庭
改
造
前
後
の
時
期
の
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　

先
に
み
た
よ
う
に
文
化
十
四
年
四
月
十
日
に
は
、
年
寄
衆
が
斉
朝
の
御
前
へ
召
さ

れ
、
梅
之
間
か
ら
御
庭
に
入
っ
て
新
御
席
・
御
植
木
屋
・
玉
壷
亭
・
風
信
等
を
拝
見

し
、
多
春
園
二
階
で
酒
食
の
饗
応
を
受
け
た
（
史
料
④
）。
翌
文
政
元
年
二
月
に
は

御
用
人
衆
も
こ
れ
に
準
じ
て
同
様
の
饗
応
を
受
け
た
（
史
料
⑤
。
た
だ
し
雨
天
に
つ

き
御
庭
拝
見
は
延
期
と
な
っ
た
）。

　

白
根
孝
胤
氏
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
十
月
に
は
奥
向
き
の
家
臣
や
年
寄
衆
を
招
い

て
菊
花
御
覧
が
催
さ
れ
、
菊
花
壇
を
眺
望
で
き
る
霜
傑
御
茶
屋
に
お
い
て
饗
宴
が
催

さ
れ
た
。
さ
ら
に
文
政
六
年
に
は
同
様
に
桜
の
花
見
が
行
わ
れ
、
多
春
園
で
饗
宴
が

催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
機
会
に
は
家
臣
へ
植
木
の
下
賜
も
行
わ
れ
た
と
い
う２３

。

　

上
記
の
饗
宴
は
霜
傑
と
多
春
園
で
行
わ
れ
た
が
、史
料
㉑
は
権
現
山
下
御
席
（「
権

現
山
下
新
御
数
寄
屋
」）
を
利
用
し
た
茶
事
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
文
政
四
年
七
月
、
権
現
山
下
御
席
に
お
い
て
茶
事
を
催
す
た
め
準
備
す
る
よ
う

御
小
納
戸
か
ら
奥
坊
主
組
頭
な
ど
へ
申
し
伝
え
て
い
る
。「
如
例
申
談
」と
あ
る
の
で
、

茶
事
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
催
し
の
機
会
以
外
で
も
、
斉
朝
が
日
常
的
に
御
庭
を
回
遊
し
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
が
史
料
㉔
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
夕
刻
に
斉
朝
が

御
庭
を
廻
る
時
間
と
、
日
雇
の
者
が
引
き
上
げ
る
時
間
と
が
重
な
る
た
め
、
斉
朝
が

権
現
山
裏
や
赤
松
山
か
ら
見
下
し
た
と
き
目
障
り
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
無
い
よ
う
日
雇
共
へ
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
に
と
、
御
小
納
戸
か
ら
日
雇
頭
と
黒
鍬

頭
に
申
し
伝
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
斉
朝
が
毎
夕
の
よ
う
に
御
庭
を
回
遊
し
て
い
た
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か
ら
こ
そ
生
じ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
御
小
納
戸
日
記
」
に
は
下
御
深
井
御
庭
へ
の
御
成
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
記
さ

れ
る
一
方
、
二
之
丸
御
庭
へ
の
御
成
の
様
子
は
、
家
臣
や
女
中
を
招
く
よ
う
な
催
し

を
除
き
、ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
下
御
深
井
御
庭
へ
の
御
成
は
、埋
門
を
通
っ

て
石
垣
を
下
り
、
水
堀
を
舟
で
渡
る
必
要
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
鷹
狩
り
も
行
わ
れ
る

た
め
、
水
主
や
鷹
匠
の
手
配
な
ど
種
々
の
下
準
備
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
二
之
丸
御
庭
へ
は
御
殿
か
ら
す
ぐ
に
足
を
運
べ
る
た
め
、
日
常
的
な
御

庭
の
回
遊
は
日
記
に
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
史
料

㉔
は
斉
朝
が
頻
繁
に
御
庭
へ
足
を
運
ん
で
い
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
の
検
討
に
よ
り
、
斉
朝
に
よ
る
御
庭
改
造
の
プ
ロ
セ
ス
は
か
な
り
の
程
度
明

確
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
ま
ず
、
文
化
十
年
か
ら
十
四
年
の
あ
い
だ
に
第
一
段
階
の

改
造
が
行
わ
れ
、
御
庭
が
北
東
方
面
に
や
や
拡
張
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
春
園
・
玉

壷
亭
・
新
御
席
・
風
信
・
御
植
木
屋
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
文
政
元
年
か
ら

第
二
段
階
の
改
造
が
進
め
ら
れ
、
長
局
を
移
転
し
て
跡
地
を
含
む
東
側
に
御
庭
が
拡

張
さ
れ
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
の
姿
に
近
い
御
庭
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

史
料
⑪
に
よ
っ
て
、
文
政
元
年
七
月
に
長
局
の
移
転
と
御
庭
造
成
が
、
江
戸
表
（
在

府
中
の
斉
朝
）
か
ら
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
明
確
に
な
り
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」
は

こ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
た
計
画
図
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
た
。

　

一
方
で
、
文
政
四
年
の
段
階
で
も
余
芳
が
存
在
せ
ず
、
い
ま
だ
玉
壷
亭
が
存
在
し

て
お
り
、「
御
城
御
庭
絵
図
」
の
と
お
り
の
姿
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
確

認
で
き
た
。
馬
場
の
移
転
が
確
認
で
き
る
の
も
文
政
三
年
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
御

庭
の
改
造
は
、
文
政
元
年
以
降
の
数
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
文
政
四
年
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る２４

。

　

加
え
て
、
本
稿
で
は
御
庭
の
改
造
や
手
入
れ
の
実
態
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
御
庭
改
造
の
担
い
手
と
し
て
御
庭
預
谷
次
郎
助
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
、
御
庭
の
拡
張
に
と
も
な
っ
て
手
入
れ
の
負
担
が
増
加
し
、
御
小
納

戸
が
中
間
の
増
員
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
る
様
子
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
御
庭
預
を

は
じ
め
と
す
る
作
庭
や
御
庭
管
理
に
関
わ
る
人
々
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
も
端
緒
と
な
る
情
報
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
御
庭
の
手
入
れ
が
多
忙
化
し
た
の
は
、
単
に
御
庭
の
面
積
が
広
が
っ
た
た

め
で
は
な
く
、
斉
朝
の
「
御
庭
向
御
物
好
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
斉
朝
は
毎
日

の
よ
う
に
御
庭
を
廻
っ
て
お
り
、
日
雇
が
築
山
か
ら
の
眺
望
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が

問
題
に
な
る
な
ど
、
二
之
丸
御
庭
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
。
斉
朝
の
園
芸
や
本
草
学
に
対
す
る
嗜
好
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
も
こ
の
点
を
御
庭
の
手
入
れ
に
関
す
る
史
料
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
え
る
。

　

斉
朝
は
文
政
十
年
に
隠
居
し
た
の
ち
も
下
御
深
井
御
庭
西
側
に
新
御
殿
を
設
け
て

嘉
永
三
年
に
歿
す
る
ま
で
名
古
屋
に
居
り
、
そ
の
間
の
藩
主
は
江
戸
在
府
の
期
間
が

長
か
っ
た
。
こ
の
た
め
名
古
屋
城
に
お
け
る
御
庭
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

隠
居
後
の
時
期
ま
で
含
め
、
下
御
深
井
御
庭
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
斉
朝
と
御
庭
と

の
関
わ
り
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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二
之
丸
御
庭
の
起
源
に
つ
い
て
は
井
上
光
夫
『
中
御
座
之
間
北
御
庭
惣
絵
考　

名
古
屋
城
二
之
丸
創
建
期

に
お
け
る
庭
園
の
変
遷
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

２
「
中
御
座
之
間
北
御
庭
惣
絵
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
は
、義
直
の
時
代
の
御
庭
を
描
い
た
と
さ
れ
る
（
井

上
前
掲
書
）。

３ 

こ
の
庭
の
旧
跡
は
現
在
「
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
」
と
し
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
範

囲
に
は
近
代
の
作
庭
部
分
を
含
む
た
め
、「
二
之
丸
庭
園
」
の
呼
称
を
江
戸
期
の
庭
を
指
し
て
用
い
る
と
誤

解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
江
戸
期
の
史
料
で
は
「
北
御
庭
」「
御
城
御
庭
」「
上
御
庭
」
な
ど
の
呼

称
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
御
殿
（
あ
る
い
は
二
之
丸
）
の
北
の
御
庭
」「
御
城
＝
二
之
丸
御
殿
の
御
庭
」

「
下
御
庭
＝
下
御
深
井
御
庭
に
対
す
る
上
御
庭
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

こ
の
御
庭
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
反
映
し
た
呼
称
で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
提
を
抜
き
に
し
て
そ
の
ま
ま

用
い
る
と
や
や
分
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
江
戸
期
の
庭
を
「
二
之
丸
御
庭
」、
あ
る

い
は
文
脈
上
明
ら
か
な
場
合
は
単
に
「
御
庭
」
と
呼
称
す
る
。

４ 

そ
の
成
果
は
『
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
保
存
管
理
計
画
書
』（
名
古
屋
市
市
民
経
済
局
文
化
観
光
部

名
古
屋
城
総
合
事
務
所
、
二
〇
一
三
年
）、『
巨
大
城
郭　

名
古
屋
城
』（
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、

二
〇
一
三
年
）
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

５ 

白
根
孝
胤
「
近
世
後
期
に
お
け
る
尾
張
家
の
植
栽
空
間
と
大
名
庭
園
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

第
四
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
名
古
屋
城
庭
園
の
植
栽
空
間
と
徳
川
斉
朝
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
四
年
）。

６
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
二
』（
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
一
五
年
）
一
五
頁
。
御
小
納
戸
は
約
七
十
名
、
御

小
納
戸
を
統
括
す
る
御
小
納
戸
頭
取
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
二
月
に
設
置
さ
れ
、
総
員
十
名
で
役

高
は
三
百
石
で
あ
っ
た
と
さ
る
。

７ 

な
お
、藩
主
在
国
中
の
江
戸
で
の
日
記
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、藩
主
在
国
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
標
題
が「
尾

州
御
留
守
日
記
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

８ 

井
上
光
夫
氏
は
「
斉
朝
が
庭
園
の
大
改
造
に
着
手
す
る
の
は
、早
く
て
も
斉
朝
が
成
人
す
る
文
化
五
年
」（
井

上
前
掲
書
、
九
四
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
斉
朝
が
御
庭
を
実
際
に
見
る
以
前
に
改
造
に
着
手
し
た
と
は
考

え
に
く
い
た
め
、
斉
朝
が
初
め
て
入
城
し
た
文
化
八
年
以
降
と
推
測
し
た
。

９
『
金
城
温
古
録
』（
三
）
二
七
六
頁
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
。
以
下
、『
金
城
温
古
録
』
を
引
用
・
参
照
す

る
場
合
は
、
名
古
屋
叢
書
続
編
の
第
十
三
巻
～
第
十
六
巻
と
し
て
、
一
九
六
五
年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
、

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
活
字
本
の
巻
次
（
一
～
四
）
と
頁
数
を
示
す
）。

10
『
金
城
温
古
録
』（
三
）
六
八
頁
。

11
『
金
城
温
古
録
』（
三
）
三
六
一
頁
。

12
『
金
城
温
古
録
』（
四
）
二
二
三
～
二
二
七
頁
、
三
二
六
～
三
三
七
頁
。

13 

『
金
城
温
古
録
』（
四
）二
二
五
頁
。聖
聰
院
に
つ
い
て
は『
名
古
屋
叢
書
三
編　

第
一
巻　

尾
張
徳
川
家
系
譜
』

（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。

14 

こ
の
ほ
か
、「
御
城
二
之
丸
之
図
」に
は
、築
山
や
茶
亭
に「（
人
名
）持
」と
い
う
よ
う
な
注
記
が
さ
れ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
担
当
し
た
職
人
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

15
「
藩
士
名
寄
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。

16
『
名
古
屋
叢
書
三
編　

第
十
四
巻　

金
明
録
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）
三
九
四
頁
。　

17 

文
政
四
年
七
月
十
八
日
に
は
、
召
合
御
門
内
の
御
庭
と
外
縁
を
区
画
す
る
高
塀
に
で
き
た
三
ヶ
所
の
窓
に

つ
い
て
、
外
縁
を
藩
主
が
通
行
す
る
際
や
稽
古
場
へ
の
御
成
の
際
に
は
窓
に
蓋
を
す
る
よ
う
御
庭
預
ら
に

御
小
納
戸
頭
取
が
命
じ
て
お
り
（
史
料
㉒
）、
こ
の
と
き
ま
で
に
は
二
之
丸
御
庭
の
東
外
縁
に
新
た
な
稽
古

場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

18
『
金
城
温
古
録
』（
四
）
三
五
～
三
七
頁
。

19
『
金
城
温
古
録
』（
三
）
七
一
頁
。

20
『
金
城
温
古
録
』（
四
）
六
～
七
頁
。

21
『
金
城
温
古
録
』（
三
）
七
一
頁
。

22 

再
建
さ
れ
た
馬
場
の
様
子
は
「
御
城
図
面
（
二
之
丸
御
殿
）」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
図
は
御
殿
長
局
の
位
置
と
形
状
か
ら
天
保
十
三
年
以
降
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
が
、
二
之
丸
御
庭

の
東
側
外
縁
部
分
を
見
る
と
、
貼
紙
で
南
北
に
長
い
馬
場
の
姿
が
描
か
れ
、
そ
の
中
央
西
側
に
「
御
覧
所
」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

23 
白
根
前
掲
「
名
古
屋
城
庭
園
の
植
栽
空
間
と
徳
川
斉
朝
」。

24
『
金
城
温
古
録
』（
三
、二
八
四
頁
～
二
八
五
頁
）
に
は
御
庭
に
あ
っ
た
「
聖
堂
」
を
文
政
六
年
に
撤
去
・
移

転
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
御
城
御
庭
絵
図
」
に
は
「
聖
堂
」
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
文
政
六
年
時
点
で
も
い
ま
だ
「
御
城
御
庭
絵
図
」
の
と
お
り
の
姿
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
点
の
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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史
料
編

凡
例

・「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
」「
尾
州
御
留
守
日
記
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）
の
う
ち
、

文
化
十
年
～
文
政
四
年
（
請
求
番
号
：
尾
二
‐
五
四
～
五
八
）
の
間
に
お
け
る

名
古
屋
城
二
之
丸
御
庭
に
関
連
す
る
記
事
を
抜
粋
し
、
翻
刻
し
た
。

・
各
記
事
の
冒
頭
に
、
通
番
と
記
事
の
年
月
日
を
付
し
た
。

・
用
字
、
行
送
り
は
原
則
原
本
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
。

・
頭
注
は
該
当
箇
所
の
後
ろ
に
〈
頭
注
〉
と
記
し
て
「　

」
内
に
記
し
た
。

・
人
物
の
う
ち
当
時
の
役
職
が
わ
か
る
者
は
ル
ビ
で
（　

）
内
に
注
記
し
た
。

①
「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
」
文
化
十
年
四
月
十
三
日
条

一　

左
之
通
御
賄
方
江
申
談
候

　
　
　
中
御
座
之
間

　
　
　
　

御
熨
斗
鮑　
　
　
　

弐
飾

　
　
　
　
　

但

　
　
　
　
　

御
着
座
之
上
指
上
候
御
の
し
壱
飾

　
　
　
　
　

御
手
熨
斗
七
手
添
壱
飾

　
　
　
御
焼
火
之
間

　
　
　
　

御
熨
斗
鮑

　
　
　
　
　

但
御
手
の
し
弐
手
添
壱
飾
外
ニ

　
　
　
　
　

指
上
候
御
の
し
無
之

　
　
　
　

桜
之
御
間　
　
　
　
　

御
床
飾

　
　
　
　

梅
之
御
間　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　

御
湯
殿

　
　
　
　

御
舩

　
　
　
　

御
熨
斗
鮑　
　
　
　
　

四
飾

　
　
　
御
数
寄
屋

　
　
　
　

御
熨
斗
鮑　
　
　
　
　

弐
筋
壱
飾

　
　
　

〆
八
飾
相
廻
候
事

②
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
化
十
四
年
三
月
六
日
条

一　

左
之
通
江
戸
表
ゟ
申
来
候

　
　
　

八
重
桜　
　

一
鉢

　
　
　

庭
桜　
　
　

二
本



61 名古屋城調査研究センター研究紀要　第２号（2021 年）　

　
　

右
者
元
御
稽
古
場
之
跡
風
信

　
　

御
茶
屋
前
御
場
所
見
立
為
植

　
　

候
様
杦
山
源
六
郎
ゟ
申
来
候

　
　
　

但
此
外
ニ
も
相
廻
候
御
植
木
之
儀
ハ

　
　
　

江
戸
表
御
庭
預
ゟ
此
表
同
役
へ

　
　
　

委
細
申
越
候
筈

③
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
化
十
四
年
三
月
二
十
八
日
条

一　

左
之
通
御
賄
頭
江
申
談
置
候
処
今
朝

　
　

相
廻
候

　
　
中
御
座
之
間

　
　
　

御
熨
斗
鮑　
　
　
　
　

二
飾

　
　
　
　

但

　
　
　
　

御
着
座
之
上
指
上
候
御
熨
斗
一
飾

　
　
　
　

御
手
熨
斗
五
手
添
壱
飾

　
　
御
焼
火
之
間

　
　
　

御
熨
斗
鮑　
　
　
　
　

一
飾

　
　
　
　

但　

御
手
熨
斗
三
手
添

　
　
　

桜
之
御
間　
　
　
　
　

御
床
飾

　
　
　

梅
之
御
間　
　
　
　
　

同
断

　
　
　

新
御
席　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　

多
春
園　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　

玉
壷
亭　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　

風
信

　
　
　
　

但　

御
熨
斗
二
筋
結
ひ
御
硯
蓋
ニ
載

　
　
　

桜
之
御
間
南
御
庭
御
腰
懸

　
　
　
　

但　

同
断

　
　
　

御
舩　
　
　
　
　
　
　

一
飾

　
　
　
　

但　

御
瓶
子
一
對
添

　
　
　

御
植
木
屋

　
　
　
　

但　

御
熨
斗
二
筋
結
ひ
御
硯
蓋
ニ
載
御
床
江
上
置

　
　
　

御
湯
殿　
　
　
　
　
　

一
飾

　
　
　
　

〆
拾
三
飾

　
　
　
　
　

但
御
硯
蓋
ハ
役
所
ゟ
出
ス

　

一
御
間
〻
〻
御
飾
之
儀
ハ
左
之
御
間
計

　
　

役
所
ゟ
御
懸
物
取
扱
候

　
　
　

桜
之
御
間
御
床
表

　
　
　

新
御
席

　
　
　

御
植
木
屋

　
　
　
　

〆
三
ヶ
所

④
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
化
十
四
年
四
月
十
日
条

一　

九
半
時
過
御
年
寄
衆
一
統

　
　

御
前
江
被
為

　
　

召
御
庭
拝
見
い
た
し
候
様

　
　

御
意
ニ
而
直
ニ
御
次
ゟ
梅
之
御
間
江
懸
り

　
　

御
庭
江
案
内
新
御
席
御
植
木
屋

　
　

玉
壷
亭
風
信
等
拝
見
夫
ゟ
多
春
園
へ

（
御
小
納
戸
頭
取
）
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被
相
越
御
二
階
ニ
而
御
酒
被
下
御
側
御
用
人

両
人
ハ
兼
而

　
　
梅
之
御
間
江
相
廻
り

夫
ゟ
同
道
之
事　

相
済
而
桜
御
門
ゟ
中
御
座

　
　

之
間
江
上
ら
れ
竹
之
間
ニ
而
右
両
様
之

　
　

御
礼
被
申
上
及
言
上
候

　
　
　

吸
物
三　
　

硯
蓋
七
種　
　

茶
碗
盛

　
　
　

鉢
肴
一　
　

同
作
り
身　
　

大
平
一　
　

丼
二

　
　
　

蒸
菓
子　
　

薄
茶

　
　
　
　

已
上

⑤
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
二
月
十
五
日
条

一　

去
丑
年
九
月
御
年
寄
衆
御
庭

　
　

拝
見
被　

仰
付
御
茶
屋
尓
而
御
酒
等

　
　

被
下
置
候
處
御
側
大
寄
合

　
　

御
用
人
之
儀
未
拝
見
不
被

　
　

仰
付
候
付
今
日
一
統
拝
見
被

　
　

仰
付

　
　

思
召
之
処
今
暁
ゟ
雨
天
ニ
付
御
庭

　
　

拝
見
之
儀
ハ
天
氣
快
精
次
第

　
　

可
被　

仰
付
今
日
ハ
御
茶
屋
ニ
而

　
　

御
酒
可
被
下
置
与
の
御
事
ニ
付

　
　

其
段
申
通
し
昼
後
多
春
園

　
　

御
二
階
江
案
内
左
之
通
被
下
置
候

　
　

吸
物　

二　
　

硯
蓋　

七
種

　
　

鉢
肴　

一　
　

丼
物　

二

　
　
　

蒸
菓
子　

杉
縁
高
ニ
入

　
　

右
相
済
而
夫
〻
御
礼
申
上
有
之

　
　

及
言
上
候

⑥
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
三
月
十
八
日
条

一　

去
ル
十
一
日
出
之
定
日
飛
脚
今
日
延
着

　
　

之
処
左
之
通
申
渡
候
旨
江
戸

　
　

同
役
ゟ
申
越
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
次
郎
助

　
　
　

當
四
月
詰
満
之
上
川
崎
九
兵
衛
与

　
　
　

代
合
可
罷
登
旨

　
　
　
　

三
月

⑦
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
四
月
十
七
日
条

一　

御
庭
預
谷
次
郎
助
并
右
配
下
之
者

　
　

二
人
去
ル
八
日
発
足
木
曽
路
十
日
振

　
　

旅
行
今
日
致
上
着
候
旨
御
庭
預

　
　

申
達
候
付
諸
達
為
取
扱
候

⑧
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
五
月
二
十
九
日
条

一　

御
庭
御
手
入
御
用
ニ
付
御
屋
形
内
土

　
　

為
堀
取
候
筈
御
作
事
奉
行
江

　
　

懸
合
候
事

（
御 

庭 

預
）

（
御 

庭 

預
）
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⑨
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
六
月
十
一
日
条

一　

御
庭
御
手
入
御
用
ニ
付
御
屋
形

　
　

内
よ
り
土
御
取
寄
相
成
候
處
右
土

　
　

車
日
〻
東
鉄
御
門
ゟ
召
合
御
門

　
　

内
江
為
曳
込
候
筈
ニ
付
東
鉄
御
門

　
　

右
車
出
入
之
儀

　
　

御
在
國
之
通
札
ニ
而
通
用
不
指
支

　
　

様
致
度
旨
御
目
付
江
相
達
合
札

　
　

一
枚
差
出
候
処
今
一
枚
指
出
候
様
申
来
候

　
　

且
幾
日
ゟ
幾
日
迠
等
申
境
申
達
候
様

　
　

申
越
候
付
其
段
相
達
候
附
御
屋
形

　
　

内
口
〻
車
通
用
之
儀
茂
御
作
事

　
　

奉
行
江
懸
合
候
事

⑩
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
六
月
二
十
七
日

一　

東
鉄
御
門
車
通
行
方
之
儀
御
側

　
　

御
用
人
小
瀬
新
右
衛
門
方
江
先
達
而

　
　

演
説
ニ
而
申
達
置
候
處
今
日
左
之
通

　
　

申
越
候

　
　
　

追
〻
及
示
談
候
東
銕
御
門
車

　
　
　

通
行
之
儀
御
目
付
江
申
談

　
　
　

候
處
右
車
通
行
中
立
番

　
　
　

同
心
附
置
筈
候
旨
右
役
相
達

　
　
　

候
付
通
行
指
支
無
之
候
仍
為

　
　
　

御
承
知
申
入
候
以
上

　
　
　
　

六
月
廿
七
日

⑪
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
七
月
十
七
日
条

一　

左
之
通
小
瀬
新
右
衛
門
ゟ
申
越
候

　
　
　

御
城
御
廣
敷
長
局
之
儀
大
奥
御
對

　
　
　

面
所
南
御
庭
廣
場
江
御
引
移

　
　
　

右
跡
御
庭
ニ
相
成
筈
之
旨
江
戸

　
　
　

表
よ
り
申
来
候
付
長
局
早
速

　
　
　

取
拂
御
場
所
各
江
可
引
渡
旨

　
　
　

御
作
事
奉
行
江
申
談
之
義
其
筋
江

　
　
　

相
達
候
間
猶
更
右
奉
行
江
御
引
合

　
　
　

御
請
取
可
有
之
候

　

一　

御
稽
古
場
御
場
所
替
之
儀

　
　
　

江
戸
表
御
同
役
ゟ
各
江
申
来

　
　
　

筈
之
旨
彼
地
ゟ
申
越
候
間
右

　
　
　

申
来
候
ハ
ヽ
御
申
聞
可
有
之
候

⑫
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
元
年
八
月
二
十
五
日
条

一　

御
廣
舗
長
局
弐
棟
共
金
之
御
間
前

　
　

御
庭
内
江
御
引
建
之
筈
候
処
右
御
庭

　
　

手
狭
ニ
付
表
御
臺
所
前
東
之
方
江
附

　
　

四
間
程
御
庭
内
江
囲
ひ
込
相
成
候
付

　
　

御
臺
所
脇
御
風
呂
屋
口
并
筋
違
口
共

（　

側　

用　

人　

）
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御
締
明
候
様
致
度
旨
且
右
口
〻
御
作
事

　
　

方
江
請
取
切
ニ
相
成
同
所
北
之
方
二
枚

　
　

開
尓
て
御
〆
り
附
候
様
致
度
旨
御
作
事

　
　

奉
行
ゟ
申
越
候
付
同
心
組
頭
江
申
談
候

⑬
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
二
年
二
月
六
日
条

一　

左
之
通
今
日
申
渡
候

　
　
　
　

金
壱
分　
　
　
　
　

伊
藤
弥
平

　
　
　

右
者
壱
人
ニ
而
久
〻
致
日
勤

　
　
　

格
別
骨
折
相
勤
候
付
被
下
之

　
　
　
　

正
月

　
　
　
　

金
壱
分　
　
　
　
　

谷
次
郎
助

　
　
　

右
者
局
跡
新
御
庭
御
用
御
築
山

　
　
　

御
用
等
引
請
骨
折
相
勤
候
付

　
　
　

被
下
之

　
　
　
　

正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
庭
預
支
配
之
者

　
　
　
　

銀
壱
両
宛　
　
　
　

組
頭
三
人

　
　
　

右
者
御
庭
御
用
常
〻
骨
折

　
　
　

相
勤
候
付
被
下
之

　
　
　
　

正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
庭
御
掃
除
之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
植
木
懸

　
　
　
　

金
弐
朱
ツ
　ヽ
　
　

三
人

　
　
　

右
者
御
植
木
御
鉢
物
御
手
入

　
　
　

方
等
骨
折
相
勤
候
付
被
下
之

　
　
　
　

正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
庭
御
掃
除
之
者

　
　
　
　

銀
三
匁
六
歩
ツ
　ヽ

拾
六
人

　
　
　

右
者
人
少
ニ
候
処

　
　
　

御
慰
御
用
并
御
掃
除
等
骨
折

　
　
　

相
勤
候
付
被
下
之

　
　
　
　

正
月

⑭
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
二
年
三
月
朔
日
条

一　

左
之
通
御
用
人
江
申
達
候

　
　
　

去
〻
丑
年

　
　
　

御
在
国
中
御
庭
御
掃
除

　
　
　

人
数
少
ニ
付
出
人
御
中
間

　
　
　

拾
人
請
取
申
候
付
而
ハ
去
寅
年

　
　
　

御
發
駕
境
不
残
引
揚
候
筈

　
　
　

之
処
御
留
守
中
御
庭
御
掃
除

　
　
　

人
数
少
ニ
相
成
候
而
ハ
不
行
届

　
　
　

候
付
右
之
内
五
人
引
揚
残
五
人
ハ

　
　
　

御
留
守
中
引
続
受
取
所
也

　
　
　

為
御
間
合
申
候
然
処
此
節
御
待
請

　
　
　

御
用
御
庭
御
掃
除
為
取
懸

　
　
　

申
候
付
而
ハ
人
数
少
ニ
而
ハ
右

（
御
小
納
戸
詰
）

（ 

御 

庭 

預 

）
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御
掃
除
難
御
間
合
候
間
去
寅
年

　
　
　

御
發
駕
境
引
揚
候
出
人

　
　
　

御
中
間
五
人
此
節
ゟ
當

　
　
　

御
在
国
中
引
続
受
取
申
度
候

　
　
　

仍
之
申
達
候

　
　
　
　

三
月　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

⑮
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
二
年
三
月
十
三
日
条

一　

左
之
通
御
用
人
江
申
達
候

　
　
　

頃
日
出
人
御
中
間
五
人
申
達

　
　
　

請
取
御
庭
御
掃
除
御
用
向
専

　
　
　

繰
合
為
相
勤
申
候
然
処
去
年

　
　
　

以
来
御
庭
御
囲
込
出
来
御
築
山

　
　
　

御
植
込
等
多
御
掃
除
殊
之
外

　
　
　

手
間
取
甚
以
手
後
相
成
其
上

　
　
　

御
庭
向
御
手
入
方
等
之
儀
ニ
付

　
　
　

追
〻
江
戸
表
ゟ
被

　
　
　

仰
付
之
儀
も
相
増
右
御
用
向

　
　
　

此
節
一
時
ニ
相
成
申
候
全
躰

　
　
　

頃
日
請
取
申
候
出
人
御
中
間

　
　
　
尓
而
繰
合
為
相
勤
申
候
而
も
御
庭

　
　
　

御
掃
除
之
者
勤
向
手
張
候
処
其
上

　
　
　

前
顕
之
通
手
後
之
場
所
并

　
　
　

御
待
請
御
用
御
掃
除
方
難
御
間
合

　
　
　

相
見
申
候
付
而
ハ
明
後
十
五
日
ゟ

　
　
　

御
着
城
御
當
日
迄
之
内
猶
又

　
　
　

御
中
間
出
人
三
十
人
請
取
申
度
候

　
　
　

仍
之
申
達
候

　
　
　
　

三
月
十
三
日　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

⑯
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
三
年
六
月
二
十
四
日
条

一　

左
之
書
付
御
側
大
寄
合
江
差
出
候

　
　
　
　

袖
書
畧

　
　
　

上
御
庭
御
馬
場
先
達
而
御
取
毀
相
成

　
　
　

御
馬
場
御
殿
畳
ニ
相
成
居
申
候
右
ハ

　
　
　

下
御
庭
之
内
江
御
引
建
ニ
相
成
筈
ニ
付

　
　
　

右
御
場
所
等
御
普
請
方
并
御
作
事
方

　
　
　

見
分
之
上
取
計
有
之
候
様
致
度

　
　
　

仍
之
根
之
義
申
達
候

　
　
　
　

六
月　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

⑰
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
三
年
七
月
二
十
三
日
条

一　

上
御
庭
御
馬
場
今
般
下
御
庭
之
内
江

　
　

御
引
建
相
成
候
付
右
御
場
所
見
分

　
　

と
し
て
今
日
御
普
請
奉
行
御
作
事

　
　

奉
行
同
道
并
御
普
請
方
之
輩
も

　
　

相
越
候
付
御
門
〻
〻
出
入
之
断
昨
日
御
普
請
奉
行
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相
達
候
付
夫
〻
申
談
候

⑱
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
三
年
十
月
二
十
九
日
条

一　

下
御
庭
之
内
御
馬
場
御
取
立
ニ
付
御
入
用

　
　

調
御
普
請
奉
行
ゟ
御
側
大
寄
合
江
達

　
　

済
之
由
ニ
而
来
月
三
日
ゟ
御
場
所
為

　
　

取
懸
樅
花
壇
之
内
御
馬
場
地
面
ニ

　
　

抱
候
樹
木
伐
採
候
上
ニ
而
仕
立
方
為

　
　

取
計
候
積
委
細
之
儀
者
配
下
向
江
為

　
　

引
合
候
旨
申
越
候
付
承
知
之
趣
及
返

　
　

報
候

　
　
　

但
御
普
請
中
御
普
請
奉
行
初
配

　
　
　

下
等
御
門
〻
〻
出
入
之
儀
申
達
候
付

　
　
　

其
段
同
心
組
頭
江
為
申
談
候

　
　

一
御
小
納
戸
詰
役
懸
江
も
本
文
之
趣
申

　
　
　

談
候

⑲
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
三
年
十
一
月
五
日
条

一　

下
御
庭
御
馬
場
御
用
砂
芝
等
為

　
　

模
通
為
曳
届
候
由
ニ
而
御
普
請
中

　
　

両
御
門
出
入
之
儀
御
普
請
奉
行
よ
り

　
　

相
断
候
付
如
例
夫
〻
江
申
談
さ
セ
候

　
　
　

但
右
御
庭
内
通
行
ニ
付
車
曳
刻
等

　
　
　

出
来
候
ハ
ヽ
入
念
為
取
繕
候
旨
申
越

　
　
　

其
段
御
庭
預
江
申
談
候

⑳
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
四
年
四
月
一
日
条

一　

御
熨
斗
鮑
之
儀
兼
而
御
賄
頭
江

　
　

申
談
置
候
處
左
之
通
今
朝
相

　
　

廻
候
仍
御
間
向
を
初
御
茶
屋
〻
〻

　
　

其
外
と
も
廻
し
方
之
儀
等
筆
役
ニ
而

　
　

為
取
扱
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
三
方
紙
敷

　
　
　

中
御
座
之
間　
　

御
熨
斗
鮑
二
飾

　
　
　
　

但

　
　
　
　

御
着
座
之
上
差
上
候
御
熨
斗
一
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
六
手
添
相
廻
ル

　
　
　
　

御
手
熨
斗
七
手
添　
　
　
　

一
飾

〈
頭
注
〉

 

「
本
文
御
手
熨
斗
之
儀

　

両
家
御
年
寄
衆
初
其

　

節
〻
御
居
合
候
人
数

　

吟
味
之
上
御
賄
頭
へ
前
廣
ニ
為
進
給
候
事
ニ
候
處
猶
又
御
當
日
朝
ニ
至
り

　

御
賄
頭
手
前
於
い
て
取
訂
シ
御
出
勤
候
人
数
丈
ケ
相
廻
候
事　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
三
方
紙
敷

　
　
　

御
焼
火
之
間　
　

御
熨
斗
鮑
一
飾

　
　
　
　

御
手
熨
斗
五
手
添
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〈
頭
注
〉

 

「
本
文
御
焼
火
之
間

　

御
熨
斗
鮑
之
儀

　

追
振
役
所
へ
受
取
候
儀
も
相
見
候
付
今
般
も
為
進
給
候
処

　

右
御
間
之
儀
ハ
全
表
ニ
附

　

候
事
付
御
次
第
前
御
賄
頭
ゟ

　

直
ニ
御
小
性
へ
相
渡
調
之
由

　

右
頭
申
聞
候
付
役
所
江
ハ
不

　

請
取
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

桜
之
御
間　
　
　

同
断　
　

六
飾

　
　
　
　

但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
三
方
紙
敷

　
　
　
　

御
床　
　
　
　
　

一
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
臺

　
　
　
　

御
床
裏　
　
　
　

一
飾　

二
筋
結
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

御
二
階　
　
　
　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

同
所
下
御
二
畳　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

御
張
出　
　
　
　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

南
御
庭
御
腰
掛　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
御
三
方
紙
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
床
飾

　
　
　

梅
之
御
間　
　
　

御
熨
斗
鮑
一
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
臺

　
　
　

多
春
園　
　
　
　

同
断　

一
飾　

二
筋
結
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　

玉
壷
亭　
　
　
　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　

御
庭
御
数
寄
屋　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　

風
信　
　
　
　
　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　

御
植
木
屋　
　
　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　

権
現
山
下
新
御
数
寄
屋　
　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　

霜
傑
御
茶
屋　
　

同
断　

一
飾　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
三
方
紙
敷

　
　
　

御
湯
殿　
　
　
　

同
断　

一
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
　
　

御
舩　
　
　
　
　

同
断　

一
飾

　
　
　
　

但
瓶
子
一
對
添
御
三
方
共

　
　
　
上
御
庭
御
泉
水　
　
　

居
臺

　
　
　
　

御
舩　
　
　
　
　

御
熨
斗
鮑
一
飾　

二
筋
結
ひ
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以
上

㉑
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
四
年
七
月
十
五
日
条

一　

明
十
六
日
権
現
山
下
新
御
数
寄
屋
於
ゐ
て

　
　

御
茶
事
有
之
筈
ニ
付
奥
坊
主
組
頭

　
　

初
江
如
例
申
談
候

　
　
　

但

　
　
　

召
上
り
物
持
運
ひ
之
儀
ハ
同
心
ニ
為
取
扱
候

　
　
　

事
ニ
付
其
段
を
も
申
談
さ
せ
候

一　

右
ニ
付
左
之
輩
御
庭
通
用
断
有
之
夫
〻

　
　

申
談
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
橋
七
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
臺
所
人
組
頭
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
臺
人　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
賄
人　

弐
人

　
　
　

已
上

㉒
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
四
年
七
月
十
八
日
条

一　

左
之
通
御
庭
預
同
心
与
頭
江
申
談
候

　
　

召
合
御
門
内
御
庭
境
御
高
塀
今
度

　
　

出
来
之
御
窓
三
ヶ
所
右
御
窓
下

　
　

御
通
行
之
節
并
御
稽
古
場
江
被
為

　
　

成
候
節
共
外
ゟ
御
窓
蓋
懸
候
筈
候
間
両
役

　
　

於
ゐ
て
心
得
罷
在
節
〻
不
洩
様
可
取
計
候

　
　
　

但
本
文
懸
戸
拵
方
申
談
候
付
出
来
之
上

　
　
　

常
〻
者
御
稽
古
場
ニ
差
置
可
申
候

　
　
　
　

七
月

㉓
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
四
年
七
月
晦
日
条

一　

左
之
通
御
用
人
江
申
達
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
人
御
中
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
人

　
　

右
者
近
年
御
庭
向
御
物
好
等
ニ
而
御
庭
御
掃
除

　
　

之
者
甚
事
多
相
勤
候
処
此
節
別
而
御
用
多
ニ
而

　
　

日
〻
之
難
御
間
合
候
間
當
分
之
内
頭
書
之
通

　
　

受
取
日
〻
三
人
ツ
ヽ
罷
出
為
相
勤
候
様
致
度

　
　

申
達
候

　
　
　

七
月　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

〈
頭
注
〉

「
本
文
達
之
通

　

八
月
七
日
ゟ
請
取

　

候
事　
　
　
　
　

」

㉔
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
四
年
八
月
六
日
条

一　

左
之
趣
日
雇
頭
黒
鍬
頭
江
役
懸
り
ゟ

　

為
申
渡
候
付
同
心
組
頭
江
裁
許
之
儀

　

申
談
候

　
　

夕
御
庭

（ 

御 

台 

所 

頭 

）
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御
廻
之
節
日
雇
之
者
引
拂
候
時
刻

　
　
尓
付
権
現
山
裏
并
赤
松
山
御
越

　
　

之
節
者

　
　

御
見
下
し
ニ
相
成
右
之
者
共
通
行

　
　

御
目
障
ニ
相
成
候
而
ハ
不
可
然
候
已
来

　
　

薬
醫
御
門
辺
江
同
心
罷
出
及
裁
許

　
　

候
得
共
日
雇
共
江
之
常
〻
心
得
申
聞

　
　

置

　
　

御
目
障
ニ
不
相
成
様
可
致
候
尤
新
規

　
　

罷
出
候
者
等
江
者 

執 

更
入
念
導
置

　
　

可
申
候

　
　
　

巳
八
月

（
猶
カ
）
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《Title》
Remodel of Nagoya Castle Ninomaru Garden during the early nineteenth century, based 

on“Okonando-nikki”

《Keyword》
Nagoya Castle Ninomaru Garden, Okonando-nikki, Tokugawa Naritomo
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聞
天
閣
の
誕
生
、
焼
失
、
保
存

小
西
　
恒
典

は
じ
め
に

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
が
、
名
古
屋
市

の
鶴
舞
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
名
古
屋
市
に
よ
っ
て
「
記
念
館
」
が
、
公

園
内
の
吉
田
山
に
建
設
さ
れ
た
。
外
観
は
「
金
閣
」
を
模
し
た
大
規
模
な
木
造
建
築

で
あ
り
、
の
ち
に
「
貴
賓
館
」、「
九

き
ゅ
う
こ
う
か
く

皐
閣
」、「
聞も

ん
て
ん
か
く

天
閣
」
と
呼
ば
れ
た
。
同
時
期
に

建
設
さ
れ
た
噴
水
塔
、
奏
楽
堂
と
と
も
に
「
永
久
的
建
築
物
」
と
さ
れ
、
共
進
会
が

終
了
し
た
後
も
現
地
で
保
存
、
利
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
最
中
に
解
体
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
で
焼
失
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

聞
天
閣
は
多
く
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建
築
的
特
徴
や
使
わ
れ
方

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
戦
災
よ
り
も
前
に
、
防

火
訓
練
中
に
火
災
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
が
、
複
数
の
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

時
期
や
損
害
の
程
度
、
修
理
が
さ
れ
た
の
か
も
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
不
思
議
な
の
は
、
解
体
さ
れ
た
う
え
に
戦
災
焼
失
し
た
と
い
う
経
過
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
の
が
、
水
谷
盛
光
「『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚

え
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
時
期
は
不
明
確
と
し
つ
つ
も
、
鶴
舞
公
園
南
部
に
高
射

砲
陣
地
が
設
け
ら
れ
た
時
に
、
聞
天
閣
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
解
体
さ
れ
た
木
材
は
、
名
古
屋
市
公
会
堂
付
近
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
と
推
定
し
て
い
る１

。
一
方
で
、『
名

古
屋
の
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
は
、「
聞
天
閣
は
東
山
の
忠
霊
塔
奉
安
殿
移
築

す
る
た
め
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
七
日
解
体
さ
れマ

マた
」
と
し
、
昭
和
二
十
年
三
月

十
二
日
の
空
襲
で
、
木
材
が
焼
失
し
た
と
し
て
い
る２

。
聞
天
閣
は
ど
の
よ
う
な
理

由
で
解
体
さ
れ
、
い
つ
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
こ
れ
ま
で
は
、
聞
天
閣
は
部
材
も
す
べ
て
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、

最
近
の
調
査
に
よ
り
、
屋
根
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
鳳
凰
や
、
建
具
の
一
部
は
現
存
し
、

名
古
屋
城
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
聞
天
閣
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
①
そ
の
建
築
的
特
徴
や
使
わ
れ
方
、

②
昭
和
十
五
年
に
部
分
焼
し
た
実
態
、
③
建
物
は
昭
和
十
七
年
に
解
体
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
陸
軍
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
、
名
古
屋
市
は
移
築
保
存
を
計
画
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
建
具
類
が
い
つ
の
時
期
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
名
古
屋
城
に
保
管
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一　
聞
天
閣
の
誕
生

（
一
）
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
開
催

キ
ー
ワ
ー
ド

近
代
和
風
建
築　

戦
災
焼
失　

近
現
代
に
お
け
る
城
郭
の
役
割　
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明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
三
月

十
六
日
か
ら
六
月

十
三
日
ま
で
、
鶴
舞

公
園
に
お
い
て
第
十

回
関
西
府
県
連
合
共

進
会
が
開
催
さ
れ

た
。
入
場
者
数
は

二
百
六
十
三
万
人
以

上
に
及
ん
だ
。
明
治

期
の
国
内
博
覧
会
と

し
て
は
、
同
四
十
年

の
東
京
勧
業
博
覧

会
、
同
三
十
六
年
の

第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
に
次
ぐ
集
客
規

模
で
あ
っ
た
。

　

共
進
会
の
主
催
は

愛
知
県
で
あ
り
、
誘

致
や
会
場
運
営
は
県

の
主
導
で
行
わ
れ

た
。
名
古
屋
市
は
、

そ
の
年
が
開
府
三
百
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
四
十
年
に
「
名
古
屋
開
府

三
百
年
記
念
会
」
を
結
成
し
て
い
た
。
同
会
の
事
務
所
は
名
古
屋
市
役
所
内
に
置
か

れ
て
い
た
が
、
共
進
会
の
会
場
内
に
も
出
張
所
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

行
っ
た３

。
会
則
の
第
八
条
で
は
、「
本
会
ノ
営
造
物
ニ
シ
テ
永
久
保
存
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ハ
本
会
ノ
使
用
ヲ
終
リ
タ
ル
後
之
ヲ
名
古
屋
市
ニ
寄
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス４

」
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
時
に
奏
楽
堂
、
噴
水
塔
が
同
会
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
計
画
通
り
に

名
古
屋
市
へ
寄
付
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る５

。

（
二
）
記
念
館
の
建
設

　

こ
の
時
、「
記
念
館
」
が
公
園
の
南
東
隅
の
丘
陵
、
標
高
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
吉

田
山
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
地
名
は
、初
代
名
古
屋
区
長
・
吉
田
禄
在
の
所
有
で
あ
っ

た
土
地
が
、
共
進
会
開
催
に
当
た
っ
て
、
名
古
屋
市
へ
土
地
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
そ
れ
よ
り
前
は
「
砦
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た６

。

　

現
在
の
鶴
舞
公
園
は
、
敷
地
の
大
部
分
が
、
東
西
を
熱
田
台
地
に
は
さ
ま
れ
た
沖

積
低
地
の
北
東
端
、
あ
る
い
は
大
曽
根
面
最
南
端
の
谷
・
低
地
に
当
た
り
、
ほ
ぼ
平

坦
で
あ
る
。
吉
田
山
は
、
東
側
の
熱
田
台
地
か
ら
舌
状
に
突
き
出
し
た
丘
陵
で
、
公

園
内
で
一
番
の
高
所
で
あ
っ
た７

。
記
念
館
の
建
築
は
名
古
屋
市
、
内
部
装
飾
は
名

古
屋
開
府
三
百
年
記
念
会
が
行
っ
た
。
起
工
は
明
治
四
十
二
年
六
月
四
日
、
竣
工
は

翌
年
二
月
五
日
、
設
計
施
工
は
鈴
木
幸
右
衛
門
で
あ
っ
た８

。
建
築
面
積
は
六
九
三

平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
七
七
五
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た９

。

（
三
）
本
館

　

記
念
館
の
本
館
は
木
造
二
階
建
て
、「
金
閣
」（
鹿
苑
寺
舎
利
殿
）
を
模
し
た
外
観

で
あ
っ
た
。
一
階
は
八
間
四
方
で
、
幅
四
尺
五
寸
の
濡
縁
、
高
欄
が
め
ぐ
っ
て
い
た
。

二
階
は
三
間
四
方
で
、
幅
三
尺
五
寸
の
濡
縁
、
高
欄
が
め
ぐ
っ
て
い
た
。
一
間
は
八

尺
で
、
モ
デ
ル
の
金
閣
よ
り
も
、
か
な
り
大
き
な
建
物
で
あ
っ
た10

。
屋
根
は
宝
形

図１　南東から望んだ聞天閣（手前が本館、奥が玄関）　大正７年〜昭和７年ごろ撮影　個人蔵
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造
銅
板
葺
き
で
、
上
層
の
中
央
に
は
青
銅
製
の
鳳
凰
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
外
壁
は

肉
色
の
南
蛮
漆
喰
塗
、
内
壁
は
錆
土
塗
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
木
材
は
す
べ
て
木
曽
御

料
林
の
檜
、
椹
等
が
用
い
ら
れ
た
。

　

一
階
に
は
、
折
上
小
組
格
天
井
の
客
室
が
二
室
、
合
わ
せ
て
三
十
五
畳
、
猿
頬
天

井
の
予
備
室
が
二
室
、
各
十
六
畳
あ
り
、
北
を
除
く
三
方
に
、
五
十
一
畳
の
入
側
が

め
ぐ
っ
て
い
た
。
客
室
に
は
、
書
院
造
の
座
敷
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
図
２
は
、『
第

十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
、「
貴
賓
館
内
部
」

で
あ
る11

。
こ
れ
は
一
階
東
側
の
客
室
内
を
南
側
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
写

真
の
正
面
右
側
に
は
床
と

付
書
院
、
そ
の
左
側
に
違

棚
、
天
袋
戸
棚
が
見
え
て

い
る
。
写
真
で
は
見
え
な

い
が
、
右
側
の
小
壁
の
向

こ
う
側
、
床
の
上
に
は
独

立
し
た
折
上
格
天
井
が
備

え
ら
れ
て
い
た
。

　

写
真
の
左
側
は
、
西
側

の
客
室
（
次
の
間
）
と
の

境
で
、
菱
皺
の
檀
紙
に
桐

文
様
を
散
ら
し
た
襖
が
四

本
、
花
菱
形
の
透
彫
が
施

さ
れ
た
欄
間
が
あ
っ
た
。

長
押
の
釘
隠
に
は
煮
黒
目

の
六
葉
、
花
菱
形
の
金
具

が
、
下
長
押
に
は
二
重
渦
形
の
金
具
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
西
側
の
客
室
に
も
座
敷

飾
は
あ
っ
た
が
、
北
側
に
階
段
室
が
あ
っ
た
た
め
、
床
の
奥
行
が
狭
く
、
簡
略
化
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

写
真
の
右
側
は
、
客
室
と
東
側
入
側
と
の
境
で
、
菱
格
子
欄
間
が
あ
っ
た
。
写
真

で
は
外
さ
れ
て
い
る
が
、
普
段
は
腰
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
右
奥
に
見
え

る
の
は
、
入
側
と
予
備
室
を
隔
て
る
引
戸
で
、
細
い
木
に
よ
る
直
線
的
な
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
た
。

　

入
側
と
濡
縁
の
境
に
は
、
比
較
的
大
き
な
菱
組
格
子
の
付
い
た
、
磨
り
ガ
ラ
ス
腰

障
子
が
嵌
め
ら
れ
、
そ
の
外
側
に
は
半
蔀
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
予
備
室
の
北
側
の

壁
に
は
、
彫
刻
が
施
さ
れ
た
引
戸
（
舞
良
戸
か
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

二
階
に
は
三
十
二
畳
の
遠
望
室
が
あ
り
、
天
井
に
は
「
古
代
模
様
」
を
あ
ら
わ
す

装
飾
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
辻
金
具
な
ど
が
あ
っ
た
か
）。
四
方
の
壁
に
は
、
中
央

間
に
濡
縁
へ
の
出
入
口
、
そ
の
左
右
に
花
頭
窓
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
比
較
的
小

さ
な
菱
組
格
子
が
付
い
た
、
磨
り
ガ
ラ
ス
腰
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。

（
四
）
玄
関
と
大
廊
下

　

別
棟
と
し
て
北
側
に
あ
っ
た
玄
関
は
木
造
平
屋
建
て
、
梁
間
四
間
、
桁
行
五
間
、

入
母
屋
造
銅
板
葺
き
で
あ
っ
た
。
外
観
は
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
玄
関
と
よ
く
似
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
壁
・
外
壁
と
も
、
肉
色
の
南

蛮
漆
喰
塗
で
あ
っ
た
（
大
廊
下
、
脇
玄
関
、
厠
、
貴
賓
厠
も
こ
れ
に
同
じ
）。

　

内
部
は
、
東
側
に
東
西
三
間
、
南
北
四
間
、
二
十
四
畳
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
西

側
に
東
西
二
間
、
南
北
四
間
、
三
和
土
の
土
間
が
あ
っ
た
。
と
も
に
格
天
井
で
あ
っ

た
。
外
廻
り
に
は
花
頭
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
土
間
の
西
側
に
は
東
西
一
間
、
南

北
二
間
、
唐
破
風
銅
板
葺
き
の
車
寄
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
入
口
に
は
両
開
き
の
戸

図２　貴賓館内部　『第十回関西府県連合共進会記念写真帖』より転載
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図３　貴賓館正面図　左が北側、『第十回関西府県連合共進会事務報告』より転載

図４　貴賓館平面図　左が北側、『第十回関西府県連合共進会事務報告』より転載
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が
あ
り
、
桐
文
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　

本
館
と
玄
関
は
、
大
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
た
。
大
廊
下
は
内
室
造
で
梁
間
二
間
、

桁
行
五
間
七
分
五
厘
、
両
下
造
銅
板
葺
き１２

、
二
十
三
畳
で
あ
っ
た
。
大
き
な
花
頭
窓

に
は
格
子
の
磨
り
ガ
ラ
ス
腰
障
子
が
、
そ
の
外
に
は
高
欄
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
本

館
と
の
境
に
は
両
折
両
開
き
の
扉
が
あ
り
、
八
双
金
物
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上

に
は
蟇
股
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
内
部
に
は
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
た
。

　

玄
関
の
北
側
に
は
、
梁
間
一
〇
尺
、
桁
行
五
間
、
入
母
屋
造
杮
葺
き
の
脇
玄
関
と

厠
が
接
続
し
て
い
た
。

　

本
館
と
玄
関
の
周
囲
に
は
、
縁
石
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
は
幅
二
尺
の
雨

落
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
底
は
三
和
土
で
、
そ
の
上
に
勝
川
小
石
が
敷
き
詰
め
ら

れ
て
い
た
。

（
五
）
貴
賓
厠
、
吉
田
庵
、
土
間
廊
下

　

本
館
・
玄
関
の
東
側
に
、
独
立
棟
と
し
て
建
て
ら
れ
た
貴
賓
厠
は
、
面
積

五
十
一
・
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
寄
棟
造
瓦
葺
き
だ
が
一
方
は
切
妻
破
風
で
、
懸
魚

や
蟇
股
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
三
畳
の
脱
衣
所
、
二
畳
の
用
所
が
二
部
屋
、
流
し
場
、

廊
下
が
あ
っ
た
。
猿
頬
天
井
と
化
粧
屋
根
裏
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
格
子
窓
に
は
磨
り

ガ
ラ
ス
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
図
５
に
は
、
そ
の
平
面
形
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。

　

玄
関
の
北
側
に
は
吉
田
庵
が
あ
り
、
土
間
廊
下
で
接
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
吉
田

禄
在
が
所
有
し
て
い
た
茶
席
で
、
共
進
会
の
開
催
前
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
名
古
屋
開
府
三
百
年
記
念
会
が
購
入
し
、
共
進
会
の
会
期
中
は
休
憩
所
と
し
て

使
用
さ
れ
た１３

。
土
間
廊
下
は
本
館
・
玄
関
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
。
梁
間
一
間
、

桁
行
十
七
間
、
屋
根
は
両
下
造
で
、
杉
赤
身
を
大
和
打
ち
に
し
て
い
た
。
柱
は
錆
丸

太
造
で
、
土
間
は
三
和
土
、
腰
壁
は
吉
野
杉
皮
の
網
代
張
り
で
あ
っ
た
。

　

本
館
の
南
側
に
は
、
松
尾
宗
見
作
の
庭
園
が
広
が
っ
て
い
た
。

（
六
）
共
進
会
開
催
中
の
運
営

　

会
期
中
、
記
念
館
は
「
貴
賓
館
」
と
呼
ば
れ
、
一
階
の
客
室
二
室
、
二
階
の
遠
望

室
が
来
賓
の
休
憩
所
と
さ
れ
た
。
二
階
か
ら
は
会
場
の
み
な
ら
ず
、
南
に
高た

か
く
ら座

結む
す
び
の
み
こ

御
子
神
社
（
現
在
の
名
古
屋
市
熱
田
区
高
蔵
町
）
の
森
、
北
に
名
古
屋
城
の
眺
望

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た１４

。

　

貴
賓
館
の
運
営
は
、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県
協
賛
会
と
名
古
屋
開

府
三
百
年
記
念
会
の
共
同
で
行
わ
れ
た
。
絵
は
が
き
な
ど
記
念
印
刷
物
の
贈
呈
・
呈

茶
が
行
わ
れ
、
重
要
な
来
賓
に
は
昼
食
が
提
供
さ
れ
た
。
皇
太
子
（
の
ち
の
大
正
天

皇
）
を
は
じ
め
、
一
万
二
千
人
余
り
の
賓
客
を
も
て
な
し
た１５

。

　

名
古
屋
市
は
、
こ
の
記
念
館
と
噴
水
塔
、
奏
楽
堂
の
三
つ
を
「
永
久
的
建
築
物
」

と
し
て
、
共
進
会
終
了
後
も
保
存
、
活
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た１６

。

二
　
共
進
会
終
了
後
か
ら
大
正
期
ま
で

（
一
）
九
皐
閣
か
ら
聞
天
閣
へ

　

共
進
会
終
了
後
ま
も
な
く
、
記
念
館
は
「
九

き
ゅ
う
こ
う
か
く

皐
閣
」
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
詩

経
』
所
収
の
詩
、「
鶴
鳴
于
九
皐 

声
聞
于
天
（
鶴
九
皐
に
鳴
き
て
声
天
に
聞
こ
ゆ
） １７

」

か
ら
の
引
用
で
あ
り
、名
古
屋
市
長
で
あ
っ
た
阪
本
釤さ

ん
の
す
け

之
助
が
命
名
し
た
と
さ
れ
る
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
刊
の
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編　

第
三
』
で
は
、「
聞
天

閣
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
ま
で
に
も
う
一
度
改
称
し
た
こ
と
に
な
る１８

。

こ
れ
も
同
じ
漢
詩
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
短
期
間
に
二
度
も
改
称
し
た
経
過
は
不
明
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で
あ
る
が
、阪
本
は
蘋ひ

ん

園え
ん

と
号
す
る
漢
詩
人
で
あ
り
、そ
の
関
与
が
想
像
さ
れ
る
。「
九

皐
閣
」
と
命
名
し
て
は
み
た
も
の
の
、
あ
ま
り
に
も
難
読
で
、
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
阪
本
の
市
長
在
任
は
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
七
月
四
日
か
ら
、
大
正
六
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
で
あ
る
。

（
二
）
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
の
利
用

　

大
正
四
年
十
一
月
は
大
正
天
皇
の
御
大
典
奉
祝
の
た
め
、
鶴
舞
公
園
で
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　

同
月
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
名
古
屋
市
奉
祝
会
の
主
催
に
よ
る
菊
花
展
覧
会

が
、
公
園
内
の
竜
ヶ
池
畔
で
開
催
さ
れ
た１９

。
聞
天
閣
で
は
こ
れ
と
同
時
期
に
、
名

古
屋
市
の
主
催
に
よ
る
生
花
・
盆
栽
の
陳
列
展
が
開
催
さ
れ
た２０

。
十
三
日
に
は
、

菊
花
展
覧
会
の
褒
賞
授
与
式
が
、
聞
天
閣
の
庭
園
で
行
わ
れ
た２１

。
十
七
日
に
は
、

県
奉
祝
会
の
主
催
に
よ
る
大
典
奉
祝
宴
が
、
公
園
内
の
賜
饌
場
跡
（
運
動
場
内
に
設

け
ら
れ
て
い
た
）
で
六
百
人
以
上
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
終
了
後
に
、
参
加
者

は
菊
花
展
覧
会
と
聞
天
閣
で
の
展
示
を
観
覧
し
、
茶
菓
で
接
待
さ
れ
た２２

。
二
十
七

日
に
は
盛
花
倶
楽
部
の
主
催
に
よ
る
大
典
奉
祝
盛
花
会
が
、
聞
天
閣
で
開
催
さ
れ
た２３

。

　

大
正
七
年
四
月
二
十
日
に
、
鶴
舞
公
園
附
属
動
物
園
が
開
園
し
た
。
開
園
式
は
聞

天
閣
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
た
。
名
古
屋
市
長
の
佐
藤
孝
三
郎
の
案
内

に
よ
り
、
動
物
園
を
巡
覧
し
た
後
、
聞
天
閣
へ
戻
っ
て
祝
宴
が
開
か
れ
た２４

。

　

同
年
四
月
一
日
、鶴
舞
公
園
管
理
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。場
所
は
吉
田
山
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
十
二
年
四
月
一
日
に
、
名
古
屋
市
土
木
課
の
組
織
改
編
に

よ
り
、
事
務
所
は
廃
止
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
係
員
詰
所
が
置
か
れ
た
が
、
敷
地
・
建

物
は
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
。
一
、〇
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
作
業
舎
、
人

夫
詰
所
、
倉
庫
、
材
料
置
場
二
棟
が
あ
っ
た２５

。

　

聞
天
閣
の
屋
根
は
、
当
初
は
銅
板
葺
き
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
に
檜
皮
葺
き

に
改
め
ら
れ
た２６

。
図
５
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
作
成
と
考
え
ら
れ
る
、
吉
田

山
付
近
の
平
面
図
で
あ
る
。

三
　
昭
和
初
期

図５　鶴舞公園平面図（聞天閣）　名古屋市緑政土木局蔵
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（
一
）
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
鶴
舞
公
園
に

お
い
て
、
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
名
古
屋
勧
業
協
会

で
あ
っ
た
が
、実
質
的
に
は
名
古
屋
市
が
主
催
し
た
、初
の
大
規
模
な
博
覧
会
で
あ
っ

た
。
会
期
中
に
は
、
百
九
十
四
万
人
以
上
の
入
場
者
を
集
め
た
。

　

こ
の
博
覧
会
で
も
、
聞
天
閣
は
貴
賓
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た２７

。
重
要
来
賓
は
聞

天
閣
と
鶴か

く
か
く
て
い

々
亭
、一
般
来
賓
は「
迎
賓
館
」と
、建
物
の
役
割
分
担
が
な
さ
れ
た
。
鶴
々

亭
は
こ
の
博
覧
会
で
、
名
古
屋
材
木
商
工
同
業
組
合
が
参
考
出
品
と
し
て
、
会
場
内

に
建
て
た
茶
席
で
あ
る２８

。「
迎
賓
館
」
は
、
会
場
西
端
の
鯱
ヶ
池
（
現
在
の
ベ
ビ
ー

ゴ
ル
フ
場
付
近
）
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
風
の
洋

風
建
築
で
あ
っ
た２９

。

　

聞
天
閣
の
室
内
に
は
、
伊
藤
次
郎
左
衛
門
、
岡
谷
惣
助
、
瀧
定
助
ら
、
名
古
屋
の

財
界
人
か
ら
借
用
し
た
美
術
品
が
飾
ら
れ
た
。
は
じ
め
は
名
古
屋
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
が
提
供
さ
れ
た
が
、
十
月
か
ら
は
抹
茶
が
呈
さ
れ
た
。
金
城
女
学

校
茶
道
教
師
で
あ
っ
た
岡
崎
た
ま
を
は
じ
め
五
人
に
委
嘱
し
、
毎
日
一
名
が
交
代
で

呈
茶
を
行
っ
た
。
会
期
中
の
呈
茶
数
は
、
聞
天
閣
で
二
千
五
百
二
十
六
人
、
迎
賓
館

で
一
〇
、一
〇
九
人
で
あ
っ
た
。
食
事
提
供
数
は
合
わ
せ
て
千
二
百
四
十
人
で
あ
っ

た３０

。
（
二
）
美
術
館
の
建
設

　

こ
の
博
覧
会
に
際
し
て
、
聞
天
閣
の
東
隣
に
、
美
術
館
が
建
設
さ
れ
た
。
木
造
平

屋
建
て
、ス
レ
ー
ト
葺
き
、床
面
積
一
、三
二
二
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
あ
っ

た３１

。
半
永
久
的
な
建
築
物
と
し
て
、
博
覧
会
終
了
後
も
美
術
館
と
し
て
使
用
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
当
初
は
東
海
美
術
協
会
、名
古
屋
勧
業
協
会
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
年
十
二
月
に
名
古
屋
市
へ
寄
付
さ
れ
た３２

。

（
三
）
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
の
移
築

　

昭
和
四
年
十
月
、
そ
れ
ま
で
愛
知
県
商
品
陳
列
館
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
、
猿さ

る
め
ん面

茶

屋
と
松

し
ょ
う
げ
つ
さ
い

月
斎
が
、
県
か
ら
の
寄
付
を
受
け
、
聞
天
閣
の
北
側
、
吉
田
庵
の
西
隣
に
移

築
さ
れ
た
。

　

猿
面
茶
屋
は
、
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
、
古
田
織
部
正
重し

げ
な
り然

が
清
須
城
内
に
建
て

た
と
さ
れ
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
名
古
屋
城
築
城
に
際
し
て
は
、
形
態
を

改
め
ず
に
移
築
さ
れ
た
と
い
う
。
木
造
平
屋
建
て
、
入
母
屋
造
茅
葺
き
、
面
積

三
三
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
二
年
七
月
二
十
九
日
に
国
宝
に
指
定

さ
れ
た３３

。

　

松
月
斎
は
尾
張
徳
川
家
十
二
代
・
斉な

り
た
か壮

が
、
名
古
屋
城
三
之
丸
の
御
屋
形
内
に
建

て
た
数
寄
屋
風
書
院
で
あ
っ
た
。
木
造
平
屋
建
て
、
入
母
屋
造
茅
葺
き
、
面
積

八
八
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た３４

。

　

昭
和
八
年
八
月
八
日
に
は
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰
所
）
が
改
築
さ
れ
た３５

。
こ

の
時
点
で
、
総
面
積
一
七
、〇
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
吉
田
山
に
は
、
聞
天
閣
、
吉

田
庵
、
美
術
館
、
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
係
員
詰
所
と
、
多
く
の
建
物
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。
樹
木
が
鬱
蒼
と
し
、
公
園
内
で
最
も
深
い
森
と
な
っ
て
い
た３６

。

（
四
）
鶴
舞
公
園
の
有
料
利
用
施
設

　

昭
和
九
年
時
点
の
鶴
舞
公
園
内
で
は
、
普
選
記
念
壇
、
奏
楽
堂
、
鶴
々
亭
、
美
術

館
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
有
料
貸
出
施
設
（
名
古
屋
市
土
木
部
管
轄
）
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
の
貸
出
施
設
と
し
て
は
市
公
会
堂
（
同
市
庶
務
部
管
轄
）、
運
動
場
（
同

市
教
育
部
が
管
轄
）
が
あ
っ
た３７

。

　

昭
和
四
年
十
二
月
十
日
施
行
・
同
七
年
四
月
二
十
九
日
改
正
の
公
園
使
用
条
例
の
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第
五
條
に
は
、
公
園
地
、

中
村
公
園
運
動
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
美
術
館
、

普
選
記
念
壇
、
記
念
館
、

鶴
々
亭
、
売
店
の
使
用

料
の
上
限
額
が
定
め
ら

れ
て
い
た３８

。
こ
の
「
記

念
館
」
は
聞
天
閣
で
は

な
く
、
中
村
公
園
の
記

念
館
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る３９

。
聞
天
閣
が
使
用

さ
れ
る
の
は
、
特
別
な

事
情
が
あ
っ
た
時
に
限

ら
れ
て
い
た
。

（
五
）
一
般
公
開

　

昭
和
九
年
六
月
ご
ろ
に
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
聞
天
閣
が
一
般
公
開
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
猿
面
茶
屋
は
、
名
古
屋
の
富
裕
層
が
構
成
す
る
猿
面
会
が
、

年
に
一
、二
度
使
用
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。「
建
築
保
存
の
上
か
ら
も
そ
の
開
放
は
茶

ど
こ
ろ
名
古
屋
と
し
て
意
義
深
い
も
の
」
と
い
う
同
会
か
ら
の
進
言
に
よ
り
、
名
古

屋
市
が
公
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
時
に
、
隣
接
す
る
聞
天
閣
、
松
月
斎
も
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た４０

。
た
だ
し
会
期
や
観
覧
者
数
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。

　

ま
た
同
年
九
月
二
十
二
日
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
室
戸
台
風
に
よ
り
、
聞
天
閣
の

屋
根
が
損
傷
し
、
檜
皮
の
大
部
分
が
葺
き
替
え
ら
れ
た４１

。

四
　
木
造
家
屋
火
災
実
験
で
の
被
災
と
修
理

（
一
）
実
験
の
概
要

　

聞
天
閣
は
戦
災
よ
り
も
前
に
、
防
火
訓
練
中
に
火
災
に
遭
っ
て
い
た４２

４３

。
こ
れ
は
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
二
十
二
日
に
、
鶴
舞
公
園
運
動
場
（
公
園
内
の
南
西

端
に
あ
る
。
現
在
の
テ
ラ
ス
ポ
鶴
舞
の
場
所
、
旧
陸
上
競
技
場
）
で
、「
木
造
家
屋

火
災
実
験
」
が
行
わ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
実
験
は
、
前
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
八
月
に
名
古
屋
市
に
適
用
さ
れ
た
、

防
空
建
築
規
則
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
則
で
定
め
ら
れ
た
「
防

火
改
修
」
が
、
木
造
家
屋
の
延
焼
防
止
・
遅
延
に
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
公

開
し
、
規
則
の
周
知
徹
底
と
、「
防
火
改
修
」
事
業
の
促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

主
催
は
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
大
日
本
防
空
協
会
、
同
協
会
愛
知
支
部
で
あ
っ
た
。

効
果
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
防
火
改
修
」
を
施
し
た
木
造
家
屋
二
棟
、
通
常
の
木

造
家
屋
四
棟
が
、「
供
試
家
屋
」
と
し
て
運
動
場
の
中
央
、
約
十
二
メ
ー
ト
ル
四
方

に
密
集
し
て
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
防
火
改
修
」
と
は
、
壁
面
を
漆
喰
塗
り

に
す
る
、
ワ
イ
ヤ
ラ
ス
張
り
・
モ
ル
タ
ル
塗
り
に
す
る
、
耐
火
木
材
を
使
用
す
る
と

い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
同
時
に
点
火
し
、
公
衆
の
面
前
で
効
果
を
実
証

し
よ
う
と
し
た４４

。

（
二
）
飛
び
火
に
よ
る
焼
損

　

映
画
館
、
市
内
電
車
・
バ
ス
広
告
な
ど
で
大
々
的
に
宣
伝
を
行
っ
た
結
果
、
実
験

の
当
日
は
、
主
催
者
発
表
で
八
万
人
も
の
観
衆
が
集
ま
っ
た
。
点
火
が
開
始
さ
れ
た

図６　火災実験で被災した聞天閣　『木造家屋火災実験報告』より転載
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午
後
二
時
に
は
、
強
い
西
風
が
吹
い
て
い
た
。
点
火
し
て
す
ぐ
に
、
無
数
の
火
の
粉

が
飛
散
し
始
め
た
。
供
試
家
屋
か
ら
西
へ
六
七
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
も
、
灰

が
盛
ん
に
降
り
、
一
〇
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
薄
片
が
落
下
し
た４５

。

　

供
試
家
屋
か
ら
西
へ
二
八
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
聞
天
閣
付
近
で
は
、
公
園
職
員
な

ど
十
数
名
が
待
機
し
て
い
た
。
点
火
し
て
十
分
後
に
は
、
火
の
粉
が
一
階
の
屋
根
上

に
落
ち
始
め
、
も
み
消
し
に
か
か
っ
た
。
二
十
分
後
に
は
二
階
の
屋
根
か
ら
黒
煙
が

あ
が
り
、
消
火
が
開
始
さ
れ
た
。
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
二
階
屋
根
の
露
盤
、

檜
皮
、
小
屋
組
な
ど
が
損
傷
し
た４６

。
消
火
水
の
た
め
、
建
物
や
内
装
が
汚
損
し
、

被
害
額
は
一
千
二
百
円
に
な
っ
た
。

　

こ
の
火
災
発
生
を
、
新
聞
は
肯
定
的
に
報
じ
た
。
四
月
二
十
三
日
付
の
『
名
古
屋

新
聞
』
朝
刊
は
、「
猛
火
防
ぐ
『
裾
壁
』
の
威
力　

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
塗
料　

耐
火
木

材
も
好
成
績　

火
災
実
験
は
教
へ
る
」
の
見
出
し
で
、以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

聞
天
閣
の
火
事
騒
ぎ
を
生
じ
、
参
加
の
係
員
も
観
衆
も
演
習
気
分
を
か
な
ぐ
り

捨
て
て
戦
調
横
溢
、
思
い
が
け
ぬ
こ
の
災
厄
に
か
へ
っ
て
〝
防
火
は
平
常
に
備

え
よ
〟
の
教
訓
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
脳
裏
に
焼
き
込
む
結
果
と
な
っ
て
、
実
験
効
果

は
ひ
と
し
ほ
あ
が
っ
た

　

同
日
付
の
『
新
愛
知
』
朝
刊
で
は
、「
防
火
改
修
の
必
要　

市
民
ら
わ
が
眼
で
実
験
」

の
見
出
し
で
、
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

意
外
に
も
、
実
験
火
災
の
飛
火
が
三
丁
程
離
れ
た
同
公
園
内
聞
天
閣
に
燃
え
移

り
屋
根
の
一
部
を
焼
く
の
椿
事
ま
で
惹
起
し
た
が
、
そ
の
結
果
想
い
設
け
ぬ
実

地
経
験
を
生
み
、
参
加
し
た
関
係
者
皿
に
参
観
の
市
民
に
多
大
の
感
銘
を
与
え

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
効
果
を
収
め
た

　

い
ず
れ
も
「
防
火
改
修
」
の
効
果
は
「
絶
大
」
で
、
聞
天
閣
が
被
災
し
た
こ
と
も

含
め
て
、
実
験
は
「
大
成
功
」
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
政
府

や
官
庁
に
対
す
る
批
判
的
な
報
道
は
、
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

（
三
）
修
理

　

聞
天
閣
の
「
災
害
復
旧
」
工
事
は
、
す
ぐ
に
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
五
月

十
五
日
に
は
「
ア
ク
」
洗
上
、
屋
根
鉄
板
仮
覆
、
階
段
室
絨
毯
取
り
外
し
工
事
が
完

成
し
た４７

。
六
月
十
一
日
に
は
電
灯
の
修
理
工
事
が
完
成
し
た４８

。
七
月
二
日
に
は
二

階
と
大
廊
下
の
屋
根
葺
き
工
事
が４９

、
同
日
に
畳
縁
破
損
箇
所
の
修
繕
・
畳
表
の
掃
除
・

敷
き
込
み
、
一
階
の
畳
床
の
修
理
・
敷
き
込
み
、
二
階
の
畳
縁
の
取
り
解
し
・
洗
い

張
り
・
取
り
付
け
・
敷
き
込
み
工
事
が５０

、五
日
に
は
大
廊
下
の
濡
縁
・
玄
関
の
板
塀（
両

面
袋
板
張
り
）
の
修
理
工
事
が５１

、
九
日
に
は
砂
壁
、
黄
大
津
壁
、
紙
貼
壁
の
工
事
が

完
成
し
た５２

。
九
月
十
六
日
に
は
絨
毯
敷
き
込
み
工
事
が５３
、二
十
二
日
に
は
避
雷
針
改

修
工
事
が
完
成
し
た５４

。
こ
れ
で
一
連
の
「
災
害
復
旧
」
工
事
は
完
了
し
た
。

　

遅
く
と
も
同
年
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
聞
天
閣
の
供
用
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の

日
に
は
名
古
屋
市
総
務
部
が
、
内
務
省
行
財
政
監
査
一
行
を
接
遇
す
る
た
め
に
使
用

し
て
い
る５５

。

五
　
聞
天
閣
の
解
体
と
焼
失

（
一
）
市
公
会
堂
に
防
空
隊
本
部
設
置
、
運
動
場
が
高
射
砲
陣
地
に

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
、
陸
軍
名
古
屋
防
空
隊
が
編
成
さ
れ
、
中
部
軍



80

に
編
入
さ
れ

た
。
名
古
屋
近

辺
の
軍
事
施

設
、軍
需
工
場
、

官
庁
な
ど
を
空

襲
か
ら
援
護

し
、
高
射
砲
と

照
明
に
よ
り
、

敵
機
が
爆
撃
を

開
始
す
る
前

に
、
撃
墜
す
る

こ
と
が
主
任
務

と
さ
れ
た
。
本

部
は
鶴
舞
公
園

内
の
名
古
屋
市

公
会
堂（
以
下
、

市
公
会
堂
）
内

に
置
か
れ
た
。

部
隊
が
市
公
会
堂
に
入
っ
た
の
は
、
同
年
八
月
十
四
、十
五
日
の
両
日
で
あ
っ
た５６

。

　

市
公
会
堂
は
、鶴
舞
公
園
の
北
西
端
に
現
存
し
て
い
る
。
昭
和
五
年
に
完
成
し
た
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
四
階
・
地
下
一
階
建
て
の
建
物
で
あ
る５７

。
当

時
は
珍
し
か
っ
た
高
層
建
築
が
、
防
空
指
揮
に
最
適
と
さ
れ
た
。
こ
の
四
階
に
部
隊

本
部
、
屋
上
に
戦
闘
指
揮
所
が
置
か
れ
た
。

　

同
時
に
運
動
場
に
、
鶴
舞
公
園
陣
地
（
高
射
砲
陣
地
）
が
構
築
さ
れ
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
東
南
隅
に
八
八
式
七
・
五
糎
高
射
砲
四
門
が
設
置
さ
れ
た
。
吉
田
山
の
周
囲

の
桜
は
、
砲
撃
の
「
邪
魔
」
に
な
る
た
め
、
上
半
分
が
剪
定
さ
れ
た５８

。

　

こ
の
翌
月
に
は
、
名
古
屋
か
ら
五
〇
～
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
十
六
か

所
に
、
前
進
監
視
哨
（
対
空
監
視
哨
）
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
に
位
置
し
た
の

が
、
市
公
会
堂
の
屋
上
に
建
て
ら
れ
た
本
部
監
視
哨
で
あ
っ
た
。
友
軍
機
、
敵
軍
機

の
行
動
情
報
を
す
べ
て
集
め
、
直
通
の
電
話
回
線
で
、
麾
下
の
各
隊
に
情
報
を
発
し

て
い
た５９

。

　

以
後
、
部
隊
組
織
の
改
編
・
移
動
や
、
陣
地
の
新
設
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
昭
和

二
十
年
の
終
戦
ま
で
、
市
公
会
堂
に
は
高
射
砲
隊
の
司
令
部
が
置
か
れ
続
け
た
。

（
二
）
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲

　

昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
で
は
、
十
六
機
の
米
軍
機
が
日

本
の
主
要
都
市
を
爆
撃
し
た
。
こ
の
時
に
多
く
の
死
傷
者
、
家
屋
の
損
害
を
出
し
た

が
、
高
射
砲
隊
に
よ
る
砲
撃
は
、
米
軍
機
を
一
機
も
撃
墜
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

名
古
屋
に
は
二
機
が
飛
来
し
た
。
う
ち
一
機
が
、
名
古
屋
城
内
に
駐
屯
し
て
い
た

陸
軍
第
三
師
団
兵
営
を
目
標
に
、
焼
夷
弾
二
発
を
投
下
し
た
。
や
や
東
に
そ
れ
て
、

三
之
丸
の
第
三
師
団
馬
糧
倉
庫
（
現
在
の
名
古
屋
法
務
合
同
庁
舎
の
場
所
）、
第
二

陸
軍
病
院
（
現
在
の
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場
所
）
に
命
中
し
、
こ
れ
ら
は
全
焼

し
た６０

。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
陸
海
軍
は
大
き
な
危
機
感
と
焦
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

（
三
）
陸
軍
か
ら
の
「
照
会
」
文
書

　
「
永
久
的
建
築
物
」
と
さ
れ
て
い
た
聞
天
閣
の
運
命
は
、
一
通
の
文
書
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
で
、
名
古
屋
師
団
（
陸
軍
第
三
師

図７　聞天閣附近高射砲陣地所要地域要図　名古屋市市政資料館蔵
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団
）
参
謀
長
名
で
、名
古
屋
市
長
宛
に
「
鶴
舞
公
園
高
射
砲
陣
地
移
動
ノ
件　

照
会
」

が
出
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
丸
秘
扱
い
で
あ
っ
た６１

。

首
題
ノ
件
戦
闘
ノ
経
験
ニ
ヨ
リ
運
動
場
陣
地
ヲ
聞
天
閣
ノ
台
地
上
ニ
変
換
致
度

ニ
付
配
慮
相
成
度
右
及
照
会
候
也

尚
所
用
地
域
別
紙
要
図
ノ
如
ク
此
ノ
地
域
内
ノ
樹
木
及
家
屋
ハ
中
央
ヨ
リ
遮
蔽

角
ヲ
五
十
密
位
以
下
ト
ス
ル
如
ク
清
掃
又
ハ
除
去
セ
ラ
レ
度

別
紙
の
「
聞
天
閣
附
近
高
射
砲
陣
地
所
要
地
域
要
図
」（
図
７
）
に
、
そ
の
区
域
が

示
さ
れ
、
左
端
に
備
考
が
記
さ
れ
て
い
る
。

備
考

１
．
本
地
域
内
ノ
家
屋
ハ
中
央
カ
ラ
全
周
ニ
対
シ
五
〇
密
位
以
内
ニ
ナ
ル
迄
取
除

ク
ヲ
要
ス

２
．
樹
木
ハ
地
域
内
外
共
ニ
前
項
遮
蔽
角
以
下
ト
ナ
ル
迄
高
所
ヲ
伐
ル
カ
他
ニ
移

植
ヲ
要
ス

　

そ
れ
ま
で
運
動
場
に
あ
っ
た
高
射
砲
陣
地
を
、
吉
田
山
に
移
転
す
る
の
で
、
要

図
に
記
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
、
中
央
か
ら
遮
蔽
角
五
〇
ミ
ル
（
一
ミ
ル

≒

〇
・

〇
五
七
三
度
）
よ
り
も
高
い
建
物
は
取
り
壊
す
こ
と
、
樹
木
は
そ
れ
以
下
と
な
る
よ

う
に
剪
定
す
る
か
、
区
域
外
に
移
植
す
る
こ
と
、
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た
。

（
四
）
市
参
事
会
で
の
解
体
決
定

　

同
年
六
月
三
日
の
市
参
事
事
会
で
、
八
六
号
議
案
「
不
動
産
解
体
の
件
（
鶴
舞
公

園
聞
天
閣
・
美
術
館
・
公
園
事
務
所
、
軍
事
上
必
要
の
た
め
）」
が
承
認
さ
れ
た６２

。

こ
こ
で
解
体
す
る
と
さ
れ
た
建
物
は
、
聞
天
閣
、
美
術
館
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰

所
）・
付
属
の
温
室
で
あ
っ
た
。
提
案
の
理
由
は
、「
軍
事
上
取
毀
シ
ノ
必
要
生
ジ
タ

ル
ニ
由
ル
」
と
説
明
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た６３

。
こ
の
議
案
は
、
七
月
二
十
三
日
に

開
か
れ
た
市
会
本
会
議
に
は
諮
ら
れ
な
か
っ
た
。
解
体
は
、
市
参
事
会
が
代
決
権
を

持
つ
、「
軽
易
な
事
件
の
範
囲
」
内
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
新
聞
報
道

　

と
こ
ろ
が
同
年
五
月
十
九
日
付
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、「
鶴
舞
公
園
か
ら
消
え

る
名
物
二
つ　

聞
天
閣
と
猿
面
茶
屋　

市
参
事
会
で
撤
去
決
ま
る
」
の
見
出
し
で
、

解
体
が
報
じ
ら
れ
た
。
聞
天
閣
が
「
都
合
」
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
こ
と
が
、
市
参
事

会
で
承
認
さ
れ
、
六
月
の
市
会
で
確
定
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
実
際
に
市

参
事
会
で
承
認
さ
れ
る
よ
り
も
十
五
日
早
く
、
新
聞
報
道
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
名
古
屋
市
か
ら
す
れ
ば
、
情
報
を
リ
ー
ク
し
て
全

国
紙
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
陸
軍
の
命
令
と
は
い
え
国
宝
の
猿
面
茶
屋
ま
で

解
体
し
て
い
い
の
か
、
文
部
省
な
ど
の
動
向
を
見
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
記
事
で
は
、
撤
去
後
に
聞
天
閣
を
ど
う
す
る
か
は
未
定
だ
が
、「
国
宝
的
建
築

物
」
と
し
て
移
転
保
存
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
同
じ
敷
地
に
あ
る
管
理
事
務
所
（
係
員
詰

所
）
は
撤
去
し
、
国
宝
の
猿
面
茶
屋
も
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、「
保
存
に
善
処
」
の
見
出
し
で
、
名
古
屋

市
土
木
局
公
園
課
長
・
野
間
守
人
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
聞
天
閣
は
撤
去
す

る
が
、
移
築
・
保
存
す
る
方
向
性
を
述
べ
て
い
る
。

『
こ
の
由
緒
あ
る
建
築
物
を
撤
去
す
る
の
は
萬
や
む
を
得
な
い
結
果
で
あ
り
ま
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す
、
ま
だ
正
式
に
決
定
し
た
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
参
事
会
の
内
諾
は
得
ま

し
た
か
ら
何
れ
正
式
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
、
私
と
し
ま
し
て
は

聞
天
閣
の
如
き
国
宝
的
建
築
物
は
最
も
市
民
の
親
し
み
易
い
場
所
に
移
転
し
永

久
に
保
存
し
て
行
く
や
う
考
慮
し
た
い
と
工
夫
を
い
た
し
て
ゐ
る
様
な
議
で
す
』

（
六
）
聞
天
閣
、
美
術
館
の
解
体

　

実
際
に
は
、
聞
天
閣
の
解
体
工
事
は
、
同
年
五
月
三
十
日
に
契
約
・
着
工
さ
れ
た６４

。

市
参
事
会
で
の
承
認
よ
り
も
前
に
、
解
体
さ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
少
し
前
、
同
年
三
月
十
二
日
か
ら
、
聞
天
閣
の
本
館
と
大
廊
下
の
屋
根
を
、

檜
皮
葺
き
か
ら
ス
レ
ー
ト
葺
き
に
改
め
る
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
前
年
の
木
造

家
屋
火
災
実
験
の
結
果
、「
聞
天
閣
の
飛
火
に
徴
し
市
街
地
で
は
可
燃
物
で
覆
葺
せ

る
屋
根
は
極
力
避
く
可
で
あ
る６５

」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
、
対
処
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
翌
十
三
日
に
工
事
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
日
ま
で
に
、
陸
軍
か
ら
「
照

会
」
文
書
が
出
さ
れ
る
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
り
、
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
名
古
屋
市
市
民
局
防
衛
部
防
衛
課
と
の
合
議
の
う
え
、
工
事
は
五
月

二
十
一
日
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
完
成
し
た
。
行
政
文
書
上
で
は
、
こ
の

工
事
が
完
了
し
、
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
へ
引
き
渡
さ
れ
た
の

は
、
七
月
一
日
で
あ
っ
た６６

。
こ
れ
は
解
体
工
事
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
一
か
月
以

上
が
経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。
解
体
工
事
は
八
月
二
十
七
日
に
完
了
し
た６７

。

　

隣
接
す
る
美
術
館
の
解
体
工
事
は
七
月
八
日
に
開
始
さ
れ
、
九
月
五
日
に
完
了
し

た
。
こ
の
工
事
完
了
の
引
継
文
書
は
、
市
防
衛
部
防
衛
課
に
回
議
さ
れ
た６８

。
建
物

が
中
川
運
河
堤
に
防
衛
課
倉
庫
と
し
て
、
移
築
さ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た６９

。
公
園
事

務
所
（
係
員
詰
所
）
の
移
転
工
事
は
七
月
六
日
に
開
始
さ
れ
、
十
二
月
十
五
日
に
完

了
し
た７０

。
事
務
所
は
公
園
北
端
の
、「
秋
の
池
」
畔
に
移
転
し
た７１

。

　

猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
は
解
体
さ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
現
地
に
残
さ
れ
た
。
吉
田
庵

も
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い７２

。

（
七
）
八
幡
山
古
墳
の
樹
木
伐
採

　

鶴
舞
公
園
陣
地
か
ら
西
へ
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
東
西
径
約
八
三

メ
ー
ト
ル
、
南
北
径
約
七
九
メ
ー
ト
ル
、
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
、
八
幡
山
古

墳
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
年
五
月
十
一
日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
た７３

。

　

こ
の
古
墳
は
「
高
射
砲
陣
地
と
す
る
た
め
に
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
」
と
、
よ
く
紹

介
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
陣
地
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
公
園
内

に
あ
っ
た
陣
地
か
ら
見
て
、
砲
撃
・
観
測
の
「
邪
魔
」
で
あ
っ
た
の
で
、
陸
軍
か
ら

の
指
示
で
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
の
で
あ
る７４

。

　

加
藤
金
逸
『
大
空
に
祈
る
』
に
、当
時
の
陸
軍
と
文
化
財
保
護
行
政
と
の
関
係
を
、

よ
く
示
す
記
述
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
八
幡
山
に
密
生
す
る
樹
木
は
射
撃
に
対
し
邪
魔
に
な
っ
て
い
た
。

松
本
中
隊
長
や
そ
の
後
中
隊
長
に
な
ら
れ
た
皆
川
中
隊
長
は
、
し
ば
し
ば
作
戦

司
令
部
に
伐
採
方
を
要
請
し
て
い
た
。
作
戦
部
は
部
隊
長
に
進
言
し
折
毎
に
市

に
要
求
し
て
い
た
が
、
市
は
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
言
う
理
由
で
、
仲
々

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
名
古
屋
防
空
隊
を
視
察
に
来
ら
れ
た
旅
団
長
（
伊
藤
範
治
少
将
）

が
こ
れ
を
聞
き
、
防
空
の
重
要
性
を
重
視
せ
ら
れ
、
た
ま
た
ま
旅
団
長
の
教
育

機
会
を
利
用
し
、
巡
視
に
来
名
せ
ら
れ
た
中
部
軍
司
令
官
後
宮
大
将
に
進
言
し

た
と
こ
ろ
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司
令
官
は
、

「
国
亡
び
て
史
跡
が
何
に
な
る
。
切
れ
。」

と
市
側
に
要
請
さ
れ
た
。

　

鶴
の
一
声
で
あ
っ
た
。
八
幡
山
古
墳
の
樹
木
が
市
側
に
よ
り
、
二
、三
日
後
に

伐
採
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
「
鶴
の
一
声
」
の
名
言
は
、当
部
隊
内
で
も
有
名
に
な
っ

て
い
た
。
市
の
教
育
委
員
会
も
二
の
句
が
出マ

マ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る７５

。

　

こ
の
「
鶴
の
一

声
」
を
発
し
た
司

令
官
は
、
後う

し
ろ
く宮

淳

で
あ
る７６

。
八
幡
山

の
樹
木
が
、
付
近

住
民
の
手
に
よ
っ

て
伐
採
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
十
七
年

十
一
月
八
日
で
あ

っ
た７７

。

　

時
系
列
か
ら
考

え
て
、
①
同
年
五

月
四
日
に
、
名
古

屋
師
団
参
謀
長
名

で
名
古
屋
市
長
宛

に
、「
鶴
舞
公
園

高
射
砲
陣
地
移
動

ノ
件　

照
会
」
が
出
さ
れ
、吉
田
山
へ
陣
地
が
移
転
す
る
こ
と
が
事
実
上
決
定
し
た
、

②
聞
天
閣
、
美
術
館
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰
所
）
の
解
体
は
、
同
年
９
月
上
旬
ご

ろ
ま
で
に
完
了
し
た
、
③
そ
の
こ
ろ
に
、
八
幡
山
の
樹
木
が
吉
田
山
か
ら
の
視
界
を

遮
っ
て
い
る
こ
と
が
、
陸
軍
内
で
問
題
視
さ
れ
始
め
た
、
④
そ
の
後
に
名
古
屋
市
教

育
委
員
会
と
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
十
一
月
八
日
に
伐
採
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
実

際
の
経
過
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
八
）
吉
田
山
が
高
射
砲
陣
地
に

　

吉
田
山
に
高
射
砲
陣
地
が
置
か
れ
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
で
あ
っ
た７８

。
当

初
は
八
八
式
七
・
五
糎
高
射
砲
六
門
が
設
置
さ
れ
、
の
ち
に
八
門
に
改
め
ら
れ
た
。

初
め
は
木
製
砲
床
上
に
高
射
砲
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
後
一
門
ず
つ
、
コ
ン
リ
ー
ト

砲
台
に
換
え
ら
れ
て
い
っ
た７９

。
東
側
の
民
家
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
（
現
在
の
名
古
屋

市
立
鶴
舞
小
学
校
の
場
所
）
に
、
兵
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
図
８
の
下
部
に
、
運
動
場

と
吉
田
山
に
置
か
れ
て
い
た
、
砲
座
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。
右
端
の
丘
陵
が
八

幡
山
古
墳
、
左
上
の
建
物
が
、
防
空
隊
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
市
公
会
堂
で
あ
る
。

　

前
掲
の
『
大
空
に
祈
る
』
に
、
陣
地
移
転
に
当
た
っ
て
、
陸
軍
内
部
の
動
向
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　

市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
且
広
範
囲
な
空
域
を
援
護
す
る
中
隊
は
か
く
あ
る

べ
き
だ
と
、
も
が
み
隊
を
八
門
（
普
通
は
四
門
昭
和
十
八
年
八
月
よ
り
六
門
）

の
編
成
に
改
編
す
る
よ
う
進
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
八
年
八
月
部
隊
大
改
編
が
命
ぜ
ら
れ
、
一
躍
今
ま
で
の
四
門
編
成
か

ら
八
門
編
成
の
中
隊
に
な
り
（
他
の
中
隊
も
こ
の
時
機
に
、
六
門
編
成
に
改
編

し
た
の
で
あ
る
。）
連
隊
唯
一
の
マ
ン
モ
ス
中
隊
が
出
来
上
が
っ
た
の
だ
。

図８　鶴舞陣地要図　（田村栄吉郎作図）
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し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
の
既
設
陣
地
で
は
狭
い
。
同
陣
地
東
方
に
あ
っ
た
聞

天
閣
や
猿
面
茶
屋
も
移
転
し
、
こ
こ
に
六
千
坪
の
陣
地
が
で
き
た
。

　

部
隊
改
編
が
下
達
さ
れ
る
や
、
こ
の
陣
地
の
拡
張
が
急
が
れ
て
、
大
マ
ン
モ

ス
中
隊
が
日
を
追
っ
て
完
成
し
て
い
っ
た８０

。

　
「
も
が
み
隊
」
と
は
、
鶴
舞
高
射
砲
陣
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
中
隊
に
、
昭
和

十
八
年
八
月
に
付
け
ら
れ
た
通
称
で
あ
る
。こ
の
時
に
鶴
舞
陣
地
の
高
射
砲
は
六
門
、

そ
の
後
に
八
門
に
増
強
さ
れ
た
が
、
運
動
場
で
は
狭
く
、
吉
田
山
へ
の
移
転
が
必
要

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

六
　
木
材
の
保
管
と
戦
災
焼
失

（
一
）
工
事
名
「
解
体
及
整
理
工
事
」

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
二
十
七
日
に
完
了

し
た
解
体
工
事
の
名
称
が
、
行
政
文
書
上
で
は
「
市
立
聞
天
閣
解
体
及
整
理
工
事
」

と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る８１

。
こ
の
「
整
理
」
が
何
を
指
す
の
か
、
文
書
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
工
期
が
九
十
日
間
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
取

り
壊
し
で
は
な
く
、移
築
を
前
提
と
し
た
解
体
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

美
術
館
は
、
解
体
だ
け
で
六
十
日
間
を
要
し
て
移
築
さ
れ
、
公
園
事
務
所
は
移
転
も

合
わ
せ
て
、
百
六
十
三
日
間
の
工
期
を
要
し
て
い
る
。

（
二
）
忠
霊
塔
へ
の
移
築
計
画

　
『
鶴
舞
公
園
案
内８２

』、『
名
古
屋
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み８３

』
は
、
高
射
砲
陣
地
と

の
直
接
的
な
関
連
に
は
触
れ
ず
、名
古
屋
東
部
丘
陵
地
の
東
山
に
「
建
設
中
」
の
「
忠

霊
塔
奉
安
殿
」
へ
移
築
す
る
た
め
に
、
聞
天
閣
は
解
体
さ
れ
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
解
体
は
移
築
先
を
決
め
て
、
計
画
性
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
七
日
、
東
山
公
園
の
北
側
に
接
す
る
場
所
（
現
在
の
名
古

屋
市
千
種
区
星
が
丘
山
手
の
新
池
、
千
種
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
場
所
）
が
公
園
区

画
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
こ
に
二
・
三
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
防
空
緑
地
公
園
を
整
備
す
る

こ
と
が
、
名
古
屋
市
の
事
業
と
し
て
決
定
告
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
忠
霊
塔
の
建
設
が

計
画
さ
れ
た８４

。
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
六
日
に
は
、
十
一
・
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区

域
が
、
同
年
五
月
十
三
日
に
は
一
・
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
が
、
北
側
に
追
加
さ

れ
た８５

。
名
古
屋
市
に
よ
っ
て
整
備
計
画
図
（
図
９
―
１
）
が
作
成
さ
れ
、
内
務
省

と
県
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
、
工
事
は
開
始
さ
れ
な
か
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

　

図
９
―
１
を
見
て
気
づ
く
の
は
、
池
の
東
畔
に
書
き
込
ま
れ
た
、
長
方
形
の
枠
内

に
あ
る
、
三
棟
の
建
物
で
あ
る
（
図
９
―
２
）。
図
の
下
部
に
あ
る
他
の
建
物
に
は
、

名
称
や
用
途
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
平
面
形
が
、聞
天
閣
の
そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

南
側
に
ほ
ぼ
正
方
形
の
建
物
が
あ
り
、
渡
廊
下
で
北
側
の
建
物
と
つ
な
が
る
。
北
側

の
建
物
は
複
雑
な
形
を
し
て
い
る
が
、
東
側
に
車
寄
を
思
わ
せ
る
突
出
が
あ
る
。
こ

の
建
物
か
ら
西
側
に
渡
廊
下
が
鍵
形
に
延
び
、
小
規
模
な
長
方
形
の
建
物
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

聞
天
閣
の
本
館
・
大
廊
下
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
玄
関
を
東
西
へ
一
八
〇
度
回
転
さ

せ
、
脇
玄
関
・
厠
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
西
側
に
貴
賓
厠
を
配
置
す
れ
ば
、
ほ
ぼ

同
じ
平
面
形
と
な
る（
図
４
、５
参
照
）。南
側
の
建
物
は
、東
西
長
が
約
一
五
・
六
メ
ー

ト
ル
で
、
聞
天
閣
本
館
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
北
側
の
建
物
は
、
南
北
長
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が
約
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
同
玄
関
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
聞
天
閣
を
東
山

へ
移
築
さ
せ
る
計
画
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
二
日
付
の
内
務
省
告
示
二
三
四
号
を
受
け

て
発
案
さ
れ
た８６

。
こ
の
告
示
の
内
容
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
名
古

屋
市
が
実
施
し
た
公
園
整
備
事
業
か
ら
考
え
て
、
防
空
緑
地
公
園
の
整
備
奨
励
か
、

そ
の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

聞
天
閣
の
撤
去
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
、
名
古
屋
市
が
知
っ
た
の
は
、
同
年
三

月
十
三
日
ご
ろ
、
解
体
工
事
が
始
ま
っ
た
の
が
同
年
五
月
三
十
日
で
あ
る
。
時
系
列

で
考
え
て
、
実
際
に
は
解
体
工
事
が
先
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
移
転
計
画
が
考
案
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
当
時
の
行
政
文
書
に
は
、「
忠
霊
塔
」
の
表
現
は
複
数
か
所
に
見
ら
れ
る
が
、

「
奉
安
殿
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
聞
天
閣
を
こ
こ
に
移
転
さ
せ
て
、「
奉
安
殿
」
と
し

て
利
用
す
る
計
画
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
木
材
の
保
管
場
所

　
「『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」
に
は
、
鶴
舞
公
園
内
の
萩
乃
茶
屋
（
公
園
の

北
端
に
、
現
在
も
あ
る
）
の
前
店
主
・
小
川
国
一
か
ら
の
聞
き
書
き
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
解
体
さ
れ
た
聞
天
閣
の
木
材
は
、
市
公
会
堂
東
側
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
横
に
積
ま
れ
、
ト
タ
ン
板
で
覆
っ
て
あ
っ
た
と
い
う８７

。『
鶴
舞
公
園
案

図９−１　東山公園計画平面図　愛知県公文書館蔵

図９−２　東山公園計画平面図（部分）
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内
』
は
、
市
公
会
堂
西
側
の
広
場
に
積
ん
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る８８

。

　

木
材
の
保
管
場
所
は
、
市
公
会
堂
付
近
で
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の

西
側
、
東
側
の
広
場
は
、
現
在
は
公
園
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

当
時
と
同
じ
位
置
に
あ
る
。

（
四
）
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
聞
天
閣
木
材
の
焼
失

　

昭
和
二
十
年
一
月
三
日
、名
古
屋
の
市
街
地
を
目
標
と
し
た
初
の
空
襲
が
行
わ
れ
、

吉
田
山
の
高
射
砲
陣
地
に
、
焼
夷
弾
が
落
下
し
た
。
弾
薬
庫
が
大
火
災
と
な
り
、
国

宝
で
あ
っ
た
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
が
焼
失
し
た８９

。

　

続
い
て
こ
の
付
近
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
、
同
年
三
月
十
二
日
で
あ
る
。
公
園
の

北
隣
に
あ
っ
た
名
古
屋
帝
大
医
学
部
・
同
附
属
病
院
（
現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
・

同
附
属
病
院
）
が
焼
失
し
、
公
園
東
端
の
竜
ヶ
池
に
あ
っ
た
浮
御
堂
が
爆
風
で
倒
壊

し
た９０

。
十
九
日
に
も
空
襲
を
受
け
、
公
園
の
北
東
隣
に
あ
っ
た
名
古
屋
工
業
専
門

学
校（
現
在
の
名
古
屋
工
業
大
学
）、公
園
の
西
端
に
あ
っ
た
市
立
名
古
屋
図
書
館（
現

在
の
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
）
が
焼
失
し
た９１

。
日
付
は
不
明
だ
が
、
市
公
会

堂
に
も
、
多
く
の
焼
夷
弾
と
一
発
の
大
型
爆
弾
が
命
中
し
た
。
カ
ー
テ
ン
に
火
が
つ

い
た
が
、
高
射
砲
隊
が
す
ぐ
に
消
し
止
め
て
、
大
き
な
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た９２

。

　

解
体
保
管
中
で
あ
っ
た
聞
天
閣
の
木
材
は
、
三
月
十
二
日
か
十
九
日
の
い
ず
れ
か

に
、
焼
夷
弾
爆
撃
で
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
日
で
あ
っ
た
か
は
、
決

め
手
に
欠
け
る
。

　
「『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」
で
の
、
小
川
か
ら
の
聞
き
書
き
に
は
、
こ
う

記
さ
れ
て
い
る
。

聞
天
閣
は
取
り
壊
さ
れ
、
古
材
は
公
会
堂
の
東
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
横
に
積
ま

れ
、
ト
タ
ン
板
で
お
お
っ
て
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
一
帯
が
焼
け
た
と
き
、
そ
こ

へ
焼
夷
弾
が
落
ち
て
焼
失
し
た９３

。

『
鶴
舞
公
園
案
内
』
も
、
焼
夷
弾
の
落
下
を
記
し
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
当
時
東
山
に
建
設
中
の
忠
霊
塔
奉
安
殿
へ
移
築
す
る
た
め
に
解
体

し
て
公
会
堂
西
広
場
に
積
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
焼
夷
弾
の
直
げマ

マき
を
受
け
て
焼

失
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
建
具
の
一
部
が
名
古
屋
城
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す９４

。

　

名
古
屋
を
代
表
す
る
近
代
和
風
建
築
で
あ
っ
た
聞
天
閣
は
、
昭
和
十
五
年
以
後
は

戦
争
や
国
の
施
策
に
翻
弄
さ
れ
続
け
、
誕
生
か
ら
三
十
五
年
で
姿
を
消
し
た
。

（
五
）
戦
後
の
吉
田
山

　

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
、
鶴
舞
公
園
の
大
部
分
は
占
領
軍
に
接
収
さ

れ
た
。
吉
田
山
は
接
収
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
建
物
は
す
べ
て
失
わ

れ
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
九
月
七
日
、
聞
天
閣
の
跡
地
に
拳
闘
競
技
台
が
、
翌
年
九
月
に

は
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
一
万
二
千
人
収
容
の
鶴
舞
ス
タ
ヂ
ア
ム
が
建
設
さ

れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
、
半
円
形
の
屋
根
、
ス
タ
ン
ド
を
備
え
た
コ
ロ
シ
ア
ム
風
の
施
設

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知
国
体
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
の

会
場
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
格
闘
技
、
音
楽
会
、
舞
踏
公
演
な
ど
、
多
目
的
に
利
用

さ
れ
た
。
公
園
の
接
収
が
一
部
を
除
い
て
解
除
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月

一
日
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
、昭
和
三
十
六
年
の
第
二
室
戸
台
風
で
、
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鶴
舞
ス
タ
ヂ
ア
ム
は
半
壊
し
て
し
ま
い
、昭
和
三
十
七
年
に
解
体
さ
れ
た
。
同
年
に
、

吉
田
山
の
中
心
部
が
削
平
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
、
跡
地
に
野
球
場
が
整
備
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る９５

。

　

現
在
で
も
周
囲
を
歩
く
と
、
野
球
場
は
一
段
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

球
場
内
に
は
土
堤
状
の
高
み
が
ほ
ぼ
一
周
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
盛
り
土
で
は
な
く
、
丘
陵
を
削
り
残
し
た
痕
で
あ
る
。
西
側
の
「
子
ど
も
の

広
場
」
と
の
間
、
南
側
の
道
路
と
の
間
は
、
現
在
で
も
急
斜
面
に
な
っ
て
い
て
、
か

つ
て
は
小
高
い
丘
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

七
　
聞
天
閣
の
鳳
凰
、
建
具
、
金
具
の
現
存

（
一
）
鳳
凰
の
現
存

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
前
掲
『
鶴
舞
公
園
案
内
』
の
、「
こ
の
建
物
の
建
具
の

一
部
が
名
古
屋
城
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
が
確
か
で

あ
れ
ば
、
建
具
の
一
部
は
木
材
と
別
の
場
所
に
保
管
さ
れ
、
戦
災
を
免
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
名
古
屋
城
に
は
、
青
銅
製
の
鳳
凰
一
体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
来
歴

は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
鳳
凰
が
、
同
書
で
い
う
「
建
具
の
一
部
」
に
含
ま
れ
る
の

か
と
予
想
し
、
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
足
指
の
下
面
に
刻
銘
が
見
つ
か
っ
た
。

左
足

（
第
４
趾
）　

名
古
や
市

（
第
３
趾
）　

前
津
小
林

（
第
２
趾
）　
（
銘
な
し
）

右
足

（
第
２
趾
）　

明
治
四
十
二
年

（
第
３
趾
）　

樋
口
藤
之
□

（
第
４
趾
）　

造

　
「
前
津
小
林
」
は
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
の
時
点
で
、
名
古
屋

市
中
区
に
あ
っ
た
地
名
で
、「
樋
口

藤
之
□
」
は
不
明
で
あ
る
。
産
地
と

制
作
年
か
ら
見
て
、
同
年
に
起
工
さ

れ
、
翌
年
に
完
成
し
た
聞
天
閣
の
屋

根
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
て
、
間
違
い
な
い
。

（
二
）
建
具
、
金
具
の
現
存

　

現
在
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
城
内
で
保
管
さ
れ
て
い

る
建
具
類
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
調

査
票
を
見
る
と
、
本
稿
七
二
、七
三

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
建
具
類
と
、
特

徴
が
一
致
す
る
も
の
が
、
複
数
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

図 10　鳳凰の刻銘（右足） （左足）　※写真は階調を反転。
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こ
れ
ら
が
聞
天
閣
の
建
具
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
墨
書
や
貼
紙
で
番
付
け
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
建
物
内
の
ど
の

位
置
に
あ
っ
た
か
も
、
あ
る
程
度
ま
で
特
定
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

鳳
凰
と
一
緒
に
金
具
、
釘
、
照
明
器
具
な
ど
も
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も

同
じ
部
材
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
鶴
舞
公
園
案
内
』
の
記
述
は
事
実
で
あ
り
、

鳳
凰
や
金
具
類
も
、
名
古
屋
城
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
名
古
屋
城
に
運
ば
れ
た
時
期
と
目
的

　

金
具
・
建
具
の
現
状
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら
が
短
期
間
で
も
屋
外
に
置
か
れ
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
市
公
会
堂
の
横
に
置
か
れ
た
木
材
と
は
別
に
、
ど
こ
か
の

建
物
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
つ
の
時
点
で
、
名
古
屋
城
内
に
運
び
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聞

天
閣
が
解
体
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
当
時
、
名
古
屋
城
で
は
建
物

二
十
四
棟
、本
丸
御
殿
障
壁
画
の
う
ち
三
百
四
十
五
面
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
に
、「
国
宝
、
美
術
品
ノ
防
空

施
設
整
備
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
国
宝
等
の
建
造
物
は
「
偽
装
、
貯

水
池
、
防
火
防
弾
壁
ノ
築
造
等
防
護
設
備
ヲ
施
ス
コ
ト
」、
宝
物
類
は
「
安
全
ナ
ル

地
帯
ニ
分
割
疎
開
セ
シ
メ
収
蔵
庫
等
ニ
厳
重
保
管
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。
続
い
て

昭
和
十
九
年
十
一
月
三
十
日
に
は
、
障
壁
画
の
一
部
を
取
り
は
ず
し
、
疎
開
さ
せ
よ

う
と
す
る
通
達
が
、
文
部
省
教
学
課
長
か
ら
出
さ
れ
た９６

。
し
か
し
、
移
転
作
業
は

な
か
な
か
実
施
さ
れ
ず
、
そ
の
開
始
は
昭
和
二
十
年
三
月
末
ま
で
遅
れ
た
。
そ
し
て

同
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
、
多
く
の
国
宝
建
造
物
が
焼
失
し
て
し
ま
い
、
障
壁
画

は
や
っ
と
難
を
逃
れ
た
。

　

当
時
の
名
古
屋
城
管
理
事
務
所
に
、
聞
天
閣
の
鳳
凰
や
建
具
の
保
管
場
所
を
提
供

す
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
国
宝
、
美
術
品
ノ
防
空
施
設
整
備
要
綱
」
が
決

定
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
よ
り
も
前
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、

名
古
屋
城
が
戦
災
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

く
、
保
管
庫
と
し
て
使
え
る
建
物
も
、
数
多
く
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
解
体
と
同
時
に
、
城
内
に
運
ば
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
閣
議
決
定
後
は
、

こ
の
よ
う
な
余
裕
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

名
古
屋
城
に
移
さ
れ
た
目
的
は
、「
東
山
の
忠
霊
塔
」
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
数

年
間
、風
雨
に
よ
る
劣
化
か
ら
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
材
や
瓦
は
、

鶴
舞
公
園
内
に
仮
置
き
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
戦
災
焼
失
し
た
。
こ
の
時
期
に
運
び
込
ま

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
保
管
庫
と
さ
れ
た
建
物
も
戦
災
を
免
れ
た
の
で
あ
り
、
い
く
つ

も
の
幸
運
が
重
な
っ
て
、
今
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
よ
り
後
に
運
び
込
ま
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
戦
後
の
ど
こ
か
、『
鶴

舞
公
園
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
た
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
日
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、
別
の
保
管
場
所
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
建

物
が
再
建
さ
れ
る
目
途
が
な
く
な
っ
た
以
後
に
、
名
古
屋
城
へ
移
し
た
理
由
も
不
明

確
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
解
体
と
同
時
に
運
び
込
ま
れ
た
と
い
う
説
明
が
、

現
時
点
で
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
聞
天
閣
は
名
古
屋
市
の
迎
賓
館
と
し
て
機
能
し
て

き
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
木
造
家
屋
火
災
実
験
が
行
わ
れ
た
時
に
、
飛

び
火
に
よ
り
屋
根
な
ど
が
部
分
焼
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
う
ち
に
修
理
は
完
了

し
、
再
び
機
能
し
始
め
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
で
出
さ
れ
た
陸
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ま
た

た
く
間
に
解
体
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
命
令
の
背
景
に
は
、
同
年
四
月
十
八
日
の
ド
ー

リ
ッ
ト
ル
空
襲
で
、
高
射
砲
隊
が
戦
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
陸
軍
が
急
い

で
そ
の
増
強
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

解
体
は
同
年
五
月
三
十
日
に
着
工
さ
れ
、
八
月
二
十
七
日
に
完
了
し
た
。
木
材
は

移
築
再
建
が
可
能
な
状
態
で
、
鶴
舞
公
園
内
に
保
管
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
鳳

凰
・
建
具
・
金
具
が
取
り
は
ず
さ
れ
、
一
時
的
に
保
管
す
る
た
め
に
、
名
古
屋
城
に

運
び
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
山
の
忠
霊
塔
へ
の
移
転
計
画
が
あ
っ
た
が
、
具

体
化
さ
れ
る
前
に
、
木
材
は
戦
災
焼
失
し
た
。
こ
の
結
果
、
鳳
凰
な
ど
は
戦
災
を
免

れ
、
今
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
部
材
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
調
査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
す
る
建
具
の
「
一
部
」
が
、ど
の
程
度
の
割
合
な
の
か
な
ど
、

明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

　

江
戸
時
代
ま
で
の
城
は
、
防
衛
、
政
治
、
行
政
、
居
館
、
迎
賓
館
、
武
器
・
武
具
・

食
糧
な
ど
の
保
管
が
主
た
る
機
能
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
、
多
く
の
城
が
失
わ
れ

た
。
こ
の
時
に
存
続
し
た
城
は
、
近
世
以
来
の
機
能
は
大
き
く
変
更
さ
れ
、
新
し
く

軍
用
地
、公
園
、観
光
施
設
な
ど
と
い
っ
た
、「
近
代
」
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
っ

た
。

　

近
代
の
名
古
屋
城
に
与
え
ら
れ
た
、
新
た
な
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
本
丸
御
殿
障

壁
画
の
保
存
が
挙
げ
ら
れ
る
。
名
古
屋
城
は
戦
災
で
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
が
、
建

物
が
焼
失
す
る
直
前
に
障
壁
画
を
疎
開
さ
せ
、
保
存
し
た
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
築
後
三
百
年
以
上
が
経
過
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
本
丸
御
殿
と
、
築

三
十
二
年
で
解
体
さ
れ
た
聞
天
閣
の
歴
史
を
、単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
と
も
に
建
物
は
戦
災
で
焼
失
し
た
が
、
建
具
は
移
動
さ
れ
て
被
災
を
免
れ
、

名
古
屋
城
内
で
保
存
さ
れ
た
と
い
う
、
運
命
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
目
し

た
い
。

　

名
古
屋
城
が
、
近
世
以
来
持
ち
続
け
た
「
保
管
機
能
」
と
、
近
現
代
的
な
「
文
化

財
の
保
存
機
能
」
を
、
今
日
ま
で
発
揮
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
事
実
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館　

学
芸
員
）

註１ 

水
谷
盛
光
「『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」（『
郷
土
文
化
』
第
四
四
巻
・
第
二
号
』
所
収　

名
古
屋
郷

土
文
化
会　

一
九
八
九
年
）

２ 

名
古
屋
の
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
『
名
古
屋
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
八
〇
、一
八
七
頁　

名
古
屋
市
・
名
古
屋
市
み
ど
り
の
協
会　

二
〇
一
〇
年

３ 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
所
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
報
告
』
一
一
二
一
頁　

第

十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
所　

一
九
一
一
年
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
会

期
中
の
火
、
木
、
土
、
日
曜
日
に
、
記
念
会
会
員
な
ど
を
対
象
に
、
名
古
屋
城
天
守
の
内
部
公
開
が
、
宮

内
省
の
許
可
を
得
て
行
わ
れ
た
。
拝
観
者
は
八
二
、九
〇
〇
人
に
及
ん
だ
。

４ 

前
掲
註
（
３
）
一
一
〇
三
頁

５ 

奏
楽
堂
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
建
築
。
設
計
は
鈴
木
禎
次
・
鈴
木
孫
三
郎
、
施
工
は
清
水
組
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
十
二
日
の
室
戸
台
風
で
上
屋
は
倒
壊
し
た
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

に
復
元
さ
れ
た
。
噴
水
塔
は
明
治
四
十
三
年
の
建
築
。
設
計
は
鈴
木
禎
次
・
鈴
木
孫
三
郎
、
施
工
は
（
伝
）

田
村
組
。
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
七
日
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

６ 

名
古
屋
市
土
木
部
『
名
古
屋
の
公
園
（
昭
和
九
年
六
月
序
言
）』
八
頁　

一
九
三
四
年

７ 

『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
八
巻　

自
然
』
三
〇
頁　

一
九
九
七
年
、『
新
修
名
古
屋
市
史　

資
料
編　

自
然
』
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五
八
頁　

二
〇
〇
八
年

８ 

前
掲
註
（
６
）
八
頁
、「
二
〇
世
紀
の
建
築
文
化
遺
産
展
」
建
築
展
図
録
『
鈴
木
禎
次
生
誕
一
三
〇
年
記
念

展　

鈴
木
禎
次
及
び
同
時
代
の
建
築
家
た
ち
』
三
一
頁　

二
〇
〇
一
年

９ 

前
掲
註
（
３
）
一
一
八
頁
、
同
書
に
掲
載
の
正
面
図
・
平
面
図
、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県

協
賛
会『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』九
七
頁
を
も
と
に
し
た
。
以
下
第
五
節
ま
で
同
じ
。

10 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
金
閣
は
一
層
目
・
二
層
目
が
梁
間
四
間
、
桁
行
五
間
、
三
層
目
が
三
間
四
方
、
一
間
は
七

尺
二
分
で
あ
る
。

11 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県
協
賛
会
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
九
七
頁　

一
九
一
〇
年

12 

前
掲
註
（
３
）
一
一
九
頁
に
は
、「
屋
根
唐
破
風
形
両
流
レ
一
ト
軒
造
リ
」
と
あ
る
。

13 

『
名
古
屋
市
史　

政
治
編　

第
三
』
五
八
四
頁　

一
九
一
六
年

14 

前
掲
註
（
６
）
八
頁

15 

前
掲
註
（
３
）
三
三
七
、一
一
二
六
頁

16 

前
掲
註
（
13
）
五
八
四
頁

17 

「
鶴
は
深
い
谷
底
で
鳴
い
て
も
、
そ
の
声
は
天
に
届
く
。
つ
ま
り
賢
人
は
身
を
隠
し
て
も
、
そ
の
名
声
は
広

く
世
間
に
知
れ
渡
る
」
と
い
う
た
と
え
。
九
皐
と
は
、
幾
重
に
も
曲
が
っ
て
続
く
奥
深
い
沢
の
こ
と
。

18 

前
掲
註
（
13
）
五
八
四
頁
。
な
お
、
聞
天
閣
に
は
「
も
ん
て
ん
か
く
」
と
「
ぶ
ん
て
ん
か
く
」
の
二
通
り

の
読
み
方
が
あ
っ
た
。
水
谷
盛
光
は
前
掲
註（
１
）三
三
頁
で
、「
出
典
か
ら
考
え
て
、『
聞
』は
呉
音
の『
も
ん
』

は
な
く
、
漢
音
の
『
ぶ
ん
』
と
発
音
す
べ
き
」
と
い
う
澤
田
天
瑞
の
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
同
意
を
示
し

て
い
る
。
大
正
期
の
新
聞
記
事
に
は
、「
も
ん
」
と
「
ぶ
ん
」
の
ル
ビ
が
混
在
し
て
い
る
。
慣
用
的
に
は
「
も

ん
て
ん
か
く
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
吉
田
山
の
北
側
に
は
、
弥
生
時
代
の

遺
跡
「
聞
天
閣
貝
塚
」
が
あ
る
が
、
遺
跡
名
の
読
み
は
「
も
ん
て
ん
か
く
」
で
あ
る
。

19 

大
正
四
年
十
一
月
六
日
・
二
十
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』「
栄
の
日
に
開
く
菊
花
展
覧
会
」・「
菊
花
展
覧
会
日

延
」、
二
十
一
日
付
『
新
愛
知
』「
菊
花
展
覧
会
延
期
」

20 

大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』「
公
園
の
県
奉
祝
会
祝
賀
式
」

21 

大
正
四
年
十
一
月
十
二
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』「
菊
展
の
受
賞　

十
三
日
挙
行
」、十
三
日
付
『
新
愛
知
』「
菊

展
受
賞
者
決
定
」

22 

大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
付
『
新
愛
知
』「
県
奉
祝
会
祝
宴
」、
前
掲
註
（
20
）

23 

大
正
四
年
十
一
月
三
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』「
大
典
奉
祝
盛
花
会
」

24 

大
正
七
年
四
月
二
十
一
日
付
『
新
愛
知
』「
動
物
園
医
開
園
式
」、『
名
古
屋
新
聞
』「
蓋
を
開
け
た
動
物
園
」。

こ
の
動
物
園
は
昭
和
十
二
年
二
月
十
二
日
に
閉
園
し
、
同
年
三
月
二
十
四
日
に
東
山
動
物
園
と
し
て
開
園

し
た
。

25 

前
掲
註
（
６
）
十
三
頁

26 

愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
大
日
本
防
空
協
会
・
同
愛
知
県
支
部
編
『
木
造
家
屋
火
災
実
験
報
告
』
四
一
頁　

木
造
家
屋
火
災
実
験
委
員
会　

一
九
四
一
年

27 

名
古
屋
勧
業
協
会
『
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
総
覧
』
九
四
頁　

一
九
二
九
年

28 

前
掲
註
（
27
）
九
八
頁
。
鶴
々
亭
は
昭
和
四
年
に
名
古
屋
市
に
寄
付
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
。

29 

前
掲
註
（
27
）
九
四
頁

30 

前
掲
註
（
27
）
六
三
頁
、（
６
）
八
頁

31 

前
掲
註
（
６
）
九
頁

32 

前
掲
註
（
27
）
三
六
三
頁

33 

文
化
庁
『【
新
版
】
戦
災
等
に
よ
る
焼
失
文
化
財
』
四
六
八
頁　

戎
光
祥
出
版　

二
〇
〇
三
年

34 

前
掲
註
（
６
）
一
〇
頁

35 

前
掲
註
（
２
）
一
八
五
頁

36 

前
掲
註
（
６
）
五
頁

37 

前
掲
註
（
６
）
一
三
頁

38 

前
掲
註
（
６
）
五
六
頁

39 

中
村
公
園
記
念
館
は
明
治
四
十
三
年
の
建
築
。
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
た
。

40 
「
猿
面
茶
屋
・
松
月
斎
・
聞
天
閣
を
公
開
」（『
建
築
世
界　

一
九
三
四
年
五
月
号
』
所
収　

五
三
頁　

建
築

世
界
社　

一
九
三
四
年
）

41 

前
掲
註
（
26
）
四
一
頁
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42 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

43 

田
村
栄
吉
郎
『
名
古
屋
要
地
高
射
砲
陣
地　

東
海
軍
管
区
司
令
部
（
防
空
庁
舎
）
に
つ
い
て
』
四
一
頁　

一
九
九
五
年

44 

前
掲
註
（
26
）

45 

前
掲
註
（
26
）
四
〇
頁
に
よ
る
と
、
実
験
家
屋
か
ら
西
へ
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
藁
葺
き
の
民
家
で
は
、

「
家
人
総
出
で
警
戒
し
た
と
の
事
で
あ
る
、
気
流
の
関
係
か
ら
か
火
の
粉
は
屋
上
を
通
過
す
る
の
み
で
遂
に

降
下
し
な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
同
書
で
は
こ
れ
を
、「
茲
に
面
白
く
感
ぜ
ら
れ
る
」

と
他
人
事
の
よ
う
に
記
し
、
付
近
の
住
民
に
相
当
な
警
戒
、
不
安
を
強
い
た
こ
と
を
、
何
と
も
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
吐
露
し
て
い
る
。

46 

前
掲
註
（
26
）
四
一
頁
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
飛
火
の
北
の
限
界
線
が
丁
度
聞
天
閣
と
其
の
玄
関
と
の

間
を
通
っ
て
居
て
、
今
少
し
の
事
で
此
の
災
難
か
ら
免
れ
る
所
で
あ
っ
た
が
生
憎
の
事
で
あ
っ
た
。
玄
関

の
直
ぐ
北
に
国
宝
に
な
っ
て
居
る
猿
面
茶
屋
が
あ
り
、
之
は
茅
葺
で
あ
る
が
何
の
被
害
も
受
け
て
居
な
い
」

と
、
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
記
し
て
い
る
。
ま
た
十
三
頁
で
は
「
不
幸
こ
の
疾
風
の
為
公
園
内
の
聞
天
閣
に

実
験
中
飛
火
し
思
は
ざ
る
実
験
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
に
到
っ
た
事
等
は
亦
本
実
験
の
特
色
と
云
ふ
事
が

出
来
る
で
あ
ら
う
」、
四
十
四
頁
で
は
「
聞
天
閣
の
飛
火
に
徴
し
市
街
地
で
は
可
燃
物
で
覆
葺
せ
る
屋
根
は

極
力
避
く
可
で
あ
る
」
と
、
予
想
外
の
実
験
成
果
を
得
た
と
強
調
し
て
い
る
。

47 

昭
和
十
五
年
五
月
十
七
日
付
・
名
古
屋
市
（
以
下
註
（
54
）
ま
で
、
市
）
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園

課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
聞
天
閣
災
害
復
旧
『
ア
ク
』
洗
上
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料

館
蔵
（
以
下
註
（
54
）
ま
で
同
じ
）

48 

昭
和
十
五
年
八
月
十
三
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
聞
天
閣
災
害
電
灯

修
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

49 

昭
和
十
五
年
七
月
二
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
災

害
屋
根
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

50 

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣

災
害
畳
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

51 

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣

外
廊
下
修
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

52 

昭
和
十
五
年
七
月
九
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
災

害
壁
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

53 

昭
和
十
五
年
九
月
十
六
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
内
聞
天

閣
災
害
絨
毯
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

54 

昭
和
十
五
年
十
月
三
十
日
付
・
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
避

雷
針
改
修
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

55 

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
八
日
付
・
市
総
務
部
長
か
ら
市
土
木
局
長
宛
の
依
頼
文
書
「
徳
川
園
奥
書
院
並
聞

天
閣
使
用
ニ
関
ス
ル
件
」。
徳
川
園
奥
書
院
は
昭
和
六
年
に
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
名
古
屋
市
に
寄
付
さ
れ
た

邸
宅
の
一
棟
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
。

56 

加
藤
金
逸
『
大
空
に
祈
る　

名
古
屋
防
空
隊
（
高
射
砲
隊
）
の
足
跡
』
三
二
頁　
「
大
空
に
祈
る
」
刊
行
委

員
会　

一
九
七
五
年

57 

設
計
は
名
古
屋
市
建
築
課
（
顧
問
は
武
田
五
一
、
佐
野
利
器
、
鈴
木
禎
次
、
土
屋
純
一
）、
施
行
は
大
林
組
、

大
阪
鉄
工
、
清
水
組
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
十
七
日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

58 

陣
地
の
施
工
は
戸
田
組
名
古
屋
支
店
。
前
掲
註
（
43
）
四
一
頁
。

59 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
委
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
七
号
』
十
三
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
九
年

60 

柴
田
武
彦
・
原　

勝
洋
『
日
米
全
調
査　

ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
秘
録
』
一
一
二
頁　

ア
リ
ア
ド
ネ
企
画　

二
〇
〇
三
年

61 

昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
・
名
古
屋
師
団
参
謀
長
か
ら
名
古
屋
市
長
宛
の
照
会
文
書
「
鶴
舞
公
園
高
射
砲

陣
地
移
動
ノ
件
照
会
」、
付
図
「
聞
天
閣
附
近
高
射
砲
陣
地
所
要
地
域
要
図
」　

名
古
屋
市
施
政
資
料
館
蔵

62 
名
古
屋
市
会
事
務
局
『
名
古
屋
市
会
史　

第
九
巻
』
一
〇
一
八
頁　

一
九
五
五
年

63 
決
裁
日
未
記
入
（
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
七
日
立
案
）・
名
古
屋
市
市
長
決
裁
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
及
美
術

館
並
同
公
園
事
務
所
建
物
解
体
ノ
件
」、
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
九
日
付
・
市
土
木
局
長
か
ら
市
総
務
部
長

宛
の
通
知
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
及
美
術
館
並
同
公
園
事
務
所
建
物
解
体
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料

館
蔵
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64 
昭
和
十
七
年
十
月
三
日
付
・
名
古
屋
市
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
聞
天

閣
解
体
及
整
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

65 

前
掲
註
（
26
）
四
四
頁

66 

昭
和
十
七
年
七
月
一
日
付
・
名
古
屋
市
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
市
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
聞
天
閣

本
館
屋
根
ス
レ
ー
ト
葦
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

67 

前
掲
註
（
64
） 

68 

昭
和
十
七
年
十
月
十
九
日
付
・
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
在
来
美
術

館
移
転
模
様
替
及
解
体
其
他
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

69 

前
掲
註
（
２
）
一
八
六
頁

70 

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
六
日
付
・
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
鶴

舞
公
園
事
務
所
其
他
移
転
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

71 

名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
振
興
協
会
・
中
部
庭
園
同
好
会
『
鶴
舞
公
園
案
内
』
五
頁　

一
九
六
二
年
。
こ
の
実

質
的
な
筆
者
は
、
中
部
庭
園
同
好
会
の
横
井
時
綱
、
澤
田
天
瑞
で
あ
る
。
な
お
公
園
管
理
事
務
所
は
、
現

在
も
同
じ
位
置
に
あ
る
。

72 

名
古
屋
市
役
所
『
昭
和
十
八
年
五
月　

名
古
屋
の
公
園
』
二
三
頁　

一
九
四
三
年

73 

前
掲
註
（
72
）
一
九
頁

74 

伊
藤
厚
史
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

75 

前
掲
註
（
56
）
一
五
六
頁

76 

秦
郁
彦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
［
第
二
版
］』
二
七
頁　

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
五
年

77 

昭
和
区
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
昭
和
区
誌
』
二
〇
四
頁　

一
九
八
七
年

78 

前
掲
註
（
56
）
一
五
九
頁

79 

前
掲
註
（
43
）
四
一
頁
、
清
水
啓
介
『
東
海
軍
管
区
の
防
空
陣
地
』
二
四
頁　

二
〇
一
七
年
。
施
工
は
戸

田
組
名
古
屋
支
店
。

80 

前
掲
註
（
56
）
一
五
九
頁

81 

前
掲
註
（
64
）

82 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

83 

前
掲
註
（
２
）
一
八
六
頁

84 

昭
和
十
八
年
六
月
九
日
付
・
名
古
屋
市
長
か
ら
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
長
宛
の
申
請
文
書
「
名
古
屋

都
市
計
画
公
園
新
設
拡
築
ノ
部
中
変
更
ノ
件
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

85 

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
六
日
付
「
内
務
省
告
示
第
二
二
号
」、
同
年
五
月
十
三
日
付
「
内
務
省
告
示
第

二
六
三
号
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

86 

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
二
日
付
・
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
長
か
ら
愛
知
県
知
事
宛
の
依
頼
文
書
「
都

市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
付
議
事
項
発
案
方
依
頼
ノ
件
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

87 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

88 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

89 

前
掲
註
（
56
）
一
六
〇
頁

90 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
三
号
』
三
九
、五
六
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
七
年
、
前
掲
註
（
71
）
二
頁

91 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
四
号
』
一
一
〇
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
八
年
、『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
六
巻
』
八
八
〇
頁　

二
〇
〇
〇
年

92 

名
古
屋
市
公
会
堂
管
理
事
務
所
『
名
古
屋
市
公
会
堂　

半
世
紀
の
歩
み
』
四
五
頁　

名
古
屋
市
市
民
局　

一
九
八
〇
年

93 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

94 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

95 

前
掲
註
（
２
）
七
九
、一
八
八
頁
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
写
真
で
ひ
も
と
く
街
の
な
り
た
ち　

こ
の
ま
ち
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
」（https://sm

trc.jp/tow
n-archives/city/sakurayam

a/p07.htm
l

）

96 

朝
日
美
砂
子
「
永
遠
な
れ　

本
丸
御
殿
」（
名
古
屋
城
特
別
展
図
録
『
失
わ
れ
た
国
宝　

名
古
屋
城
本
丸
御

殿　

―
創
建
・
戦
火
・
そ
し
て
復
元
』
所
収　

一
三
八
頁　

二
〇
〇
八
年
）
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名
古
屋
城
本
丸
石
垣
考
・
内
堀
は
な
ぜ
空
堀
な
の
か

木
村
有
作
（
１
章
）

服
部
英
雄
（
は
じ
め
に
・
２
章
）

キ
ー
ワ
ー
ド

要
旨

「
総
合
・
統
合
」
遺
跡
学　

石
垣　
『
金
城
温
古
録
』　

水
堀　

序
数
数
字
の
刻
字　

丁
場
割　

刻
印　

合
印　

根
石　

根
敷
之
隅
石　

孕
み　

足
石　

胴
木
（
根
固
ノ
丸

太
、
敷
松
）　

埋
土
は
最
良
の
保
全
法　

敷
葉
工
法　

敷
粗
朶　

敷
歯
朶　

　

名
古
屋
城
研
究
に
不
足
し
て
い
た
も
の
は
学
際
的
協
業
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
文

献
史
学
と
考
古
学
か
ら
な
る
「
総
合
・
統
合
」
遺
跡
学
が
必
要
で
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
名
古
屋
城
天
守
台
土
台
石
は
四
尺(
１
・
２
ｍ)

埋
め
て
あ

る
と
す
る
。
埋
土
保
全
と
考
え
ら
れ
る
。
本
丸
石
垣
に
は
「
二
」、「
三
」
の
文
字
、

つ
ま
り
基
礎
か
ら
三
番
石
ま
で
の
序
数
字
が
刻
字
さ
れ
、『
金
城
温
古
録
』
も
埋
土

の
記
録
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
今
次
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
天
守
台
一
番
石
（
根

石
）
底
は
南
西
が
標
高
（
Ｔ
．
Ｐ
．
＝
東
京
湾
平
均
海
面
）
４
・
７
ｍ
と
確
定
、
北

東
も
番
号
刻
字
か
ら
４
・
７
ｍ
〜
４
・
８
ｍ
と
推
定
で
き
、
発
掘
状
況
か
ら
北
西
も
同

じ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。戦
前
の
堀
底
表
土
は
５
・
８
ｍ
〜
５
・
９
ｍ
で
あ
る
か
ら
、

埋
土
は
１
～
１
・
１
ｍ
強
で
、『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
「
四
尺
」
に
近
い
。

　

五
層
天
守
と
い
う
超
重
量
構
造
物
で
、
微
細
な
不
均
等
沈
下
も
嫌
う
建
物
を
載
せ

る
。
い
か
な
る
地
震
に
も
耐
え
る
必
要
が
あ
る
。
基
礎
を
堅
牢
に
す
る
た
め
、
通
常

に
は
な
い
よ
う
な
細
心
の
施
工
が
な
さ
れ
た
。
天
守
（
大
小
）
周
り
全
域
で
検
出
さ

れ
る
埋
土
・
盛
土
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
発
掘
調
査
で
天
守
台
周
り
に
９
調
査
区
が

連
続
し
て
設
定
さ
れ
、
ほ
ぼ
18
面
の
断
面
図
が
得
ら
れ
た
。
歴
史
的
経
緯
を
共
有
す

る
か
ら
、
土
層
の
基
本
層
序
は
一
致
す
る
。
天
守
台
内
堀
堀
底
が
地
山
で
、
上
に
慶

長
盛
土
層
が
あ
る
。
宝
暦
修
理
時
に
そ
の
石
垣
ぎ
わ
を
切
り
込
ん
だ
。
小
天
守
西
方

（
具
足
多
聞
西
）
堀
底
に
慶
長
盛
土
上
端
の
版
築
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
に
石
垣

基
礎
ま
で
修
理
し
た
天
守
台
北
と
西
で
は
慶
長
盛
土
上
面
版
築
は
掘
削
に
よ
り
消
失

し
た
が
、
概
し
て
慶
長
盛
土
は
固
い
。

　

天
守
台
北
西
隅
で
は
宝
暦
に
「
根
固
メ
丸
太
」（
胴
木
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
同
五
年
（
一
七
五
五
）
に
か
け
て
の
宝
暦
修
理
の
記

録
は
「
石
垣
起
指
図
」、『
仕
様
之
大
法
』、『
国
秘
録
』
が
あ
っ
て
、
胴
木
の
構
造
、

解
体
範
囲
、交
換
石
の
数
が
わ
か
る
。
宝
暦
修
理
で
は
「
根
固
メ
丸
太
」（
胴
木
）
は
、

目
視
・
点
検
（
吟
味
）
の
上
で
、
保
存
さ
れ
た
。

　

目
視
調
査
・
発
掘
成
果
と
文
献
を
つ
き
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。
文
献
に

つ
い
て
は
記
述
内
容
の
確
認
が
必
要
で
、『
国
秘
録
』
に
記
さ
れ
た
隅
石
の
足た

し
い
し石

（
新

石
）
の
大
き
さ
と
数
は
、
注
文
規
格
で
あ
り
、
実
際
に
積
ま
れ
た
石
垣
の
大
き
さ
は

そ
れ
に
一
致
せ
ず
、
長
さ
一
丈
な
い
し
九
尺
を
必
要
と
し
て
い
て
も
、
最
長
で
八
尺

だ
っ
た
。
北
西
隅
石
は
文
献
で
は
根
石
ま
で
取
り
外
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
取
り
替

え
た
隅
石
足
石
＝
新
石
は
す
べ
て
岩
崎
山
石（
花
崗
岩
）で
あ
る
。
根
石
は
砂
岩（
河

戸
石
）
で
あ
っ
た
。
も
と
の
慶
長
石
の
ま
ま
据
え
置
い
た
の
で
は
な
く
、
別
位
置
に

あ
っ
た
慶
長
石
を
加
工
し
て
置
い
た
、
つ
ま
り
転
石
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
文
献
の
記

述
に
整
合
す
る
。
こ
の
石
は
形
状
も
当
初
の
算
木
積
み
ら
し
く
は
な
く
、
整
形
さ
れ

て
い
る
。
宝
暦
改
修
時
に
慶
長
石
を
残
し
た
範
囲
は
、
立
体
模
型
で
あ
る
「
石
垣
起
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指
図
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
数
字
や
範
囲
も
『
仕
様
之
大
法
』、『
国
秘
録
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
提
示
さ
れ
て
い
る
目
視
で
推
定
し
た
境
目
（
目
地
）
線
と
、

史
料
記
述
は
一
致
が
多
い
が
、
ち
が
い
も
あ
る
。
宝
暦
改
修
地
区
で
は
全
体
の
七
割

ほ
ど
の
慶
長
石
（
刻
印
の
あ
る
石
・
刻
印
の
な
い
石
）
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
目

地
判
断
の
根
拠
は
１
が
石
の
大
き
さ
・
質
の
違
い
、
２
は
積
み
方
、
割
り
方
の
技
術

差
、
３
が
目
地
の
連
続
だ
が
、
い
っ
た
ん
外
し
置
い
た
慶
長
石
を
境
目
近
く
に
て
再

利
用
し
た
場
合
、１
、２
か
ら
の
絶
対
判
断
は
む
ず
か
し
い
し
、３
も
主
観
的
に
な
る
。

　

内
堀
と
本
丸
石
垣
築
造
過
程
、
お
よ
び
宝
暦
修
理
過
程
と
、
そ
の
内
堀
土
層
へ
の

現
れ
方
を
、

１
堀
底
ま
で
の
掘
削
（
底
面
は
地
山
＝
熱
田
層
、
４
・
７
ｍ
）

２
排
土
の
搬
出
と
台
形
成
（
天
守
・
櫓
台
・
本
丸
地
盤
）

３
胴
木
・
枕
木
埋
設
の
た
め
の
地
形
（
地
業
）
→
堀
底
よ
り
地
形
面
（
床
堀
）
へ

の
切
り
込
み
（
根
切
＝Root cutting

）、４
・
３
ｍ
（
石
垣
積
み
上
げ
の
開
始
）

４
石
垣
完
成
後
、
保
護
の
た
め
の
埋
土
、
５
・
９
ｍ
（
慶
長
期
盛
土
）

５
宝
暦
修
理
工
事
→
石
垣
の
基
部
を
覆
う
慶
長
期
盛
土
へ
の
切
り
込
み

（Recutting

）

６
宝
暦
工
事
後
の
埋
土
（
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
る
）
→
（
瓦
を
含
む
盛
土
）
と

考
え
た
。
土
層
・
層
序
は
こ
の
状
況
を
忠
実
に
反
映
す
る
。

　

埋
土
（
盛
土
）
保
存
は
、
規
模
の
大
小
は
あ
る
が
、
各
地
の
城
に
見
ら
れ
、
平
坦

地
が
少
な
い
急
峻
な
山
城
で
も
厚
く
は
な
い
が
施
行
さ
れ
る
例
が
多
い
。
名
古
屋
城

本
丸
石
垣
は
台
地
上
の
平
坦
地
に
築
城
さ
れ
て
、
深
い
空
堀
に
隣
接
す
る
。
水
位
の

維
持
を
優
先
し
、
深
さ
を
志
向
す
る
水
堀
で
は
施
行
し
づ
ら
い
。
理
想
的
な
こ
の
保

全
法
に
よ
り
、
根
石
は
胴
木
を
損
傷
し
な
い
限
り
、
動
か
な
い
。
天
守
の
安
全
性
を

最
優
先
さ
せ
、
巨
大
な
重
量
が
載
る
天
守
台
を
保
全
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
有
効
と

い
え
る
空
堀
を
採
用
し
た
、
と
仮
説
を
た
て
た
。

　

石
垣
構
築
技
術
に
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
が
あ
る
。
先
人
は
低
湿
地
で
の
地
盤

沈
下
や
石
垣
崩
壊
の
主
要
因
で
あ
る
地
震
時
の
グ
リ
石
の
乱
れ
（
暴
れ
）
の
抑
制
を

最
大
の
課
題
と
し
た
。
ハ
ー
ド
面
に
は
裏
石
垣
や
埠
頭
形
並
行
グ
リ
石
列
、
ソ
フ
ト

面
に
は
敷
き
歯
朶
工
法
（
敷
葉
工
法
）
が
あ
る
。
先
人
の
問
題
意
識
や
技
法
・
知
恵

は
視
認
不
可
能
な
た
め
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。〈
服
部
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
次

は
じ
め
に

一
章　

本
丸
内
堀
の
「
序
数
刻
印
」
に
つ
い
て

一　

は
じ
め
に
―
石
垣
観
察
か
ら
の
疑
問
―

二　
「
序
数
刻
印
」
の
実
態

（
一
）
序
数
刻
印
の
位
置

（
二
）
序
数
刻
印
の
特
徴

（
三
）
序
数
刻
印
の
意
義

三　

小
結
―
考
古
学
の
可
能
性
を
求
め
て

二
章　

名
古
屋
城
の
石
垣
保
全

一　

天
守
台
と
根
固
め
丸
太
（
胴
木
）

（
一
）『
金
城
温
古
録
』
と
発
掘
成
果
か
ら
推
定
で
き
る
根
石
の
標
高

（
二
）
昭
和
三
十
一
年
三
月
の
断
面
図

（
三
）「
石
垣
起
指
図
」
お
よ
び
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
み
る
解
体
過
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程
で
確
認
さ
れ
た
石
垣
の
構
成

二　

相
互
の
史
料
批
判
・
複
数
視
点

（
一
）
宝
暦
修
理
の
足
石
（
新
石
材
）
と
供
給
地
―
『
国
秘
録
』
と
現
状

（
二
）
北
西
隅
根
石
は
慶
長
の
ま
ま
の
石
な
の
か

（
三
）
目
視
調
査
に
よ
る
目
地
線
を
文
献
に
よ
り
検
証
す
る

三　

土
層
（
層
序
）
の
再
確
認

四　

本
丸
堀
は
な
ぜ
空
堀
に
な
っ
た
の
か

五　

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト　

石
垣
技
術
・
敷
葉
工
法

図
版
目
録

口
絵
８
・
９　

２
点
（
北
西
隅
石
下
部
）

○
序
数
刻
字
石

表
１　

序
数
刻
印
一
覧
表

図
１　

序
数
刻
印

序
数
刻
字
石
写
真
１
〜
18

○
各
調
査
区

１　

図
版　

Ｊ
調
査
区

２　

図
版　

Ｉ
調
査
区

３　

図
版　

Ｃ
調
査
区

４　

図
版　

Ｆ
調
査
区

○
掘
削
調
査
断
面
図

５　

試
錐
お
よ
び
石
垣
根
掘
図

○
土
層
断
面

６　

図
版　

Ｈ
調
査
区

○
胴
木

７　

図
版　

二
之
丸
東
門
石
垣
で
検
出
さ
れ
た
胴
木

○
目
地
線

８
―
１　

図
版　

北
面
石
垣
Ｕ
61
目
地
線

８
―
２　

図
版　

西
面
石
垣
Ｕ
60
目
地
線

８
―
３　

図
版　

北
面
南
面
Ｕ
59
目
地
線

８
―
４　

図
版　

北
面
東
面
Ｕ
62
目
地
線

○
調
査
区
層
序

９　

Ｇ
区
北
壁

10　

Ｉ
区
北
壁
・
Ｉ
区
南
壁

11　

Ｄ
区

12　

Ｃ
区
北
壁

13　

Ｎ
区
北
壁

は
じ
め
に

　

名
古
屋
城
研
究
は
学
際
的
な
視
点
・
方
法
で
行
わ
れ
る
。
城
郭
学
で
は
文
献
史
学
・

考
古
学
・
庭
園
学
・
土
木
工
学
・
地
学
・
鉱
物
（
岩
石
）
学
、
林
学
ほ
か
が
要
求
さ

れ
る
。総
合
的
な
遺
跡
学
で
あ
る
。一
つ
の
分
野
の
み
で
は
視
角
、知
見
が
不
足
す
る
。

分
業
よ
り
も
協
業
が
必
要
で
、
名
古
屋
城
研
究
者
個
人
個
人
に
、
単
眼
視
で
は
な
く
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一
章
　
本
丸
内
堀
の
「
序
数
刻
印
」
に
つ
い
て

　

一　
は
じ
め
に
―
石
垣
観
察
か
ら
の
疑
問
―

　

紀
要
１
号
に
引
き
続
き
、
石
垣
カ
ル
テ
作
成
を
は
じ
め
と
す
る
観
察
か
ら
生
ま
れ

る
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

名
古
屋
城
石
垣
は
、い
わ
ゆ
る
「
天
下
普
請
」
に
よ
り
、慶
長
十
五
年(
一
六
一
〇)

の
う
ち
に
ほ
ぼ
完
成
を
見
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
国
・
西
国
の
外
様

20
大
名
に
よ
り
石
垣
構
築
を
分
担
す
る
「
割
普
請
」
で
あ
り
、
名
古
屋
城
の
石
垣
を

分
析
・
研
究
す
る
上
で
、
不
可
避
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
割
普
請
が
も
た
ら
す
石

垣
へ
の
痕
跡
と
し
て
、
最
も
目
を
引
く
の
が
、「
刻
印１

」
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
城
・

大
坂
城
の
類
例
か
ら
見
て
も
首
肯
さ
れ
る
。
割
普
請
が
行
わ
れ
た
名
古
屋
城
の
石
垣

の
「
刻
印
」
は
、
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
石
垣
で
観
察
さ
れ
る
。

　

名
古
屋
城
の
刻
印
は
、
文
字
・
数
字
・
紋
様
が
み
ら
れ
、
刻
ま
れ
た
位
置
や
状
況

か
ら
、
そ
の
目
的
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
が
、
高
田
祐
吉
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る２

。

文
様
の
多
く
は
、
家
紋
な
ど
の
伝
統
的
ま
た
は
世
間
に
流
布
し
た
紋
様
を
、
刻
み
や

す
い
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
、
採
石
時
を
含
め
、
移
動
・
集
積
・
保
管
に
必
要
な

「
合

あ
い
じ
る
し印

」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
文
字
や
数
字
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ

ん
合
印
的
な
役
割
が
推
測
さ
れ
る
例
の
ほ
か
に
、
明
ら
か
に
石
垣
構
築
時
ま
た
は
構

築
後
に
刻
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　

膨
大
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分
析
が
必
要
な
、
刻
印
の
詳
細
分
類
に
つ
い
て
は
、
本

稿
で
は
追
及
し
な
い
。
数
字
を
使
う
刻
印
の
う
ち
、
複
数
の
数
字
が
順
列
す
る
も
の

を
「
序
数
刻
印
」
と
呼
称
し
、
そ
の
位
置
的
特
徴
や
気
付
く
べ
き
傾
向
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
先
に
、
文
献
資
料
と
の
共
通
検
討
課
題
が
あ
り
、
さ
ら

に
名
古
屋
城
築
城
期
の
様
々
な
問
題
点
に
迫
る
端
緒
と
な
れ
ば
と
思
う
。

二　
「
序
数
刻
印
」
の
実
態

（
一
）
序
数
刻
印
の
位
置

　

現
在
、序
数
刻
印
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、本
丸
を
囲
む
空
堀
（
現
在
、「
内
堀
」

と
通
称
さ
れ
る
）
に
築
か
れ
た
石
垣
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
（
表
１
）。

　

本
丸
を
囲
む
石
垣
の
屈
曲
部
の
う
ち
、出
角
は
全
部
で
17
か
所
を
数
え
る
。
現
在
、

序
数
刻
印
が
確
認
で
き
る
の
は
、
そ
の
う
ち
７
か
所
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
い
出
角

の
う
ち
、
３
か
所
は
後
世
の
改
修
に
よ
り
築
城
時
石
垣
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
出
角
以
外
の
築
石
部
に
お
い
て
も
、
２
か
所
で
序
数
刻
印
が
認
め
ら
れ
る

（
表
１
・
図
１
）。

（
二
）
序
数
刻
印
の
特
徴

　

現
在
、
本
丸
を
囲
む
石
垣
の
出
角
で
確
認
さ
れ
る
序
数
刻
印
に
は
、
い
く
つ
か
の

複
眼
視
、
そ
し
て
複
数
の
ス
キ
ル
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
・
視
点
が
要
求
さ
れ
る
。
ど
の

研
究
分
野
に
も
史
料
（
資
料
）
批
判
＝
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
は
不
可
欠
だ
。
文

献
史
学
で
も
考
古
学
で
も
、
方
法
論
に
応
じ
た
資
料
・
分
析
へ
の
た
え
ざ
る
批
判
視

点
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
本
丸
内
堀
・
天
守
台
石
垣
を
文
献
・
考
古
両
側
面
か
ら
分
析
す
る
。
一
章

に
お
い
て
は
、
現
在
表
面
に
出
て
い
る
本
丸
・
序
数
字
石
垣
の
所
在
と
意
味
に
つ
い

て
、
木
村
が
考
察
す
る
。

　

二
章
に
お
い
て
は
こ
の
間
、
継
続
さ
れ
て
い
る
調
査
成
果
に
関
し
て
、
服
部
が
基

本
文
献
（『
金
城
温
古
録
』
ほ
か
）
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。
学
際
的
視
点
に
立
ち
、

作
業
を
通
じ
て
、
多
様
な
史
料
批
判
、
ま
た
新
視
点
の
創
出
を
試
み
る
。〈
服
部
〉
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名古屋城石垣　本丸周辺の「序数刻印」集成表

整理
番号

刻印
数字

場所 平面位置
算木
長短

刻印
方法

向き
丁場担当大名

（推定）
備考 立地

二 長

三 短

二 長 同面に「加藤肥後守内中川太良平」

三 短

3 三 小天守南壁(U62) 左端･出角 長 普通 正 加藤清正 本丸

4 三
本丸東南隅櫓南面

(021H)
左端･出角 短 角彫風 正 加藤嘉明 内堀

二 短 内堀

三 長 内堀

二 長 正 内堀

三 短 正 内堀

二 長 横・右 内堀

二目 長 内堀

三目 短
              「結び雁金紋」と組合わせ
             
　　　　　　長辺側に「蛇目紋」（角彫）

内堀

8 三～五 本丸西壁(U56) 築石部 ― 普通 正 寺澤広高 寺澤丁場北端か、細川丁場との境。 内堀

9 三～十三 本丸西壁(U56) 築石部 ― 普通 正 寺澤広高
　「十一」が欠　寺澤丁場南端か、鍋島
丁場との境。

内堀

10 二
三之丸幅下門北石垣

(U56)
左端･出角 長 普通 横・右 不明 三之丸

加藤清正

加藤清正

池田輝政

黒田長政

浅野幸長

内堀

内堀

　　　　　　文字または記号が付く

7
本丸北壁
(034H)

6
本丸東門桝形南東面

（024H）
左端･出角

角彫
風

左端・出角 普通

左端・出角大天守南壁(U59) 普通

正角彫左端・出角

2

5
本丸東南隅櫓東面

(022H)
左端・出角 普通

正

正

正

1 大天守北壁(U61)

図１　名古屋城　序数刻印の位置

表１　名古屋城　序数刻印一覧表
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特
徴
が
あ
る
。

①
一
面
の
石
垣
に
正
対
し
た
と
き
に
、
石
垣
に
正
対
し
て
左
側
の
出
角
に
印
さ

れ
て
い
る
。

②
堀
底
か
ら
立
ち
上
が
る
角
石
に
、「
二
」
の
数
字
が
印
さ
れ
、
そ
の
直
上
の
角

石
に
「
三
」
が
刻
ま
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

③「
一
」の
刻
印
は
、現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
地
中
部
分
の
石
材
に
、

刻
印
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

④
序
数
刻
印
は
、
例
え
ば
浅
野
丁
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
個
性
的
な
刻
紋
も
含

ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
丁
場
ご
と
に
刻
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑤
本
丸
西
側
に
あ
る
築
石
に
印
さ
れ
た
序
数
刻
印
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
城
内
で

他
の
類
例
を
見
な
い
。
２
か
所
で
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
同
目
的
で
記
さ
れ
大

名
丁
場
の
境
界
に
印
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、『
名
古
屋
城
丁
場
請
取
絵
図
』
か

ら
み
て
、
肥
前
唐
津
藩
主
寺
澤
広
高
の
担
当
丁
場
の
両
境
で
な
い
か
と
推
察

す
る
（
表
１
・
図
１
・
註
２
）。

（
三
）
序
数
刻
印
の
意
義

　

ま
ず
、
出
角
部
の
刻
印
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
前
項
①
～
③
の
特
徴
か
ら
、

何
か
一
定
の
ル
ー
ル
が
石
垣
築
造
に
際
し
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
幕
府
役
人
に
よ
る
完
工
確
認
な
ど
の
符
号
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
浮
か

ぶ
。
た
だ
し
、
④
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
各
大
名
の
丁
場
ご
と
の
行
為
と
も

受
け
取
れ
る
。

　

ま
た
、
②
・
③
の
特
徴
か
ら
、
刻
印
が
行
わ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
堀
が
完
全
に

埋
ま
る
前
、
つ
ま
り
石
垣
築
造
直
後
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

⑤
の
お
そ
ら
く
寺
澤
丁
場
の
境
界
を
示
す
序
数
刻
印
は
、
北
側
は
「
三
」・「
四
」・

「
五
」
ま
で
が
確
認
さ
れ
、「
六
」
以
降
は
、
お
そ
ら
く
濃
尾
震
災
後
の
修
理
に
よ
り

失
わ
れ
て
い
る
。
南
側
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
十
一
」
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、「
三
」
か
ら
「
十
三
」
ま
で
の
数
字
が
、
お
そ
ら
く
段
ご
と
に
付
さ
れ

て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。「
十
」
の
段
の
上
に
は
水
平
方
向
の
目
地
が
観
察
さ
れ
、

例
え
ば
積
み
替
え
な
ど
に
よ
り
、「
十
一
」
以
降
の
石
材
は
移
動
し
て
い
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

三　
小
結
―
考
古
学
的
研
究
の
可
能
性
を
求
め
て
―

　

今
回
、
序
数
刻
印
と
し
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
根
石
か
ら
の
順
序
を
示
す
個
数
刻

印
で
あ
り
、
大
坂
城
石
垣
研
究
で
い
う
構
築
番
号
で
あ
る
可
能
性
が
高
い３

。

　

名
古
屋
城
の
石
垣
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
石
垣
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
、
ま
ず
そ
の

現
状
と
概
観
を
把
握
す
る
段
階
に
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
考
古
学
研
究
対
象

と
し
て
石
垣
を
詳
細
に
語
る
機
会
を
作
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。と
は
い
え
、

石
垣
の
観
察
を
日
々
の
調
査
や
安
全
管
理
の
中
で
、気
づ
く
こ
と
を
埋
も
れ
さ
せ
ず
、

最
初
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
文
献
資
料
を
は
じ
め
と
す
る
、
総
合
的
な
名
古
屋
城
ひ

い
て
は
近
世
城
郭
研
究
に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。〈
木
村
有
〉
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序数刻字石写真 1 〜 18

写真１　大天守台北東角／北から

写真２　大天守台南西角／南から
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写真４　本丸南東「左袖」出角／南西から

写真３　小天守台南西角／南から 写真５　本丸南東角／東から
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←写真７　本丸北東角　「二目」・「三目」
「雁金紋」／北から

写真８　本丸北東角　「蛇の目紋」
( 写真 7 の東面 ) ／北から

写真６　本丸東二之門桝形張出南東角／東から
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写真９　本丸西壁　地点８　「三」・「四」・「五」

写真 10　本丸西壁　地点９　「三」・「四」・「五」・「六」・「七」
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写真 11　本丸西壁　地点 9「三」

写真 13　本丸西壁　地点 9「五」

写真 15　本丸西壁　地点 9　「七」・「八」・「九」・「十」

写真 12　本丸西壁　地点 9「四」

写真 14　本丸西壁　地点 9「六」・「七」
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写真 16　本丸西壁　地点 9「十二」 写真 17　本丸西壁　地点 9　「十三」

写真 18　本丸西壁　地点 9
「三」から「十三」の位置
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二
章
　
名
古
屋
城
の
石
垣
保
全

一　
天
守
台
と
根
固
め
丸
太
（
胴
木
）

　

名
古
屋
城
は
ど
の
よ
う
に
し
て
築
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

徳
川
家
康
に
よ
る
名
古
屋
城
の
築
城
に
あ
た
っ
て
は
、熱
田
台
地
の
不
陸
を
均
し
、

縁
辺
部
の
凹
凸
を
直
線
に
区
画
化
し
、
本
丸
で
は
最
初
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
つ
ぎ
に

堀
（
本
丸
内
堀
ほ
か
）
を
掘
削
し
、そ
の
排
土
を
本
丸
地
面
（
熱
田
台
地
）
に
あ
げ
、

大
小
天
守
台
、
隅
櫓
台
、
多
聞
櫓
台
（
土
居
）
を
構
築
し
て
い
っ
た
。「
掻
き
上
げ

土
居
」（
排
土
の
盛
土
）
で
あ
る
。
排
土
を
高
い
本
丸
に
ま
で
あ
げ
る
た
め
に
は
通

路
（
運
搬
・
作
業
路
）
が
必
要
で
あ
る
。
堀
を
掘
削
す
る
工
事
過
程
で
は
、
地
山
を

全
て
掘
削
は
せ
ず
に
、
通
路
（
斜
路
）
と
し
て
数
カ
所
を
削
り
残
し
た
だ
ろ
う
。
ま

た
石
垣
を
積
む
場
合
に
は
、
足
場
と
し
て
土
に
よ
る
斜
路
（
工
事
用
盛
土
）
が
段
階

的
に
設
定
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
井
楼
（
大
型
足
場
）
を
建
て
、
車
知
（
ろ
く
ろ
）、

滑
車
を
使
用
し
て
上
に
あ
げ
た
か
、
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方
の
方
法
が
想
定
さ
れ

る
（
前
者
は
『
築
城
図
屏
風
』、後
者
は
「
宮
内
庁
工
務
課
ア
ル
バ
ム
」、（
宝
暦
）「
御

天
守
修
復
見
渡
之
図
」）。
工
事
中
に
は
削
り
残
さ
れ
て
い
た
斜
路
分
の
土
は
、
堀
が

完
成
す
る
段
階
で
崩
さ
れ
る
が
、
そ
の
土
が
堀
底
内
部
の
盛
土
に
利
用
さ
れ
た
と
推

定
す
る
（
本
稿
は
、
崩
さ
れ
た
地
山
の
土
が
石
垣
保
護
用
の
盛
土
に
使
用
さ
れ
、
慶

長
盛
土
に
な
っ
た
と
考
え
る
）。

　

機
能
上
、堀
は「
い
っ
そ
う
深
く
」を
め
ざ
し
て
掘
ら
れ
、本
丸
お
よ
び
台
は「
い
っ

そ
う
高
く
」
を
め
ざ
し
て
盛
ら
れ
た
。
天
守
台
は
本
丸
レ
ベ
ル
か
ら
上
は
盛
土
で
、

下
部
（
内
堀
レ
ベ
ル
）
は
地
山
（
熱
田
層
）
で
あ
る
。『
仕
様
之
大
法
』
に
「
砂
交

り
築
土
ニ
ハ
候
得
共
」
と
記
述
が
あ
り
、「
砂
交
り
の
土
」
つ
ま
り
熱
田
層
砂
質
土

の
盛
り
上
げ
、と
証
言
さ
れ
る
。
内
堀
掘
削
時
の
排
土
で
あ
る
。
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
天
守
建
築
直
前
の
斜
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
も
、ロ
ー
ム
砂（
ロ
ー
ム
交
じ
り
砂
）、

小
石
、
ガ
ラ
、
砂
利
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
後
述
一
一
〇
頁
）。
15
万
年
か
ら

４
万
年
前
よ
り
堆
積
し
形
成
さ
れ
て
き
た
土
と
、
直
前
に
撹
乱
さ
れ
た
土
と
で
は
、

強
度
に
差
が
あ
る
か
ら
、
基
礎
地
盤
と
し
て
は
狂
い
の
生
じ
な
い
地
山
が
選
択
さ
れ

る
。

　

天
守
台
下
部
の
地
山
（
熱
田
層
）
は
堀
の
掘
削
で
急
傾
斜
に
な
る
。
床
掘
＝
根
切

地
形
（
地
業
）
に
よ
っ
て
、
地
山
前
面
に
「
根
固
め
丸
太
」（
敷
松
・
胴
木
）
を
据

え
る
た
め
の
長
細
い
平
坦
地
が
造
成
さ
れ
（
床
掘
、
根
切
＝Root cutting

）、
そ

こ
に
胴
木
を
入
れ
、
継
手
や
杭
、
さ
ら
に
石
や
土
で
固
定
し
た
。

　

石
垣
は
天
守
台
と
し
て
巨
大
な
天
守
の
基
礎
に
な
っ
た
。
同
時
に
盛
土
で
構
成
さ

れ
る
天
守
台
上
部
の
内
部
か
ら
の
土
圧
・
水
圧
に
耐
え
う
る
擁
壁
で
も
あ
っ
た
。
石

垣
は
扇
の
勾
配
を
持
つ
。
個
々
の
築
石
は
外
（
表
）
が
上
に
、
奥
が
下
に
な
る
。
こ

の
角
度
が
あ
る
か
ら
土
圧
・
水
圧
が
石
垣
築
石
を
押
そ
う
と
し
て
も
、
角
度
を
持
つ

石
に
阻
止
さ
れ
る
。
物
理
的
抑
制
で
、
水
平
移
動
し
な
か
っ
た
。
こ
の
角
度
と
勾
配

が
強
さ
の
根
拠
で
、そ
れ
を
失
え
ば
、擁
壁
機
能
を
喪
失
す
る
（
い
わ
ゆ
る
「
逆
石
」、

Stones piled up at an angle that slides dow
n

）。

　

天
守
台
石
垣
は
天
守
の
基
礎
で
あ
る
。
胴
木
を
入
れ
ず
に
根
石
（
一
番
石
）
を
均

一
に
並
べ
る
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
い
し
、
非
効
率
的
だ
っ
た
。
な
に
よ
り
地
盤
の

強
弱
に
よ
る
不
陸
沈
下
を
恐
れ
た
。
内
堀
は
地
山
を
根
石
底
ま
で
掘
削
し
た
。
根
石

底
は
Ｉ
調
査
区
か
ら
４
・
７
ｍ
と
判
明
し
て
お
り
、
堀
底
は
こ
の
高
さ
で
平
坦
地
化

し
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
地
山
（
石
垣
）
側
に
、
胴
木
と
枕
木
分
の
深
さ
を
掘
削
し
た
。

胴
木
と
枕
木
を
置
く
平
面
が
床
掘
地
形
（
じ
ぎ
ょ
う
、
そ
の
肩
が
根
切Root 

cutting
）
に
な
る
。
地
山
熱
田
層
が
最
強
の
地
盤
で
そ
こ
に
胴
木
・
石
垣
を
置
く
。

慶
長
盛
土
は
石
垣
完
成
後
に
、
保
全
の
た
め
に
行
わ
れ

４た
。

　

築
城
時
、
天
守
台
盛
土
を
行
う
よ
り
も
前
、
最
初
に
黄
金
水
ほ
か
複
数
井
戸
の
掘

５
６
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削
を
行
っ
た
。
地
下
水
位
も
把
握
し
、
水
堀
に
す
る
の
か
空
堀
に
す
る
の
か
を
比
較

検
討
し
、
堀
の
深
さ
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

　

黄
金
水
に
つ
い
て
は
『
金
城
温
古
録
』
は
「
深
さ
曲
尺
十
二
間
」（
21
・
６
ｍ
）
と
し
、

『
名
古
屋
城
史
』
は
「
天
守
地
階
床
か
ら
20
・
37
ｍ
下
り
、
水
位
か
ら
１
・
38
ｍ
下

に
（
井
戸
底
が
）
あ
っ
た
」
と
し
て
い
て
、両
者
の
記
述
は
一
致
す
る
（
一
三
六
頁
）。

現
コ
ン
ク
リ
ー
ト
天
守
建
設
時
の
デ
ー
タ
か
ら
、ケ
ー
ソ
ン
工
事
時
の
井
戸
底
は
３
・

62
ｍ
（
以
下
、い
ず
れ
も
Ｔ
．
Ｐ
．）、水
位
３
・
77
ｍ
で
、『
金
城
温
古
録
』
か
ら
だ
と
、

井
戸
底
は
１
・
62
ｍ
、
水
位
４
・
62
ｍ
と
な
る
。
前
者
の
地
下
水
位
は
、
現
状
の
御

深
井
外
堀
水
位
３
・
８
ｍ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
本
丸
搦
手
馬
出
石
垣
断
面
図
に
よ

る
）。

　

本
稿
は
考
古
学
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
築
か
れ
た
石
垣
を
文
献
史
料
に
よ
っ
て

考
察
し
、
名
古
屋
城
築
城
過
程
・
宝
暦
修
理
過
程
を
示
す
。

　

名
古
屋
城
石
垣
に
関
す
る
基
本
文
献
は
、
ま
ず
１
『
金
城
温
古
録
』（
奥
村
得
義
・

奥
村
定
、
著
）
と
、
丁
場
割
り
図
な
ど
が
あ
る
（
一
章
に
既
述
）。
さ
ら
に
宝
暦
修

理
に
関
す
る
、
２
「
石
垣
起
指
図
」、
３
『
仕
様
之
大
法
』（「
御
天
守
御
修
復
」）、

４
『
国
秘
録
』
御
天
守
御
修
復
留
（
奥
村
得
義
著
）
が
あ
る
。

１
『
金
城
温
古
録
』
は
名
古
屋
叢
書
（
一
九
六
五
〜
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
城
研
究
者
に
と
っ
て
は
辞
書
的
な
存
在
で
あ
る
。

２
「
石
垣
起
指
図
」
は
正
確
に
は
『
金
城
温
古
録
』
付
属
「
御
天
守
御
石
垣
取

解
築
方
起
指
図
」
で
あ
る
。『
巨
大
城
郭　

名
古
屋
城
』（
二
〇
一
三
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

３
『
仕
様
之
大
法
』（「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
よ
り
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」

の
略
）
は
、
麓
和
善
・
加
藤
由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お

け
る
石
垣
工
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
七
四
巻 

・

六
四
五
号
、
二
〇
〇
九
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

４
『
国
秘
録
』（
御
天
守
御
修
復
留
）
は
城
戸
久
「
名
古
屋
城
寳
暦
大
修
理
考
」

（『
建
築
學
会
論
文
集
』
22
、
昭
和
十
六
年
、
四
〜
五
頁
）、
あ
る
い
は
「
名
古

屋
城
既
往
の
修
理
に
就
て
」『
名
古
屋
高
等
工
業
学
校　

學
術
報
告
』
８
、
昭

和
十
七
年
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

名
古
屋
城
研
究
者
に
は
こ
れ
ら
史
料
は
周
知
の
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
史
料
の
翻
刻
と
考
察
を
進
め
て
き
た
。
３
に
つ
い
て
は
二
〇
一
九
年
六

月
の
石
垣
部
会
（
準
備
会
）
で
配
布
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、『
紀
要
』
創
刊
号

で
翻
刻
、
史
料
紹
介
し
た
。
４
も
同
上
石
垣
部
会
（
準
備
会
）
で
関
係
部
分
が
配
布

さ
れ
て
お
り
、『
紀
要
』
に
て
暫
時
、
公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。『
紀
要
』
は
名

古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
公
開
さ
れ
る
。

　

名
古
屋
城
天
守
周
辺
で
は
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
石
垣
部
会
（
現
在
は
石
垣
埋

蔵
文
化
財
部
会
）・
有
識
者
の
強
い
指
導
の
も
と
、
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
全
て
を
使
っ
た
二
十
六
本
も
の
ト
レ
ン
チ
（
試
掘
坑
）
が
掘
ら
れ
た
。
特
別
史

跡
指
定
地
と
し
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
石
垣
が
埋
土
・
盛
土
に
よ
っ

て
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
今
後
こ
れ
ほ
ど
の
箇
所
・
面
積
が
掘
削

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。得
ら
れ
た
情
報
は
多
い
け
れ
ど
、調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

発
足
以
前
で
あ
っ
て
、
文
献
班
も
い
ま
だ
十
分
に
機
能
を
果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
。

以
下
は
本
来
な
ら
発
掘
報
告
書
に
記
述
す
べ
き
内
容
だ
が
、
本
年
度
は
報
告
書
刊
行

年
度
で
は
な
い
し
、
緊
急
性
が
あ
る
か
ら
、
上
記
報
告
書
の
補
遺
と
し
て
、
文
献
か

ら
の
考
察
を
踏
ま
え
た
見
解
を
述
べ
る
。
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（
一
）『
金
城
温
古
録
』
と
発
掘
成
果
か
ら
推
定
で
き
る
根
石
の
標
高

　

一
章
の
序
数
詞
刻
字
に
関
し
て
『
金
城
温
古
録
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

石
垣

　

大
凡
廻
り
角
の
根
石
三
つ
程
は
地
中
へ
埋
め
る
定
格
の
よ
し
。
故
に
名
府
御

大
城
廻
り
角
石
に
、
下
よ
り
一
二
三
な
ど
の
印
見
ゆ
る
事
、
そ
の
か
み
の
通
法

に
や
。

　

其
根
石
の
下
に
先
づ
松
材
を
敷
入
る
、
是
を
敷
松
と
い
ふ
。
此
松
、
百
年
に

一
分
減
り
、
千
年
に
一
寸
や
せ
る
と
い
へ
り
。
其
敷
松
の
上
に
石
垣
組
上
る
、

其
組
石
の
内
表
に
小
石
を
詰
。
或
人
の
曰
、石
垣
の
法
は
格
別
大
石
は
申
に
不
及
、

大
抵
之
石
垣
は
直
高
六
七
尺
程
迄
組
上
る
時
は
、
如
何
様
に
組
と
て
も
子
細
な

し
。
夫
よ
り
上
は
、
石
垣
の
面
一
坪
程
之
間
に
、
必
ず
根
入
長
き
石
を
組
交
る

心
持
肝
要
也
。

　

根
石
は
三
つ
ほ
ど
を
地
中
に
埋
め
て
、
一
二
三
の
数
字
刻
字
が
あ
る
。
そ
の
下
に

は
敷
松（
胴
木
）が
あ
る
。石
垣
上
部
に
は
一
坪
ご
と
に
根
に
長
い
石
が
入
れ
て
あ
る
。 

　

石
垣
基
礎
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

土
台
石
垣

　

此
地
下
に
敷
松
を
入
て
、
其
上
に
石
を
載
て
組
登
る
。
地
中
に
石
垣
の
脚
埋

り
入
事
、
凡
そ
四
尺
程
、
其
下
に
松
有
り
、
是
慶
長
の
時
之
儘
に
て
伝
は
れ
り
。

宝
暦
御
修
復
の
時
、
こ
れ
を
検
る
に
、
右
敷
松
厳
然
と
し
て
不
朽
、
依
之
、
其
儘

埋
置
れ
し
由
、
彼
御
修
復
目
録
に
見
え
き
。
但
、
石
垣
は
右
御
修
復
の
時
、
過

半
組
直
し
に
成
し
か
ば
、
今
の
形
を
以
て
慶
長
の
古
体
を
論
じ
難
し
。
昔
、
四

隅
の
石
に
清
正
家
臣
の
名
を
彫
り
附
し
も
、
一
隅
は
宝
暦
の
度
散
失
し
て
、
今
、

三
隅
の
み
に
其
石
残
れ
り
、
惜
哉
。

　

ま
ず
敷
松
（
胴
木
・
松
材
）
を
入
れ
て
、
そ
の
上
に
石
を
載
せ
て
い
く
。
地
中
に

四
尺
、
石
垣
の
足
が
埋
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
松
が
あ
る
。
慶
長
の
ま
ま
で
、
宝

暦
に
点
検
し
た
が
松
は
厳
然
と
し
て
い
て
朽
ち
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
は
過

半
を
組
み
直
し
た
か
ら
、慶
長
の
古
体
は
現
状
か
ら
は
論
議
で
き
な
い
。四
隅
に
あ
っ

た
清
正
家
臣
の
名
前
も
一
つ
は
失
わ
れ
た
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』は
本
丸
や
天
守
台
の
石
垣
下
部
は
四
尺
、地
中
に
埋
ま
っ
て
お
り
、

序
数
詞
刻
字
は
目
安
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
あ
る
、と
記
述
す
る
。一
番
石（
根
石
）

は
土
中
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
「
一
」
の
字
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
高
田
祐

吉
『
名
古
屋
城
天
守
臺
石
垣
の
刻
紋
』
で
は
「
二
」、「
三
」
の
数
字
は
石
積
み
の
順

序
を
示
す
と
し
て
い
る
が
、
墨
書
で
は
な
く
刻
字
に
よ
り
、
積
ん
だ
後
も
将
来
に
字

を
残
す
目
的
が
あ
っ
た
。「
廻
り
角
の
根
石
三
つ
程
は
地
中
へ
埋
め
る
定
格
の
よ
し
」

と
あ
っ
た
通
り
で
、
序
数
は
石
垣
の
保
全
に
関
わ
る
。
二
番
石
・
三
番
石
の
字
は
後

世
人
が
読
め
る
よ
う
に
、ま
た
根
石
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
、「
二
」
石
は
頭
が
出
、

「
三
」
石
は
石
尻
が
埋
ま
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
根
石
の
深
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
、

文
字
を
出
し
て
埋
め
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
刻
字
し
た
意
味
が
な
い
。

　

一
番
石
の
大
き
さ
は
規
格
に
揃
え
て
切
り
出
し
、
加
工
さ
れ
れ
ば
、
二
番
石
に
同

じ
に
な
る
が
、
実
測
デ
ー
タ
（
二
之
丸
東
門
石
垣
）
で
は
一
番
石
の
方
が
や
や
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
唯
一
根
石
の
標
高
が
確
認
さ
れ
て
い
る
内
堀
Ｉ
調
査
区
の
数
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値
に
基
づ
き
、「
三
」「
二
」
の
刻
字
か
ら
、
他
の
根
石
底
の
レ
ベ
ル
も
推
測
で
き
る
。

《
南
西
隅
》
Ｊ
・
Ｉ
調
査
区

　

ト
レ
ン
チ
は
天
守
台
の
四
隅
全
て
、
ま
た
そ
の
中
間
に
設
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
全

体
26
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
天
守
台
の
根
石
に
ま
で
達
し
た
も
の
は
天
守
南
西
隅
の
Ｉ

調
査
区
ト
レ
ン
チ
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
根
石
底
の
レ
ベ
ル
は
４
・
７

ｍ
で
あ
る
。「
加
藤
肥
後
守
内
中
川
太
良
平
」
の
刻
字
石
に
は
「
二
」
の
字
が
あ
る

し
、
そ
の
上
に
は
「
三
」
の
字
が
あ
る
（
報
告
書
図
面
に
表
記
な
し
、
本
稿
写
真
２
、

九
九
頁
）。
こ
の
二
番
石
の
隅
角
底
部
（
そ
の
う
ち
最
高
部
）
は
Ｊ
・
Ｉ
調
査
区
域

外
に
な
る
が
、
調
査
区
内
の
底
部
の
線
を
延
長
す
れ
ば
５
・
９
ｍ
と
推
定
で
き
る
。

　

後
述
二
之
丸
東
門
胴
木
二
本
が
枕
木
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、一
番
石（
根

石
）
の
底
面
は
お
お
よ
そ
水
平
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
横
か
ら
の
断
面
は
二
番
石
以

上
が
長
方
形
（
四
隅
が
直
角
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
面
が
長
く
、
奥
が
短
い
不
等

辺
四
角
形
の
断
面
に
な
る
。

　

南
西
隅
の
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
数
字
に
よ
り
他
の

北
東
、
北
西
隅
に
て
も
二
番
石
底
の
、
垂
直
の
高
さ
で
１
・
２
ｍ
下
、
斜
め
の
長
さ

で
１
・
３
ｍ
下
に
底
が
あ
る
と
想
定
で
き
る
。
１
・
２
ｍ
と
い
う
の
は『
金
城
温
古
録
』

に
い
う
埋
土
「
四
尺
」
に
一
致
す
る
。
ま
た
５
・
９
ｍ
は
戦
前
の
表
土
に
ほ
ぼ
一
致

す
る
。『
金
城
温
古
録
』
記
述
の
正
確
さ
が
確
認
で
き
た
。

《
北
東
隅
》
Ｂ
、
Ｃ
調
査
区
（
Ｂ
は
訂
正
プ
リ
ン
ト
・
挿
入
分
に
よ
る
）

　

天
守
台
北
東
、そ
の
下
部
の
二
石
に
は
、「
二
」と「
三
」の
字
が
掘
ら
れ
て
い
る（
こ

の
刻
字
も
報
告
書
図
に
表
記
が
な
く
、
報
告
書
写
真
11
、
12
、
本
稿
写
真
１
に
「
三
」

字
が
み
え
る
）。
二
番
石
隅
角
の
下（
底
面
）は
高
い
と
こ
ろ
で
５
・
９
ｍ
で
あ
る
。
１
・

２
ｍ
下
に
根
石
底
が
あ
る
と
す
る
と
、
４
・
７
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

図版１　Ｊ調査区

図版２　Ｉ調査区

７
８
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《
北
西
隅
》
Ｆ
調
査
区

　

北
西
隅
は
宝
暦
修
理
で
積
み
替
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
根
石
の
上
、
二
番
相
当

の
石
（
た
だ
し
現
在
の
石
に
「
二
」
の
文
字
は
な
い
）
の
隅
角
底
部
の
高
い
側
の
標

高
（
レ
ベ
ル
）
は
５
・
９
ｍ
で
根
石
底
部
の
推
定
レ
ベ
ル
は
４
・
７
ｍ
ほ
ど
と
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
堀
に
面
し
た
天
守
台
根
石
底
３
地
点
は
、
４
・
７
ｍ
で
同
じ
レ
ベ
ル

で
あ
る
こ
と
を
確
認
お
よ
び
推
定
し
た
。

《
天
守
台
以
外
の
根
石
》

　

天
守
台
以
外
で
は
根
石
の
標
高
は
ま
ち
ま
ち
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

橋
台
・
Ｋ
調
査
区
で
は
根
石
下
端
は
５
・
60
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。
天
守
台
の
４
・

７
ｍ
よ
り
相
当
に
高
い
。
な
お
こ
の
５
・
60
ｍ
よ
り
下
に
も
小
さ
め
の
石
は
続
い
て

い
て
、
図
化
さ
れ
て
い
る
。

　

小
天
守
台
北
面
Ｌ
調
査
区
で
は
、
東
壁
（
図
版
の
Ａ–
A’
）・
西
壁
（
図
版
の

Ａ–

A’
は
Ｂ–

B’
の
誤
植
か
）
と
も
に
４
・
９
ｍ
ま
で
掘
ら
れ
、
そ
の
下
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
築
城
時
盛
土
と
さ
れ
る
11
、
12
層
（
お
よ
び
説
明
を
欠
く
13
層
）
ま

で
で
80
㎝
の
厚
さ
の
盛
土
が
あ
る
。

　

Ｍ
調
査
区
に
お
い
て
は
、
御
深
井
丸
側
の
石
垣
の
根
石
ら
し
き
も
の
が
検
出
さ
れ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
五
三
頁
）。
５
・
45
ｍ
で
あ
る
か
ら
本
丸
石
垣
根
石
よ
り

も
70
㎝
ほ
ど
高
い
。
ま
た
築
城
時
盛
土
よ
り
上
層
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天
守
台

側
で
は
築
城
時
盛
土
の
上
に
置
か
れ
た
根
石
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
検

出
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
御
深
井
丸
側
石
垣
は
丁
場
割
図
で
は
松
平
筑
前
守
（
前
田
利

常
）、
稲
葉
彦
六
（
典
通
、
臼
杵
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
に
建
物
は
な
く
、
石

垣
に
建
築
物
の
荷
重
が
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
現
在
残
る
御
深
井
丸
側
内
堀
石
垣

は
構
造
、
あ
る
い
は
時
期
な
ど
も
天
守
台
側
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

図版３　Ｃ調査区

図版４　Ｆ調査区

考
え
ら
れ
る９

。

　

以
上
か
ら
天
守
台
石
垣
に
は
極
端
に
巨
大
な
荷
重
が
か
か
る
こ
と
、
わ
ず
か
な
不

陸
で
も
建
物
に
甚
大
な
悪
影
響
、
た
と
え
ば
窓
や
戸
の
開
閉
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
根
石
を
深
い
位
置
に
置
き
、
前
面
を
厚
く
盛
土
・
埋
土
し
、
他
の
石
垣

に
は
な
い
特
別
な
保
護
措
置
を
と
っ
て
、
地
震
な
ど
災
害
に
備
え
た
と
推
定
す
る
。

こ
れ
は
つ
ぎ
に
見
る
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
の
調
査
結
果
で
も
確
認
で
き
る

（
盛
土
に
つ
い
て
は
三
、
土
層
（
層
序
）
の
再
確
認
・
一
二
一
頁
に
て
確
認
す
る
）。
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（
二
）
昭
和
三
十
一
年
三
月
の
断
面
図

　

焼
失
国
宝
天
守
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
す
る
過
程
で
の
斜
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

お
よ
び
掘
削
調
査
の
記
録
（『
名
古
屋
城
基
盤
調
査
試
錐
報
告
書
』
昭
和
三
十
一
年

二
月
〜
六
月
・
興
亜
開
発
工
業
株
式
会
社
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
埋
土
と
天

守
台
の
松
丸
太
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

天
守
台
西
面
の
北
か
ら
お
よ
そ
４
分
１
の
地
点
に
No 

17
調
査
区
、
お
よ
び
４
分

３
の
地
点
に
No 

18
調
査
区
が
あ
る
。
今
回
の
天
守
台
調
査
で
は
西
面
両
隅（
Ｆ
、Ｉ
、

Ｊ
調
査
区
）
と
中
央
（
Ｇ
調
査
区
）
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
北
南
そ
れ
ぞ
れ
中
間

２
地
点
の
デ
ー
タ
と
な
る
。

　

こ
の
断
面
図
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
作
成
し
た
の
か
、
詳
細
が
わ
か
ら
な

い
。
地
中
を
調
査
し
て
い
る
の
で
ト
レ
ン
チ
発
掘
に
よ
る
石
垣
表
面
調
査
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
石
垣
内
部
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
断
面
図
は
表
面
観

察
か
ら
の
推
測
で
あ
ろ
う
。

《
No 

17
》

　

当
時
の
地
表
面
か
ら
「
６
尺
５
寸
」
下
に
底
面
が
あ
っ
て
、「
下
無
」
と
注
記
が

あ
る
。
底
面
か
ら
上
に
三
段
の
栗
（
グ
リ
）
石
が
あ
る
。
そ
の
上
に
「
４
尺
」
と
さ

れ
た
大
き
な
築
石
が
一
つ
あ
る
。
三
つ
の
栗
石
に
、「
１
・
85
尺
」
と
注
記
が
あ
る
（
一

目
盛
り
１
ｍ
の
罫
線
が
あ
り
、
比
較
す
る
と
「
１
・
85
尺
」
は
２
・
85
尺
が
正
し
い
）。

こ
こ
に
は
胴
木
が
な
い
が
、
北
側
に
も
、
南
側
に
も
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
奥
側
に

隠
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

図版５　試錐および石垣根掘（斜ボーリング図・掘削調査断面図・位置図）
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《
No 
18
》

　

石
垣
沿
い
に
地
上
部
分
は
築
石
ひ
と
つ「
２
・
４
尺
」、小
ぶ
り
の
石
が「
０
・
８
尺
」、

そ
こ
ま
で
が
地
上
、
そ
こ
か
ら
地
中
に
な
り
、
小
ぶ
り
の
石
が
５
つ
で
「
５
・
５
尺
」、

そ
の
下
が
「
松
丸
太
」
で
「
径
１
・
３
尺
」、さ
ら
に
そ
の
下
が
横
に
並
ん
だ
「
栗
石
」

３
個
で
「
径
５
寸
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
松
丸
太
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
が
小
ぶ
り
の
石
と
い
う
の
は
い
く
ぶ
ん
理

解
に
苦
し
む
が
、
前
面
の
置
き
石
、
捨
て
石
か
（
Ｅ
・
Ｉ
・
Ｋ
・
Ｎ
調
査
区
の
写
真

に
類
似
の
も
の
が
み
え
る
）。
名
古
屋
城
で
は
か
な
り
頻
繁
に
最
下
部
に
小
さ
め
の

石
が
検
出
さ
れ
る
。

　

今
次
の
ト
レ
ン
チ
と
の
位
置
の
対
比
で
は
、
Ｇ
調
査
区
が
《
No 

17
》
と
《
No 

18
》
の
中
間
、
Ｈ
調
査
区
が
《
No 

18
》
の
南
に
な
る
。
昭
和
三
十
一
年
段
階
の
旧

表
土
に
あ
た
る
の
は
、
Ｇ
調
査
区
で
は
標
高
５
・
９
ｍ
（
図
９
北
壁
図
の
17
層
直
上
、

一
二
一
頁
）、
Ｈ
調
査
区
で
は
標
高
５
・
７
ｍ
（
図
６
北
壁
５
層
の
直
上
）
と
な
る
。

図
で
は
天
守
台
石
垣
天
端
が
ゼ
ロ
で
そ
こ
か
ら
20
ｍ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｌ
に

な
っ
て
い
る
。
天
守
台
天
端
の
標
高
は
25
・
５
ｍ
か
ら
26
ｍ
前
後
で
あ
る
か
ら
、
数

値
は
一
致
す
る
。
松
丸
太
は
目
盛
線
二
つ
分
２
ｍ
の
わ
ず
か
上
に
あ
る
か
ら
、
３
・

７
ｍ
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
松
丸
太
は
北
西
隅
（
Ｆ
調
査
区
）
で
確
認
し

た
４
・
４
ｍ
（
４
・
７
ｍ
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
ｍ
）
よ
り
も
か
な
り
低
い
。

　

こ
の
天
守
再
建
時
の
斜
ボ
ー
リ
ン
グ
・
掘
削
調
査
で
、《
No 

19
》
す
な
わ
ち
小
天

守
台
南
石
垣
で
は
本
丸
Ｇ
Ｌ
の
６
尺
下
に
根
石
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、一
尺
四
寸
、

一
尺
（
二
石
）、
一
尺
、
二
尺
の
石
が
あ
り
、
そ
の
下
に
０
・
５
の
石
か
何
か
の
丸
い

も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
丸
Ｇ
Ｌ
は
御
殿
が
建
設
さ
れ
た
面
で
あ
る
か
ら
、
築
城

時
か
ら
そ
の
時
ま
で
変
化
は
な
い
。

　

対
し
て
小
天
守
石
垣
上
部
、

穴
蔵
通
路
の
石
垣
《
No 

20
》
根

石
は
わ
ず
か
一
石
し
か
埋
め
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
石
は
昭
和

二
十
九
年
度
以
降
に
積
み
替
え

ら
れ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
焼
損

が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
地
中
に

あ
っ
た
部
分
の
変
更
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
一
尺
三
寸
、
下

に
小
さ
な
丸
い
も
の
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

小
天
守
外
側
石
垣
（
南
）
を

六
尺
ほ
ど
埋
め
て
い
た
の
に
対

し
、
上
部
穴
蔵
で
は
一
石
分
一

尺
三
寸
だ
け
の
埋
土
し
か
、
し

な
か
っ
た
。
荷
重
の
負
担
が
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
根
石
を
深
く
埋
め
て
盛
土
す
る
こ

と
で
保
全
を
す
る
が
、
内
側
で
は
そ
こ
ま
で
の
荷
重
が
な
い
と
し
て
、
一
石
の
盛
土

に
留
め
た
も
の
ら
し
い
。

　（
三
）「
石
垣
起
指
図
」
お
よ
び
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
み
る
解
体
過
程
で

確
認
さ
れ
た
石
垣
の
構
成

　

宝
暦
解
体
時
の
詳
細
な
記
録
に
「
石
垣
起
指
図
」（「
御
天
守
御
石
垣
起
指
図
」、「
御

天
守
御
石
垣
取
毀
方
〈
取
解
方
〉
築
方
起
指
圖
」・
伊
藤
家
文
書
）
と
『
仕
様
之
大
法
』、

『
国
秘
録
』が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
記
事
ば
か
り
だ
が
、と
り
わ
け「
根
固
メ
丸
太
」（
根

図版６　Ｈ調査区
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固
之
丸
太
）、い
わ
ゆ
る
胴
木
の
記
述
は
最
重
要
で
あ
ろ
う
。「
根
固
メ
丸
太
」
は
「
石

垣
起
指
図
」
に
も
見
え
て
い
る
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
『
金
城
温
古
録
』
で
は
「
敷

松
」
と
呼
ん
で
い
た
。

「
石
垣
起
指
図
」

　

ま
ず
「
起
指
図
」
は
解
体
順
序
を
立
体
的
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
戌

亥
（
北
西
）
の
と
こ
ろ
か
ら
石
垣
を
ほ（

解
）ぐ

し
取
っ
て
（
ば
ら
ば
ら
に
し
・
固
ま
っ
て

い
た
も
の
を
解
体
し
）、
地
形
を
確
認
し
、
ま
た
北
西
の
石
を
解
体
し
た
と
こ
ろ
、

根
固
め
の
丸
太
を
吟
味
し
、
次
に
東
北
の
解
体
を
行
っ
た
。

　

こ
の
絵
図
に
は
石
の
数
や
積
み
直
し
た
場
所
の
間
数
が
書
か
れ
て
い
る
。
北
東
隅

は
「
九
間
残
」
と
あ
る
。
ま
た
上
か
ら
七
つ
の
石
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
分
が
外

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
よ
り
下
は
慶
長
石
垣
が
残
さ
れ
た
。

　

南
西
隅
は
十
四
個
の
石
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
分
が
外
さ
れ
て
、
そ
れ
よ
り
下

の
慶
長
石
垣
が
残
さ
れ
た
。

『
仕
様
之
大
法
』

　
『
仕
様
之
大
法
』
に
は
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
以
下
に
現
代
文
を
あ
げ
る
。

原
文
全
文
は
紀
要
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
現
代
文
）

一　

天
守
台
北
側
の
石
垣
の
解
体
（
ほ
ぐ
し
方
）
は
戊
亥
隅
（
北
西
）
に
て
、
石
垣

の
上
端
部
（
天
場
）
で
折
回
し
（
鍵
の
手
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
）
八
間
ほ
ど
、

下
に
向
か
っ
て
二
間
あ
ま
り
、
御
土
蔵
土
台
（
穴
蔵
平
面
）
下
ま
で
、
内
側
も

外
側
も
、
石
垣
を
取
り
外
し
た
。
本
側
通
り
（
内
側
）
地
形
を
検
分
し
た
と
こ

ろ
、
砂
混
じ
り
の
築
土
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
（
地
山
で
は
な
く
、
築
土
）、
欠
損

と
か
痛
み
は
な
く
て
丈
夫
（
健
全
）
に
見
え
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に

堀
底
・
隅
石
ま
で
双
方
雁
木
（
二
方
向
の
階
段
）
で
、石
垣
を
取
り
外
し
て
行
っ
た
。

根
敷
き
の
石
垣
（
根
石
）
は
、外
面
に
て
、北
の
方
を
一
ヶ
所
、西
の
方
を
一
ヶ
所
、

深
さ
四
尺
余
り
に
掘
り
込
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
二
尺
ば
か
り
、
水
が
湧
い
て
き
た
。

根
固
め
の
丸
太
を
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
木
の
性
は
よ
か
っ
た
（
し
っ
か
り
し
て

い
た
）。

　

石
の
面
か
ら
一
尺
ほ
ど
あ
と（
跡
＝
後
）に
一
本
。
中
程
に
も
一
本
。
都
合（
合

計
）
二
本
、
い
ず
れ
も
丸
太
だ
っ
た
。
そ
れ
で
木
（
胴
木
）
は
使
え
る
と
判
断

し
て
指
示
し
た
。
御
国
御
用
人
衆
が
検
分
し
、元
の
通
り
に
築
き
固
め
て
お
い
た
。

一　

戊
亥
隅
よ
り
根
敷
き
で
東
へ
十
六
間
余
り
、
同
じ
く
丑
寅
隅
石
、
上
よ
り
七
つ

目
の
石
ま
で
、
雁
木
で
と
り
ほ
ぐ
し
て
い
っ
た
。
築
石
大
小
か
ら
石
と
も
、
上

御
深
井
丸
内
同
心
番
所
、
裏
手
方
へ
取
り
除
け
た
。
右
の
築
石
を
と
り
ほ
ぐ
し

た
後
に
は
、
地じ

ぎ
ょ
う形

の
手
当
と
し
て
、
関
板
を
当
て
、
鳥
居
を
立
て
、
松
丸
太
よ

り
切
バ
リ
を
入
れ
、
筋
交
に
結
ん
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
か
す
が
い
を
掛
け
た
。

　

た
だ
し
右
の
切
り
張
り
の
上
に
歩
み
板
を
置
き
（
載
せ
て
）、
ほ
ぐ
す
時
、
積

む
と
き
に
は
、
シ
ャ
チ
、
猫
棒
を
巻
き
上
げ
に
使
っ
た
。

　
『
国
秘
録
』
で
は
「
乾
隅
石
下
シ
、北
側
追
々
取
ほ
く
し
、并
丑
寅
隅
石
七
ツ
下
シ
、

東
江
折
廻
四
間
半
筋
違
ニ
ほ
く
し
、
但
北
側
之
内
東
江
付
根
敷
ニ
而
拾
間
余
有
来
御

石
垣
筋
違
ニ
残
シ
置
」
と
あ
る
。

　

丑
寅
隅
に
関
し
て
七
つ
の
石
を
外
し
た
こ
と
は
他
の
文
献
記
述
と
お
な
じ
。
東
へ

四
間
半
斜
め
に
解
体
し
て
行
っ
た
と
あ
る
。
丑
寅
・
北
東
か
ら
「
東
江
折
廻
」
は
南
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の
意
味
と
解
す
る
。
四
間
半
は
解
体
の
手
順
で
、
不
明
門
へ
の
塀
の
上
側
石
垣
を
解

体
し
て
行
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
北
（
面
）
の
東
側
を
「
拾
間
余
」
有
来
を

残
し
た
と
い
う
点
は
『
仕
様
之
大
法
』
に
同
じ
。
解
体
過
程
と
範
囲
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
の
ち
ほ
ど
一
一
七
頁
に
て
再
考
す
る
。

胴
木
の
確
認
法

　

こ
れ
ら
三
つ
の
書
物
の
記
述
の
う
ち
『
仕
様
之
大
法
』
が
も
っ
と
も
詳
細
だ
っ
た

が
、
北
西
隅
基
礎
に
使
用
さ
れ
た
敷
松
、
す
な
わ
ち
根
固
め
の
（
松
）
丸
太
（
胴
木
）

が
あ
っ
た
こ
と
は
三
書
に
共
通
す
る
。
石
の
面
か
ら
一
尺
ほ
ど
後
に
一
本
、
中
程
に

も
一
本
、
都
合
（
合
計
）
二
本
の
丸
太
だ
っ
た
、
と
あ
る
。

　

名
古
屋
城
の
胴
木
は
御
深
井
丸
北
側
や
二
之
丸
東
門
北
の
石
垣
で
検
出
さ
れ
て
い

る
し
、
現
在
調
査
中
の
本
丸
搦
手
馬
出
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

二
之
丸
東
門
北
石
垣
実
測
図
面
に
よ
れ
ば
、
胴
木
は
二
本
並
行
で
あ
っ
た
。
そ
の

下
に
枕
木
が
あ
る
（
後
述
）。
二
本
の
胴
木
、
そ
し
て
根
石
は
水
平
に
置
か
れ
た
。

　

天
守
台
北
西
隅
の
場
合
、
丸
太
二
本
の
う
ち
一
本
は
前
面
の
石
の
へ
り
に
、
も
う

一
本
は
後
方
に
お
か
れ
た
。
大
き
な
石
だ
か
ら
、
中
心
が
胴
木
に
乗
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
形
状
は
天
守
台
も
二
之
丸
東
門
も
同
じ
で
あ

ろ
う
。

胴
木
の
深
さ

　

先
に
二
番
石
底
辺（
そ
の
頂
部
）か
ら
、垂
直
な
ら
１
・
２
ｍ
下
、斜
め
長
さ
な
ら
１
・

３
ｍ
下
に
根
石
（
一
番
石
）
の
底
が
あ
る
と
し
た
。
北
西
隅
・
Ｆ
区
の
二
番
石
底
（
頂

部
）
は
５
・
９
ｍ
、
よ
っ
て
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
胴
木
は

こ
の
さ
ら
に
下
に
な
る
。

　
「
北
の
方
を
一
ヶ
所
、
西
の
方
を
一
ヶ
所
、
深
さ
四
尺
余
り
に
掘
り
込
ん
で
み
た

と
こ
ろ
、
二
尺
ば
か
り
、
水
が
湧
い
て
き
た
」
と
あ
っ
た
け
れ
ど
、
慶
長
盛
土
面
は

発
掘
調
査
の
結
果
で
５
・
４
ｍ
か
ら
、
宝
暦
時
点
で
四
尺
掘
り
込
め
ば
４
・
２
ｍ
、
そ

こ
に
湧
水
が
二
尺
（
60
㎝
）
ば
か
り
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
天
守
台
黄
金
水

の
推
定
水
位
３
・
８
ｍ
よ
り
も
０
・
４
ｍ
ほ
ど
高
い
。『
金
城
温
古
録
』
の
水
位
４
・

62
ｍ
と
い
う
記
述
に
は
あ
う
。

こ
れ
ま
で
に
検
出
さ
れ
た
胴
木

　

城
内
で
検
出
さ
れ
た
他
の
胴
木
と
比

較
し
て
お
き
た
い
。

　

二
之
丸
東
門
北
石
垣
の
図
で
は
現
地

盤
層
Ｇ
Ｌ
か
ら
１
・
５
ｍ
下
に
胴
木
、
水

位
（「
Ｖ
水
位
」
と
あ
る
）
は
胴
木
の
下

端
で
Ｇ
Ｌ
―
２
・
５
ｍ
と
図
示
さ
れ
て
い

る
（『
名
古
屋
城
二
之
丸
旧
東
門
石
垣
調

査
報
告
書
』
二
七
・
九
五
・
一
五
三
頁
）。

Ｇ
Ｌ
７
・
４
ｍ
と
あ
る
（
一
四
八
頁
）。

地
形
図
（
名
古
屋
城
平
面
図
Ｈ
13
名
城

平
面
１
０
０
０-

編
集
素
図
）
で
は
７
・

３
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
盤
層
の
１
・

５
ｍ
下
、
５
・
９
ｍ
が
二
之
丸
根
石
底
・

胴
木
上
端
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
横
に

杭
が
、
下
に
枕
木
が
あ
る
。
こ
れ
は
天

守
台
で
想
定
し
た
根
石
底
の
数
値
４
・
７

図版７　二之丸東門石垣で検出された胴木
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ｍ
（
胴
木
上
端
）
よ
り
も
１
・
２
ｍ
も
高
い
。
水
位
表
記
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
上
記
で
は
４
・
９
ｍ
に
な
る
。
黄
金
水
で
想
定
し
た
水
位
３
・
７
７
ｍ
よ
り
１

ｍ
以
上
高
い
。
二
之
丸
堀
は
、
本
来
水
堀
で
あ
り
、
清
水
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
金
城

温
古
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
丸
搦
手
馬
出
で
は
Ｄ
Ｌ(

＝
Ｔ
．
Ｐ
．)

０
・
６
ｍ
お
よ
び
０
・
８
ｍ
に
胴
木
が

あ
る
。
水
堀
で
あ
り
、水
面
下
に
胴
木
が
あ
る
。
他
の
空
堀
で
の
例
と
比
較
し
て
も
、

か
な
り
低
い
（
御
深
井
外
堀
の
水
位
は
３
・
８
ｍ
前
後
）。

　

御
深
井
丸
胴
木
配
置
の
実
測
図
面
は
な
い
も
よ
う
（
現
物
は
御
深
井
丸
戌
亥
櫓
＝

清
須
櫓
に
保
管
中
）。

二　
相
互
の
史
料
批
判
・
複
数
視
点

文
献
史
料
調
査
と
目
視
調
査
・
発
掘
調
査
の
結
果
と
の
間
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
再
吟
味
し
た
い
。

（
一
）
宝
暦
修
理
の
足
石
と
供
給
地
―
―
『
国
秘
録
』
と
現
状

修
理
ま
で
の
経
緯

天
守
の
建
物
は
い
く
ど
と
な
く
修
理
さ
れ
て
き
た
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
修

理
は
「
御
天
守
大
破
損
」
に
対
応
す
る
規
模
の
大
き
な
も
の
で
、
お
そ
ら
く
宝
永
四

年
十
月
の
宝
永
地
震
の
修
理
で
あ
っ
た
（『
国
秘
録
』
上
）。
長
崎
か
ら
関
東
ま
で
津

波
が
押
し
寄
せ
、
余
震
が
長
く
続
い
た
か
ら
、
石
垣
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。
た
だ
し

天
守
台
石
垣
は
宝
暦
工
事
（
宝
暦
二
年
・
一
七
五
二
か
ら
同
五
年
・
一
七
五
五)

ま
で
、

大
き
な
修
理
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
宝
暦
修
理
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
北
と
西

の
石
垣
の
孕
み
で
あ
る
（「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」
に
、「
御
天
守
台
石
垣
、

西
北
折
廻
し
孕
」）。
孕
ん
だ
原
因
は
不
明
で
、
先
学
・
城
戸
久
は
宝
永
地
震
が
原
因

と
想
定
し
て
い
る
が
、
孕
み
が
顕
著
に
な
っ
て
、
対
策
が
議
論
さ
れ
た
の
は
、
記
録

上
で
は
寛
延
三
年(

一
七
五
〇)

で
あ
る
。
四
十
年
が
経
過
し
て
い
た
。
天
守
は
戌

亥
隅
で
本
水
（
本
来
の
水
平
位
置
）
よ
り
一
尺
二
寸
三
分
も
下
が
っ
て
い
た
。
徐
々

に
進
行
と
い
う
よ
り
は
急
に
劣
化
し
た
ら
し
い
。
孕
み
箇
所
を
一
旦
埋
め
て
保
全
対

処
し
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
、
御
深
井
丸
と
の
境
が
わ
か
ら
な
く
な
る

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
（「
宝
暦
の
大
修
理
の
工
事
過
程
に
関
す
る
史
料
集
」・
令
和

元
年
度
石
垣
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
資
料
）。

　

宝
暦
に
、
北
西
隅
で
は
根
底
ま
で
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
足
石
（
交
換
石
・
新
石
補

充
）
に
つ
い
て
も
『
国
秘
録
』
な
ら
び
に
『
仕
様
之
大
法
』
が
詳
細
で
あ
る１０

。

石
の
注
文
サ
イ
ズ

　
「
乾
（
北
西
）
の
隅
石
は
長
九
尺
（
一
丈
と
も
）
に
巾
四
尺
×
三
尺
弐
寸
が
十
本
、

中
隅
石
は
長
七
尺
五
寸
・
巾
三
尺
五
六
寸
が
八
本
、
隅
脇
石
は
長
六
尺
・
三
尺
弐
寸

か
ら
（
原
文
「
に
」）
三
尺
五
寸
が
十
七
本
、
〆
三
十
五
本
は
岩
崎
山
よ
り
切
出
し
、

平
築
石
は
三
州
堅
石
、
長
五
尺
・
面
二
尺
五
寸
四
方
が
九
百
二
十
五
」
と
あ
る
。

高
い
再
利
用
率

　

現
状
の
北
西
隅
は
地
表
上
に
隅
石
二
十
四
石
が
確
認
さ
れ
、
算
木
積
み
に
な
っ
て

い
る（
Ｆ
地
区
調
査
で
下
に
も
う
一
石
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
）。史
料
に
は「
隅

石
」
と
「
中
隅
石
」
と
い
う
二
つ
の
記
載
が
み
え
、両
者
に
は
長
さ
と
巾
に
差
が
あ
っ

た
。
隅
石
で
は
二
十
四
石
の
う
ち
十
八
石
、
75
％
が
岩
崎
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
足

石
（
新
石
）
に
交
換
さ
れ
た
。
長
短
が
交
互
に
詰
ま
れ
る
算
木
積
み
で
は
、
隅
石
の

短
辺
側
に
隅
脇
石
が
置
か
れ
る
が
、
現
状
で
は
隅
石
一
石
に
隅
脇
石
一
石
が
対
応
し
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段（下から） 符番 長さ（cm） 巾（cm） 高さ（cm）
24 U60-0070 150 95 116
23 U60-0270 191 75 77
22 U60-0350 178 92 99
21 U60-0400 181 93 93
20 U60-0600 167 144 86
19 U60-0640 174 112 92
18 U60-0750 247 116 91
17 U60-0820 188 108 98
16 U60-0930 195 102 92
15 U60-1000 208 89 85
14 U60-1150 192 82 99
13 U60-1250 221 104 76
12 U60-1360 226 95 103
11 U60-1390 206 93 76
10 U60-1610 209 119 85
9 U60-1660 253 84 89
8 U60-1700 213 108 86
7 U60-1840 247 123 81
6 U60-2020 235 119 85
5 U60-2080 237 110 85
4 U60-2078 227 104 106
3 U60-2180 242 111 88
2 U60-2210 235 115 86
1 U60-9001 249 99 102

て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
隅
脇
石
に
上
下
二
石
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
北
面
で

十
五
石
、
西
面
で
十
四
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
隅
脇
石
二
十
九
石
の
う
ち
十
七
石
、

六
割
弱
59
％
が
岩
崎
山
か
ら
の
足
石
に
交
換
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
平
築
石
は
三
州
堅
石
、
長
五
尺
、
面
二
尺
五
寸
四
方
と
あ
る
。
三
州
堅
石
は

幡
豆
石
で
あ
ろ
う
（
篠
島
・
日
間
賀
島
は
尾
張
）。
岩
崎
山
で
は
サ
イ
ズ
の
大
き
な

石
を
採
取
で
き
た
。幡
豆
で
は
大
き
な
サ
イ
ズ
は
得
に
く
か
っ
た
け
れ
ど
、数
が
揃
っ

た
。
幡
豆
の
名
古
屋
城
石
切
場
（
前
島
・
沖
ノ
島
・
八
貫
山
）
に
つ
い
て
は
『
幡
豆

町
史
』
本
文
編
２
近
世
に
詳
し
い
。

　

西
北
隅
以
外
の
隅
石
の
記
載
が
な
い
。
他
の
二
隅
（
北
東
・
南
西
）
に
足
石
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
積
み
直
し
は
し
た
が
、
従
前
石
を
再
利
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
想
定
す
る
。
西
北
隅
の
毀
損
度
が
図
抜
け
て
い
た
。

　

宝
暦
積
み
替
え
分
の
石
の
数
は
、北
面
は
九
六
〇
石（
一
列
40
石
×
24
段
で
概
算
）、

西
面
石
垣
は
一
八
九
八
石
（
石
垣
カ
ル
テ
よ
り
全
石
が
一
九
六
〇
石
〈
南
側
隅
石
を

除
く
〉、う
ち
慶
長
残
存
分
は
下
側
（
底
辺
）
が
十
五
石
、高
さ
が
五
段
の
三
角
形
で
、

15
石
×
５
段
÷
２

≒

38
石
、
ま
た
北
西
隅
が
重
複
す
る
の
で
24
を
差
し
引
く
）、
南

面
は
一
一
二
石
（
上
段
十
六
石
〈
七
間
相
当
〉
高
さ
十
四
段
の
三
角
形
が
交
換
分
）、

東
側
は
三
十
九
石
（
上
段
十
一
石
〈
四
間
半
相
当
〉
高
さ
七
段
の
三
角
形
）
が
宝
暦

積
み
替
え
分
で
あ
る
。
小
計
三
〇
〇
九
石
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
隅
石
の
積
み
直
し

は
北
東
が
七
、
北
西
が
二
四
、
南
東
が
一
四
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
除
い
て
、
宝
暦
に

一
旦
外
さ
れ
た
平
築
石
の
数
は
二
九
六
四
石
と
い
う
目
安
の
値
を
得
た
（
取
り
外
し

区
域
の
詳
細
は
後
述
。な
お
明
か
り
窓
分
は
捨
象
し
た
の
で
、足
石
は
さ
ら
に
減
る
）。

平
築
石
の
足
石
（
補
充
石
）
が
九
二
五
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
慶
長
石
の
再
利

用
は
二
〇
三
九
石
に
な
る
。
概
算
で
、
慶
長
平
築
石
の
再
利
用
率
は
69
％
、
交
換
率

は
31
％
と
な
る
。
現
在
計
画
中
の
本
丸
搦
手
石
垣
修
理
で
も
、
三
分
の
二
以
上
、
か

な
り
高
率
の
再
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

北
西
隅
交
換
石

　

現
在
の
北
西
隅
石
垣
に
つ
い
て
は
石
垣
オ
ル
ソ
・
図
面
か
ら
の
計
測
が
可
能
で
、

隅
石
の
計
測
値
が
あ
る
。

　

隅
石
に
は
一
丈
（
３
ｍ
）
は
む
ろ
ん
、
九
尺
と
い
う
規
定
に
合
う
も
の
が
一
石
も

な
い
（ 
２
５
３
㎝
・
２
４
９
㎝
・
２
４
７
㎝
２
つ
・
２
４
２
㎝
の
五
石
が
八
尺
以
上
）。

中
隅
石
七
尺
五
寸
（
２
２
５
㎝
）
以
上
は
全
体
上
記
八
尺
以
上
を
含
め
て
一
〇
個
で 表２「隅石表」（※０段が根石）
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あ
る
。
記
述
で
は
隅
石
と
中
隅
石
を
区
別
し
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
は
中
隅
石
サ
イ

ズ
ば
か
り
で
積
ん
で
い
る
。文
献
史
料
が
示
す
石
垣
像
と
現
状
で
は
差
異
が
あ
る
が
、

『
国
秘
録
』
の
規
定
は
、
指
示
し
た
規
格
、
注
文
の
サ
イ
ズ
を
示
す
。

　
『
仕
様
之
大
法
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
は
積
ま
れ
る
過
程
で
整
形
さ
れ
る
。

　
「
隅
石
、
隅
根
石
（
隅
脇
石
か
）
は
四
方
（
左
右
上
下
）
の
胴
を
摺
り
合
わ
せ
、

小
叩
き
、
鉄
の
か
い
を
入
れ
、
割
石
を
行
い
、
胴
か
い
張
り
合
、
扣ひ

か
え

石
を
入
れ
る
。

　

平
石
の
場
合
は
胴
を
摺
合
せ
、
胴
か
い
は
り
合
、
扣
石
を
入
れ
、
割
石
か
い
、
大

小
か

（
が
）

ら
石
詰
、築
石
根
入
が
短
い
分
は
別
に
跡
石
（
後
ろ
の
石
）
を
置
く
」
と
あ
る
。

石
を
築
く
時
は
、
際き

わ

ま
で
修
羅
で
引
き
つ
け
、
築
石
に
胴
縄
を
か
け
、
棚
の
上
端
に

ね
こ
棒
・
車
知
（
大
き
な
ロ
ク
ロ
、
神
楽
棧
）
を
仕
掛
け
、
築
石
を
吊
り
上
げ
、
す

わ
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
石
の
つ
ら
（
面
）、
勾
配
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
合
羽

（
接
合
部
分
）、
胴
を
摺
り
合
わ
せ
、
墨
で
印
を
し
て
、
再
度
築
石
を
車
知
で
巻
上
げ
、

鍳
玄
翁
（
の
み
げ
ん
の
う
か
、「
鍳
」
は
文
字
通
り
な
ら
ば
「
か
が
み
」
で
あ
る
が
、

玄
翁
で
叩
く
か
ら
、
字
形
の
似
る
鑿
か
）
で
石
の
形
を
作
り
、
な
ん
ど
も
こ
の
作
業

を
く
り
か
え
し
て
、
い
ち
ば
ん
具
合
が
よ
い
と
こ
ろ
で
固
定
す
る
。」

　

車
知
は
ク
レ
ー
ン
に
変
わ
っ
た
が
、
基
本
的
作
業
は
現
在
の
石
積
み
と
変
わ
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
小
叩
き
は
表
面
を
整
え
る
だ
け
の
軽
い
叩
き
整
形
で
あ
る
が
、
割
石

と
も
あ
る
。
玄
翁
も
用
い
て
い
る
。
石
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
丈
も
の
長
さ
を
必
要
と
し
た
算
木
積
み
用
の
隅
石
を
、
あ
え
て
短
く
す
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
岩
崎
山
や
幡
豆
な
ど
、
石
切
場
か
ら
は
注
文
通
り
に
石
を
揃

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
寸
足
ら
ず
で
も
、
石
積
み
に
支
障
は
な
い
か
ら
搬
出

し
た
。
よ
っ
て
最
初
か
ら
不
揃
い
だ
っ
た
、
と
考
え
る
。

（
二
）
北
西
隅
根
石
は
慶
長
の
ま
ま
の
石
な
の
か

　

天
守
台
四
隅
の
う
ち
南
東
は
温
存
さ
れ
、
北
東
丑
寅
は
上
か
ら
七
石
を
外
し
、
南

西
未
申
は
上
か
ら
十
四
石
を
外
し
た
。
北
西
戌
亥
は
安
定
性
を
完
全
に
喪
失
し
て
い

て
、
全
て
を
外
し
た
。
北
西
隅
は
歪
み
と
そ
れ
が
原
因
の
破
損
が
顕
著
で
、
天
守
傾

斜
の
最
大
原
因
に
な
っ
た
。
外
し
た
石
の
数
は
天
守
の
沈
み
方
、
歪
み
の
度
合
い
に

対
応
し
て
も
い
る
（
未
申
七
寸
七
分
・
戌
亥
一
尺
二
寸
三
分
・
丑
寅
六
寸
四
分
）。

胴
木
に
つ
い
て
は
健
全
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
地
盤
沈
下
は
な
か
っ
た
。
孕
み
が
原

因
で
そ
れ
を
修
正
し
、
天
守
も
修
復
し
た
。

　

天
守
台
周
辺
石
垣
報
告
書
で
は
、
北
西
隅
Ｆ
調
査
区
に
て
検
出
さ
れ
た
最
下
段
石

は
、
慶
長
石
の
再
利
用
で
あ
っ
て
宝
暦
に
も
動
か
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。
こ
の
一

番
下
の
石
は
砂
岩
・
河
戸
石
（
こ
う
づ
い
し
）
で
、表
面
一
部
の
加
工
処
理
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
宝
暦
勾
配
に
合
わ
せ
て
、
元
か
ら
の
石
を
加
工
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い

る
（
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
）。
す
な
わ
ち
最
下
段
石
は
慶
長
石
を
外
さ
ず
に
加
工
し
た

も
の
で
、
宝
暦
足
石
（
新
石
）
で
は
な
い
と
す
る
（
報
告
書
は
半
分
地
中
に
あ
る
石

の
下
が
最
下
段
と
は
判
断
し
て
い
な
い
の
で
、「
下
へ
二
段
目
の
石
」
と
表
現
し
て

い
る
が
、
６
・
０
ｍ
の
下(

４
・
８
ｍ
）
が
根
石
に
な
る
こ
と
は
述
べ
て
き
た
通
り
）。

　
『
仕
様
之
大
法
』
で
は
戊
亥
隅
か
ら
東
方
、「
根
敷
」
十
六
間
を
取
り
外
し
た
と
し

て
い
る
（「
戌
亥
隅
ゟ
根
敷
ニ
而
東
江
拾
六
間
余
、
同
丑
寅
隅
石
上
ゟ
七
ツ
目
迄
、

雁
木
ニ
取
ほ
く
し
」）。『
国
秘
録
』
で
は
「
直
ニ
御
堀
底
隅
石
迄
、
双
方
雁
木
ニ
取

下
り
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
で
も
「
堀
底
・
隅
石
」
ま
で
も
外
し
て
い
る
と
読
む
べ
き

だ
ろ
う
。
ま
た
慶
長
石
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
北
東
と
南
西
に
は
序
数
詞
石
の
刻
字

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
北
西
最
下
段
石
に
も
、
そ
の
上
の
石
に
も
刻
字
が
な
い
。

　

地
表
に
あ
る
隅
石
は
す
べ
て
花
崗
岩
系
で
あ
る
。
宝
暦
交
換
石
（
足
石
）
は
岩
崎

山
の
花
崗
岩
だ
っ
た
が
、
積
み
直
し
で
残
置
さ
れ
た
慶
長
隅
石
も
ま
た
花
崗
岩
系

だ
っ
た
（
石
垣
カ
ル
テ
）。
最
下
部
が
砂
岩
で
あ
れ
ば
慶
長
石
と
な
る
け
れ
ど
、
隅
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石
の
中
で
は
ま
っ
た
く
の
異
端
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
石
は
そ
の
上
の
石
（
二
番
石
）

に
比
べ
て
も
、
さ
ら
に
三
番
石
に
比
べ
て
も
小
型
で
あ
る
。
上
か
ら
の
図
を
見
る
と

（
報
告
書
三
〇
〜
三
二
頁
）、
外
側
に
広
が
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。
慶
長
時
の
も

の
と
し
た
場
合
で
も
、
通
常
の
算
木
積
み
、
大
型
石
を
交
互
に
積
む
積
み
方
で
は
な

か
っ
た
。

　
『
仕
様
之
大
法
』『
国
秘
録
』
に
「
取
ほ
く
し
」「
堀
底
隅
石
・
取
下
り
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
隅
石
も
い
っ
た
ん
取
り
外
さ
れ
て
、
別
位
置
に
あ
っ
た
石
（
隅
石
で
は

な
か
っ
た
慶
長
石
）
を
根
石
に
据
え
た
、
と
提
案
し
た
い
。
つ
ま
り
転
石
で
、
再
利

用
で
あ
る
。
河
戸
石
加
工
整
形
の
理
由
も
こ
の
転
用
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

北
西
隅
石
（
中
隅
石
を
含
む
）
は
二
十
五
石
の
う
ち
十
八
石
を
新
石
に
交
換
し
た
。

七
割
強
を
も
交
換
し
て
お
り
、
残
し
た
隅
石
は
三
割
弱
で
あ
っ
た
。
隅
脇
石
は
十
七

石
交
換
だ
か
ら
、
六
割
八
分
交
換
で
あ
る
。
壁
面
の
平
築
石
は
七
割
も
残
さ
れ
、
足

石
は
三
割
だ
っ
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
隅
石
で
は
倍
以
上
の
交
換
率
で
あ
る
。『
金

城
温
古
録
』
が
指
摘
し
た
、
清
正
家
臣
の
名
を
刻
し
、
加
藤
家
中
の
自
信
の
現
れ
で

も
あ
っ
た
刻
字
石
も
失
わ
れ
た
。
徳
川
家
に
と
っ
て
は
、
滅
び
た
他
家
の
失
敗
記
録

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
根
本
的
な
交
換
が
施
行
さ
れ
た
。
全
荷
重
を
受
け
て
い
た
最
下

部
石
に
の
み
損
傷
・
ひ
び
割
れ
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
上
部
に
あ
っ
て
、

損
傷
が
少
な
か
っ
た
石
を
加
工
し
て
、
据
え
付
け
た
の
で
は
な
い
か１１

。

（
三
）
目
視
調
査
に
よ
る
目
地
線
を
文
献
か
ら
検
証
す
る

　

天
守
台
四
面
各
面
の
宝
暦
積
み
替
え
範
囲
（
線
）
は
、「
起
指
図
」
ま
た
『
仕
様

の
大
法
』『
国
秘
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
起
指
図
」
は
立
体
模
型
で
あ
り
、
解

体
順
序
・
範
囲
が
図
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
記
述

が
『
仕
様
の
大
法
』『
国
秘
録
』
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
献
に
よ
っ
て
外
し
た
石
の

具
体
的
な
数
と
範
囲
が
わ
か
る
こ
と
は
見
た
。
こ
れ
ま
で
名
古
屋
城
で
は
外
観
・
目

視
調
査
に
よ
っ
て
積
み
替
え
線
（
目
地
、「
石
垣
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」）
を
確
認
す
る

作
業
を
行
っ
て
き
た
（
石
垣
現
況
調
査
、
い
わ
ゆ
る
「
石
垣
カ
ル
テ
」、
測
量
技
術

者
と
学
芸
員
の
協
業
を
経
て
石
垣
部
会
有
識
者
が
確
認
）。

　
「
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」
を
文
献
資
料
と
比
較
照
合
し
て
み
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば

四
隅
の
石
垣
の
解
体
の
起
点
は
正
確
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
北
東
隅
は
七
石
を
は
ず

し
、
下
は
慶
長
石
垣
を
残
し
た
。
北
西
は
上
か
ら
下
ま
で
全
部
を
外
し
た
。
南
西
は

上
か
ら
十
四
石
を
外
し
た
。
南
東
は
外
し
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
慶
長
石
で
あ
る
（
戦

後
の
解
体
を
除
く
）。
起
点
は
一
致
す
る
。
し
か
し
終
点
に
つ
い
て
は
、
近
似
は
し

て
い
る
が
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
北
面
に

つ
い
て
は
、
慶
長
石
残
存
範
囲
は
よ
り
狭
く
、
積
み
替
え
が
さ
ら
に
東
に
及
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
西
面
は
概
ね
一
致
し
そ
う
だ
が
、
若
干
ず
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
南
面
は
「
積
み
直
し
ラ
イ
ン
」
が
も
っ
と
上
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
東
面
は

目
地
推
定
ラ
イ
ン
か
ら
受
け
る
印
象
と
起
指
図
か
ら
受
け
る
印
象
に
か
な
り
の
差
が

あ
る
。

度
量
衡
（
大
京
間
・
御
天
守
七
尺
間
と
公
家
間
六
尺
五
寸
）

　

た
だ
し
こ
の
問
題
の
検
討
の
前
に
解
決
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
二
点
あ
る
。
ま
ず

一
間
は
大
京
間
・
御
天
守
間
七
尺
な
の
か
、
大
京
間
・
公
家
間
六
尺
五
寸
な
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。

　

名
古
屋
城
の
場
合
『
金
城
温
古
録
』
一
巻
一
三
〇
頁
に
「
大
京
間　

壱
間
は
七
尺
・

御
天
守
是　

六
尺
五
寸
・
以
上
は
公
家　

京
間　

壱
間
は
六
尺
三
寸
」
と
あ
る
。
昭

和
実
測
図
で
は
天
守
一
間
七
尺
一
分
、
小
天
守
六
尺
五
寸
一
分
、
御
殿
九
尺
七
寸
・

八
尺
七
寸
・
七
尺
八
寸
四
分
・
六
尺
五
寸
ほ
か
、
ま
た
櫓
は
一
間
六
尺
五
寸
で
あ
る
。
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 九間 

（東から） 

十間余 

（東から） 

十六間余

（西から） 
合計 

七尺 18.9m ＊ 
33.6m 

プラス 

52.5m 

プラス 

六尺五寸 17.55m ＊ 
31.2m 

プラス 

48.75m 

プラス 

七尺 ＊ 
21.0m 

プラス 

33.6m 

プラス 

54.6m 

プラス 

六尺五寸 ＊ 
19.5m 

プラス 

31.2m 

プラス 

50.7m 

プラス 

現在の目地線 A ＊ 東から 22m 西から 30m 
下端全体

52.5m 

天
守
や
御
殿
の
よ
う
な
特
別
に
大
型
の
建
物
で
は
、
何
百
本
も
の
巨
木
を
切
り
倒
し

て
木
材
を
入
手
し
た
。特
注
だ
か
ら
、規
格
品
サ
イ
ズ
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
。『
金

城
温
古
録
』
も
別
の
箇
所
で
は
「
御
当
家
御
令　

壱
間
六
尺　

名
古
屋
御
令　

壱
間

六
尺
弐
寸
五
分
」
と
、
江
戸
間
、
名
古
屋
間
を
記
し
て
い
る
。

　

建
物
で
あ
る
天
守
が
七
尺
だ
っ
た
か
ら
、
設
計
段
階
で
は
土
台
・
基
礎
で
あ
る
天

守
台
も
七
尺
と
し
た
と
考
え
た
い
が
、
宝
暦
の
史
料
に
見
え
る
数
値
は
そ
れ
だ
と
合

わ
な
い
点
が
で
て
く
る
。

北
面
残
（
慶
長
石
垣
）
は
「
九
間
」
だ
っ
た
の
か
、「
十
間
余
り
」
だ
っ
た
の
か

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
「
起
指
図
」
と
『
国
秘
録
』
の
記
述
の
ず
れ
で
あ
る
。
天
守

台
北
面
に
つ
い
て
「
起
指
図
」
は
、下
部
東
方
は
「
九
間
残
」
を
保
存
し
た
と
し
、『
国

秘
録
』
は
「
十
間
余
」
を
残
し
た
と
し
て
、
数
値
が
違
っ
て
い
る
。

　
「
起
指
図
」
は
北
面
上
端
西
か
ら
「
八
間
」、「
五
間
」
と
図
示
す
る
。
８
対
５
の

比
率
は
図
上
で
も
正
確
で
、
残
る
箇
所
に
注
記
が
な
い
け
れ
ど
図
上
幅
で
二
間
に

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
起
指
図
」
は
天
端
を
計
十
五
間
と
考
え
て
い
た
。
天
守
の

柱
数
か
ら
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
守
台
北
面
の
天
端
は
33
・
５
ｍ
あ
る
。「
起
指
図
」

は
一
間
七
尺
で
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
十
六
間
で
33
・
６
ｍ
だ
か
ら
、
一
間
不
足

す
る
（
公
家
間
六
尺
五
寸
で
あ
れ
ば
十
七
間
で
33
・
15
ｍ
だ
か
ら
二
間
不
足
す
る
）。

「
起
指
図
」
は
計
画
段
階
の
図
ら
し
く
、
そ
の
天
端
間
数
に
は
誤
解
が
あ
る
。
よ
っ

て
東
か
ら
は
『
国
秘
録
』
の
「
拾
間
余
」
を
採
用
す
る
。

　

ま
た
『
仕
様
之
大
法
』
で
は
西
・
戌
亥
隅
か
ら
東
方
は
根
敷
に
て
十
六
間
余
、
取

り
外
し
た
と
記
録
し
て
い
る
（「
戌
亥
隅
ゟ
根
敷
ニ
而
東
江
拾
六
間
余
、
同
丑
寅
隅

石
上
ゟ
七
ツ
目
迄
、雁
木
ニ
取
ほ
く
し
」）。現
地
表
の
北
面
石
垣
は
地
表
で
52
・
１
ｍ
、

想
定
慶
長
根
石
だ
と
、
推
定
52
・
５
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
を
七
尺
で
考
え
た
場
合
に
は
、

十
間
プ
ラ
ス
「
余
」、
十
六
間
プ
ラ
ス
「
余
」

で
54
ｍ
以
上
に
な
る
か
ら
、
現
状
を
超
え
て

し
ま
う
。
よ
っ
て
、『
国
秘
録
』『
仕
様
之
大

法
』
の
一
間
は
六
尺
五
寸
（
大
京
間
の
う
ち

公
家
間
）
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
以
下
の
表

３
も
参
照
の
こ
と
。

有
来
の
範
囲
（
慶
長
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
）

・
南
西
西
面　

Ｕ
６
０

　

南
西
隅
は
「
起
指
図
」
の
ほ
か
、

『
仕
様
之
大
法
』
に
も
十
四
石
を
外
し
、

北
へ
六
間
半
、
有
来
（
あ
り
き
た
り
）

の
石
垣
を
残
し
た
と
あ
る
。
六
尺
五

寸
な
ら
12
・
７
ｍ
で
あ
る
。
現
在
の
境

界
線
引
き
で
は
14
ｍ
よ
り
さ
ら
に
延
び
る
よ
う
だ
が
、
誤
差
範
囲
か
。

・
南
西
南
面　

Ｕ
５
９

　

既
述
の
よ
う
に
南
西
隅
は
十
四
石
を
外
し
た
。『
国
秘
録
』
に
、
東
に
七
間

筋
違
い
に
外
し
た
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
具
体
が
「
起
指
図
」
に
立
体
図
示
さ

れ
、数
値
も
七
間
で
一
致
す
る
。
南
面
下
部
根
石
は
全
て
慶
長
石
が
温
存
さ
れ
、

天
端
で
は
西
か
ら
七
間
（
六
尺
五
寸
で
13
・
７
ｍ
）
が
逆
三
角
形
に
外
さ
れ
て
、

残
り
が
保
存
さ
れ
た
。

　

南
面
の
目
地
想
定
線
と
「
起
指
図
」
を
対
比
す
る
と
、「
起
指
図
」
で
は
二

番
石
（
中
川
石
）
の
四
つ
上
、六
番
石
（
一
番
は
地
中
）
の
横
か
ら
「
ほ
ぐ
し
」

12
13

表３ 北面下端の間尺
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（
解
体
）
域
と
し
て
い
る
。
目
地
線
は
大
き
く
え
ぐ
っ
て
か
ら
上
が
る
か
ら
角

度
の
印
象
が
異
な
る
。
な
お
上
端（
天
端
）は
昭
和
修
理
で
現
存
し
て
い
な
い
。

・
北
面　

Ｕ
６
１
と
北
東
隅
の
場
合
・
有
来
の
範
囲

　

現
在
の
想
定
よ
り
も
解
体
域
が
い
く
ぶ
ん
広
く
な
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、

さ
ら
に
一
石
ほ
ど
東
に
動
く
可
能
性
が
あ
る
が
、
誤
差
の
範
囲
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ま
で
北
面
の
孕
み
箇
所
は
半
分
ほ
ど
が
宝
暦
の
更
新
と
さ
れ
て
き

た
。
も
し
こ
の
線
が
移
動
す
る
の
な
ら
、
実
際
の
積
み
替
え
範
囲
は
よ
り
広

く
な
る
。

・
東
面　

Ｕ
６
２

　

北
東
隅
か
ら
東
面
に
つ
い
て
は
、
上
か
ら
七
石
を
外
し
た
こ
と
は
先
の
記

述
か
ら
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
東
江
折
廻
四
間
半
筋
違
ニ
ほ
く
し
」
と
あ
っ
た
。

上
端
か
ら
四
間
半
、
そ
れ
よ
り
斜
め
に
（
北
に
向
け
て
）
降
っ
て
解
体
し
た

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
起
指
図
」
に
よ
っ
て
、
北
東
隅
の
上
部
北
側
一
部
が　

逆
三
角
形
の
範
囲
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
石
垣
カ
ル

テ
（
石
垣
現
況
調
査
）・
Ｕ
６
２
（
東
面
）
目
地
線
は
、
宝
暦
積
替
線
を
水
平

方
向
に
線
引
き
し
、
天
端
四
間
半
に
向
け
て
上
昇
し
て
い
な
い
。
焼
損
ま
た

は
昭
和
修
理
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
線
引
き
は
宝
暦
解
体
線
の
記
述
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
四
間
半
は
宝
暦
に
増
設
し
た
明
り
取
り
を
含
む
。

実
際
に
は
明
り
取
り
分
は
、
四
間
半
に
は
含
ま
れ
ず
、
別
工
事
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
明
り
取
り
用
の
解
体
と
石
垣
修
理
と
は
目
的
が
異
な
る
。

明
り
取
り
位
置
は
東
面
の
み
な
ら
ず
、
南
面
で
も
現
状
と
「
起
指
図
」
で
は

異
な
っ
て
い
る
。「
起
指
図
」
は
手
順
を
示
し
て
は
い
る
が
、
施
工
計
画
図
で

あ
っ
た
。
現
状
と
の
差
異
は
工
事
過
程
で
の
設
計
変
更
の
反
映
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

以
上
文
献
と
の
照
合
で
、
積
み
直
し
目
地
線
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
一
致

し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
目
地
線
引
き
の
客
観
的
根
拠
は
石
の
大
き
さ
と
質
（
岩

種
）、
割
り
方
（
矢
穴
の
大
き
さ
）、
積
み
方
で
あ
ろ
う
。
慶
長
石
は
奥
で
噛
ま
せ
て

（
奥
の
方
に
接
点
を
設
け
て
）、
表
面
に
は
隙
間
が
で
き
や
す
い
か
ら
、
間
詰
石
が
多

用
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
石
積
み
で
は
全
体
の
整
形
を
進
め
た
か
ら
、
噛
ま
せ
る
面
積

（
接
点
）
が
広
く
な
っ
て
、
表
面
接
点
が
多
く
な
り
、
間
詰
石
使
用
は
少
な
く
な
る
。

矢
穴
に
つ
い
て
も
、
宝
暦
石
垣
に
は
「
牛
の
舌
形
」
と
さ
れ
る
特
異
な
細
長
く
大
型

の
矢
穴
が
あ
っ
て
、
岩
崎
山
現
地
に
も
残
さ
れ
て
い
る
（
高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石

垣
の
刻
印
』
続
名
古
屋
城
叢
書
２
、一
一
八
頁
）。
こ
の
「
牛
の
舌
形
」
矢
穴
は
時
代

な
い
し
石
工
に
よ
る
技
術
差
か
。

　

宝
暦
修
理
に
て
は
平
築
石
は
お
よ
そ
三
割
が
新
石
に
交
換
さ
れ
、
七
割
は
慶
長
石

を
再
利
用
し
た
と
想
定
し
た
。
慶
長
刻
印
石
も
多
く
が
再
利
用
さ
れ
る
。
慶
長
石
垣

を
残
し
た
近
く
に
て
、
取
り
外
し
石
（
原
位
置
か
ら
移
動
し
た
慶
長
石
）
を
再
使
用

す
れ
ば
、
外
観
上
、
疑
似
的
な
慶
長
石
積
み
に
な
る
。
石
の
大
き
さ
と
質
の
差
に
よ

る
区
別
と
い
う
方
法
が
使
え
な
い
。
旧
石
、
残
置
石
の
再
使
用
で
あ
れ
ば
、
二
種
の

新
旧
矢
穴
が
一
石
に
併
存
す
る
。

　

足
石
（
新
石
）
に
交
換
し
た
場
所
、
新
技
法
を
用
い
た
箇
所
で
は
石
の
切
り
出
し

法
も
変
化
し
て
い
る
か
ら
、
明
確
な
特
徴
・
差
異
が
出
る
。
特
に
隅
石
の
場
合
に
は
、

そ
れ
が
明
瞭
だ
か
ら
外
し
た
石
の
数
と
目
地
線
は
一
致
し
た
。
し
か
し
旧
石
再
利
用

箇
所
は
検
証
が
む
ず
か
し
い
。
足
石
（
新
石
）
所
在
地
を
点
（
ド
ッ
ト
）
に
て
分
布

を
示
す
こ
と
は
高
い
確
率
の
客
観
性
を
持
つ
。
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図版８―１　北面石垣 U061 目地線

図版８―２　西面石垣 U060 目地線

図版８―３　南面石垣 U059 目地線

図版８―４　東面石垣 u062 目地線
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今
回
、
目
地
を
距
離
で
記
録
し
た
文
献
史
料
が
あ
っ
た
か
ら
、
線
引
き
の
妥
当
性

が
点
検
で
き
た
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
城
跡
で
引
か
れ
て
い

る
目
地
線
も
目
安
で
あ
ろ
う
。

　
『
国
秘
録
』
の
こ
の
箇
所
は
「
御
天
守
御
修
復
之
次
第
并
御
用
懸
之
輩
性
名
掛
札

之
写
」
と
い
う
文
書
を
奥
村
得
義
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、「
起
指
図
」
も
、
宝

暦
当
時
の
尾
張
藩
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
写
の
さ
ら
に
転
写
と

は
い
え
、
両
者
と
も
に
同
時
代
史
料
で
あ
る
。

三　
土
層
（
層
序
）
の
再
確
認

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
に
発
掘
区
を
読
み
直
す
。
天
守
台
周
囲
、
と
く
に
北
と

西
で
の
９
調
査
区
土
層
断
面
は
歴
史
経
緯
を
共
有
す
る
。
堀
と
し
て
の
形
状
を
四
百

年
間
、
保
ち
つ
づ
け
、
同
じ
目
的
の
土
木
工
事
が
同
じ
時
期
に
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て

土
層
は
必
ず
共
通
点
を
も
つ
。
巾
１
〜
２
ｍ
と
、
せ
ま
い
調
査
区
内
だ
か
ら
右
壁
と

左
壁
は
本
質
的
に
は
共
通
で
あ
る
し
、
９
調
査
区
を
通
し
て
基
本
は
共
通
す
る
。
同

じ
工
事
が
同
じ
場
所
、同
じ
Ｔ
．
Ｐ
．（
標
高
）で
行
わ
れ
た
か
ら
、層
序
は
近
似
す
る
。

確
認
し
た
よ
う
に
根
石
底
は
４
・
７
ｍ
で
あ
る
。
そ
の
下
に
０
・
３
ｍ
の
胴
木
と
そ
の

下
に
さ
ら
に
枕
木
が
入
る
（
こ
こ
ま
で
達
し
た
調
査
区
は
な
い
）。
切
土
は
残
さ
れ

た
層
の
直
上
、
一
本
に
し
か
痕
跡
を
残
さ
な
い
。
盛
土
の
方
は
土
が
異
な
れ
ば
短
期

の
工
事
で
も
幾
重
も
の
土
層
を
残
す
。
左
右
の
壁
の
様
相
が
異
な
れ
ば
、
工
事
は
整

然
と
し
て
は
お
ら
ず
、
短
期
間
に
乱
雑
に
、
次
々
に
土
が
投
入
さ
れ
て
埋
め
ら
れ
て

い
た
。
堀
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
平
坦
に
均
し
て
そ
の
工
事
は
留
ま
り
、
終
了

す
る
。

天
守
台
周
囲
の
９
調
査
区
（
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｒ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
調
査
区
）

　

天
守
台
周
り
内
堀
で
は
築
城
時
の
慶
長
盛
土
（
石
垣
築
造
後
の
保
全
盛
土
）
を
宝

暦
改
修
時
に
切
り
込
ん
だ
線
が
、
大
半
の
ト
レ
ン
チ
で
確
認
で
き
る
。
慶
長
盛
土
を

切
り
込
ま
な
け
れ
ば
（recuting

）、
欠
損
し
た
慶
長
石
垣
が
取
り
外
せ
ず
、
修
理

が
で
き
な
い
。

　

天
守
台
北
・
西
・
南
・
一
部
東
で
天
守
石
垣
底
に
連
続
す
る
９
調
査
区
（
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｒ
・

Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
調
査
区
）
が
設
け
ら
れ
た
。
よ
っ
て
調
査
断
面
デ
ー
タ
は

本
来
的
に
は
18
面
、
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
く
つ
か
の
断
面
を
再
度
見
直
す１４

。

《
Ｇ
区
北
壁
》
Ｄ
―
D’
（
報
告
書
三
五
頁
）

　

天
守
台
西
側
堀
。
19
層
（
上
端
５
・
50
ｍ
）
が
慶
長

時
盛
土
に
該
当
す
る
（
10
Ｙ
Ｒ
３
／
２
が
中
心
、
黒
色

シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る
。
硬
度
計
25
㎜
、
硬
い
）。

こ
の
慶
長
盛
土
19
層
石
垣
際
が
宝
暦
工
事
で
堀
込
ま
れ

た(

土
層
18
、
10
Ｙ
Ｒ
３
／
２
と
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
の
混)

。

18
層
は
切
り
込
み
を
埋
め
た
宝
暦
の
埋
土
で
あ
る
。
宝

暦
の
埋
土
作
業
は
平
坦
に
整
地
さ
れ
、
17
層
で
終
了
し

た
。

　

慶
長
盛
土
の
上
は
５
・
６
ｍ
、
下
は
５
・
３
ｍ
で
あ
る

が
、
調
査
は
こ
の
高
さ
で
止
ま
っ
て
い
る
。
慶
長
盛
土

の
じ
っ
さ
い
は
、
下
に
４
・
７
ｍ
ま
で
続
く
。
慶
長
盛
土

は
厚
さ
１
ｍ
近
く
あ
っ
た
。
後
述
Ｎ
区
（
具
足
多
聞
石

垣
西
方
）
で
確
認
さ
れ
る
版
築
は
切
り
込
み
で
消
え
た
。

　

宝
暦
盛
土
17
層
は
、
５
・
50
〜
５
・
80
ｍ
だ
か
ら
30

図版９　G 区北壁
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㎝
ほ
ど
で
、
こ
こ
で
は
慶
長
盛
土
よ
り
ず
い
ぶ
ん
薄
い
。

《
Ｉ
区
北
壁
》
Ａ-

A’
と
《
Ｉ
区
南
壁
》
Ｂ-

B’
（
報
告
書
四
二
頁
）

　

こ
の
調
査
区
は
一
部
が
深
掘
り
さ
れ
て
い
る
。《
Ｉ
区
北
壁
》
Ａ-

A’
で
築
城
時

盛
土
層
と
さ
れ
る
16
層
（
北
壁
）
は
、
根
石
の
底
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

４
・
７
ｍ
よ
り
も
下
、
４
・
５
ｍ
ま
で
は
確
実
に
及
ん
で
い
る
。
築
城
工
事
中
は
作
業

空
間
と
な
り
、
こ
こ
に
土
は
な
か
っ
た
。
根
石
底
に
胴
木
を
入
れ
る
作
業
は
、
こ
の

空
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た（
こ
の
図
の
み
、０
・
４
ｍ
区
切
り
で
図
示
さ
れ
て
い
る
。

他
は
０
・
５
ｍ
区
切
り
で
表
示
）。

《
Ｉ
区
南
壁
》

　
Ｂ-

B’
を
み
る
と
、
部
分
深
掘
り
で
検
出
さ
れ
、
地
山
と
さ
れ
て
い
る
17
層
の
色

は
５
Ｙ
５
／
２
で
、他
の
調
査
区
、

Ｄ
区
で
は「
築
城
期
盛
土
か
地
山
」

と
さ
れ
る
東
壁
８
層
、
西
壁
９
層

に
見
ら
れ
る
土
色
で
あ
る
。
ま
た

16
層
（
盛
土
）、
17
層
と
も
に
硬

度
計
指
数
は
20
〜
23
㎝
で
差
が
な

い
。
Ｃ
地
区
で
の
慶
長
盛
土
は
厚

さ
１
ｍ
ほ
ど
あ
っ
た
。
17
層
の

上
部
は
４
・
９
ｍ
の
高
さ
に
あ
り
、

根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
も
０
・
２
ｍ

高
い
。
地
山
と
す
る
と
、
手
前
に

あ
る
地
山
を
切
ら
ず
に
枕
木
、
胴

木
、
石
を
据
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
正
し
く
は
盛
土
で
は
な
い

か
。
お
よ
そ
厚
さ
四
尺
１
・
２
ｍ
の
盛
土
（『
金
城
温
古
録
』）
と
す
る
と
、17
の
下
（
未

調
査
範
囲
）
を
含
め
て
か
ら
上
面
11
層
ま
で
が
慶
長
盛
土
か
。

《
Ｄ
区
》（
報
告
書
二
六
頁
）

　

Ｄ
区
は
西
壁(

Ｂ-

B’)

の
土
層
が
東
壁

(

Ｃ-

C’)

と
別
々
に
説
明
さ
れ
て
い
て
、
東

壁
の
１
〜
８
が
西
壁
で
は
１
〜
９
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
東
壁
・
西
壁
の
１
〜
４
は

土
層
注
記
が
全
く
同
文
で
あ
る
。
５
層
の
注

記
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
西
壁
５
層
10

Ｙ
Ｒ
４
／
３
は
東
壁
５
層
10
Ｙ
Ｒ
４
／
３
と

似
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
同
じ
色

だ
か
ら
同
じ
由
来
の
土
で
あ
ろ
う
。
６
層
は

東
壁
が
10
Ｙ
Ｒ
３
／
４
、
西
壁
が
10
Ｙ
Ｒ
３

／
３
と
色
が
異
な
っ
て
い
る
。
西
壁
７
層
は

10
Ｙ
Ｒ
３
／
４
で
、
土
層
注
記
が
東
壁
６
層

に
き
わ
め
て
類
似
し
、
説
明
で
も
「
東
壁
６

層
に
似
る
」
と
あ
る
。

　

Ｄ
区
東
壁
７
層
は
西
壁
８
層
に
同
じ
色
で

あ
り
、
注
記
も
同
文
、
東
壁
の
８
層
は
西
壁

の
９
層
に
同
色
で
注
記
も
同
文
だ
か
ら
、
同

一
の
土
層
で
あ
る
。
Ｄ
区
西
壁
の
６
層
の
み

が
、
東
壁
に
存
在
し
な
い
独
自
の
土
層
に
な

図版 10　I 区北壁・南壁

図版 11　D 調査区
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る
。
西
壁
の
４
と
６
は
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
で
同
色
で
あ
る
。
同
一
標
高
で
同
色
だ
か
ら
、

由
来
も
共
通
す
る
。
６
は
す
な
わ
ち
４
な
い
し
は
4’
で
あ
り
、
４
の(

準)

同
一
層

と
見
れ
ば
、
左
右
東
西
に
み
え
る
層
序
は
対
称
に
な
り
、
共
通
す
る
。
４
と
６
の
間

に
間
層
の
よ
う
に
５
層
10
Ｙ
Ｒ
４
／
３
が
入
っ
て
い
た
。
連
続
す
る
時
間
帯
に
て
埋

土
作
業
が
行
わ
れ
た
証
左
で
あ
る
。
東
壁
の
７
、８
層
、
西
壁
の
８
（
＝
東
７
）、
９

層
（
＝
東
８
）
が
二
重
曲
線
で
あ
る
こ
と
も
、
一
々
の
整
地
を
せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
埋

め
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
。
東
壁
・
西
壁
の
層
序
は
基
本
は
同
じ
で
、
作
業
の
時
間

帯
を
投
影
す
る
層
序
で
あ
る
。
報
告
書
は
東
７
、８
（
西
８
、９
）
を
慶
長
盛
土
な
い

し
地
山
と
す
る
け
れ
ど
、
標
高
５
・
７
ｍ
で
、
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
１
ｍ
も
高
く
、

地
山
は
想
定
し
づ
ら
い
。

《
Ｃ
区
西
壁
》

　

Ｃ
区
地
山
の
理
解
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
（
註
４
）。
報
告
書
で
は
７
層
上

面
５
・
67
ｍ
が
地
山
で
、
10
層
が
地
山
上
位
と
す
る
。
地
山
と
さ
れ
た
５
・
67
ｍ
の

下
部
に
は
斜
め
線
の
層
位
が
９
〜
12
層
ま
で
重
な
る
。
ふ
つ
う
な
ら
ば
、
埋
土
の
過

程
と
考
え
る
。
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ
り
、
１
ｍ
も
高
い
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
報

告
書
自
身
も
地
山
５
・
67
ｍ
は
他
地
域
よ
り
か
な
り
高
い
、
と
記
す
。
地
山
と
判
断

し
た
根
拠
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
「
そ
れ
よ
り
下
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
る
土
層

の
堆
積
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
」
と
す
る
が
、
地
層
注
記
で
は
下
位
の
12
層

に
「
暗
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
10
Ｙ
Ｒ
３
／
３
、
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
10
Ｙ
Ｒ
４
／

４
、５
㎝
大
が
混
」と
あ
る
か
ら
、矛
盾
し
た
記
述
に
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、

大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
地
山
上
位
と
さ
れ
た
10
層
の
土
色
は
10

Ｙ
Ｒ
４
／
２
で
、
同
じ
色
は
こ
の
区
に
は
な
い
が
、
Ｂ
区
９
層
（「
宝
暦
期
か
」
と

あ
る
〈
５
・
８
〜
５
・
７
ｍ
〉、
Ｄ
区
東
８
＝
西
９
〈
５
・
８
ｍ
前
後
〉、
Ｉ
区
８
層
（
近

世
埋
土
、〈
北
５
・
８
〜
５
・
４
ｍ
、
南
５
・
９

〜
５
・
３
ｍ
〉、
９
層
〈
北
５
・
５
〜
４
・
８
ｍ
、

南
５
・
４
〜
５
・
０
ｍ
〉、
15
層
〈
北
５
・
２
ｍ

〜
５
・
１
ｍ
以
下
に
続
く
、
南
５
・
２
ｍ
〜
４
・

９
ｍ
〉、
と
広
範
に
あ
る
。
こ
の
色
は
ご
く
一

般
的
な
土
の
よ
う
で
、
ほ
か
に
近
代
表
土
に

も
見
ら
れ
る
け
れ
ど
、
標
高
５
ｍ
前
後
、
同

一
標
高
で
同
じ
色
の
土
で
、
む
ろ
ん
同
時
期

の
一
連
の
工
事
現
場
で
あ
る
。
７
層
以
下
の

傾
斜
す
る
土
層
は
、
ど
こ
か
共
通
の
場
所
か

ら
運
搬
さ
れ
て
き
た
土
と
考
え
る
。
報
告
書

が
こ
れ
ら
斜
め
土
層
を
「
地
業
に
と
も
な
う
」

と
す
る
点
も
疑
問
。
平
行
す
る
数
本
の
斜
め

線
は
埋
土
の
過
程
を
示
す１５

。

　

７
層
以
下
が
水
平
な
13
、
14
、
15
の
前
面
を
斜
め
に
埋
め
て
い
る
。
北
東
隅
の
重

要
地
区
だ
か
ら
、
宝
暦
修
理
時
に
大
き
く
切
っ
て
調
査
し
、
そ
の
の
ち
一
気
に
埋
め

た
。
13
〜
14
層
は
慶
長
盛
土
で
、
15
層
も
５
・
３
ｍ
か
ら
下
に
続
く
。
根
石
底
＝
堀

底
＝
地
山
頂
部
が
４
・
７
ｍ
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
高
い
地
層
は
、
地
山
で
は
な
く
慶

長
盛
土
と
考
え
る
。

〈
地
形
根
切
〉

　

報
告
書
三
頁
、
お
よ
び
調
査
日
誌
に
経
緯
、
ま
た
六
三
頁
に
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、

ま
た
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
七
日
石
垣
部
会
配
布
資
料
に
あ
る
よ
う
に
、
有
識
者

指
導
の
再
開
後
か
ら
、
地
形
根
切
保
全
が
強
調
さ
れ
て
き
た１６

。

図版 12　C 区西壁
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根
切Root cutting

は
地
形
（
地
業
）
に
伴
う
も
の
で
、
多
く
の
城
や
、
ま
た

そ
れ
以
外
の
ふ
つ
う
の
建
築
に
み
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
根
切
が
検
出
さ
れ
な
い
石
垣

も
、
た
と
え
ば
長
崎
奉
行
所
跡
＝
旧
長
崎
県
庁
遺
跡
、
竹
田
市
岡
城
跡
（
岩
盤
上
）、

肥
前
名
護
屋
城
弾
正
丸
（
岩
盤
上
）
な
ど
多
く
が
あ
る
。
海
城
や
台
場
で
は
杭
を
打

ち
十
露
盤
（
枕
木
）
を
置
き
、
そ
の
上
に
土
台
（
胴
木
）
を
載
せ
る
（
第
17
回
『
全

国
城
跡
等
石
垣
整
備
調
査
研
究
会
記
録
集
』
津
山
市
教
育
委
員
会
・
令
和
二
）。
こ

の
よ
う
に
根
切
が
な
く
と
も
力
学
上
問
題
の
な
い
石
垣
は
多
数
あ
る
。
根
切
保
全
論

は
根
切
の
埋
め
方
が
て
い
ね
い
か
ど
う
か
で
保
全
度
が
異
な
る
と
い
う
考
え
の
よ
う

だ
が
、
根
切
の
保
全
が
不
完
全
で
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
石
垣
が
緩
ん
だ
り
、
崩

壊
し
た
例
は
お
そ
ら
く
な
い
し
、
そ
う
説
く
論
文
も
み
な
い
（
盛
土
の
上
に
根
石
を

置
い
た
こ
と
が
原
因
で
、
石
垣
が
動
揺
し
や
す
く
、
し
ば
し
ば
積
み
直
し
た
例
に
は

唐
津
城
が
あ
る
。
根
石
自
体
は
動
い
て
い
な
い
。
註
６
）。
根
切
保
全
概
念
で
は
石

垣
根
石
直
前
に
あ
る
地
山
の
存
在
が
大
前
提
に
な
る
。
地
山
は
も
っ
と
も
強
固
な
地

盤
だ
か
ら
、
基
礎
に
は
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
、
整
地
の
た
め
の
盛
土
は
か
え
っ
て
弱

く
な
る
。
地
震
時
の
液
状
化
現
象
で
わ
れ
わ
れ
も
経
験
ず
み
で
あ
る
。
盛
土
上
の
石

垣
構
築
は
極
力
避
け
た
（
唐
津
城
で
は
鞍
部
地
形
で
あ
る
た
め
に
盛
土
を
行
っ
た
）。

築
城
過
程
で
は
根
石
底
の
レ
ベ
ル
ま
で
地
山
を
切
っ
て
堀
底
に
し
、
石
垣
基
礎
・
胴

木
も
地
山
の
上
に
置
く
こ
と
が
合
理
的
で
一
般
的
で
あ
る
。
名
古
屋
城
で
は
堀
底
高

４
・
７
ｍ
か
ら
胴
木
・
枕
木
面
４
・
４
〜
４
・
３
ｍ
に
向
か
っ
て
根
切Root cutting

が
行
わ
れ
た
。
水
平
に
床
掘
し
、
枕
木
を
置
い
て
水
平
に
胴
木
を
据
え
る
た
め
で
あ

る
。
４
・
４
〜
４
・
３
ｍ
よ
り
１
ｍ
以
上
も
高
い
標
高
５
・
67
ｍ
に
地
山
頂
部
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
前
方
に
地
形
（
地
業
）
根
切
を
想
定
す
る
こ
と
は
（
Ｃ
区
、
註
４
）、

工
事
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
合
理
的
で
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
土
層
は
18
近
く
あ
る

土
層
断
面
の
う
ち
、
５
ｍ
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
い
ず
れ
に
て
も
検
出
さ
れ
て
い

な
い
。
石
垣
築
造
後
に
、根
切
は
堀
底
も
含
め
て
四
尺
ほ
ど
の
厚
さ
に
盛
土
さ
れ
て
、

完
璧
に
保
全
さ
れ
る
。　
　
　

《
Ｎ
区
北
壁
》

　

つ
ぎ
は
天
守
台
回
り
を
は
ず
れ
、
Ｎ
区
ト
レ
ン
チ
を
み
る
。
小
天
守
西
、
具
足
多

聞
跡
石
垣
西
方
の
調
査
区
北
壁
に
、
慶
長
期
版
築
と
思
わ
れ
る
土
層
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
慶
長
の
面
、
８
お
よ
び
９
層
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
９
層
は

硬
化
面
が
あ
り
、
二
種
の
シ
ル
ト

が
帯
状
に
堆
積
し
、
版
築
状
に
叩

き
締
め
ら
れ
る
（
硬
度
計
22
〜
28

㎜
）。

10
層
上
端
は
５
・
２
ｍ
で
天
守
台
根

石
底
と
想
定
し
た
４
・
７
ｍ
よ
り

０
・
５
ｍ
高
い
。
９
層
・
10
層
と
も

に
土
色
は
２
・
５
Ｙ
４
／
３
で
共
通

す
る
。
こ
の
色
は
Ｉ
地
区
に
て
、

築
城
期
盛
土
と
判
断
さ
れ
た
16
層

と
同
じ
色
で
あ
る
。
報
告
書
は「
地

山
か
」
と
す
る
が
、
版
築
も
あ
り
、

や
は
り
築
城
期
盛
土
と
み
た
い
。

版
築
は
そ
の
石
垣
際
２
ｍ
に
施
行

さ
れ
た
。
６
層
に
は
瓦
片
が
含
ま

れ
、
宝
暦
盛
土
が
及
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
な
ぜ
か
南
壁
の
図
は
掲
載

17
18
19

図版 13　N 区北壁
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さ
れ
て
い
な
い
。

　

慶
長
築
城
時
に
は
版
築
を
施
工
し
た
場
所
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
版
築
盛

土
は
上
端
が
５
・
３
ｍ
、
下
端
５
・
10
ｍ
で
あ
っ
た
。
天
守
台
西
面
で
の
版
築
を
と

も
な
う
慶
長
盛
土
は
、
宝
暦
工
事
の
際
、
石
垣
改
修
の
た
め
基
礎
ま
で
掘
り
込
ま
れ

た
の
で
、
大
半
は
消
滅
し
た
。

本
丸
内
堀
に
お
け
る
根
石
の
保
全

　

以
上
、
内
堀
掘
削
と
本
丸
石
垣
築
造
、
お
よ
び
宝
暦
修
理
の
過
程
に
対
応
す
る
内

堀
土
層
断
面
へ
の
現
れ
方
を
、

１
堀
底
ま
で
の
掘
削
（
底
面
は
地
山
＝
熱
田
層
）
４
・
７
ｍ

２
排
土
の
搬
出
と
台
形
成
（
天
守
・
櫓
台
・
本
丸
地
盤
）

３
胴
木
・
枕
木
埋
設
の
た
め
の
地
形
（
地
業
）
→
堀
底
よ
り
地
形
面
（
床
）
へ

の
切
り
込
み
（
床
掘
・
根
切Root cutting

・
石
垣
積
み
上
げ
の
開
始
）
４
・

４
ｍ

４
石
垣
完
成
後
、
根
石
保
護
の
た
め
の
埋
土
（
慶
長
期
盛
土
）
５
・
９
ｍ

５
宝
暦
修
理
工
事
→
石
垣
の
基
部
を
覆
う
慶
長
期
盛
土
へ
の
切
り
込
み

Recutting

６
宝
暦
工
事
後
の
埋
土
（
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
る
）
→
（
瓦
を
含
む
盛
土
）
お

よ
そ
50
㎝

と
考
え
た
。

　

土
層
は
忠
実
に
経
緯
を
示
し
て
い
た
。
堀
底
を
掘
る
場
合
、
地
山
は
根
石
を
置
く

予
定
の
計
画
高
さ
４
・
７
ｍ
ま
で
掘
削
し
て
、
平
ら
に
均
し
た
。
根
石
底
４
・
７
ｍ
よ

り
上
に
地
山
は
な
い
。
堀
底
に
凹
凸
が
残
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
不
自
然
な
様
相
は

な
か
っ
た
。
石
垣
完
成
後
に
石
垣
保
全
を
目
的
と
し
て
四
尺
埋
め
ら
れ
、堀
底
は
５
・

９
ｍ
に
な
っ
た
。
最
後
に
崩
さ
れ
る
運
搬
用
斜
路
の
土
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。

四　
本
丸
堀
は
な
ぜ
空
堀
に
な
っ
た
の
か

　

名
古
屋
城
の
堀
は
、
北
側
・
西
側
の
外
堀
（
御
深
井
堀
）
が
水
堀
で
、
二
之
丸
堀

は
、
い
ま
は
空
堀
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
西
鉄
門
か
ら
南
側
を
経
て
東
鉄
門
ま
で
水

堀
だ
っ
た
。
三
之
丸
堀
は
東
御
門
北
が
空
堀
、
東
御
門
か
ら
本
町
御
門
が
水
堀
、
御

園
門
辺
は
空
堀
、
御
園
門
西
方
か
ら
巾
下
門
ま
で
は
水
堀
で
、
御
深
井
堀
は
水
堀
で

あ
る
（「
御
城
廓
之
図
」・
徳
川
美
術
館
所
蔵
）。
本
丸
搦
手
馬
出
堀
は
南
か
ら
東
は

空
堀
だ
が
、
北
へ
は
暫
時
下
が
っ
て
、
水
堀
で
あ
る
御
深
井
堀
に
連
続
し
て
い
た
。

一
番
中
心
に
あ
る
本
丸
内
堀
は
空
堀
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
ち
が
い
や
、
水
堀
と

空
堀
の
混
在
が
あ
る
の
か
。

　

水
堀
は
防
御
性
に
優
れ
る
。
空
堀
は
深
さ
で
防
御
す
る
。
水
堀
は
水
を
得
や
す
い

海
城
や
、
河
川
を
持
つ
城
で
選
択
さ
れ
る
。
伊
勢
湾
や
、
ま
た
瀬
戸
内
の
海
城
は
水

堀
に
な
る
。
五
条
川
べ
り
の
清
洲
城
は
水
堀
だ
っ
た
と
考
え
る
。
海
に
近
い
江
戸
城

は
ほ
と
ん
ど
水
堀
で
、
日
比
谷
入
江
に
由
来
す
る
汐
留
川
・
京
橋
川
・
日
本
橋
川
（
平

川
）
に
直
結
す
る
濠
に
は
海
水
が
入
っ
た
し
、
高
台
の
分
水
嶺
に
あ
る
四
谷
見
附
南

の
真
田
堀
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
赤
坂
弁
慶
堀
、
溜
池
へ
と
段
差
で
水
堀
が
連
続
し
た
。

内
堀
の
白
鳥
堀
・
道
灌
堀
は
、
雨
水
、
湧
き
水
で
水
堀
と
な
っ
て
い
る
。
徳
川
氏
の

城
は
江
戸
城
あ
る
い
は
大
坂
城
、
駿
府
城
な
ど
、
い
ず
れ
で
も
水
堀
志
向
だ
っ
た
し
、

他
の
大
名
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

名
古
屋
城
は
水
路
の
な
い
台
地
上
に
築
か
れ
た
け
れ
ど
、
三
之
丸
一
部
を
水
堀
に

し
、
お
な
じ
く
台
地
上
の
二
之
丸
堀
も
大
半
、
水
堀
に
し
た
。
本
丸
搦
手
馬
出
堀
は
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対
岸
、
御
深
井
御
殿
へ
の
船
に
よ
る
往
来
が
あ
っ
た
か
ら
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
陸

地
（
空
堀
）
で
あ
っ
た
。
本
丸
堀
は
空
堀
で
あ
る
が
、
大
雨
が
降
る
と
し
ば
ら
く
の

間
湛
水
し
て
い
る
。
水
堀
を
選
ぶ
の
か
、
空
堀
を
選
ぶ
の
か
。
そ
の
選
択
に
は
、
か

な
ら
ず
判
断
理
由
・
必
然
性
が
あ
る
。

　

巨
大
天
守
は
ふ
つ
う
本
丸
の
中
央
に
置
か
れ
、
独
自
の
台
を
持
つ
。
江
戸
城
・
大

坂
城
・
姫
路
城
・
熊
本
城
ほ
か
で
あ
る
。
大
型
天
守
は
独
自
の
天
守
台
を
持
つ
も
の

が
多
数
と
考
え
る
。
江
戸
城
寛
永
度
天
守
の
高
さ
は
45
ｍ
、
天
守
台
の
高
さ
は
14
ｍ

で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
場
合
天
守
は
36
ｍ
、
天
守
台
は
東
側
で
約
12
・
５
ｍ
、
西
側

と
北
側
が
空
堀
で
約
20
ｍ
に
な
る
。

　

堀
（
水
堀
）
に
面
す
る
巨
大
天
守
は
名
古
屋
城
の
兄
弟
城
た
る
駿
府
城
が
あ
る
。

ほ
か
に
も
広
島
城
、
松
本
城
、
萩
城
、
讃
岐
高
松
城
、
八
代
城
な
ど
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
天
守
は
名
古
屋
城
よ
り
低
い
し
、
天
守
台
石
垣
の
高
さ
も
名
古
屋
城
ほ
ど
に
高

い
も
の
は
な
い
（
高
松
城
で
14
ｍ
、
八
代
城
で
12
ｍ
）。

　

巨
大
な
名
古
屋
城
天
守
は
空
堀
に
接
し
て
い
た
。
本
丸
の
隅
角
に
あ
っ
て
、
高
石

垣
を
持
ち
、か
つ
深
い
空
堀
に
面
す
る
。
熊
本
城
で
あ
れ
ば
天
守
で
は
な
く
、櫓
（
宇

土
櫓
ほ
か
）
の
位
置
が
類
似
す
る
。
宇
土
櫓
の
高
さ
は
19
ｍ
で
名
古
屋
城
天
守
の
約

半
分
、
高
石
垣
は
20
ｍ
で
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
稀
有
で
孤
高
の
巨
大
天
守
に
思
わ

れ
る
。
名
古
屋
城
天
守
特
有
の
規
模
・
構
造
と
堀
、
そ
し
て
石
垣
を
支
え
る
根
石
の

構
造
は
一
連
の
設
計
で
一
体
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
歪
み
で
も
窓
は
開
か
な
く
な
る
。

天
守
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
水
堀
で
あ
れ
ば
ど
う

保
全
で
き
る
の
か
、空
堀
で
あ
れ
ば
ど
う
保
全
す
る
の
か
。
名
古
屋
城
独
自
の
工
夫
・

配
慮
が
あ
っ
た
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
は
、
名
古
屋
城
の
石
垣
根
石
は
埋
土
に
よ
っ
て
保
全
す
る
と

書
か
れ
て
い
た
。
枕
木
・
胴
木
は
相
互
に
杭
や
継
手
で
動
か
な
い
よ
う
に
措
置
さ
れ

て
い
た
し
、
空
隙
部
に
は
ガ
ラ
石
・
砂
利
・
土
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
根
石
前
面
も
厚

く
埋
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
枕
木
・
胴
木
・
根
石
、
い
ず
れ
も
水
平
移
動
・
垂

直
移
動
の
可
能
性
は
な
く
な
る
。
土
で
前
面
と
上
部
を
厚
く
梱
包
さ
れ
れ
ば
、
も
は

や
根
石
が
動
く
こ
と
は
な
い
。
空
堀
で
あ
る
本
丸
内
堀
で
は
最
善
の
保
全
方
法
で

あ
っ
た
。
地
震
時
に
動
く
確
率
が
高
い
の
は
、
根
石
以
外
の
上
段
・
中
段
で
あ
ろ
う
。

天
守
を
は
じ
め
と
す
る
櫓
群
を
上
に
い
た
だ
く
本
丸
石
垣
で
は
埋
土
保
全
法
が
採
択

さ
れ
た
。
内
堀
が
空
堀
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
保
全
策
故
か
と
想
定
し
て
い
る
。
水

堀
は
機
能
上
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
水
確
保
の
た
め
に
深
さ
を
求
め
る
。
水

堀
で
の
埋
土
保
全
法
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
空
堀
で
し
か
採
用
さ
れ
な
い
。

序
数
石
が
こ
れ
ま
で
本
丸
内
堀
で
し
か
見
つ
か
ら
な
い
の
も
、
こ
の
た
め
か
と
想
定

し
て
い
る
。
大
地
震
で
は
差
が
出
た
の
で
は
な
い
か
。

　

盛
土
は
慶
長
に
一
度
、
宝
暦
に
一
度
、
の
ち
戦
後
に
も
行
わ
れ
た
。
調
査
区
の
地

層
に
明
ら
か
で
あ
る
。
宝
暦
工
事
で
は
胴
木
は
再
利
用
し
た
が
、
根
石
は
交
換
し
て

い
た
。
宝
暦
工
事
に
お
け
る
慶
長
盛
土
へ
の
切
り
込
み
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
ト
レ
ン
チ

断
面
で
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
宝
暦
修
理
終
了
後
に
も
埋
土
が
行
わ
れ
て
い
る
。
堀
は

深
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
む
や
み
に
埋
め
な
い
は
ず
だ
が
、
宝
暦
工
事
後
に

も
再
埋
土
を
し
た
。
瓦
が
含
ま
れ
る
か
ら
廃
棄
物
処
理
も
兼
ね
て
い
た
。
結
果
と
し

て
本
丸
内
堀
石
垣
は
慶
長
盛
土
、
宝
暦
盛
土
の
重
量
で
二
重
に
保
全
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
。

　

名
古
屋
城
の
堀
は
水
堀
と
空
堀
が
混
在
す
る
。
本
丸
内
堀
は
空
堀
に
す
る
必
然
性

が
あ
っ
た
。
名
古
屋
城
天
守
は
本
丸
の
隅
に
あ
っ
て
、
深
い
堀
に
面
し
て
い
た
。
天

守
の
荷
重
を
石
垣
が
受
け
た
。
天
守
台
石
垣
は
完
璧
な
強
度
を
要
求
さ
れ
、
い
か
な

る
地
震
に
も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
基
礎
は
通
常
の
数
倍
の
強
さ
を
持
っ
た
け
れ

ど
、
宝
永
地
震
な
ど
の
影
響
は
免
れ
得
ず
、
宝
暦
修
理
の
着
手
に
至
り
、
天
守
台
四

20
21
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隅
の
う
ち
、
北
西
隅
は
根
石
構
造
が
変
更
さ
れ
た
。

五　
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト　
石
垣
技
術
・
敷
葉
工
法

　

遺
構
に
は
残
り
づ
ら
い
た
め
、
現
在
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
石
垣
保
全
上
、

重
視
す
べ
き
技
術
・
視
点
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　

慶
長
地
震
に
て
加
藤
清
正
を
は
じ
め
、
諸
大
名
が
伏
見
城
天
守
の
崩
壊
を
目
撃
し

た
。
安
易
な
石
垣
積
み
を
大
名
ら
は
固
く
戒
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
地
震
へ
の
備
と

工
夫
を
主
眼
に
、
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
た
。

　

甲
府
城
天
守
台
で
は
既
存
石
垣
の
内
部
に
石
積
み
が
あ
っ
た
（『
甲
府
城
跡
』
Ⅳ
、

一
九
九
六
）。
地
中
石
垣
・
裏
石
垣
・
地
中
梁
と
呼
称
し
て
い
る
。
整
然
と
し
た
端

正
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
土
留
効
果
を
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
駿
府

城
天
守
台
に
は
石
垣
表
面
に
垂
直
な
グ
リ
石
の
埠
頭
状
の
列
、
多
数
が
あ
っ
た
し

（「
仕
切
り
石
列
」
と
よ
ぶ
）、
福
岡
城
上
ノ
橋
門
石
垣
で
も
同
様
の
遺
構
が
検
出
さ

れ
て
い
る
（「
裏
ご
め
内
石
列
」
と
仮
称
）。
い
ず
れ
も
ハ
ー
ド
面
で
の
地
震
対
策
、

グ
リ
石
の
動
揺
を
防
ぐ
装
置
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
こ
う
し
た
先
人
の
配
慮
は
目
に

見
え
な
い
場
所
に
し
か
残
さ
れ
な
い
の
で
、
表
面
観
察
の
限
り
で
は
気
づ
か
な
い
。

　

古
来
、
敷
粗
朶
・
敷
歯
朶
（
敷
葉
）
工
法
が
あ
っ
た
。
古
代
の
古
墳
や
大
宰
府
水

城
、
狭
山
池
の
堤
防
、
ま
た
藤
原
京
・
平
城
京
な
ど
軟
弱
地
盤
上
の
道
路
建
設
な
ど

で
使
用
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
で
は
歯
朶
の
葉
は
土
中
か
ら
出
た
瞬
間
は
緑
を
保
っ
て

い
た
と
い
う
。
古
代
人
は
土
中
に
あ
っ
て
、
空
気
に
触
れ
な
け
れ
ば
、
葉
が
腐
朽
し

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

　

敷
葉
工
法
は
、
中
国
大
陸
由
来
の
知
識
で
あ
る
。
狭
山
池
は
数
層
に
お
よ
ん
で
樫

の
葉
と
枝
が
敷
か
れ
て
い
た
。
柳
な
ど
の
枝
を
用
い
た
粗
朶
沈
床
（
敷
粗
朶
）
工
法

は
現
在
で
も
河
川
管
理
技
術
に
用
い
ら
れ
て
い
る２２

。

　

敷
葉
の
方
は
現
在
で
は
お
そ
ら
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
中
近
世

の
事
例
は
あ
る
（
笹
岡
城
土
塁
〈『
二
俣
城
跡
・
鳥
羽
山
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』

二
〇
一
七
〉、
松
江
城
城
下
町
・
武
家
屋
敷
土
手
〈『
城
山
北
公
園
線
都
市
計
画
街
路

事
業
に
伴
う
松
江
城
下
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
４
、二
〇
一
四
〉
な
ど
）。
時
代

を
通
じ
て
の
普
遍
的
な
土
木
工
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
は
近
世
の
石
垣
築
造
に
お
い
て
、
歯
朶
が
敷
か
れ
た
事
例
で
あ
る
。
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
段
階
に
干
拓
地
の
石
垣
で
歯
朶
の
「
締
」（
束
で
あ
ろ
う
）

が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
肥
後
国
銭
塘
、
学
料
開
干
拓
で
の
石
垣
工
事
で
あ
る

（『
新
熊
本
市
史
』
近
世
Ⅲ
６
５
６
・
個
人
蔵
）。「
学
料
開
」
は
藩
校
時
習
館
の
維
持

費
を
負
担
す
る
干
拓
地
で
あ
る
。
海
辺
に
石
垣
を
積
む
時
に
、
多
量
の
歯
朶
を
使
っ

て
い
る
。

Ａ
　

歯
朶
七
百
五
十
締
（
一
締
に
つ
き
代
金
五
分
、
以
下
も
同
じ
で
一
文
の
半
分
。
計

三
百
七
十
五
目
）。

　
「
石
垣
敷
き
し
た
（
歯
朶
）」、「
裏
建
し
た
」（「
石
垣
裏
建
し
た
」）
と
あ
る
。
石

垣
工
事
で
「
敷
く
歯
朶
」
の
意
味
で
、「
裏
建
」
は
裏
側
（
海
側
で
は
な
く
、
陸
側
）

の
石
垣
の
意
味
か
、
あ
る
い
は
石
垣
裏
（
背
後
）
の
意
味
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
　

歯
朶
八
千
四
百
締
（
代
四
貫
二
百
目
）

　
「
挟
し
た
」（
は
さ
み
歯
朶
）
と
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
の
位
置
に
挟
む
シ
ダ
。
代
金

は
同
じ
く
、
五
分
。
割
石
が
一
つ
に
つ
き
一
匁
。
割
石
の
半
分
の
値
段
で
あ
る
。
縄

は
一
束
二
匁
。
シ
ダ
は
縄
の
四
分
一
で
安
い
け
れ
ど
、
割
石
の
半
額
だ
か
ら
高
額
と

も
い
え
る
。
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Ｃ
　

塘
の
長
さ
は
千
五
百
七
十
五
間
、
歯
朶
十
一
万
六
千
百
九
十
五
締
を
使
用
。

Ｄ
　

五
万
八
千
九
十
締

　

Ｄ
は
右
記
Ｃ
が
五
割
増
に
な
っ
た
、
と
あ
る
分
。
Ｃ
、
Ｄ
で
総
計
十
八
万
締
弱
だ

か
ら
、
た
だ
な
ら
ぬ
数
の
歯
朶
の
締
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
し
た
（
歯
朶
）
押
さ
え
の
竹
」
を
「
荒
見
」
に
敷
い
た
と
あ
る
か
ら
、
歯
朶
束

と
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
も
い
る
。「
間
通
五
締
」、
長
さ
一
間
に
歯
朶
五
締
で
、
ぐ
り

石
に
つ
い
て
も
「
間
通
一
坪
一
合
」
と
あ
る
。「
間
通
」
に
歯
朶
と
ぐ
り
石
を
置
い

た
ら
し
い
。
塘
は
根
置
・
留
・
高
が
長
さ
の
単
位
で
示
さ
れ（
以
上
の
単
位
は
間
、合
）、

間
通
は
面
積
を
単
位
と
す
る
（
単
位
は
坪
に
続
い
て
、
合
）。「
な
る
た
け
厚
く
し
な

い
と
、
歯
朶
が
一
つ
に
な
っ
て
、
潮
が
漏
れ
る
」
と
も
あ
る
。

　

敷
き
葉
工
法
は
敷
き
粗
朶
工
法
が
主
流
だ
が
、
歯
朶
も
多
い
。
近
世
の
石
垣
で
も

歯
朶
が
使
わ
れ
て
い
た
。
敷
き
歯
朶
の
目
的
だ
が
、
石
に
も
土
手
に
も
使
用
し
て
い

る
の
で
、
石
垣
と
土
手
の
地
形
（
地
業
）
の
強
化
に
関
わ
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
古

墳
時
代
の
敷
き
粗
朶
工
法
と
共
通
性
が
あ
る
。
干
拓
堤
防
の
石
垣
は
、
日
常
的
に
海

水
と
波
浪
の
影
響
を
受
け
る
し
、
台
風
時
に
は
強
い
外
圧
が
か
か
る
。
石
垣
が
崩
れ

れ
ば
、干
拓
耕
地
と
村
が
壊
滅
す
る
。グ
リ
石
の
動
揺
に
は
特
段
の
配
慮
が
必
要
だ
っ

た
。

　

城
郭
石
垣
の
基
礎
工
事
に
こ
の
工
法
が
用
い
ら
れ
た
事
例
が『
明
良
洪
範
』（
巻
八
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
普
請
で
担
当
し
た
加
藤
清
正
家
中
・
森
本
儀
太
夫
が
十

歳
か
ら
十
三
四
歳
ま
で
の
子
供
に
萱
を
踏
ま
せ
て
、
沼
を
固
め
た
。
工
事
は
遅
れ
た

も
の
の
、
萱
踏
を
せ
ず
に
早
く
に
石
垣
が
完
成
さ
せ
て
い
た
浅
野
長
晟
家
で
は
、
大

雨
で
そ
の
石
垣
が
崩
れ
て
再
度
築
き
直
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
萱
は
低
湿
地
に
お
け

る
敷
き
粗
朶
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
名
古
屋
城
で
も
御
深
井
丸
ほ
か
で
こ
の
工
法
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

森
本
儀
太
夫
に
関
し
て
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
を
訪
ね
て
墨
書
銘
文
を
残
し
た
森
本
右
近
太
夫
一
房
が
お
り
、
そ
の
父
森

本
儀
太
夫
一
吉
も
銘
文
中
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
儀
太
夫
が
『
明
良
洪
範
』
の
人

物
と
な
る
。
一
房
の
一
行
は
寛
永
九
年
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
図
面
で
あ
る
「
祇
園

精
舎
図
」（
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
所
蔵
）
を
作
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
作
事
普

請
を
家
業
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
銘
文
中
に
は
「（
略
）
尾
州
ノ
国
名
谷
之
都

後
室
其
老
母
者
□
明
信
大
姉
（
略
）」
と
み
え
る
。
後
室
は
儀
太
夫
の
妻
で
名
古
屋

出
身
者
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
摂
州
北
西
池
田
の
住
人
と
記
さ
れ
た
森
本
儀
太
夫

が
名
古
屋
に
関
連
す
る
と
し
た
ら
、
加
藤
清
正
に
従
っ
て
名
古
屋
城
を
築
城
し
た
時

で
あ
ろ
う
。
石
垣
普
請
の
名
手
で
あ
っ
た
か
ら
、
失
わ
れ
た
名
古
屋
城
天
守
台
北
西

隅
の
銘
文
石
に
は
彼
の
名
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。『
肥
後
国
誌
』
を
著
述
し

た
森
本
一
瑞
の
祖
で
も
あ
る２３

。

　
「
挟
み
歯
朶
」
や
粗
朶
を
不
織
布
な
ど
の
機
能
が
類
似
す
る
素
材
に
置
き
換
え
た

も
の
が
、
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
法
で
あ
る
。
グ
リ
石
の
動
揺
を
防
ぐ
上
で
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
語
感
は
新
し
い
。
し
か
し
敷
葉
・

敷
枝
（
敷
繊
維
）
工
法
そ
の
も
の
は
、
伝
統
的
で
普
遍
的
で
あ
る
。
素
材
は
現
代
の

も
の
に
代
替
さ
れ
て
も
、
発
想
は
古
代
中
世
以
来
の
ア
ジ
ア
的
技
術
と
い
え
、
そ
の

継
承
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　

特
別
史
跡
熊
本
城
跡
の
馬
具
櫓
は
積
み
直
し
・
再
建
工
事
を
し
て
ま
も
な
く
、
平

成
二
十
八
年
熊
本
地
震
で
崩
壊
し
た
（
整
備
報
告
書
は
同
年
三
月
末
日
の
日
付
で
刊

行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
お
よ
そ
一
か
月
後
に
崩
壊
し
た
）。
二
度
に
わ
た
る
震

度
７
に
は
耐
え
た
け
れ
ど
、
そ
の
あ
と
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
震
度
３
か
ら
４
の
余
震
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で
グ
リ
石
が
下
が
り
、
本
震
後
一
ヶ
月
弱
で
崩
壊
し
た
。
地
震
で
崩
壊
し
た
石
垣
は

馬
具
櫓
以
外
に
も
西
大
手
門
な
ど
、
平
成
に
国
庫
補
助
事
業
で
新
た
に
積
み
替
え
た

り
、
新
規
に
積
ん
だ
石
積
が
多
い
。
創
建
時
の
慶
長
石
垣
が
残
る
一
方
で
、
近
年
の

石
積
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
新
規
修
理
で
は
何
か
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
わ
た
し
は

馬
具
櫓
修
理
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。
議
論
の
な
か
で
保
全
、
と
り
わ
け

地
震
へ
の
対
策
、
グ
リ
石
抑
え
の
発
想
を
全
く
欠
い
て
い
た
こ
と
に
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
。
同
じ
轍
は
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　
『
石
垣
整
備
の
手
引
き
』
は
石
垣
の
価
値
と
保
全
の
基
本
を
「
歴
史
の
証
拠
」
の

維
持
、「
安
定
し
た
構
造
体
」
の
保
持
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
安
定
し
た
構

造
体
」
が
下
部
に
あ
る
。
い
か
に
歴
史
情
報
を
残
そ
う
と
し
て
も
、崩
壊
す
れ
ば
「
歴

史
の
証
拠
」
は
失
わ
れ
る
。

　

東
海
地
方
は
や
が
て
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
危
険
は
排
除
し

た
い
。
伝
承
す
べ
き
技
術
と
背
景
に
あ
っ
た
気
構
え
・
心
が
途
切
れ
て
は
い
な
い
か
。

技
術
（
ソ
フ
ト
・
心
）
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。
ハ
ー
ド
面
で
も
、

ソ
フ
ト
面
で
も
、
近
世
石
垣
・
四
百
年
の
歴
史
、
先
学
、
先
達
の
装
置
・
技
術
・
心

を
継
承
し
た
い
。〈
服
部
〉

註１　

藤
井
重
夫
「
大
坂
城
石
垣
符
号
に
つ
い
て
」（『
大
坂
城
の
諸
研
究
』
岡
本
良
一
編
、一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、

「
符
号
」
と
は
「
大
名
の
家
紋
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
字
や
多
種
多
様
な
記
号
類
な
ど
」
で
あ
り
、
刻
印

と
墨
書
に
大
別
さ
れ
る
と
す
る
。

２　

高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石
垣
の
刻
紋
』（
続･

名
古
屋
城
叢
書
２
、一
九
九
九
）、
同
『
名
古
屋
城
―
石

垣
刻
紋
印
が
明
か
す
築
城
秘
話
―
』（
二
〇
〇
一
）、
同
『
特
別
史
跡　

名
古
屋
城
天
守
䑓
石
垣
の
刻
紋
』

（
一
九
八
九
）
な
ど
。

髙
田
氏
は
名
古
屋
城
に
お
け
る
市
に
よ
る
文
化
財
的
調
査
が
本
格
化
す
る
前
か
ら
、
在
野
で
石
垣
調
査
を

実
践
し
て
き
た
。
本
丸
搦
手
馬
出
石
垣
解
体
の
際
に
も
、
刻
印
や
墨
書
類
の
記
録
と
資
料
化
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

３　

註
１
掲
の
藤
井
論
文
の
ほ
か
、築
城
史
研
究
会
（
藤
井
重
夫
）『
大
阪
城
石
垣
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
六
）

に
よ
る
。
ま
た
、
後
者
の
文
中
で
、
渡
辺
武
『
図
説
再
見
大
阪
城
』（
一
九
八
三
）
の
な
か
で
使
わ
れ
て

い
る
「
段
数
刻
印
」
と
い
う
呼
称
も
紹
介
し
て
い
る
。

４　

地
山
高
さ
は
『
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡　

天
守
台
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
九
年
、一
〇
〇
頁
、）

お
よ
び
「
天
守
台
周
辺
石
垣
調
査
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
」（
石
垣
部
会
添
付
資
料
・
資
料
２　

参
考
―
２
）
に
記
述
が
あ
っ
て
、
北
堀
で
５
・
０
〜
５
・
６
ｍ
・
西
堀
で
４
・
５
〜
４
・
９
ｍ
と
あ
る
。
地
山

と
さ
れ
た
５
・
６
ｍ
は
Ｃ
調
査
区
の
西
壁
断
面
に
見
え
る
７
層
上
面
５
・
67
ｍ
を
指
す
。
発
掘
で
確
認
で

き
た
根
石
底
は
南
西
で
４
・
７
ｍ
、
北
東
で
も
同
様
と
推
定
で
き
る
。
石
垣
底
面
が
三
方
で
同
じ
高
さ
な

の
に
（
後
述
）、
根
石
底
よ
り
１
ｍ
も
高
い
地
山
が
堀
底
の
一
部
に
あ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
、
堀
底

の
形
状
は
平
坦
で
は
な
く
、
高
低
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
構
造
が
、
も
し
名
古
屋
城
内
堀
で

採
用
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
天
守
台
周
囲
に
は
九
本
も
の
調
査
区
が
設
置
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
他
の
八
カ

所
の
断
面
い
ず
れ
か
に
、
か
な
ら
ず
現
れ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
な
い
。
地
山
に
関
す
る
判
断

に
つ
い
て
は
詳
細
を
後
述
す
る
（
本
稿
一
二
二
頁
）。

５　

胴
木
に
つ
い
て
、「
土
台
木
」
の
語
を
使
用
す
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
が
、「
土

台
」
は
「sill, groud sill,

上
部
荷
重
を
基
礎
に
伝
え
る
た
め
、
柱
の
下
部
を
連
結
す
る
水
平
材
」（『
建

築
用
語
辞
典
』）
で
、
建
築
用
の
木
で
あ
る
。
城
郭
で
も
柱
、
根
太
掛
け
な
ど
を
受
け
る
水
平
材
と
し
て

多
用
さ
れ
る
。
土
台
木
と
い
う
言
葉
は
、
胴
木
で
は
な
い
こ
の
建
築
材
を
意
味
す
る
用
法
が
一
般
的
で
あ

る
。
よ
っ
て
本
稿
は
胴
木
、
な
い
し
は
史
料
に
見
え
る
「
敷
松
」、「
根
固
め
丸
太
」
の
語
を
使
用
す
る
。

６　

御
深
井
丸
側
の
石
垣
に
つ
い
て
は
根
石
の
構
造
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
も
し
盛
土
の
上
に
築
か
れ
て
い
る

の
な
ら
、
脆
弱
な
石
垣
と
な
る
。
曲
輪
の
面
積
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
盛
土
し
た
上
に

石
垣
を
構
築
し
た
例
は
、
唐
津
城
（
肥
前
）
が
あ
る
。
石
垣
の
積
み
替
え
痕
跡
（
目
地
線
）
が
六
回
分
検
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出
さ
れ
る
と
さ
れ
、
石
垣
が
弱
い
事
例
と
さ
れ
る
。
根
石
は
動
い
て
い
な
い
。
本
稿
一
二
四
頁
。『
唐
津

城
跡
本
丸
１
』、『
唐
津
城
跡
本
丸
２
』
二
〇
一
五
、『
唐
津
城
大
解
剖
』
二
〇
一
七
、
い
ず
れ
も
唐
津
市

教
育
委
員
会

７　

根
石
を
傾
け
て
前
面
（
外
側
）
を
高
く
す
る
場
合
、
胴
木
は
一
本
に
な
る
。『
福
岡
城
跡　

福
岡
城
中
堀

跡
の
調
査
』
一
九
九
七
。

８　

発
掘
中
、
５
・
65
ｍ
か
ら
「
湧
水
」
が
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
る
が
、
恒
常
的
な
湧
水
の
意
味
で
は
な
く
、

一
時
的
な
出
水
、
雨
水
の
浸
出
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９　

御
深
井
丸
の
東
、
塩
蔵
構
の
石
垣
に
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
成
立
の
「
西
春
日
井
郡
」
な
る

朱
筆
書
き
や
ド
リ
ル
の
痕
跡
が
あ
る
（
高
田
祐
吉
『
名
古
屋
城
石
垣
の
刻
印
』
続
名
古
屋
城
叢
書
２
、

一
二
〇
・
四
八
頁
）。

10
『
仕
様
之
大
法
』
の
み
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

右
足
石
（
略
）
長
九
尺
か
ら
一
丈
ま
で

右
之
外 

小
牧
村
辺
・
小
金
山
・
白
鳥
御
材
木
場
・
太
鼓
櫓
御
堀
内
等
、
前
々
よ
り
有
来
候
御
石
垣
石
御

場
所
江
取
入
、
夫
々
足
石
ニ
相
用
候

白
鳥
御
材
木
場
以
下
は
石
切
場
で
は
な
い
け
れ
ど
、
慶
長
残
置
石
が
若
干
あ
っ
て
、
足
石
に
な
っ
た
。
小

金
山
は
水
野
村
か
（
蓬
左
文
庫
蔵
「
尾
張
志
付
図
春
日
井
郡
」、「
水
野
山
御
狩
場
御
道
筋
絵
図
」）。

11　

石
垣
調
査
で
は
岩
種
ご
と
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
て
、
北
西
隅
石
は
す
べ
て
花
崗
岩
類
に
な
っ
て
い
る
。

別
に
足
場
を
組
ん
で
い
た
と
き
の
観
測
デ
ー
タ
が
石
材
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
花
崗
岩
類
、
花
崗

班
岩
、
花
崗
閃
緑
岩
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
隅
石
は
花
崗
班
岩
が
四
つ
、
花
崗
閃
緑
岩
が
三
つ
で
、
残
り

十
七
石
は
花
崗
岩
類
と
あ
る
。
三
番
石
、
す
な
わ
ち
序
数
詞
が
な
く
、
宝
暦
新
石
で
あ
っ
て
岩
崎
山
石
か

と
推
定
さ
れ
る
石
は
花
崗
閃
緑
岩
と
さ
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
と
花
崗
閃
緑
岩
の
ち
が
い
は
成
分
比
で
産
地

は
同
じ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
岩
崎
山
石
か
ら
は
花
崗
閃
緑
岩
も
産
出
し
た
よ
う
だ
。

12　

深
さ
に
つ
い
て
、
井
戸
な
ど
で
は
「
間
」
を
含
む
記
述
が
あ
り
、「
深
さ
曲
尺
十
二
間
」
と
あ
る
。
井
戸

黄
金
水
は
こ
れ
を
六
尺
で
計
算
し
た
場
合
で
も
、
ケ
ー
ソ
ン
敷
設
時
の
実
測
値
よ
り
深
く
な
る
の
で
、
一

間
六
尺
（
曲
尺
）
だ
っ
た
と
考
え
て
お
く
。
縄
で
計
測
し
た
か
ら
、
六
尺
で
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

13　

現
段
階
に
至
る
ま
で
石
垣
カ
ル
テ
は
い
く
ど
も
線
引
き
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
紀
要
前
号
の
深
谷
淳
論
考

に
は
北
（
Ｕ
61
）
お
よ
び
西
（
Ｕ
60
）
の
二
面
が
、
ま
た
木
村
有
作
論
考
に
は
北
（
Ｕ
61
）、
東
（
Ｕ
62
）、

南
面
（
Ｕ
59
）
で
の
目
地
線
を
示
す
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
一
二
二
、一
二
三
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
に
調
査

の
時
期
差
が
あ
っ
て
、
線
引
き
が
異
な
っ
て
い
る
。
線
引
き
の
困
難
さ
を
反
映
し
よ
う
。
北
面
と
西
面
に

つ
い
て
は
最
終
見
解
と
し
て
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
九
日
作
成
の
も
の
が
同
年
十
二
月
二
十
七
日
石
垣

部
会
配
布
資
料
と
し
て
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
紀
要
に
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
引
用
し
た
段
階

の
線
引
き
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
東
面
、
南
面
は
以
下
に
図
示
す
る
。

https://w
w

w
.nagoyajo.city.nagoya.jp/tenshu_inform

ation/uploads/88da5ead80aa8ee9

4d43caa30c4fd097.pdf

14 

一
部
は
発
掘
デ
ー
タ
整
理
中
〈
報
告
書
未
刊
〉。
両
壁
の
う
ち
片
側
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
例
や
、
大
正
期

の
試
掘
坑
に
重
な
っ
た
例
も
あ
る
。

15 

土
の
採
取
場
所
に
つ
い
て
は
『
国
秘
録
』
に
「
今
般
御
堀
築
埋
候
土
取
場
之
儀
、
御
深
井
丸
之
内
四
ヶ
所

并
御
宮
後
御
園
御
門
之
内
に
て
堀
取
候
調
に
御
座
候
得
共
、
程
遠
き
所
よ
り
持
運
候
よ
り
も
先
達
て
一
往

御
吟
味
有
之
候
、
御
天
守
近
辺
御
堀
繰
出
し
に
も
可
被
仰
付
哉
之
場
所
を
見
立
、
格
好
宜
今
般
土
堀
取
置
」

と
あ
る
。

16https://w
w

w
.nagoyajo.city.nagoya.jp/tenshu_inform

ation/uploads/88da5ead80aa8ee94

d43caa30c4fd097.pdf

17 

石
垣
の
盛
土
保
全
は
仙
台
城
で
も
報
告
さ
れ
て
い
て
、
捨
て
石
を
含
ん
だ
５
ｍ
の
盛
土
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。『
仙
台
城
本
丸
１
次
調
査
』
仙
台
市
教
育
委
員
会
・
二
〇
〇
九
。
唐
津
城
で
も
根
石
一
石
分
で
あ
る
が
、

50
㎝
盛
土
、
前
註
６
報
告
書
。
調
査
中
で
あ
る
が
沼
津
市
興
国
寺
城
天
守
台
前
面
石
垣
で
も
前
面
盛
土
が

存
在
す
る
。

18 

「
根
切
」
に
つ
い
て
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、「
壁
ま
た
は
柱
を
建
築
す
る
と
き
、
地
面
に
穴
を
掘
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
掘
っ
た
穴
。
角
掘
り
、
総
掘
り
、
丁
掘
り
、
布
掘
り
、
壺
掘
り
な
ど
の
別
が
あ
る
」
と
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す
る
。『
日
本
建
築
辞
彙
』
も
ほ
ぼ
同
文
で
、
英Trench

と
あ
る
。『
図
説
建
築
用
語
辞
典
』
で
は
、
建

物
の
基
礎
や
地
下
室
を
作
る
た
め
所
定
の
形
に
地
盤
を
掘
削
す
る
こ
と
、
と
し
て
総
掘
り
、
布
掘
り
、
つ

ぼ
掘
り
を
図
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
形
・
基
礎
工
事
に
伴
う
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。『
建
築

土
木
５
万
語
中
辞
典
』
で
はcutting,excavation, pit excavation, trench

と
し
て
い
て
、
英
語
に

な
る
と
掘
削
工
事
全
般
を
含
む
。
宝
暦
段
階
は
胴
木
を
再
利
用
し
た
石
垣
積
み
直
し
だ
か
ら
、
改
め
て
の

基
礎
工
事
は
行
わ
な
か
っ
た
。
基
礎
へ
の
切
り
込
み
を
行
わ
な
い
盛
土
の
（
再
）
掘
削
はrecutting

で
、

そ
れ
を
根
切
りroot cutting

と
い
う
の
は
拡
大
概
念
で
は
な
い
か
。
根
石
の
強
度
・
安
定
度
に
は
関
係

が
な
い
と
考
え
る
。
切
る
場
所
に
二
度
手
間
で
盛
土
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
、
と
も
考
え
る
。
小
天
守

で
も
御
殿
側
の
盛
土
にcutting

が
あ
る
が
、
工
事
は
小
天
守
石
垣
築
造
後
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ね
き
り
」（
根
切
虫
な
ど
）
と
「
ね
ぎ
り
」
は
別
の
言
葉
で
、建
築
用
語
は
「
ね

ぎ
り
」
で
あ
る
。

19  

Ｃ
地
区
は
、
北
壁
二
面
、
東
壁
二
面
ほ
か
の
断
面
図
、
土
層
注
記
を
欠
く
。

20  

御
深
井
丸
堀
、
西
之
丸
堀
で
は
、
も
し
刻
字
が
あ
っ
た
と
し
て
も
水
中
に
な
る
の
で
、
検
出
は
当
面
不
可

能
で
あ
る
。
巾
下
門
に
は
九
十
度
回
転
し
て
、
縦
に
な
っ
た
「
二
」
の
字
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
横
向
き

の
変
形
序
数
石
で
あ
る
。
そ
の
横
に
も
「
二
」
字
が
あ
る
。

21  

大
坂
城
で
は
水
堀
で
あ
っ
て
も
序
数
刻
字
石
が
あ
る
。
た
だ
し
埋
土
に
と
も
な
う
根
石
の
所
在
を
示
す
も

の
で
は
な
く
、
丁
場
境
の
番
号
と
推
測
さ
れ
る
。
築
城
史
研
究
会
『
大
坂
城　

石
垣
調
査
報
告
書
（
二
）』

（
二
〇
〇
六
）
に
は
左
側
は
九
曜
紋
が
連
続
し
（
細
川
家
丁
場
）、右
側
に
は
「
木
に
丸
」
紋
が
連
続
し
（
日

出
木
下
家
丁
場
）、
そ
こ
に
下
か
ら
十
九
に
始
ま
り
、
三
十
三
ま
で
お
よ
び
十
間
か
ら
十
五
間
ま
で
の
数

字
が
刻
さ
れ
た
石
垣
列
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
壮
観
で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
細
川
丁
場
、
鍋
島
丁
場
の
境

に
似
る
が
（
一
章
）、
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
ほ
か
西
外
堀
で
は
七
目
（
七
ツ
目
）、
九
目
、
拾
目
、
十
七
目
、

九
〜
十
九
、二
十
一
〜
二
十
四
な
ど
、北
外
堀
で
は
五
・
七
〜
十
一
・
十
七
な
ど
、内
堀
で
は
九
〜
十
二
な
ど
、

多
く
の
数
字
石
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
村
川
行
弘
『
大
坂
城
の
謎
』
二
〇
〇
二
）。
名
古
屋
城
の
序
数
刻

字
と
は
趣
旨
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

22  

国
土
交
通
省　

信
濃
川
下
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hrr.m

lit.go.jp/shinage/kyougikai/archives/04_ikim
ono/ikim

ono_43201.

htm
l

23  

碑
文
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
二
ヶ
所
に
あ
る
が
、
ボ
ル
ポ
ト
時
代
ク
メ
ー
ル
ル
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
墨
や

ペ
ン
キ
を
上
塗
り
さ
れ
て
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
下
記
清
水
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
じ
寛
永
九
年
墨

書
が
二
つ
あ
っ
て
、
一
例
に
は
残
画
か
ら
「
正
」
月
、
ま
た
「
尾
国
住
人
」
と
あ
る
と
い
う
。
森
本
墨
書

と
共
通
性
が
あ
る
。「
尾
国
」
の
用
例
は
あ
ま
り
な
い
が
、『
駿
国
雑
志
』（
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
）

と
い
う
例
は
あ
る
。
尾
張
と
寛
永
九
年
正
月
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
訪
問
は
関
係
が
深
い
の
で
あ
ろ
う
。

黒
板
勝
美
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
石
柱
記
文
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
四
一
編
八
・
昭
和
五
年
・
巻

頭
写
真

清
水
潤
三
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
石
柱
に
の
こ
る
日
本
人
墨
書
の
調
査
」（
松
本
信
弘
編
『
イ
ン
ド
シ

ナ
研
究
―
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
綜
合
調
査
報
告
（
一
）』
一
九
六
五

早
川
義
郎
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
日
本
人
墨
書
に
つ
い
て
」『
法
曹
』
七
一
一
〜
七
一
二

中
尾
芳
治
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
墨
書
を
残
し
た
森
本
右
近
太
夫
一
房
の
父
・
森
本
義
太
夫
の
墓
を
め

ぐ
っ
て
」『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
６
〜
７

http://w
w

w
.kyotofu-m

aibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu6/35nakao.pdf

http://w
w

w
.kyotofu-m

aibun.or.jp/data/kankou/kankou-pdf/ronsyuu7/8nakao.pdf
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注
記
・
本
稿
の
文
責
は
、「
一
章
」
は
木
村
、「
は
じ
め
に
」、
と
「
二
章
」
は
服
部

に
あ
る
。
要
旨
も
服
部
が
執
筆
し
た
。
服
部
の
見
解
は
二
〇
二
一
年
一
月
十
二
日
セ

ン
タ
ー
内
・
学
芸
報
告
会
で
発
表
し
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
二
章
は
石

垣
部
会
指
導
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
名
古
屋
市
の
二
〇
一
八
・
一
九
年
当
時
の
公
式

見
解
（『
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡　

天
守
台
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
』）
と
は
、
慶
長

盛
土
・
地
山
の
理
解
ほ
か
、
文
献
記
述
を
ふ
ま
え
て
の
見
解
な
ど
、
大
き
な
ち
が
い

が
あ
る
。
本
紀
要
二
章
は
あ
く
ま
で
服
部
個
人
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り

す
る
。
現
在
も
本
丸
内
堀
発
掘
調
査
は
進
行
中
で
、
新
知
見
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
歴
史
の
実
像
に
近
づ
く
と
信
じ
る
。

　

ま
た
成
稿
の
過
程
で
セ
ン
タ
ー
職
員
各
位
、
ま
た
竹
中
工
務
店
・
片
庭
修
氏
、
豊

島
憲
一
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

《Title》
Consideration of Nagoya Castle Honmaru Ishigaki;Why is Uchibori an empty moat 

where water does not collect?

《Keyword》
Integrated　Study of the Monument, Ishigaki;stone wall, Kinjyo-Onkoroku, Moat 

with water, Empty moat, Stone engraving ordinal number, Allotted range, Engraved, 

Aijirushi;Marks to distinguish from others, Base-stone, Corner stone laid on the root, 

Stone wall swells, Tashiishi;Exchanged stone, Logs for timber footing, Best way to fix 

and preserve root stones, Civil Engineering method with leaves down, Lay the fascine 

underneath, Lay the fern underneath
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6

《Title》
Tekisui Roof Tile excavated from Nagoya Castle Ninomaru Garden (Present document)

《Keyword》
Tekisui Gawara;Tekisui Roof Tile, San Gawara;San Roof Tile, Bunroku-keicho War(Imjin 

Disturbance, Chongyu War)
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5

註

(1) 　例外として島根県富田城からも滴水瓦は出土している。

ただし島根県を含む山陰地方は古代から朝鮮半島との

繋がりがあり、対馬同様に日本海を通じて朝鮮半島と

隣接しているともいえる。

(2) 　琉球の軒平瓦は明朝系、高麗系、大和系に大別できる。

なかでも明朝系と高麗系は滴水瓦である。琉球のグス

クから出土している滴水瓦は主に明朝系である。

(3) 　瓦左側が欠損しているものの、版を二度押しした痕跡が

左端で確認でき、おおよその版の大きさを計測するこ

とができた。

(4)　名古屋城二之丸庭園で 2014 年に出土した「滴水型桟瓦」

の高さが約 6cm、名古屋城三の丸遺跡から出土した 4

点の「滴水型桟瓦」は 5 ～ 6㎝である。
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水型桟瓦」に見られる特徴で、例えば京都妙心
寺の「ろうそく桟」と呼ばれる「滴水型桟瓦」
は瓦当全体の中心より瓦当文様がやや小巴よ
りに寄って描かれている。名古屋城二之丸庭園
出土の「滴水瓦」も小巴に 0.4mm 寄っており、

「ろうそく桟」と同様の特徴を持っている。
　名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」の左側が
欠損していることも仮説②の可能性を高めて
いる。文様が中心からやや左側に寄っているこ
とも仮説②を補強していると考えている。

4　まとめと課題
　3-2. 以降で述べたように、桟瓦が普及した
近世後期以降の層位から出土している点、先行
研究で明らかにされた文様パターンに当ては
まらない点から名古屋城二之丸庭園出土「滴水
瓦」は②「滴水型桟瓦」である可能性が高いと
考えている。即ち桟瓦であると考えられる。

「均整流水文」の類例について検討が足りな
かったものの、「滴水型桟瓦」の文様は花文 ,
家紋 , 年号といった滴水瓦の文様法則にとらわ

れずに多種多様な文様構成となっており「均整
流水文」が特異な文様ではないともいえる。
　滴水瓦型の瓦当面を持つ軒桟瓦の名称につい
て「花文瓦・波瓦」,「ろうそく桟」,「朝鮮軒」,「滴
水桟」など地方独自の名称が存在し、全国で統
一された名称はない。そもそも滴水瓦は平瓦に
分類される。平瓦と丸瓦が結合して桟瓦化した
ように、滴水瓦と丸瓦が結合して「滴水型桟瓦」
となったと考えられる。
　城郭に滴水瓦を葺く行為は雨水を誘導する機
能的なメリットの他に、「文禄・慶長の役に参
戦渡海したステイタス」( 中井 2005) としての
役割をもっていたと考えられている。ところが
渡海していない徳川家やその家臣が滴水瓦を前
城主から引き継いで使用する段階になると文
禄・慶長の役を示す象徴的役割を果たさなく
なったと考えられる。また、桟瓦の急速な普及
も相まって滴水瓦も桟瓦化したと考えられる。
これら「滴水型桟瓦」は滴水瓦が持つ雨水を誘
導する機能を継承し、象徴性が失われた瓦であ
ると言える。

図 1 名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」実測図及び拓本
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いる。しかし、前述したように滴水瓦は慶長 5
年（1600）以降に流行するという説に基づけば、
福島正則が滴水瓦を使用するのであれば清洲城
ではなく慶長 5 年（1600）に入封した広島城
を選択すると思われる。福島正則期広島城で出
土していない瓦が清洲越し等によって名古屋城
へ運ばれる可能性は低いと言わざるを得ない。

3-3　③滴水瓦が桟瓦化した「滴水型桟瓦」で
ある可能性
3-3-1　 「滴水型桟瓦」について
　「愛知県・岐阜県下では桟瓦と結合して波
瓦・花瓦などとよばれているが、昭和三四年
( 一九五九 ) の伊勢湾台風以後一段と普及した」
( 渡辺 1995) とある。「花瓦・波瓦」と呼ばれ
る滴水瓦に似た瓦当面をもつ桟瓦が東海地方で
見ることができ、滴水瓦の特徴である雨水をス
ムーズに軒下へ落とす機能が継承されているこ
とが分かる。「花瓦・波瓦」は東海地方だけで
なく、熊本では「朝鮮軒」（渡辺 1995）と呼
ばれている。京都では「滴水桟」として報告さ
れている例もある。このように滴水瓦の瓦当を
もつ桟瓦は各地域によって名称が異なってい
る。
　本稿では「花瓦・波瓦」,「朝鮮桟」,「滴水
桟」のような滴水瓦の瓦当をもつ桟瓦を便宜的
に「滴水型桟瓦」とする。「滴水型桟瓦」は京
都妙心寺をはじめ各地の寺社、長崎興福寺等の
黄檗宗寺院、また現代では日本各地の中華街や
一般住宅等、全国で広く見ることができるよう
な桟瓦である。

3-3-2　名古屋城における「滴水型桟瓦」の出
土事例
　「滴水型桟瓦」を葺くことと文禄・慶長の役
への参加は関連性がみられないため、名古屋城
から出土することは異例なことではない。実際

に二之丸庭園でも平成 26 年（2014）に「滴水
型桟瓦」が 1 点出土し、軒桟瓦として報告さ
れている。「軒平部が滴水瓦で逆三角形を呈す。
文様部は中央で画されて両側に左右対称の唐草
文 ( 陽刻 ) が配されている。」（名古屋城総合事
務所 2017）と報告されている。
　二之丸庭園以外では名古屋城三の丸遺跡から
出土している。報告では「桟瓦」という分類の
中でさらに「滴水瓦」に小分類されている（愛
知県埋蔵文化財センター 1993）。
　名古屋城三の丸遺跡第 4 次調査においては 4
点出土している。そのうち 3 点は表土等から
出土しているため、時期は不明である。1 点は
18 世紀中頃から 19 世紀中頃にかけて存在し
た塀に伴う石列から出土している。出土点数が
1 点であるため、塀に伴うものであると言い切
ることはできないが、「滴水型桟瓦」葺きの塀
が存在した可能性を想定することはできる。
　文様はいずれも唐草文である。

3-3-3　名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」と
「滴水型桟瓦」の比較検討
　名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」は高さが
7.2cm あり、他の名古屋城出土の「滴水型桟瓦」
に比べてやや大きい

（４）
。

文様は 2014 年に二之丸庭園から出土「軒桟瓦」
の文様は中心に枠を設け、左右に唐草を配する
もので、名古屋城三の丸遺跡出土瓦は唐草文で
ある。
　しかし名古屋城における「滴水型桟瓦」の出
土数は軒丸瓦や軒平瓦の出土数に比べると圧倒
的に少ないものの、「滴水型桟瓦」が名古屋城
で見られることは不自然なことではない。
　また、「滴水型桟瓦」の特徴として小巴と接
続した際、視覚的なバランスをとるために瓦当
の文様の中心を滴水瓦部全体の中心よりややず
らした位置に配する瓦がある。これは一部の「滴
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する。琉球でよく見られるタイプは明朝の流
れをくむもので現代の中国でも見ることがで
きる。また、長崎の黄檗宗寺院や現代日本の
中華街や南京町といった中国との関りが強い
地域や建物でも見ることができる。

3　名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」の再検
討

3-1　名古屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」につ
いて
　名古屋城二之丸庭園で出土した「滴水瓦」は
向かって左側が一部欠損しているものの、瓦
当面の残存状況は良好である。平瓦部は後部
全体が欠損している。そのため長さ、幅は不
明である。高さは 7.2㎝である。瓦当面と瓦当
面側面は燻がないが、平瓦部は燻がかけられ
ている。
　「滴水瓦」は北池の東側から近世後半から近
代以降の遺物とともに出土している。遺物全
体の年代幅が広く、層位から年代を限定する
のは困難である。
瓦当面が平瓦部に対して 90° に近い角度で接
続 ( 図 1) しており、取り付き角 120° である
1600 ～ 1617 年代の滴水瓦より新しいものと
考えることができる。
　文様は「均整流水文」( 図 1) と報告されてい
るように中心飾りに花 , 家紋 , 年号のいずれに
も該当しない文様構成となっている。文様は
やや左側に寄って版押しされている

（3）
。二度押

しされた痕跡から推定すると中心の珠文から
押版部右端まで 7.4mm に対して、左端までは
7mm とわずかに左側に寄っている。
　文様の名称について「流水文」と報告され
ているが、中心飾りが形骸化した唐草文の様
に見える。どちらにせよ類似する文様を持つ
滴水瓦は近世城郭にない。

　名古屋城は慶長 15 年（1610）に築城が始ま
り、同 19 年（1614）に尾張藩主徳川義直が駿
府城から名古屋城へ居を移した。名古屋城築城
期に滴水瓦が存在したのであれば、前述した姫
路城，和歌山城や熊本城など渡海した大名が滴
水瓦を持つ城郭より 10年程度遅れる。徳川義
直はもちろん父である家康も朝鮮半島には渡海
していない。前述したように取り付き角が 90°
に近いため、他城郭で 1600 年～ 1617 年に葺
かれた滴水瓦とは角度が異なる。名古屋城は徳
川家による新規築城なので姫路城のように渡海
していた前城主が滴水瓦を葺き、それを継承し
たタイプでもない。
以上の様に名古屋城二之丸出土の「滴水瓦」は
取り付き角 , 文様 , 滴水瓦使用大名の特徴がい
ずれも既存の滴水瓦研究の分類方法に当てはま
らない。そこで名古屋城二之丸出土の「滴水瓦」
の正体について考えられる可能性として 2 つ
の仮説を提示する。①清洲城に葺かれていた滴
水瓦を名古屋城へ流用した。②滴水瓦が桟瓦化
したいわゆる「花瓦・波瓦」（以下「滴水型桟瓦」
とする。）であるという 2 つの可能性を上げる
ことができる。①清洲城に葺かれていた滴水瓦
を名古屋城へ流用したと②滴水瓦が桟瓦化した
いわゆる「滴水型桟瓦」について次章以降で検
討していく。

3-2　①清洲城に葺かれていた滴水瓦を名古屋
城へ流用した可能性
　①清洲城に葺かれていた滴水瓦を名古屋城へ
流用したものである場合、滴水瓦は文禄の役に
参加した福島正則が現地で収奪もしくは模倣
したものが清洲城に葺かれたものと考えられ
る。ところが清洲城から滴水瓦は出土していな
い。文禄・慶長の役に参加し居城に滴水瓦を葺
いた大名の多くは関ヶ原合戦後の新規築城また
は既存城郭の大規模改修後に滴水瓦を葺いて
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滴水瓦　桟瓦　文禄・慶長の役

〈資料紹介〉名古屋城二之丸出土の「滴水瓦」について

　名古屋城では二之丸庭園修復整備に伴う発掘
調査を継続的に行っている。平成 29 年（2017）
に実施した第 5 次調査で北園池 , 旧将校集会所
跡 , 枯池を発掘した。その中で北園池東側から

「滴水瓦」が出土している。報告書では「滴水
瓦の軒平の瓦当である。文様区にはシャープな
均整流水文がみられる。瓦当全面、その端面、
側面、瓦当に接する上面端部が意識的に燻しを
行っていなく明白褐色を呈する。」（名古屋城調
査研究センター 2020）と報告されている。
　17 世紀に築城された城郭において出土する
滴水瓦は文禄・慶長の役で朝鮮半島に渡海した
大名が使用している例がほとんどである。朝鮮
半島に渡海していない徳川家やその家臣が 17
世紀初頭の段階で居城に滴水瓦を使用する例は
以下の 2 パターンがあげられる。前城主によっ
て葺かれた滴水瓦の形状を引き継いで新たに製
作したパターン、前城主が葺いたものを継続し
て使用したパターンである。前者は姫路城にお
ける榊原家と酒井家であり、後者は和歌山城の
紀伊徳川家である。
名古屋城は築城時から一貫して尾張徳川家が城
主であり、この 2 パターンには当てはまらない。
また、他城郭に類例のない文様構成であること
もあって、名古屋城二之丸庭園出土の「滴水瓦」
が新パターンであれば先行研究の枠組みから外
れた新しい事例である。そこで、本稿では名古
屋城二之丸庭園出土「滴水瓦」がはたして滴水
瓦であるのかといった根本から再検討を行う。

キーワード

１　はじめに

髙橋　圭也　

２　滴水瓦について

　近世における滴水瓦は基本的に文禄・慶長の
役後に日本で普及した瓦で文禄・慶長の役に参
加した大名が所有する城郭や屋敷、菩提寺に葺
いたとされている。
　滴水瓦は中国を発祥とする瓦で琉球王国や対
馬等の日中・日韓国境付近を中心

（1）
に文禄・慶

長の役以前から見ることができるが、17 世紀
初め文禄・慶長の役の副産物である朝鮮半島か
ら日本への技術流出を背景に西日本を中心に流
行する。近世城郭では慶長 5 年（1600）～元
和３年（1617）という短い時期に急激に流行
する（中井 2005）。
　形態は 17 世紀初め頃の滴水瓦は瓦当面が逆
三角形で、雨水をスムーズに軒下へ落とすため
に瓦当面が平瓦部に対して 120° で接続してい
る （渡辺 1995）。接続角は次第に形骸化し、軒
丸瓦・軒平瓦のように瓦当面が平瓦部に対し
て 90° に近い角度で接続するようになっていく

（渡辺 1995）。
　文様は文禄・慶長の役以前から葺かれていた
対馬金石城と島根県の富田城が蓮華文である。
それ以外の城郭では家紋もしくは製作年を中心
飾りとするタイプである。
　製作年を中心飾りとするタイプは朝鮮半島で
一般的にみられるものであり、日本では 17 世
紀の城郭でよくみられる。このタイプは朝鮮半
島の模倣もしくは現地から収奪したものであ
る。
　中心部に家紋を描くタイプは元来から日本で
瓦当文様を家紋とする軒丸瓦が存在しており、
それを滴水瓦へ応用した文様だと考えられる。
　琉球では花を形象化した文様を中心飾りと
し、左右に葉を形象化した文様を配するタイプ

（2）

で金石城と富田城で見られるタイプにやや類似
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